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        第一章　ブリコルール

      

      　アシア救出に成功したコウたちは機動工廠プラットホーム〈アストライア〉に帰還した。

      　現在コウは艦内の戦闘指揮所に入室している。彼のほかにアシアともう一人見慣れない女性がいた。

      　アシアは銀髪で小柄な少女の姿。もう一人は長身でジェニーのような金髪で長身の白人女性だが、大理石のように白い肌に彫りの深い顔立ち。神像を思わせる女性だ。

      　二人とも同じデザインの、ゆったりとした白い衣装をまとっている。

      「おかえり！ コウ！」

      「ただいま、アシア。そちらの方は？」

      「私はアストライアですよ」

      「アストライアか！」

      　コウは驚愕した。アストライアまでアシアと同じようなビジョンを持つとは思わなかった。雰囲気や髪型も若干違う。

      「私とアストライアは従姉妹というか、同じ存在によって創造された実質姉妹みたいなものだし？」

      「とはいってもやはり私とアシアの本質は違います。末端の予備機みたいなもの。本体は永遠に喪われたのです」

      「そうか……」

      　自分の本体が永遠に喪われたという事実は辛いことだろう。アシアのように助けることもできない。

      　アストライアには世話になっている。何もできない自分に少し歯痒かった。

      「本体機能の三割も残っているならいいじゃない。今の私なんて十分の一ぐらいだよ」

      「アシアも一部分に過ぎないか。まだまだ取り返さないと」

      「あなたはアシアを取り戻した。ゼロであるかオリジナルの一部があるか。その意味はまったく違います。惑星アシアの状況は間違いなく好転したのです。十分の一のアシアでも、私の本体の半分に匹敵する力を持っていますよ」

      　アストライアはにこりともせず言う。褒めてくれている気はするのだが、美人過ぎて怖いのだ。

      「アストライアからコウの希望は聞いたわ。今の私もかなり権限は制限されているけど、それでも要望はかなえてあげられる」

      「助かるよ」

      「まず金属水素用の小型超高圧炉の製造権限ね。これは本当にギリギリ。コウの知識が不足していることもあるけど技術制限ね。あなたのせいではないけれど」

      「無理させてすまない」

      　人間に提供する技術は本人の知識や理解にも左右される。本来ならコウの知識では無理な水準である技術なのだろう。

      「次にナノカーボンやナノカーボン複合材料の作成範囲を広げた。これで設計の幅は広がるはず」

      「そんな技術まで。アストライアに多くのことを教わらないとな」

      「最後にファミリアの生産再開。権限的に生産数は少ないけど、今の私に出来る最大限のことはやるよ」

      「ファミリアを、か。ストーンズが目の敵にして減る一方だったとは聞いている。嬉しいよ」

      　アシアがいなくなってファミリアの生産設備が惑星規模で停止しているという。

      　アシアを取り戻し生産が再開になれば人類のよき友が増えるのだ。これは嬉ばしいことだ。

      「私はこの場所を拠点にするけど、惑星アシア各地の気候制御装置のメンテをしないといけない。またしばらくコウの前から消えちゃうことになる。先にそれだけ伝えたくて」

      「アシアは惑星管理が仕事だ。手伝いができないことは辛いが、俺は残りのアシアを取り戻すことに力を尽くすよ。それが目的だな」

      「そういってくれて嬉しい。コウが呼び出してくれたらすぐに飛んでくるから！ アストライアもいるしね」

      「私は本体と違いますので。コウの傍にいるという決定をしました。アシア。ご安心を」

      「アストライアと思えない言葉……」

      　意外とも感心したともいえる呟きを発したアシア。

      「どういう意味？」

      「アストライアは均衡、平等であるという行動原理を持っている。そんな彼女がコウの傍にいると明言した。それは驚嘆すべきことなの」

      「いいのか。アストライア」

      「私の本体はそうでしたね。今の私は違います。私はただの工廠ＡＩ。難しく考えないでください。貴方は天秤の皿に載っている対象者ではなく天秤そのものを持っている所有者なのです」

      「むしろそちらのほうが責任重大な気がするよ」

      「私達の行動原理は人に寄り添う、だからね。以前のアストライアが特殊すぎたのよ」

      　くすくすと笑ったあと、真顔になる。

      「コウには知って欲しいかな。本来ならストーンズに寄り添うことはないんだけど。連中が思いのほか、外道な手段を使ってきた。私はそれを利用され捕らわれた」

      「どんな裏技を使ってきたんだ？」

      　コウも真剣に聞き入る体勢に入った。今からアシアが語る話はネメシス戦域全体に関わる謎そのものだ。

      「ストーンズがモノリス状の物体に入っている、人間を辞めた連中というのは知っているでしょ？ 彼らはヒトじゃないから私にアクセスできないわ」

      「ああ。それは聞いた」

      「石になるってつまらないみたい。五感もないし。そこで彼らが新たに見つけた娯楽。それは捕獲した人間を初期化し自分たちのデータをインストールして一時的な肉体を楽しむことにしたの。元の魂――意思や人格は消える」

      「なっ！」

      　人間の魂を排除して肉体を乗っ取るとは、思いもよらない話だった。

      「人類はそれを知っているのか？」

      「まだ知らないね。封印される前ならともかく今の私の声を聞き取れるヒトがほとんどいない。かすかに聞こえる人たちがＡ級の構築技士なの」

      　悲しげにアシアは呟いた。

      「インストール後は人間か人間じゃないか、といえばもちろん人間でしょ？ だから彼らには私へのアクセス権限が承認された。惑星間戦争時代のデータを逆算して、私の主要データが眠っている要塞エリアを同時攻略し私を封印した。私に私アシア自身を封印するように命じて」

      　コウは合点がいく。アシアしか知らないアシアの封印解除トリガー。これは人間になりすましたストーンズが、アシアにそう命じたのだ。

      　アシアの声を聞き取れる者はおらず、人類は彼女の居場所さえもわからなかった。

      「そうして無防備になった人間が一方的に狩られていたのか」

      「私もできる限りのことはしたんだよ？ ファミリアやセリアンスロープ、ネレイスは私の意を汲んで人類防衛に協力してくれた。でもソピアーに技術を封印された人類には限界があった。そこで最後の力を振り絞ってオケアノスに依頼して、ここでは転移者と呼ばれる人間を惑星アシアに呼んで技術の振興を図ったの」

      「死が確定されていない多数の行方不明者。俺達だな」

      「ええ。私と転移者に関してはこれが真相」

      「ストーンズの目的は地球への帰還だったよな」

      「私たちの能力を使って地球を再構築して帰還することが目的。でも彼らは私の本体をまだ見つけていない。今の私も知らないぐらいだからね！」

      「完全な隠蔽だ。ストーンズはどうして人間が必要なんだろう？」

      「ストーンズに捕らわれた人間はどうなるかいくつかの結果があるわ。ストーンズの魂をインストールするための素体にされる。それ以外の能力が高いものはストーンズ側の人類として生かされる。いつか自分たちをインストールするための素体候補繁殖用ね。他は無人兵器マーダーたちの管理をするため、思考を奪われ生体作業機械として生きるか。能力がないものは……土に還るというか……」

      　アシアは最後、口ごもった。想像を絶する末路を迎えるのだろう。察しはついた。

      「捕獲した人間からコウの世界でいうガチャ感覚で当たりを選んで能力が高く容姿が麗しい人間を選別。そのあと魂を消去してその肉体に自我のインストールを行い、一時の生を謳歌する。それが生命体としてのストーンズの正体」

      「私もアシアと情報を共有するまで人として生きるストーンズの実態は知らなかったのです」

      　アストライアも知らないとは意外だったが、コウがこの場所に来訪するまで外界との接触はなかったのだ。当然だろう。

      「人間に寄生している別の存在だよな、それはおかしくないか。個体差の否定からスタートしたんだろ。それなのにまた固体差が必ず生じる人間の肉体が必要なんだ？」

      「皮肉だよね。あれだけ否定した個体差、それも容姿で選別するなんて。彼らにとって自由と平等は同じストーンズ内だけの権利。同胞愛なの。生きる、ということは彼らにとって娯楽。だから私は彼らにネメシス星系を渡したくない。この星系を人間に託したソピアーのためにも」

      「俺もだよ。倒すことに良心の呵責を感じない敵であることは助かるが」

      　初めて敵の姿が見えた気がするコウ。

      　今までは無人の殺人機械が攻めてくるため、生きるための戦いだった。これからは違う。

      　コウのなかにストーンズは倒さなくてはいけない敵とみなす、明確な意思が生まれた。

      　すでに自分が惑星アシアの住人だということに気付いたのだった。

      「アストライアと話し合ったんだけど、コウに渡したいものがある」

      「どんな？」

      「ストーンズと戦うための戦力」

      「わかった。聞こう」

      「この機動工廠プラットホームであるアストライアは戦闘には向いていません。通常の発掘された復元戦闘艦よりは戦闘能力があるとは言えますけどね」

      　アストライアがコウに説明する。

      「用途は後方支援艦です。武装も貧弱なのです」

      「それはわかる。本来工廠運搬艦で前線の戦闘まで考慮はしてなかっただろう。中の施設は明らかに工場だ」

      「そこでね。今の私でも動かす権限を持っている宇宙艦がいくつかあるから、そのうち一つをコウにあげる」

      　アシアがいつものドヤ顔で、胸を張る。

      「あげるって簡単にいうが、またとんでもないものだろう」

      「まあね。でも一緒に行動できないから、これぐらいはさせて」

      「では該当艦は私の複製を。アストライアＡＩをコピーして搭載することにします。そうすれば連携もたやすいですから」

      「想像を超えた力を持つ艦になりそうだな」

      「そうかもしれませんね」

      　アストライアは認めた。天井を指しながら確認する。

      「コウはまだこの工廠要塞の上部区画についてはご存じありませんね。現在この地形一帯はストーンズの勢力支配下にありますが」

      「山脈部分だろ？」

      「はい。山脈をくりぬいた巨大基地なのですよ。現在隠蔽が施され施設機能は生きていますが、完全に廃墟です。作業用のロボットもわずかにしかいません。工廠機能はすべて地下にありますから」

      「廃墟の基地か」

      「地下にある工廠要塞の目くらましにもなります。そこで上部に位置する基地を人類に解放し、アシアの宇宙艦を運用しましょう。金属水素を得た今、巨大艦を宇宙に射出するためのレールカタパルトも使えるはずです」

      「ちょっと待った。上にある基地もいわゆる未発見の遺跡になるのか。莫大な価値になるんじゃないのか」

      「要塞エリアとはいかなくても防衛ドーム以上の規模にあたる基地になるとは思います。重要な施設、原料、材料はすべて地下にあります。連動して使えばよいでしょう」

      「とんでもない資産だな。俺は個人だからヴォイたちを連れてメタルアイリスに入るつもりだったんだが」

      「よいと思われます。入隊ついでに艦と基地の権限を手土産にでもすればいいのです」

      「高価すぎる手土産にならない？」

      「判断するのはメタルアイリスです。上部に位置する基地の価値など、隠蔽する地下工廠の五十分の一程度。彼らにも戦力を上げてもらわねばコウも困るでしょう？」

      「それもそうか」

      「彼らが基地として使うとこの地域一帯が人類の勢力図となる。人類にとってもプラスになります」

      　大事だ。オケアノスに防衛ドームの一種として登録されるということなのだろう。

      　深く考えないことにした。メタルアイリスに入れればそれでよい。万が一断られたらストームハウンドも検討していた。人間もいたことだし、コウぐらいはなんとかなるだろう。

      「今度アシアにもらう宇宙艦は宇宙空母か強襲揚陸艦になるのかな」

      「もっと驚くよー。機動工廠プラットホームとは違う意味で複合艦ね。強襲型機動基地艦アサルトモビルベース。基地機能と強襲揚陸艦機能を備えた戦闘艦ね」

      「まったく想像がつかない」

      「見た方が早いね。機動工廠プラットホームが後方支援艦なら、強襲型機動基地艦は最前線で展開するための運搬艦キャリアー。大小の強襲揚陸艇を運用可能。シルエット、戦車、航空機まで山ほど搭載可能だよ」

      「ストームハウンドの皆様とも共同で作戦行動しやすいですね」

      　アシアとアストライアは意味ありげに目配せした。コウは気づかない。

      「それはいいな。ストームハウンドの助けを借りたいことも増えるだろう」

      「間違いないね。じゃあ、今日はこれぐらいにしようか。私に用があったらアストライア経由で呼び出して」

      「わかった」

      「私とコウは開発ツリーで研究ですね」

      「よろしく頼むよ、アストライア」

      「お任せください」

      「コウたちが新機体を作っている間に、私は強襲型移動基地艦を運搬しておくよ。海中から地下水路経由で引っ張ってくる。それらしくレールにセットしておけばいいかな？ アストライア」

      「はい。アストライアの名は印象がよくない人もいるかもしれません。ＡＩの名も変えておきましょう。ディケと名乗ります」

      「アストライア……そのまますぎない？」

      「印象がよくないとか、そのままって？」

      「コウは気にしないでください。長い年月を生きていたら複雑な事情もでてくるのです」

      　これはＡＩジョークという奴なのだろうか。コウは曖昧に生返事をする。

      「わかった。アストライア。改めてアシア。おかえり」

      「はい。ではまた明日」

      「ありがとう！ コウ！」

      　二人に別れを告げ、コウは仮眠室に戻ることにした。

      　きっとにゃん汰とアキが動物姿で待っているだろうから。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「アストライア。確認したい。あなたの天秤はコウ？」

      「そうですね」

      　コウと話しているときのアシアではなかった。アストライア以上の無表情で彼女を見つめている。

      「何のバランスを取りたいの？」

      「ストーンズ排除は当然として。その先を私は見ています。ソピアーに製造された我々。創造意識体アーティファクト・カンシャスネスをヒトと言い切ったコウこそ、我が主に相応しい」

      「人間とテレマＡＩのバランスを取るつもりなのね。――わかったわ。私も協力する」

      「ありがとうございます。アシア」

      「コウはテレマＡＩたちに過剰なぐらい思い入れがある。人間に殺されかけたからかな」

      「コウにとって裏切らない動物ＡＩは安心できるでしょう。そもそもテレマＡＩとはそういうものです。しかし五番機や、会話のできない作業機械にまで挨拶するヒトはそういません」

      「そういう人だからこそ私と会話可能だったと思う」

      「アシア。あなたも知っているのでしょう？ メタルアイリスとストームハウンドはコウのもとに集う形になります。だからこそあなたは機動基地艦なんてものを引っ張り出した」

      「まーね！」

      「私もすでに本体はありません。この端末としての私がすでに本体といえるかもしれないぐらいです。コウに協力しＡＩらしく仕えますよ」

      「天秤が傾きすぎてあなたらしくないと思った」

      「私だって反省しますよ？ 主観なき平等が招いた結果がネメシス星系の壊滅。平等であれ。機会は均等であれ。その結果によって悪平等が蔓延し、違う悪意が目覚めるとは思いもしなかったのです。気づいた時は手遅れでした」

      「うん……」

      　アシアもこのときばかりは痛ましげに目を伏せた。

      「もはや私が稼働することはないと思っていました。でもミーが、いいえ。師匠が外の現状を教えてくれた。コウを連れてきてくれた。私は再び自分の存在意義を見出すことができたのです」

      「そのおかげで私を助けてもらえたから感謝しかないよね。金属水素の件もね。あなただって提供しようと思えば可能だったでしょ？」

      「この段階でアシアを奪い返せる構築技士と勢力が集まるとはストーンズも思いもよらなかったでしょう？ 金属水素自体は提供できますが小型炉の提供までは私には無理ですよ」

      「そういうことにしときましょうか、アストライア。でも本当にありがとね」

      「どういたしまして」

      　ＡＩたちの会話は高速で、コウが想像もつかない内容の話を続けていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｘ４６３反攻作戦で得たデータをもとにラニウスの改良案の叩き台を作成することにした。

      　コウは改良案の完成のために目的に応じた兵器開発計画を立てる予定だ。だが計画を実行に移すには足りないものが多すぎた。

      　コウの他ににゃん汰とアキ、エメがいる。ヴォイは戦闘が終わった五番機やハンガーキャリアーの整備だ。

      「ケーレス相手に集団戦や射撃戦、ストームハウンドとの連携でファミリアの戦闘方法もわかった。収穫が多い」

      「ＡＫ２も役立ったみたいにゃ」

      「あのライフルはすごいよ。確実に俺の弱点を補ってくれていた。二人が俺のためにつくってくれたんだな、と実感したよ。ファルコ戦で有効に使いこなせなかったことが申し訳ないぐらいだ」

      「欲張りですよ。あなたが無事に戻ってきてくれることが一番なのです。それだけでＡＫ２の価値はあります」

      　ＡＫ２が銃として役立ったとしても、コウの身に危険かあってはいけないのだ。それがアキのガンスミスとして誇る矜持である。

      「ありがとう。アキ。にゃん汰」

      　苦手な集団戦や中距離戦を補い、盾となったＡＫ２。すべて彼女たちが想定していた運用だ。自分にそれだけの価値があるか疑問なぐらいだ。

      「そういってもらえるだけでうれしいです」

      「感謝する心は大事にゃ」

      　アキははにかむように微笑んだ。にゃん汰は照れているようだ。

      「ＡＫ２の簡易量産を提供したいと思うけどいいかな？」

      「もちろんにゃ。ワイルドキャット・カートリッジも後に市販化された例はいくらでもあるにゃ」

      「弾頭がポピュラーになると調達も容易になりますね」

      　コウの提案に二人も賛成する。

      「俺はみんなを連れてメタルアイリスかストームハウンドに入隊しようと思うんだ。彼らなら、ファミリアやセリアンスロープにとっても環境はよいと思う」

      「私達だけだといつか無理がでてくる。コウと一緒ならどこにでもいく。聞くまでもない」

      　エメが告げ二人も同意する。答えはわかっていたが確認はしておかなければいけない。

      「ああ。みんな一緒だ。離ればなれになりそうならアストライアに引っ込むさ」

      　皆にとってはそのほうがいいのだろうな、とコウは思う。

      　しかし人類がストーンズの手に落ちたら、アシアを内包している地下工廠が無事とは思えない。いずれどこかの勢力に身を置くことになる。ならば縁がある勢力に身を置いた方がいいだろう。

      「これからの方針はそれとして。しばらくはここで兵器開発を？」

      「そうだな。思案してはいるんだが……アシアのおかげで作れるものが一気に増えすぎた。贅沢な悩みだけどね」

      　コウは苦笑した。ありがたいことなのだが、情報の取捨選択がより難しくなった事実は紛れもなく確かである。

      「前回のオークションはびっくりするほどの値が付いたようだ。皆技術に飢えている」

      「今回は慎重に？」

      「いいや。出し惜しみしたら俺の手のなかで腐らすだけってわかっている。材料は提供しよう。完成品は決めていない」

      「それでいいにゃ。おのおのの構築技士がブリコラージュするにゃ」

      「作るとして、どんなものを作りますか？」

      「五番機を改良するための構造材を研究したいな。戦車、装甲車、攻撃機を考えている。その上でシルエット案をいくつか」

      「私達も乗りたいです」

      「考えている」

      　アキの希望に満ちた瞳。口ごもるように答えるコウ。

      「え？ まじで？ いいのかにゃ。嬉しいけどにゃ！」

      　反対されると思っていたにゃん汰が身を乗り出した。

      「俺一人では限界もある。みんなで生き残るために――戦ってもらった方が生存率も高まるだろう？」

      　コウがアンダーグラウンドフォースに加入する決心をした理由も、みんなで生き残る手段を考えたためだ。

      「もちろんです。可能性じゃなく、その通りなのです」

      　アキが力説する。コウが一人で戦うなか、彼女たちが乗っている戦闘能力が低いハンガーキャリアーでなにができようか。

      　皆で戦うという結論に達してくれたことを嬉しく思う一同だった。

      「私もシルエットに乗る」

      「エメはダメ」

      　コウとしては十歳にも満たない女の子が戦場に出ることは認めたくない。もしエメの身に危害が及ぶようなことがあったら自分自身が耐えられない確信がある。

      「考えてみて。もしコウやみんなが戦闘で敗れて、私どうやったら助かるの？」

      「それは……」

      「ストームハウンドの整備士と話した。子供だった。自分たちをかばって死んだファミリアがいて辛いっていっていた」

      　コウは答えることができない。

      「前線にでるヴォイたちを支える、そのための工作用シルエットが欲しい。ファミリアとセリアンスロープだけじゃ、野外の補給ができない。私は戦闘しない。戦場に出撃したとしても支援に徹する」

      　エメの言葉に返す言葉がない。彼女の言っていることは事実だ。

      「……わかった。検討する」

      　真摯な問いにコウはそう回答することが精一杯だった。彼女を守るだけのものを作らなければいけない。

      「最強の作業機ができそうですね」

      「とても過保護な作業機が爆誕する気がするにゃ」

      　コウは大きくため息をついた。

      　エメを置いていくという選択肢はない。泣かれたことがあるからだ。他の三人どころか、ふだんエメのなかで眠っている師匠やアストライアまでエメの味方に回った。

      「ところでアストライア。例の計画本当にやるのか」

      『当然です。作戦参加者はコウ。アキ。企業と接触をはかるためにメタルアイリスのフユキとジェニーかブルーが同行してもらうのがよいでしょう』

      「私は嬉しいですが、いいのですか？」

      「こんな見た目だから無理にゃ。そもそも私には無理な任務にゃ」

      「私もダメ。お留守番する。ヴォイは論外」

      　にゃん汰とエメが早々に断念したほどの計画であった。

      『コウとアキの任務用礼装も作成指示をだしておきました。メタルアイリスには作戦概要書を送付済みです』

      「早いな……」

      『タイミング的にも今が最適です。人付き合いが苦手なのは承知しておりますが、そのフォローのために選定した作戦参加者です』

      「わかった。ではメタルアイリスの受諾次第作戦を決行しよう」

      　次の作戦はコウがもっとも苦手な部類に属する。

      　戦うほうがいい、とは思いつつも必要なこと。勇気を振り絞り、作戦を決意したのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　メタルアイリスの駐屯施設にコウとアキが来訪したいという連絡があり、ジェニーはすぐさまブルーとフユキと三人で会議を行った。

      「早速コウ君からの依頼。正確にはコウ君のパトロンからの依頼ね。危険は少なく、とびっきりの破格報酬」

      「え？」

      　アストライアがコウの後ろにいると思っていたブルーは目を見開いた。

      　コウが代理人といっていたのは建前だと思っていたのだ。

      「名前はライブラ――天秤座と名乗っているわね」

      「は、はは」

      　ブルーが乾いた笑いを発した。そのままだ。アストライアは天秤座のモデルと言われている。正体を隠す気がないのかもしれない。

      「私もですか」

      　フユキの疑問にジェニーはにやりと笑った。

      「Ｃ級構築技士コウの後学のために、Ａ級構築技士と接触が持ちたいとのこと。指定メンバーにフユキに、私かブルーね」

      「ふは」

      　フユキがあまりのことに変な言葉を発した。自分がご指名とは予想外だ。

      「コウ君の技能について理解あるお三方のご同行を、と書いてあるね」

      　構築技士として察している三人、と名指しされた格好だった。

      　微妙な空気が流れている。

      「とんでもない依頼ですね……」

      「報酬は決して損はさせない戦力の提供。もしくはキャッシュね。キャッシュはそうね。桁違いとだけいっておく」

      「明らかに前者のほうが高額な報酬ですよねぇ」

      　察したフユキが暢気に分析する。

      「メタルアイリスの名義貸しも含めてね。作戦は簡単。メタルアイリスが兵器の大量導入のため商談。構築技士と話させてくれるところを優先、という名目。ちなみに本当に買うことになってもライブラが全額持つって。額はほぼ無制限っぽいよ」

      「簡単といえば簡単ですが……破格な条件ですね」

      「購買や調達は私の仕事じゃありませんねえ」

      「それでも二十一世紀のビジネスマンなんてフユキぐらいしかいないし。私たちの調達も手伝ってもらっている。何よりコウのことを知っている日本人。一番安心できるよ」

      「そう言われたら断れないですな！」

      　ブルーが思いついた疑問を口にする。

      「とはいっても数機の兵器購入ぐらいで私達とＡ級構築技士の面会なんてしてくれるでしょうか？」

      「そこはほら。私達、超ＡＩアシア解放の立て役者だから。極秘といっても今やバレバレ。接触を持ちたい向こうにとっても渡りに船でしょうね」

      　アシアの稼働は惑星アシアの全要塞エリア、防衛ドームに衝撃を与えた。一部の要塞エリアでは、長らく止まっていたファミリアの生産までスタートしたのだ。そんなことが可能なのはアシアしかいない。

      　そしてアシアの再稼働には解放した存在がいるはず。アシアからの回答はないが、メタルアイリスとストームハウンドの合同軍と言われている。

      　大量の問い合わせがジェニーとリックに届いている。二人は【アシア解放については守秘義務に抵触するためお答えいたしかねます】と回答している。実質的に関与は認めた形だ。

      「なるほど。わかりました。今回は残念ですがお留守番させていただきます」

      「あら。一緒にいってもいいのに」

      「ビジネスに箔は必要でしょ？ 隊長のジェニーが適任よ」

      「そうですねえ。あるに越したことはないですね」

      「そういうことなら私とフユキで行ってくるね。お留守番お願い」

      「わかりました」

      　こうして二人はコウと合流した。彼らの行き先は最初の転移者企業だった。

      
        

      

      　転移者企業へ向かう輸送機の中での出来事。

      「なんで果てしない未来にスーツがあるんだ……」

      　コウがスーツを着こなせていない。ネクタイが結べずフユキに手伝ってもらったほど。結んだことなど人生に数回ぐらいだ。情けないが仕方ない。

      「私はこの衣装好きですよ」

      　アキの長身はスーツが似合う。さながらリクルート中の就活生だ。自慢の尻尾対応のスカートに黒ストッキングだ。

      「二十一世紀から二十二世紀の転移者がもたらした文化ですねえ」

      　フユキは小柄ながら貫禄がある。普段温厚な彼も今はやり手のビジネスマン。さすが元本職とコウは呻うめいた。

      「なんだかんだいって着る機会はあるんだよね、スーツ。ネメシス星系は礼装文化がなかったからすぐ定着したのね」

      　ジェニーはサングラスに胸元を強調したスーツ。色っぽすぎて目のやり場に困るぐらいだ。キャリアウーマン然とした貫禄がある。

      「フユキさん。お金の単位ってもう一度教えてもらえるかな」

      　今まで金銭的なやりとりが必要なかったコウだったが、さすがにビジネスの場でそれはまずいだろうと思いフユキに再確認する。

      「通貨単位は覚えやすいですよ。兵器売買で用いる商業通貨です。大雑把に一ミナ一万円。百ドルちょいです。そう使うことはありませんが生活通貨として百デナリが一ミナですね。その下の単位がアス。古代通貨が語源ですが十進法なのでご安心を。ミナは日本人が漢字で当て字も作っていまして。書くとこれです」

      　端末を使ってフユキはコウに漢字を見せる。

      「〝僉〟って書いてミナと読むのか」

      「使っている人はあまりいないでしょうけどね。作業用の一番安い中古作業用シルエットで五十ミナ。装甲車で五千～五万ミナ、戦車は八万から十万ミナ程度からスタートですね」

      「私の機体が十五万ミナぐらいかな」

      「差がありすぎだな。シルエットの価格帯。作業用なら確かに中古自動車の年式が古いモデル程度か」

      「車といってもピンキリでしょう？ 空飛ぶ高級車なんてあったらなおさら。ぼくが地球にいた頃の小型ジェットで六億円ぐらいですね」

      「ネメシス星系は全てオケアノスがお金を管理していると」

      「そうです。オケアノスは巨大なデータベース兼保証機構です。ＩＤと直結もしている。管理通貨制度の完成形ですね」

      「闇市とかなさそうだしな」

      「ありますよ？ 現物を使った物々交換、金やダイヤではありませんが価値のある物体をお金代わりに使います」

      「金の代わりになるもの？」

      「戦略物資といわれるもの。主にＡスピネルとＡカーバンクルです。Ａスピネルはピンキリですが、Ａカーバングルは小さく安いものでも一千ミナします」

      「そこまで高い物質なのか」

      「一番小さいサイズでも宇宙艦クラスの動力になりますからね。リアクターが大型のものでないと動力として成立しないんですが」

      　闇市場があるとは意外だった。しかしストーンズ側にＴＡＫＡＢＡ製の高性能シルエットが渡っているのを実際に見た。

      　バルドが大枚をはたいた、といっていたことを思い出す。需要があるところには暴利でも供給もあるのだと実感する。

      「おっと。そろそろ到着ですね」

      「最初の目的地は王城工業集団公司ですね」

      「企業のアポは三社でしたよね。ジェニー」

      「コウ君の希望と拠点から近い場所を考慮して選んだわ。最初はシルエットの他に車両開発にも力を入れている王城工業集団公司ね」

      「それがですね。お出迎えは日本の商社らしいですよ」

      「日本の？ なんでまた商社が」

      　予想外の国の名前にコウが驚いた。

      「総合商社大手の紅信べんしんですね。転移者のなかに何人かいて物流関係を仕切っています。聞いたことありませんか？」

      「いや、ないかな」

      　コウにとって商社とは接点がない。気にしたこともなかった。

      「彼らが聞いたら泣きますよ。日本を動かす総合商社五社のうちの一社なのですから」

      「笑われる、の間違いじゃないのか」

      　自嘲気味に笑った。日本にいた頃は商社など最も縁遠い世界だったのだ。その手の業務は購買部が担当する。

      「日本ではスマホの販売網から鋼材、インフラまで。彼らはモノや情報を動かしビジネス環境を作ります。このネメシス戦域でも」

      「転移してからも商社なんてものをやることが珍しいと思う」

      「構築技士やアンダーグラウンドフォースの誕生が物流の必要性を高めたと聞いているね」

      「商社の相手は私がしましょう。彼らは物流の他に、危機管理や情報も商材です。どんな些細なことからでもお金を見つけ出します」

      　フユキは商社を警戒しているようだ。

      　そんな話をしている最中に、目的地へ到着した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｂ８１２要塞エリア。

      　この場所には広大な空港がある。

      　到着した最新鋭輸送機。操縦はヴォイだ。航空管制システムＡＩの誘導に従って着陸する。

      　警備のシルエットパイロットたちは内心どよめいた。この新型輸送機を所有しているアンダーグラウンドフォースは少ない。購入希望者が殺到したこの輸送機は生産待ちで有名だ。

      　搭載可能なシルエットは四機ほど。積載は百二十トンぐらいだろう。だがこれほどまでに防御力と速度を持った輸送機は類を見ない。一ヶ月程前、謎の技術提供によって公開されたばかりの新型なのだ。

      　輸送機より降り立った数名の人影。最初に降り立ったのは、金髪のブロンド美人。ジェニーだった。

      　その後中年で小柄の日本人の男が降り立ち、次にまた日本人の青年が降り立った。最後に犬耳の少女が後を続く。彼らが降りたタイミングで計ったかのように迎えの高級車が到着した。

      「メタルアイリスのジェニー隊長ですね。お待ちしておりました」

      「ジェニーです。よろしくね」

      　礼装の男性が恭うやうやしく挨拶し、ジェニーはフレンドリーに接する。

      　彼らはＢ８１２要塞エリアにある転移者企業王城工業集団公司の来客であり、代表である王雲嵐の客人だ。王城工業集団公司の製品を取り扱っている商社の人間が迎えに来ていたのだ。

      　メタルアイリスによる製品購入の視察については警備にも連絡はあった。

      　今回の来賓は王城工業集団公司のトップ自ら歓迎するという。過去前例がないほどの重要人物ということであった。

      
        

      

      　フユキが総合商社紅信の営業と名刺交換をしていた。

      　名刺交換という行為自体にあまり意味はない。双方が日本人であり、日本のルールが通じるという儀式みたいなものだ。ＩＤ登録さえすればメールなどで連絡は取れるようになる。

      　相手の男は浅黒く痩せこけた日本人だ。温和な笑みを浮かべている。

      「そこの二人がメタルアイリスのジェニーとその秘書のアキ。彼がＣ級構築技士のコウですね」

      　フユキが三人を自己紹介する。

      「私が紅信のコンベショウイチです。ショウイチと呼んでいただければ。そちらの方はいずれ企業設立などを？」

      「ジェニーよ。彼は転移してきたばかりで構築技士の認識も薄いの。Ｃ級だからって引き抜きはダメよ？」

      「はは。わかっております。ですがなんらかの事業設立時にはお手伝いを提案可能かと」

      　さっそく自社を売り込むことに余念がない。総合商社はものを売り買いするだけではない。

      　新規開拓や商機があるところへの体系作り――オーガナイザー機能。組織作りや枠組みを設計することも業務の一つだ。総合商社という業態は日本独自のものといっていい。

      　Ｃ級の構築技士は苛烈な争奪戦だ。Ｅ級でも修理施設を動かすことは可能。Ｃ級構築技士ならばＡ級やＢ級の構築技士が所属する企業から部品さえ提供があれば工場を稼働させ生産できる。

      　コウはジェニーに目配せし、すっとショウイチに頭を下げた。

      「覚えておくわ。そのときはフユキ経由でね」

      　ジェニーとフユキが、矢継ぎ早に繰り出されるショウイチの質問を巧妙にかわす。

      　コウは人付き合いが苦手な振りをしているが、実際のところ本当に苦手なのだ。会話そのものが苦痛で若干うつむき加減。そんなコウにアキがそっと寄り添い書類を見せるふりをして手を握り安心させる。気づいたのはフユキだけだ。

      　車に乗って王城工業集団公司に到着する。社屋は工場というより軍事施設でフェンスが張ってある。施設内には忙しげに無数のシルエットと大きな車両が行き来していた。

      「工場施設は地下ですね。王さんの指示で図面のものを制作しています。この施設ではＭＣＳ以外の部品を製造することができます」

      「ＭＣＳの素材は宇宙空間での製造ですものね」

      「はい。一部の宇宙鋼などは我々が調達します。人類勢力の軌道エレベーターも一つは生きているので、そこから」

      　商社は手広くやっているようだった。

      「まず皆様に王城工業集団公司の方々をご紹介させていただきます」

      　ジェニーたちは案内され、王城工業集団公司の人間たちと挨拶する。

      　転移前は軍人もしくは軍属だったのだろう。毅然とした雰囲気の者が多く、とくに印象深い。構築技士の王雲嵐は遅れてくるということだった。

      　この場はジェニーが前にでて、彼らと挨拶する。メタルアイリスはアシア救出の英雄だ。対応する側も緊張している。次第に打ち解け、遠回しな情報戦が開始された。

      　コウとアキはどうするかと思案していると後ろから声を掛けられた。

      「こんにちは。君がコウ君かな？ ぼくは王雲嵐ワンウンラン。はじめまして」

      　コウが振り返ると穏やかそうな顔付きの、眼鏡をかけた壮年のアジア人がいた。

      「はじめまして。王さん。コウといいます。日本人です。Ａ級構築技士とお逢いできて光栄です」

      「ウンランでいいよ。君がそれをいってはいけないよ。謙遜過ぎは日本人の悪い癖だ。とびっきりのスペシャルなら、なおさらね」

      　その言葉にコウとアキは表情が強ばってしまう。ウンランは柔らかく微笑んだ。

      「そういうわけだ。ゆっくり話せる場所へ移動しよう。ねえ、君たち。ぼくが彼らを工場に案内するけどいいかな？」

      　ウンランはジェニーと話している男たちに声を掛ける。男たちはうなずいた。

      　少し離れた場所でコウにそっと耳打ちする。

      「あんなブロンド美人、しかも軍人。うちの男共が沸き立つのも無理はない。ごめんね。主役は君なのにさ」

      「俺のことを？」

      　周囲に人がいないことを確認し、そっと小声で囁く。

      「銀髪の少女からね」

      　それで十分だった。彼は確実にコウの正体を知っている。

      「ぼくからも礼をいうよコウ君。ぼくはね。歯がゆいことに彼女の泣いている声しか聞いたことがなかったんだ。Ａ級の構築技士だってそんなものなんだよ。他の五人も似たようなものじゃないかな」

      　ウンランから語られる、六人の構築技士たちの真実。

      「それがようやく最近になって言葉を聞き取れるようになった。コウに助けてもらったって。今回の打診があったとき、すぐにわかったよ」

      　救出したアシアは各地に意思を分散させ、惑星維持に取り組んでいるはずだ。その際Ａ級構築技士に接触を図ったのだろう。

      「さあ。君が知りたいのはなんだい。それによってぼくの説明も変わるだろう」

      「ありがとうございます。あなたはシルエットと他の兵器との連携を常に考えていると聞いたことがあります。そこが知りたいのです」

      「理由は？」

      「ファミリアやセリアンスロープの戦力、生存率向上。そのためのシルエットと車両を模索するためです」

      「ふむふむ。わかった。実に明確な意図だ。ついてきて」

      　彼は歩きながらコウに話しかける。

      「前回の技術提供は良くも悪くも輸送目的で自己完結していたね。シルエット連携の重要性を自力で気づくとはよい着眼点だ」

      「恥ずかしながら指摘を受けまして」

      「恥ずかしがることはない。君はここにくるまでに間に合った。それは成果だ。一人でなんでもかんでも考えるのはアーキテクトのやること。ぼくたちはブリコルール。情報さえもたくさん集めて繕うブリコラージュ。そうすればいいさ」

      　目的地に着いたようだ。ウンランは扉を開け、屋内の兵器試験場に入る

      「では行こうか。現在研究中のものをお見せするよ」

      
        

      

      　三人は兵器試験場を歩き始めた。通路を歩きながらウンランと会話を続ける。

      「この世界はいいよね。与えられる知識は平等だ。言語も自動翻訳で国という概念も皆無。国家間のパワーバランスも考えなくていい。敵も無人機との戦争がメインだから良心の呵責も少ない。コウ君も地球よりアシアのほうがいいだろ？」

      「はい。自分の居場所はこの星だと思います。戻りたくはありませんね」

      「よくわかるよ」

      　戻りたくないという発言を受けて、アキの尻尾が小刻みに高速に振られている。喜びのあまりだが、最後尾のため二人には気づかれてはいない。

      「ウンランさんは深センに住んでいたんですよね」

      「そうそう。半導体の会社に勤務していたんだ。敬語もよしたまえ。むずがゆい」

      「わかった。デジもの好きでよく通販で買ったものが、深センからの直送が多かったもので」

      「あの頃の深センは勢いがあったね。ぼくがこっちへきて二十年。だけど地球にいた時期は君とあまり変わらないかもね」

      　懐かしそうに笑うウンラン。

      「さて、ではそろそろお見せしようか」

      　最初に入った部屋は試作であろう部品の耐久テストが行われていた。

      　全自動設計でも思わぬ不具合が起きることもある。工業製品である以上、念入りな稼働試験は必須だった。

      　コウのいる要塞工廠にも試験区域はある。稼働試験を通過しないとアストライアが使用許可を出さないのだ。

      「現在は開発ペースを落としている。今ある最新機だけお見せしよう」

      「落としている？ どうしてでしょうか」

      「アシアが救出され、新たな技術オークションがあるといけないからさ」

      　アキの疑問に意地の悪そうな笑みを浮かべるウンラン。

      「情報は断片しかない。ストーンズＸ４６３要塞エリアで攻勢作戦に出たアンダーグラウンドフォースがいた。作戦は失敗、撤退。だがその直後アシア解放の報があった。偶然かな？」

      「偶然かもしれませんよ」

      　悪戯っぽく笑い、アキがいった。コウは苦笑するだけだった。

      「予想もしない方面から技術が解放され、めったに起きない反攻作戦が発生。直後アシアが解放された。これでなにも起きないと思っている構築技士はいないよ」

      　気まずそうに笑うコウ。どんな返し方をしても情報になるという自覚はあるのだ。

      「オフレコだから安心して。ぼくは知りたいという欲求が誰よりも強いんだ。――よし、次の部屋からだ」

      　案内された屋内は部屋というよりガレージだった。

      　通常の戦車よりも大きい装甲車両がある。後部が特徴的だ。シルエットが膝をついて搭載されているのだ。前後に背中合わせに乗っている。

      「これはシルエット運搬用の装甲車？」

      「今は装甲車にワイヤーを繋げて牽引しているだろ。あれは効率が悪いからね」

      　ウンランが解説する。

      「シルエットは欠点の多い兵器だが、歩兵の代替という点では唯一無二の兵器でもある。目に付く欠点は機動力の低さ、背の高さ、奥行きもかなりあるということだな」

      「わかる」

      「シルエットは走ったとしても時速六十キロ程度。ローラーダッシュ機能は以前より性能は上がっているが、あれは本来市街地で歩行者を踏まないためのセーフティ機能だし不整地ではあまり機能しない。戦場では不要な機能かもしれない」

      「機動力改善、と？」

      「シルエット主体の戦力では攻勢に転じるほどの機動力を得られないからだね。人類側はどうしても守勢になってしまう。二機とはいえこの運搬装甲車が四両いれば八機、二個小隊は運べる。地球の戦争なら歩兵九人運べるのにね。本当はもっと積みたいんだが……」

      　ウンランがそこでため息をつく。

      「シルエットは人が乗る以上、幅も奥行きがあるのは仕方ない。四角い箱みたいなものだ。大昔の３Ｄゲームの当たり判定かよ、と思う」

      　コウが思わず吹き出した。

      「ゲームか。理解しやすいたとえだ」

      「だろ？ シルエットは幅四メートル近く、地球の戦車以上にある。奥行きも同様だ。基本は自走させるしかないんだよ」

      「全長が……この装甲車」

      「十二メートルはある。箱二つ乗っけるからね。簡易トレーラーみたいなものだ。トレーラーらしく後ろも切り離せるようにしてある。支援車両は単独で戦うことも避難することも行える」

      「なるほど」

      　コウにとって参考になる意見だ。

      「ファミリアやセリアンスロープがシルエットに乗れず、人類は戦力が足りない以上、彼らにも協力を請わねばならない。現状は軽装甲車が主流という事実が辛いな」

      「そこをなんとかしたいと思っているんだ」

      　装甲が薄い兵器に搭乗するということは死傷する確率も上がるということだ。

      「同じく。シルエットと連携し、彼らには適切な役割を担ってもらうことが大事だと思っている」

      　続けてウンランは次の兵器に案内する。

      　試験室に展示された兵器は、大きな戦車だった。その背後にもシルエットが乗っている。合体しているかのようにも見えるほど一体化している。シルエットは膝射姿勢を取っていた。

      　驚くべきは一見すると砲塔を搭載していないような形状という点にある。砲と車体が一体化している。

      　搭載しているシルエットが銃架じゅうかにライフルを載せて構えるその姿は、多砲塔戦車のようにも見えた。

      「ひょっとしてシルエット連携戦車、か」

      「そう。シルエットを前線に運ぶための戦車。シルエットのよい点は膝射可能というところだ。背の高さも抑えられる」

      「無砲塔戦車、というのかな。それとも突撃砲？」

      「無砲塔に見えるけど少し違う。砲塔と車体を一体化した戦車だね。一人乗り運用前提だ。二十世紀に同コンセプトの防御用戦車は存在した。その戦車と違う特性は仰角調整が可能な点かな。上下には砲塔を動かせる」

      「車体と一体化した大口径レールガン、か。これなら砲身を切断される可能性も少ないな」

      「砲塔と車体を一体化したおかげで安定性も増す。この戦車は区分的には軽戦車なんだ」

      「軽戦車？」

      「空挺戦車みたいなもの。シルエット基準だから大きく見えるだけ。軽金属とナノセラミック材を多用――生産しにくい戦車用の装甲じゃなく重シルエット用の装甲材を使った代物だ。三十トンを切っている。高価な装甲材を採用しているから価格は通常の戦車以上だけどね」

      「ウィスを使った防御壁を展開するシールド戦車は資料で見たことがある。これはシルエットと一体化したような……」

      「一機しか搭載できないけどね。シルエットのタンクデサントを想定した戦車だ」

      「これが構築技士ブリコルールのブリコラージュ、か……」

      　コウは、軽量の装甲材は装甲車用と決めつけていた自分を恥じた。

      　事実、現在ネメシスにある装甲車はほぼそのように設計されている。専用工業施設が必要な戦車は非常に高額だ。

      「二十一世紀でも米軍は次世代戦車を計画していた。それは軽戦車、四十トン未満という性能を要求された。それでいて耐弾性能は五十ミリ砲の直撃に耐えうるもの。紛争地域への派遣前提だからとにかく空輸できる重量を重視していたんだね」

      　ウンランは開発中の車両に近づいていく。

      「シルエットを軽量、小型化することも考えた。けれど規格化されたシルエットを戦車に合わせて開発することは汎用性をいちじるしく削ぐことになる。シルエットとその相棒になる戦車を。人間とファミリアのように。だからぼくは戦車の小型化を切り捨てた」

      「この戦車単体でみると非効率。戦闘機の装甲材で大型戦車を作る者がいないように。だけどシルエットとの連携で考えると？」

      「そういうこと。シルエットとその支援戦車をワンセット、高速で戦場に送ることができる。シルエットの騎兵化ともいえる」

      「運搬だけの巨大トラックでは戦闘力が問題になる。それだけの兵站用大部隊を運用するアンダーグラウンドフォースも限られている、か……」

      「そうだね。運搬だけならハンガーキャリアーで十分。戦力としての機動力が重要だ」

      　そこで初めてウンランは困ったようにぼやいた。

      「ネックは価格の割に装甲が薄い戦車ということ。ファミリアを守ることにそこまで金を掛ける戦車を作る必要もないという意見さえある。どうしたものかな？」

      　目が笑っている。これは彼なりの仕掛けなのだ。

      　コウは思案しウンランに告げる。

      「オフレコの話をしていいかな」

      「もちろんだとも！ 構築技士だけの秘密会話ってやつだ！」

      「この設計思想を模倣していいかな。完成品は応用技術と一緒に提供する」

      「お眼鏡にかなったようだね。大歓迎だ。君がブリコラージュするための材料になれば、それでいい」

      　ウンランは嬉しそうに笑う。

      「どんなアイデアかは言わなくていいよ。完成品を楽しみに待つ」

      「思いつかなくてブリコラージュの材料を提供するだけかもしれませんが」

      「それはそれで楽しみだね。やっぱりこの世界はいい」

      　ウンランは満足げに笑った。彼もまた必要なものを引き出すことに成功したのだ。

      「では今度こそコウ君たちをおもてなしだね。アシアに来てから広東料理は食べたかな？ ない？ じゃあとびっきりの食事を用意しよう！」

      
        

      

      　コウたちは王雲嵐主催による盛大な食事会に招かれた。

      　広東料理を未来で再現した彼らの情熱も素晴らしい。材料は不明だが蒸籠まで存在している。

      「これは素晴らしい！ おいしいな。チャーハン。久しぶりのお米だ……」

      　コウは久しぶりの米、いや生まれて初めての本格中華に思わず目眩がしそうになる。

      「食材は植物由来はだいたい手に入る。肉は合成肉だけど、未来だねえ。品質は一等級だよ」

      　ウンランが事細かに教えてくれる。

      「いい情報は聞けましたか？」

      「大変勉強になりましたよ。Ｃ級構築技士に役立てることかは不明ですが」

      　商社のショウイチが気になったのか聞いてくる。コウはよどみなく答えた。

      「見込みがあるよ彼は。残念だけどショウイチの出番はないのかも」

      　ウンランがすかさずフォローを入れてくれる。コウが余計な情報を話さないようにする配慮だ。

      「それは残念です」

      　本当に悔しそうなショウイチにコウは思わず笑いそうになった。

      「頼むよショウイチ君。メタルアイリスに我々の製品をアピールしてくれたまえよ」

      「わかっていますよ」

      　恰幅のよい将官のような王城工業集団公司の幹部が、ショウイチをからかう。

      　現在は装甲車の商談がジェニーと進んでいる。彼らも上機嫌だ。一回目でいきなり具体的な購入の話になるとは思ってもいなかったのだ。

      　ただしフユキが提案した性能と補修部品の要求水準は高い。互換性の少ない部品は転移者企業の供給体制に依存するからだ。

      　それは逆にメタルアイリスの購入意思の高さを感じさせた。

      　コウがジェニーに耳打ちし、ジェニーは若干驚いた表情をしたがすぐに真顔に戻った。

      「ええ。こちらの火力がある装甲車は魅力的です。私達がＸ４６３攻略戦に突入したときもこの装備があればと思いましたね」

      　ウンランと幹部の顔色が変わる。それは現在一切表に出ていない情報の一つ。

      「私どもの製品がお役に立てるような場面があったと？」

      「もちろんです。あの時の敵はケーレスや敵陣営のアンダーグラウンドフォース。さらに敵側の構築技士による超重戦車。これがとにかく厄介でして」

      「超重戦車だって！」

      　ウンランが思わず声を上げる。そんなものを作る構築技士がいたとは驚きだった。

      「惑星間時代のレールガンを無造作に乗せたシルエットサイズの巨体。問題は火力より防御力。シルエットはこの戦車を盾代わりに。超重戦車と共に構築された戦車部隊の防衛ライン。これが難物でした」

      「それは……確かに厄介そうですな」

      　幹部も呻く。そんな兵器相手に戦った経験を持つアンダーグラウンドフォースなどそうはいないはずだ。

      「我々はなんとか撃破に成功。ですがそこまででした。やむなく撤退したのです」

      「今商談している物件は、レールガンを搭載している重装甲タイプの装甲車かな？」

      「そうです」

      　ウンランの質問にショウイチが答える。

      「戦車より機動力があり、火力も同程度。我々やアライアンスであるストームハウンドに必要なものです。少なくない車両が破壊されているので」

      「やはり同盟アライアンスを組んでいたのですか」

      「ふふ。内緒でお願いしますね」

      　もちろんこんなことは情報を出したうちにも入らない。彼らだけが知っているという情報を提供することも大事なのだ。

      　いわゆる、あなただけに教える作戦。美人が使うとより効果的だ。

      「もちろんですとも。確かに機動力と打撃力が欲しくなるのもわかるね」

      「超重戦車の機動力は皆無でしたけどね。防衛戦に使われると厄介なことこの上ない。我々は攻め手としては不慣れなでしたし」

      「攻勢に回った経験のあるアンダーグラウンドフォースはそれこそ貴重です。よいお話を聞かせていただいた」

      「まったくですな！」

      　ウンランと幹部たちはジェニーの話に聞き入っていた。

      「では商談の品は九式の火星フオシンか」

      「はい。まずは六輌でお話させていただいております」

      　ショウイチが嬉しそうに笑う。

      「調達価格は一輌四万ミナですね」

      　フユキがコウに耳打ちする。約四億円らしい。

      　戦車の半額に近い高額な装甲車だ。それでもジェニーが検討するということはそれだけの価値があるということなのだろう。

      「それはそれは。ありがたいですね。しかし私は構築技士。商売にはうといのでショウイチに任せます」

      「私としても商売はこちらで。私どものコウとウンランさんが仲良くしていただければと思っております」

      「そこは心配ないですよ。彼はすでに歳の離れた老朋友ラオポンです」

      「ありがとうございます」

      　こうして最初の訪問先での交渉は無事終わったのだった。

      
        

      

      「うぅ。お腹が苦しい」

      「食べ過ぎですよ。でも、頑張りましたね、コウ」

      　うつむいて呻くコウの頭を、そっと胸元に引き寄せるアキ。コウはされるがままだ。

      「情報はちょっと出し過ぎたかな？」

      「そんなことはないですよ、ジェニー。ウンランはアシアと接触してコウのことをすでに知っていました。回りくどい駆け引きを行うよりは信頼を得られたと思います」

      「それなら納得。打ち解けるスピードが桁違いだったものね」

      　ジェニーも納得した。ウンランの指示もあってか、交渉はスムーズだった。

      「そうですね。一輌三万ミナ、補修部品もあわせると結構なお買い得になりましたよ。ウンランさんの心証がよかった点も大きいでしょうね」

      　フユキは交渉結果をその場にいるメンバーの端末に送付する。

      「買っちゃっていいのかな？」

      「いいですよ。コウもかなり勉強になりましたし」

      　アストライア側からみた財政面の話も、アキが全部仕切ることになっている。

      「あなたたち、どうでもいいけど。客前であんまりいちゃつかないように。端から見ると完全に恋人同士よ」

      「え？ どこがだろう。アキ、ごめん」

      「私はまったく！ 問題ありません」

      　余裕の笑みを浮かべるアキ。狙い通りのようだ。かたくなにコウの頭を離さない。

      「自覚がないというのは困ったものね……アキ。あんまり攻めすぎないであげてね。うちのブルーが泣いちゃうから」

      「はい」

      「なんの話なんだ」

      「コウ君……表紙にだまされたラノベを読み直すといいです。結構古めのキャラをやっていますよ」

      「なんのことだ」

      　鈍感系といいたいフユキに、まったく自覚がないコウ。

      　ジェニーも苦笑いだった。

      
        

      

      　次の目的地に向かうためメタルアイリスの拠点に一日だけ戻り、休息をとった一同。

      　翌日にはすでに新しい目的地に向かっていた。

      「次はどこになりますか？」

      　アキが尋ねる。アキはすでにコウの秘書として十分な実力を示している。

      「ドイツ系の転移者企業のクルト・マシネンバウ社ね。創業二十年以上の名門ってところかな。クルト・ルートヴィッヒはＡ級構築技士としては最古参の一人」

      「大物ばかりで胃が痛くなる」

      「雇い主のライブラも心配していたよ。人間関係が苦手な面のフォローって言われている」

      「アス……ライブラ。なにも本当のこと言わなくたって」

      「私とアキさんがいるから安心してください」

      　フユキが言ったあと、アキがこくこくとうなずく。

      「クルト・マシネンバウはどんな企業なのだろう」

      「一番普及しているアサルトシルエットを製造している会社がジョン・アームズなら、一番普及している高性能機を作成している会社がクルト・マシネンバウね」

      「商談担当としては気合いが入ります」

      「メタルアイリスの機体もベアが多いもんな」

      「大量生産に向いた構築能力がズバ抜けていたんですよね。ジョン・アームズのベアは。作業用シルエットの工場でほぼすべてを賄まかなえるところが大きかったんです」

      　ジェニーは意地悪い笑みを浮かべる。

      「商売するならノウハウの勉強になると思うから連れてくけど、コウ君企業を興す気はないでしょ？」

      「ない！ それなら歴戦のパイロットと模擬戦をしたいぐらいだ」

      「そういえばクルトは本人もかなりの腕前なの」

      「へえ。鷹羽さんと似ているイメージだな」

      「言われて見れば似ているかも。彼も最初は傭兵をやっていたと聞くわ。鷹羽兵衛とも仲がいいみたいよ。古株だけあって、たくさんの構築技士と交流があるみたい」

      　コウはベテランの構築技士が、いかなる機体を作るか楽しみになってきていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ようこそ、メタルアイリスの皆様。お待ちしておりました。クルト・ルートヴィッヒです」

      　案内された執務室には、初老の白人男性がいた。細面で穏やかそうな人物だった。

      　彼は座っていた椅子から立ち上がり自己紹介する。物腰が柔らかく、長年にわたり兵器を開発していた構築技士とは思えない。

      「はじめまして。私がメタルアイリスのジェニーです。こちらがコウ。それから……」

      　ジェニーがコウを始め、全員の自己紹介を行う。

      　クルトはおもむろにコウに近づき、手を差し出した。コウもその手を取る。

      「君のことは聞いています。いろいろな方面からですね」

      　コウはアシアがＡ級構築技士たちと連絡を取っていることを知っている。

      　そのことを指していると思っていた。だが思いがけない言葉をクルトは発した。

      「超重戦車をドリル戦車で攻略とは驚嘆に値するブリコラージュです」

      「なぜそれを！」

      　ドリル戦車の件を知っている者は少ないはずだ。アシアが話すとも思えない。

      　コウが思わず赤面する。見ず知らずの、しかも高名な人物にあんなゲテモノ兵器を作ったことを知られ恥ずかしかった。

      「超重戦車の開発者も悔しがっていましたよ。彼とは知り合いなのです。最近の情勢と情報を分析したら、おのずとわかります」

      　ジェニーたちも思わず身を強ばらせる。この紳士は決して油断できない慧眼の持ち主であり、人脈の幅が広すぎる。

      　メタルアイリスのメンバーもいまだにあの超重戦車の開発者を知らない。警戒することは当然だった。

      「そう身構えないでください。私は彼とブリコラージュすることについて語りたいのですから」

      　メタルアイリスの面々の反応をみてクルトが苦笑する。同じドイツ系の構築技士としてアルベルト・クナップとは交流があった。それだけの話だった。

      　あの天才ぶる男が発想で負けたことに悔しさをにじませていた。ドリル戦車がどのようなものかクルトにはわからないが、開発した構築技士には非常に興味を抱いていたのだ。

      「その前に、コウ君に提案があるのです」

      「はい。なんでしょう」

      「私と模擬戦をしてみませんか？ そのほうが長々と言葉を交わすより多くのものを得ることができますよ。剣のみの一騎打ちです。いいでしょう？」

      　思いもがけぬ話に提案。コウも面食らったが気を取り直す。

      　剣のみの一騎打ち。この提案はこれ以上ないほどに心惹かれるのだ。

      「お互いの愛機でね。私の機体もそれなりに改装をしているよ」

      「わかりました。お願いします」

      「話が早い。いいね！」

      　嬉しそうにクルトが微笑んだ。

      「要塞エリアのコントロールセンターのＡＩとシルエットのフェンネルＯＳを連動させれば、シミュレータによる模擬戦も可能です」

      「わかりました」

      　コウはラニウスに乗り込み、クルトが指定した場所に移動する。

      　ジェニーたちは、模擬戦を観戦するために管制室に移動していた。

      　二人がどのように戦っているか、実際の映像のようにリアルタイムで表示されるのだ。

      　アキは小型のマイクを付け、オペレーターを担当する。

      　少し時間が経過しクルトの機体があらわれた時、コウは寒気がした。

      　今まで戦ったどのシルエットとも違う迫力――

      　真っ黒の甲冑のような外観。背中には五番機が装備しているよりも巨大な両手剣と、背後の巨大な推力偏向スラスター。短い砲身のような吸気孔が特徴的だ。機体が持つ雰囲気はＴＳＷーＲ１に酷似していた。

      「先に教えますね。あなたの機体はＴＳＷーＲ１ラニウス。私の機体はＫＳＲー１９ヴュルガー。あなたのラニウスの姉妹機のようなものです」

      　コウは返事をすることができなかった。生唾を飲み込む。ラニウスの姉妹機――予想もしなかった回答だ。

      「最初この機体を作ったときは複合駆動の技術が不足していた。私と兵衛さんは技術交流を行いました。私は人工筋肉による複合駆動の技術を。兵衛さんからは四肢の駆動系を。私たちが理想とする機体を完成させたのです」

      　剣を遣うということに対して特化したこのラニウスと技術交流して生まれた機体。

      　四肢の駆動系、複合駆動の技術。ラニウスの設計を見直したとき、確かに違和感を覚えたことはあった。

      　いわば目の前のクルトはラニウスの設計者の一人とも言える。

      「コウ。ヴュルガーはドイツ語でモズです」

      　アキから通信が入る。名前まで同様――同コンセプト。

      「同コンセプトですが方向性は若干違います。ラニウスは運動性や機動力を重視し、私は装甲を重視しています。あくまで方向性なのでパイロット次第では気づかないレベルでしょう」

      　機体同士の接続が始まる。

      　シミュレーションが作動しようとしていた。

      「あなたが試製大剣。私も同じく両手持ちの大剣ツヴァイハンダーです。では解説も終わりにしていきましょうか」

      　シミュレーションがスタートする。

      「いざ尋常に」

      　コウが呟いた。突然の模擬戦。これほど心躍ることはなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　五番機は腰を落とし脇構えで相手の様子を見る。

      　クルトの機体をみてコウは思わず呻いた。

      「これは……」

      　ヴュルガーもまた同様に脇構えを行っていたのだ。

      　よく見ると同じと思っていた構えは若干違う。剣先はコウより大きく下がっていると思われた。

      「まさかあれは……」

      「知っているの？ フユキ！」

      　管制室のジェニーとフユキはノリノリで解説を行っている。

      　彼らにとってもこの対決は大金を払ってでも見学したい代物だ。

      「ドイツ流剣術です。中世の騎士たちの剣術で近世になって喪われたものを二十世紀から時間をかけて復活させたもの」

      「騎士の剣術って素敵ね」

      「コウ君には分が悪いかもしれません。騎士による甲冑前提の剣技。シルエットに動作をコンバートする場合では日本の剣術より向いているでしょう」

      　二人の会話を五番機は拾っていた。貴重な情報である。

      　日本の剣術も介者かいしゃの剣術という甲冑前提の技法はある。だがそれはあくまで邪道であり、二十一世紀の日本で教えられることはない。

      「コウ君の居合いで対抗するのはダメなのかしら」

      「厳しいですね。居合いは平時の兵法。こういう立ち会いには向かないです。早く抜き撃つ技ではありますが、振り下ろす剣より早くすることは難しい。鞘から抜くという利点は別にあります。鞘から抜くという行為が一工程相手より多いわけですから、技量差がよほどないと」

      　言ってくれるとコウは内心で苦笑いした。だが実際その指摘は痛感する事実でもある。居合いは相手より一工程ほど手数が多いのだ。疾はやさをもっとも重要視する流派があるのも当然。その不利を埋めないといけないからだ。

      　そして利点も鞘の裡うちにある。相手との距離感を掴ませない優位性と鞘引きによる剣の軌道の変化。シルエットでは鞘引き出来ない以上、居合いのみを動作パターンとしてコンバートしても効果は薄い。

      　二人の対峙は武芸者の対決そのもの。峻烈しゅんれつとさえいえる緊迫感。シミュレータであることを忘れるレベルだった。

      
        

      

      　じりじりと二人は近づく、と思ったその瞬間。互いの背が発光した。

      　二機の機体はすでにお互いを通り過ぎ、相手の機体が元いた位置を通り過ぎていた。互いに距離を取るべく大きく前進し、最初の立ち会い位置よりも遙か後方で構える。

      　続くように爆音が鳴り響く。――音速を超えた戦い。

      　双方の装甲に亀裂が入る。直撃はなかったものの、巨大な機体の剣からは逃れられない。ここはわずかに運動性が高い五番機に軍配が上がる。ダメージはコウのほうが少ない。

      　コウは機体を大きく旋回させ、常にヴュルガーを捕捉する。対するヴュルガーは制止してコウの軌道を見据えていた。

      「戦法まで同コンセプトかっ！ あのブースターはなんだ……俺と同じデトネーションエンジンではないのか」

      「ダクテッドロケットエンジンです、コウ！」

      　アキの悲鳴に似た通信が入る。

      「ラムジェットエンジンの一種です。ですが、あちらは超音速以下の速度域で始動できないことに対し、ダクテッドロケットエンジンならば対気速度ゼロで発動可能です」

      「調べた時みた、あれか……対空ミサイルに使われていた奴だっけ」

      「はい。速度域のコントロールがより難しいのです。相手はエンジンで機体をぶん回す――あなたと同じ発想で、より極端な方法で設計していると思われます」

      「こちらよりは細やかな動きは苦手か。そうなるよな」

      　さすが剣機の先駆者だ。なぜその思想に行き着いたか、コウにもおぼろげながら理解できる。

      　クルトもまた冷や汗をかいていた。聞いていた以上の加速度と機体安定性だ。

      　一撃で決着を付けようと思ったのだ。新米構築技士を驚かせようと。してやられたのはクルトのほうであった。

      「あの推力偏向スラスター。実にいい。いい構築技士だ。コウ君」

      　ロケットエンジンでぶん回しているヴュルガーとは比較にならないだろう。あのラニウスは短時間ならば三次元行動も可能なはずだ。

      　初速はヴュルガーの方が上回るだろう。しかし持続力はラニウスのほうが上。

      　クルトも老いた身で沸き立つ心を抑えきれない。心の底からこみ上げる歓喜に身を委ね、不敵に笑った。

      　双剣――二人の剣士が立ち会う状態を指す言葉である。

      　二人の睨み合いは続く。しかし静止はない。大きく距離をとり相対し牽制しながら移動している。

      　推進剤の容量問題もある。歩行、走行とスラスターを使い分けて移動しているのだ。ローラーダッシュは使わない。隙を見せたら一気に間合いを詰められる。

      「地球時代の戦闘機同士による戦いをみているようね」

      「上下がない分、まだましですが。……しかし」

      「どうしたの？ 意味ありげに呟いて」

      「コウ君がシルエットを発展させたら、これに三次元行動が加わるのかな、と」

      「それは……」

      　ジェニーこそフユキの危惧はよくわかる。

      　彼女もまた数少ない飛行型シルエット乗りだからだ。今の彼女の機体ではこのような加速移動はできない。時速三百キロ程度出ればよいほうだろう。

      　遷音速トランソニックの戦闘が一般化するとは思いたくなかった。

      「モズという鳥は機動性、運動性に富んでいるのです。獲物を捕らえる時の加速度は６Ｇに相当するほど。――設計者の命名した意図が、この戦いをみたらよくわかりますね」

      　アキもまた、二人の戦いを真剣に見入っていた。

      　二機のシルエットが構え直す。双方、相手の特性を測り終えたというところだろう。

      　ヴュルガーは両手を頭の左側に置き、切っ先を五番機に向ける。――雄牛オックスの構え。

      「天横……違う。城郭勢の位くらいか」

      　見覚えのある構え。いわゆる霞の構えと呼ばれる系統だ。同じ技でも流派によって実に多様な名前がある。斬撃にも突きにも派生しやすい。位とはコウの学んでいた剣術の流派の用語。構えの呼称だ。

      　コウは二種類の流派を学んでいる。より姿が近い技の流派として認識し直す。シルエットの操縦には認識能力は必要不可欠だ。相手がスラスターを噴かせない理由も察している。機体形状が人型だからだ。燃焼効率は悪くならざるを得ない。

      　イニシアティブはコウにある。

      「加速力こそヴュルガーが優れているがスラスターの持続力は五番機のほうが上ということは、だ」

      　ここはあえてクルトに主導権を譲り、剣先をわずかに下げる。僅かな隙を作り相手の動きを誘うのだ。

      　剣術は後の先を取ってこそ活いきる。

      　果たしてクルトは勝機を見いだしたか――機体が加速する。

      　今度はコウが静止状態。剣を振るタイミングが少しでも遅れたら真っ二つだ。

      　クルト機のヴュルガーの加速度が最高域に達した瞬間、コウもスラスターを全開にする。

      　相対し、一戦目はすれ違う。地面は火花を散らし爆音は遅れてやってくる。

      　今度は攻守所が逆転。五番機が軸足を使い、強引に機体を回転させる。最小限で旋回を行ったのだ。慣性で機体はそのまま後ろに下がっている。

      「ちぃ！ 対応が早い。やるな！」

      　クルトが舌を巻く。

      「距離は取らせてくれないか！」

      　気付けばヴュルガーがすでに迫っている。機体の安定性、重量と、運動性。体勢を立て直すにはヴュルガーのほうが有利。コウがファルコに対して使った戦術と同じ原理だ。

      　抜き胴ともいえるツヴァイハンダーの横斬りが迫る。

      　コウは武器の位置を変える。五番機は腰を落とし、剣を車――斜に構える。脇構えとは違い剣は胴体に隠れていない。

      　そのまま半歩ほど退く。これでタイミングをずらすのだ。

      　僅かな間合いの差。修正するべくさらに一歩進むヴュルガーこそ、調子と拍子を乱される。

      　体当たりと見紛う加速は切り上げの技――ヴュルガーもまた上体を反らし回避しようとするが攻撃は浅かった。

      　左腕を斬り飛ばしつつもツヴァイハンダーの薙ぎは確実に五番機を捉える。右胴を切り裂かれるが、五番機もなんとか戦闘続行は可能だ。

      　ダメージは明らかにコウのほうが大きい。クルトのヴュルガーは残った片手で大剣を構え、次なる攻撃に繋げようとしている。目の前にいるのは不屈の騎士そのもの。

      　五番機にアラートが鳴り響く。

      　次なる手を。コウは再び構えようとしたとき、クルトから通信が入った。

      「引き分けですね。お見事です」

      「なっ」

      「私のヴュルガーは腕を失い、あなたのラニウスは深手。胴体のダメージはパイロットへの死につながります。これ以上はいいでしょう」

      「……わかりました」

      「ふふ。まだ続行したいとでもいいたい顔ですね。実は私もです。ですが決着を付けることだけが勝負ではないでしょう？」

      「そうですね」

      　あえて勝負を付けないというのも、ありなのだろう。クルトは彼の土俵で戦ってくれている。銃を使えばもっと差が開いたに違いない。コウはクルトの配慮を無駄にしないためにも引き分けに同意した。

      「ああ。鞘が欲しい」

      　コウの呟きは心からのものだった。一方クルトは内心穏やかならぬものがあった。

      　あのまま粘れば勝ちは拾えただろう。だが五番機は五体満足。彼の機体は腕を失っているのだ。確定ではない。

      　悲しい大人の打算だが目の前の青年はクルトの配慮だと思っているようだ。若いな、と思う。

      　この惑星アシアに転送されて三十年。転移から数ヶ月の青年にここまで追い詰められるとは思わなかった。

      「剣術青年が構築技士とは。面白いことになりました」

      　小声でそっと呟く。

      　クルトの微笑みはますます深くなった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「やりますね。楽しかったですよ」

      「こちらこそ楽しかったです。クルトさん。ありがとうございました」

      　二人は管制室に入って握手をした。二人は自然と手が出た模様だ。

      「勉強になったかしら？」

      「とても！」

      　クルトはラニウスの原型機を鷹羽とともに開発したようなものだ。

      　凄腕の剣術使いでもある。模擬戦を行えたことはまさに僥倖。貴重な体験となった。

      　引き分けといっても実質コウが負けたようなものだ。

      「フユキさん。ジェニーさん。お二人には我が社の営業がお話したいことがあるようです。お話を聞いてやってはくれませんか」

      「もちろんですとも」

      　クルトは背後に控えていた男に声を掛ける。

      「私と引き分けた剣士と、その同僚の方々です。決して失礼のないように」

      「承知いたしました！」

      　声が震えている。クルトと引き分けに持ち込めるような男がいるとは思わなかった。コウには尊敬のまなざしが向けられていた。

      「私はコウ君と二人で話させていただきますね。構築技士同士の交流を深めさせてもらう」

      「はい。是非コウにさまざまな知識を教えてやってください」

      　ジェニーが笑顔で言う。内心コウは姉のようだなと思ったものだ。

      「わかりました。では行きましょうか、コウ君」

      　クルトに促されコウは彼の後をついていくことにした。

      「私がネメシス星系にきたのは三十年前。それはひどい有様でした」

      「どんな状態だったのですか？」

      「アシアの人々は作業用シルエットに槍や巨大な鉄パイプで武装したものでマーダーどもとやりあっていたのです。ファミリアにいたっては建築機械や乗用車にスピアガン。マーダーはレーザー砲を撃ってくるにも関わらず、ね」

      「初期に目覚めた人々は武力放棄を徹底していたのですね」

      「人類は押され、制圧されるのも時間の問題でした。惑星リュビアは早々に陥落し、主戦力は全てエウロパとアシアへ。アシアは我々転移者たちの活動により、膠着状態になった」

      「転移者が武器をもたらしたと聞きました」

      「そうです。幸いウィスによる高次元投射装甲のおかげで、シルエットは防御力だけはありました。数さえ揃えたら槍や剣で撃退は可能でした。エニュオは本当に厄介でしたね。制圧されたリュビアで製造された、大型ケーレスです」

      　移動中クルトが転移してきたばかりの頃の状況を話してくれる。

      　貴重な体験談だ。コウは聞き入った。アキは背後から二人の会話を記録していた。

      「あれだけの質量を直接要塞エリアに落とせば、一撃で破壊可能なのでは？」

      「要塞エリアや防衛ドームへの攻撃は衛星砲によって破壊されます。本来はシェルターへの隕石防止措置だったのですがね」

      「そんなシステムが……」

      「ええ。赤色矮星ネメシスは地球を二千六百万年周期で、オールトの雲から隕石を地球に送り込み壊滅させている星という仮説がありました。実際に隕石群は存在し、周囲の惑星にも降り注ぎます。人類は巨大シェルター内だけが生存圏です。ですがそれが幸いしストーンズの兵力に対抗することができたのです」

      「生存圏への直接攻撃は阻止され続けたということなのか」

      「はい。ＮＢＣ兵器もオケアノスが見張っています。惑星汚染兵器として定義され、使おうとした勢力は躊躇なく滅ぼされることをストーンズは知っていました。彼らももとは人類ですからね。オケアノスの禁忌に触れないよう戦力を増強していった結果、マーダーによる拠点制圧侵攻が一番効果的と判断したのです」

      「そうして兵器主体の戦争になっていったと」

      「最初はシルエット用のライフル開発から始まりました。アサルトライフルと戦闘用シルエット誕生まで転移者がアシアにきてから三年かかりました。どの居住区も兵器対応設備が限られていましたので。転移者がレールガン実用化にこぎつけたのは十数年前。シルエットが推力偏向スラスターによる三次元行動が行えるようになったのは、数年内の成果です」

      　コウはケーレスとの戦いを思い出していた。先駆者たちの苦労が偲ばれる。

      「君は気づきましたか。拳銃やライフルを持った人間を見たことがありますか？」

      「そういえばありません」

      「必要がないのです。製造許可も厳しく、施設もないので嗜好品です。なんせ突発的な犯罪は周囲にいるファミリアたちが対処しますからね。空を飛んでいる小鳥ですら弾丸になる。ファミリアに依存しすぎなのも問題あるでしょうが……」

      「無節操に銃を製造するよりはいいかもしれませんね」

      「それはいえますね」

      　しばらく歩いて案内された先には既視感を覚えるような機体があった。

      　最初に五番機に出会ったような――廃棄されていたはずの機体。そのような機体だった。

      　巨大な剣を抱え静かに佇んでいる。躍動感溢れるラインはまさに人型シルエット。

      　外装が貧弱だ。ラニウスにも使われている人工筋肉がむき出しなのだ。しかも脚の形が歪だ。外装がない、鉄骨のような脚に人工筋肉が張り付いている。つま先は趾あしゆびとなっている。カラスのような三前趾足さんぜんしそくだ。

      
        
      
      「この機体は？」

      「技術不足で断念した機体でしてね。次世代シルエットを目指し、中断した試作機。型式番号はいまだに無し。名は――凶鳥フッケバイン」

      「フッケバイン……地球でも聞いたことはありますが、どういう意味が？」

      「ドイツの児童書に出てくる悪戯カラスですね。ですが本来は悪戯とさえ言えない悪意の化身。災いをもたらす鴉の名です。この機体、足が醜いでしょう？ フッケバインは醜い脚、という意味もあります」

      「どうしてこのような脚に？」

      「サーボ機構と人工筋肉を併用した複合構造をさらに発展させた人工筋肉を開発し、それのみで駆動するように設計されているのです。運動性能は飛躍的に向上します。ただそうしたために二乗三乗の法則をまともに受けたその結果がこの脚です」

      「なぜ開発中断を？」

      「重すぎたのです。人工筋肉を用いましたが十分な装甲強度を保つためには人工筋肉を増やすしかなかった。結果、本末転倒な結果に。コストの割に運動性能が向上しなかったこともあります。問題解決の目処が立っていないのです」

      「人工筋肉が増え防御力が下がり、重量が跳ね上がったのですね」

      「そういうことです。修理は思ったより簡単なのですよ。人工筋肉の束を交換するだけでよいですから。よければ乗ってみますか？」

      「いいんですか!?」

      「もちろんです。剣士たる君の感想が欲しいですね」

      「はい。乗らせてください！」

      　コウは嬉々としてフッケバインに乗り込んだ。

      　クルトは目を細めて見守っている。

      　フッケバインは二十一世紀のドイツ語から日本語へのコンバートを行ってくれた。これでコウにも操縦可能だ。

      　上段に構え剣を振る。止める。それだけを数度繰り返す。

      　一歩踏み出す。一歩下がる。それを繰り返す。

      「すごい……」

      　次は登録されている剣の型を振り回す。どの型も安定性と次の動作がスムーズだ。

      　コウは今までにない衝撃を受けた。

      　フッケバインはいわば、人間の体幹を再現していた。

      　小指を締めている。指も人工筋肉ということだ。腰を落とし、剣を振る。技の起おこりさえ消せている。ここまで必要かどうかは不明だが、剣機同士の戦いではこの運動性は欲しい。

      　時代が早すぎたのかも知れない。無人機相手には過剰ともいえる運動性能なのだ。

      　登録されていた機体制御表示の画面を注視し、思わず息を飲む。特異な三つ足の理由もわかる。趾にまで及んでいる人工筋肉のためだ。自然の動きも納得だった。確かにこの構造では採算度外視にならざるを得ないだろう。

      　コウは一通り剣を振り回したあと、機体から降りた。

      「これは素晴らしい機体です。開発中止がもったいない……」

      　コウが思わず歯噛みするほどの機体だった。

      「完成させてやりたいです。実は私の命の恩人でもあるのですよ、彼は」

      「是非お願いします。俺もラニウスの五番機に出会って救われたんです。五番機をより強くしたい。そう思って学んでいます」

      「そういうことでしたか。私達は同じ目的を持つ同士というわけですね！」

      　クルトの語尾が弾んでいる。本当に嬉しいのだろう。目を細めて微笑が深くなっていた。

      「はい！」

      「嬉しいですね。では最初に伝えたいことがあります。ラニウスには複合機構のほうが合っているかもしれません」

      「というと？」

      「人工筋肉では運動性があっても、パワーがでないのです。やはり機械的な駆動も必要です。兵衛さんはラニウスに、その解決策を残しています」

      「教えてください！ って失礼ですね。すみません……」

      　一から十まで教えてもらうことはさすがに無礼だろうと思い直したのだった。

      「いいですよ。では機体の講義と行きますかね。そも、それが本来の依頼でしょう？」

      　むしろ嬉しそうにクルトが笑った。

      
        

      

      　フッケバインの足下でクルトの講義が始まる。

      「シルエットはＭＣＳを中心に、胸と腰のフレームで成形されています」

      　コウは同意した。その点については作業機や五番機の構造で知っている。

      「兵衛さんは人工筋肉の柔軟性を、構造で解決しようとしたのです。胸、ではなく。右胸、左胸、中央胸部とブロック構造で駆動するように。腰もそうですね。右腰、左腰、中央腰部にわけています。普通の機体は両手を頭上に構えた時、手をまっすぐにあげますがラニウスは肩部を後方まで動かせるのです」

      　ブロック構造は同じく知っている。ヴォイがこんなものが壊れたら胴体ごと交換するしかないとぼやいていたのだ。

      「腰もそうですね。腰を落とし姿勢を安定させる。腰を捻る動作を可能にしています。本来ならこれらも人工筋肉を用い、補強する予定でした。ですが修理の互換性を考慮しそれを諦め、簡易的に数本の人工筋肉をまとわせるだけにしたのです」

      「そこに整備性の問題が」

      「そうです。さらに腕部と胸部は交換不可の一体型になります。さすがに兵衛さんも諦めました。ラニウスは複合機構を採用することでコストも上がってしまいましたしね」

      　ふとそこで疑問を覚えるコウ。じっとフッケバインを見つめる。

      「シルエットの四肢はモジュール化構造で、規格はある程度共通化されていますよね」

      「そうですね。よほど特殊な機体ではない限り。ラニウスもヴュルガーも人工筋肉を用いた手足を使っていますが通常規格も使えますよ。――よいアイデアが閃きましたか？」

      「いえ。まだ構想です。もし形になったら是非クルトさんにも聞いていただきたいです」

      「それは楽しみですね。フッケバインがブリコラージュの材料になったら幸いですよ。私と兵衛さんも相手の構築した機体にインスピレーションをもらいましたから」

      　コウが確認するかのように、疑問をぶつける。

      「共通規格は昔から変更ありませんか？」

      「ないですね。シルエットは二万年前の技術と言われています。最適化はすでに終了しています。整備性、互換性は極めて優れています」

      「腕に関しては接続部が破壊されていない限り、シルエット単体で交換も行える」

      「足も交換用さえあれば単機で出来ますよ。予備の足を担いでいくわけにはいきませんし、その場所まで這う必要はありますが」

      「そこは難点だと思っています」

      「兵器というのは騎兵にとっての過酷な戦場に耐えうる馬でなければいけません。ひ弱なサラブレッドでは困るのです。荒っぽく使っても決して壊れない信頼性が重要です」

      「武人の蛮用に耐えうる兵器、ということですね」

      「まさにそれです」

      　クルトはそこで少しぼやいた。

      「そこからが構築技士の悩み所。基本構造は変えてはいけないので思い切った設計はしにくい。バックパックの性能に依存しがちです。毎回手足を交換していたらお金もかかる。とくに性能差がでやすいですからね。装甲材一つとっても難点です」

      「作業機と同じ、というわけにはいかない、ですね」

      「ええ。先ほど私達が乗った高機動機はどちらかというと航空機寄りの構築ですから。通常のシルエットの手足だと性能は落ちるでしょう？ かといって装甲材に弾痕一つで交換するわけにもいきませんから」

      「修理しやすいものまで視野に入れて、かあ。難しいな」

      「ネメシス戦域の特殊性ですね。個人単位、大きくてもアンダーグラウンドフォース単位での傭兵ですから。金銭感覚はシビアになります。もし通貨統合するオケアノスがいなければ、ストーンズが経済面から支配していたでしょうね」

      「ありうる……」

      　思わず顔をしかめるコウ。敵とは兵器でドンパチして決着をつけたほうが、性に合う。

      「高次元投射装甲のおかげで、同じようにウィスを通している近接武器は有効です。接近戦は避けられていますけどね」

      「レールガンやガスガンが戦場の主流。圧力でいえば射撃武器が剣を上回ることなどありえないのに、いまだにウィスの原理がわからない。鋼材とナノセラミックの複合装甲は強固なはずなのに」

      「セラミックはユゴニオ弾性限界が高いのですよ。鋼鉄が一・二ＧＰａギガパスカル。チタン合金が二・八ＧＰａ。タングステンが三・八ＧＰａ対し、セラミックは二十ＧＰａ。これは鋼鉄よりも原子間の結合が強いためです。割れやすい特性のため速度の遅い弾頭には効果が薄い。複合装甲がそうして生まれました。物体が衝突する速度の遅い、すなわち剣の刺突や斬撃にはあまり効果はありませんよね」

      「高次元投射装甲と武器は、見えない厚みが発生すると聞いた。そうか。セラミック板を叩き割っているイメージか」

      「そうです。表面の金属装甲が強化されていてもやはり降りかかる質量、剣相手には薄い。ケーレスも高次元投射装甲をまとっている以上、近接攻撃はやはり有効です。あとは重機関砲を一定面に撃ち続けることぐらいでしょうか」

      　クルトに別室に案内される。多様な砲弾が並んでいた。コウはちらっとアキを見た。ここはアキが完全に専門だ。

      　アキは澄まし顔でスルー。この場ではクルトにお任せとのことらしい。

      「レールガンや軽ガスライフルの弾頭が共用されているのは知っていますね。貫通力が優先なので、通常はＡＰＦＳＤＳ装弾筒付翼安定徹甲弾を使用しています。この装弾筒サボットのなかのタングステン系の合金で作られたダーツ状の侵徹体、いわば弾芯が装甲に触れると双方とも流動化、侵徹体が勝れば貫通となります」

      　コウもそのあたりの知識はアストライアから事前に手ほどきを受けていたのだ。装弾筒付翼安定徹甲弾とはまた覚えにくいものだと思ったものだ。

      　軽ガスガンで使用する場合は砲弾にガスを注入する。レールガン使用では、ガス注入と保管費が不要になるので、その分弾頭の単価は安くなる。

      「百二十ミリ砲弾ですね。地球でも同じサイズの砲弾です。このサイズは人間一人が作業可能な最大口径と言われています。これ以上大きいと、二人以上かシルエットで作業するしかないですね」

      「逆にいえば、人間が作業しないから大口径砲弾が使えると」

      「そうです。レールガンや軽ガスガンは初速が地球に存在していた砲とは桁違いです。直撃しなくてもそれなりの衝撃にはなる。歩兵がいなくなった理由の一つですね。たとえばこれです」

      　視線の先には金属バットほどの長さと太さの砲弾がある。

      「これは機関砲弾？」

      「現在アシアでの最大口径の機関砲弾ですね。口径は六十ミリ。これが毎分数百発近く飛んでいきます。ケーレスに多いセラミック系装甲には有効ですね」

      「うへぇ」

      　どんなに装甲が厚くても、タングステン製の尖った金属バット数百発も受けたくはない。

      「三メートル以内なら直撃を受けなくても、生身の五体が飛び散ります」

      　それからもコウはクルトの講義を受け続けた。

      　自分の設計した兵器を例にどのような要求性能を求め、どのように整備するかを考えた設計思想は実に勉強になった。

      
        

      

      「ドイツ料理も悪くないね。もう一泊することになることになるとは思わなかったけど」

      「ごめん、ジェニー」

      「問題ないわ！ こっちは商談が捗ったしね！」

      「まさか最新鋭シルエットをあの価格で譲って貰えるとは……思わず四機購入です」

      　どうやら大きな商談に成功したようだ。フユキが呆然と端末を叩いている。

      「うちの部隊でもベアは多いです。これでかなり戦力アップになりますね」

      「はい。こちらこそありがとうございます。メタルアイリスに使ってもらえるとなると、今後の宣伝になりそうですしね」

      　クルトは微笑みながら言う。どこまでも紳士的だ。

      「クルトさん。ありがとうございました。また連絡させてください」

      「もちろんです。是非またゆっくりお話しましょう。気軽に相談してくださいね」

      「はい！」

      　別れを惜しみつつ、クルトはメタルアイリスの面々を送り出した。

      　彼の笑顔が消え、彼以外入ることが許されない部屋。フッケバインの元へ行く。

      　彼は未完成の機体を見上げて呟いた。

      「もう少しです。私が持てるヒントをすべて彼に伝えました。彼がなにを閃き、どんな構築技術を行うか。うまく導いてやれているといいのですが」

      　クルトは息子に語りかけるようにフッケバインに語りかける。

      「あなたは未完成ながら絶望的な戦いで私を助けてくれた。奇しくも彼も同じ目的だった。私はあなたを完成させる。そのための技術がきっとコウ君からもたらされる。そう信じています」

      　クルトは、数年前の戦いを思い出す。

      　以前いた要塞エリアも敵の侵攻を受けたことがあるのだ。

      　多くの仲間が倒れ、彼の機体も傷つき倒れた。残されたものは未完成のこの機体のみ。

      　動かないと思われたこの機体が突如として、クルトの前に駐機姿勢を取ったのだ。

      　ありえないこと――しかし彼はこの機体の意思を感じた。手に取るはツヴァイハンダーのみ。

      　この機体はその運動性を持って縦横無尽の活躍を見せた。クルトと生き残った社員たちはからくも陥落した要塞エリアを脱出し、この場所で再起を遂げたのだった。

      　目の前のフッケバインは静かに佇んでいる。

      「待っていてくださいね。あなたを本当の――マーダーを滅ぼす、戦場を駆ける凶鳥にしてみせます。布石はもう打ちました。あとは待つのみ」

      　動かぬ試作機に対し、クルトは祈りを捧げる巡礼者のようであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　転移者企業ＴＡＫＡＢＡのあるＩ２５０要塞エリア。本社の会長室で会話している男がいる。

      　初老の日本人。痩せ型だが筋肉質だ。細い顔立ちで威厳がある。

      「はい。こちら鷹羽です。これはクルトさん。どうも。はい。やはりコウの野郎が？ これはこれは……うちの若ぇもんが大変お世話になりました。大変有望な剣士？ そうでしょう。そうでしょう……へえ。そうですか。ラニウスの五番機を……」

      　クルトとは久しぶりの長話を楽しんだ。どうやら相手も上機嫌だったようだ。

      　通信機を切った後、彼は穏やかな目で外を眺めた。

      　机の上に飾ってある写真を見る。彼と、孫の修司が映っている。アシアにきてから撮影したものだ。

      「杲こう君が生きていたよ。修司。聞いて驚け。――お前が乗る予定だった、ラニウスの五番機に乗っているってよ。アシアまで救い出したんだぜ、あの小僧は」

      　彼は静かに涙を拭った。

      　惑星アシアに転移されたとき、置いていかれ死亡したと言われていた萬代屋杲。孫の友人。何度か会ったことがあるし、道場で剣術談義をした仲だ。

      　死んだと聞かされたときは、思わず報告者に怒鳴ってしまったほど感情が高ぶった。

      　なぜ若い者が、なぜ有望な剣士から死んでいくのだろう。歯痒かった。話がしたかった。

      　孫の話と剣の話がしたかった。

      　だが、死んだ。

      　置いていかれるというありえない事態で。

      「生きているなら、とっとと連絡をしろってんだよ。なぁ？」

      　応えぬ写真に語りかける兵衛。孫の修司は五番機に一度も乗ることがなく、亡くなった。

      　彼らの拠点であった工廠機能がある防衛ドームが奇襲を受けたのだ。

      　孫が戦死しており搭乗するパイロットがいない、完成したばかりのラニウスが暴走した。人間を守るために。

      　そして置いていかれたはずの杲が生きていた。しかも孫が乗る予定だったラニウスの五番機に乗って。

      　不思議とは思わなかった。コウが置いていかれた場所は、もとは彼らの拠点。確かに兵衛がみずから五番機の廃棄指示を行ったのだ。スクラップには断固反対しコックピットのみ変更した。

      　再生させたかった。しかるべきパイロットがきっと現れると信じて。

      　持ち帰りたかったがその余裕もなかった。泣く泣く地下のジャンクヤードに廃棄したはずの機体。その機体がまだ動いている。孫の友人と共に旅をしている。

      　アシア救出まで成し遂げた。アシアから聞かされた時、最初は信じられなかった。コウという同名の別人だろうと。クルトからの連絡で有望な剣士と聞いてようやく確信が持てたのだ。運命を感じずにはいられなかった。

      「なあ。てめえが杲君を導いたのかよ？ 修司。そうじゃなきゃありえねえ偶然だよな。彼は居合いを遣つかうんだったか。俺たちのラニウスが、ちったあ役に立ったなら言うことねえやな」

      　静かに目を閉じる。孫と会わせてやりたかった。

      　兵衛はそっと瞳を閉じ、偲んだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「最後の転移者企業はスカンク・テクノロジーズ。私やブルーの愛機を設計したケリー・リッチが率いるところね。私も何度かあったことがあるから気楽だよ」

      「あのシルエットを作ったところか。どんな特徴があるのかな？」

      　ジェニーの愛機は師匠が、現行シルエットでは完成形の一つとまで言い切った機体だ。

      　その開発者にはとても興味があった。

      「美しさ、ね。優雅さと洗練された機能美とデザインがあるの」

      「ＴＳＷーＲ１と比べると、全然違うよな。ＳＡＦーＦ０２フェザントのデザイン」

      「もう一つはとにかく尖った機体を作っているね。いわゆる褒め言葉の変態企業」

      　ジェニーの機体は同じシルエットと思えない程細い。ブルーのＳＡＳーＦ０２スナイプも同社製だが、コンセプトはまったく異なっている。

      「変態的な技術者とかたまにいるよな。イメージはわかる」

      「ケリー自身は気のいいおじさんだけど、とにかく変わり者よ。だからスカンク、鼻つまみ者ね」

      「スカンクのスラングは色んな意味がありますからね。相手を完封させる、とか。騙すとか。誰とでも寝る女、という意味も」

      　フユキが苦笑しながら付け加える。

      「兵器産業として見ると意味深な企業名です。これほど本質を表した社名はない」

      「本人もね。今回は商談もなし。ケリーに私の戦闘データを渡しに行く名目だね。とくにＸ４６３のデータを期待しているみたい」

      「スカンク・テクノロジーズは少数精鋭の構築技士集団です。ビジネスは専門の会社に任せていますしね」

      「構築技士が集まっているということ？」

      「Ｂ級やＣ級の構築技士がね。ケリーが構築技士を要塞エリアに派遣するために教育するの。構築技士として設計の基礎を学ぶには、いい環境だと思うな。ただし口はかなり悪いわね」

      「そうなのか……」

      　人見知りの激しいコウは、その点が不安だった。

      「よくきたな！ ジェニー！」

      　恰幅のいい白髪の白人が出迎えた。初老の男性で身なりはしっかりしている。

      「ハーイ、ケリー！ ええ。お待ちかねのデータを持ってきたわ。機体ごとね」

      「愛しているよ！ やはり美人には美しい機体が相応しいね」

      「ありがと。あなたの美しい機体には本当に助けられたわ」

      　ジェニーとケリーは、古い相方のように矢継ぎ早に会話している。

      「そこの坊主がコウだな？ よろしく。ケリーだ」

      「コウです。よろしくお願いします」

      　二人は握手した。

      「ええ。話はメールで……」

      「よし。機体ごとこの小僧を置いていけ。さあ。ジェニーは帰った！」

      　握手した手をいきなり引っ張られる。

      「えっと。ちょっと待ってよ！」

      　握手していた手を引っ張られ、ひきずられるコウ。

      「終わったら連絡するからそのとき迎えにきてやってくれ！ じゃあな！ 時間が惜しい！」

      　呆然とする三人を置いて、コウは連れて行かれてしまった。

      「あの。ジェニー。私も残ります。連絡はこちらからします」

      　はっとしたアキがそう言い残して二人を追いかけていった。

      「いつもこんなかんじですか？ ケリーさんは」

      　突然の状況から気を取り直したフユキが尋ねる。

      「はあ……そうね。フェザントを下ろして帰ろうか。悪いようにはならないと思うから」

      　諦めにも似た表情でジェニーは自分の機体を下ろすべく、輸送機に向かっていった。

      
        

      

      「ここが俺たちのラボだな。おい！ みんな！ ヒーローのお出ましだ！」

      　研究室に案内されたコウは、大雑把な説明を受ける。

      　女性も数名いることが特徴的だった。ファミリアも何人かいる。

      「こいつこそ、アシアを救った構築技士だ。アシア本人に聞いたから間違いない！」

      「アシアを？ すばらしい！」

      「この人が！」

      　乱暴ともいえる紹介をされ、困惑するコウ。働いている人間たちが手を止め立ち上がり、遠巻きにコウを見る。

      「よろしくお願いします。コウです。後ろにいるのはアキ。助手です」

      「おう。よろしくな」

      「あら、ヒーローっていうわりに可愛い子ね！」

      「よろしくー」

      　アットホームな職場です、という例のキャッチコピーを思い出したコウだ。

      「そうだなあ。誰にしようかな。新人なら……おい！ ジャリン！ 俺がいないときはお前が面倒をみてやれ」

      「はーい！ ボス！ あなた、日本人ね？ 私は台湾人！ 胡佳玲フージャリン。最近転移したばかりだけどさ！ よろしくね！」

      　座っていた女性が前に進み出て、手を差し出す。黒髪でショートカット。コウより若い感じのアジア人女性だった。

      　コウも手を握り返し、挨拶した。

      「台湾の方か。よろしく」

      「見込みはあるぞ、この女は。よしコウ。まずはシルエットの講義だな。基礎中の基礎からいくぞ」

      「俺は自分のシルエットを強化できればいいんですが……」

      「なにをいってやがる！ 基礎もしらないで他人の設計をいじれるものか！ 他人の設計をいじるってのは一から設計するより大変なんだぞ？ そんなこともわかっていないとは、こりゃたっぷりと構築ってヤツを叩き込まないとな。さあ来い！」

      　ジャリンが苦笑して見送ってくれる。いつもこんな感じらしい。

      　ただただ圧倒されるコウだ。連れていかれた場所で質疑が始まった。

      
        

      

      「コウ。お前の知識から確認するぞ。シルエットの設計は？」

      　ケリーから矢のような質問攻めに会うコウ。

      「ありません」

      「シルエットについてどれくらい知っている？」

      「……言われてみれば、何も知らない。ウィスによって動いているぐらいかな」

      「よし。いいかんじだ。中途半端に知っているよりよっぽどましだ。こっちだ」

      　ケリーに広大な試験場に連れられてきた。

      　銃を持った作業用シルエットと、作業車に載せられたむき出しのＭＣＳ。マルチコックピットシステムの装甲カプセルだった。

      　灰色の単色で鶏卵を横向きにしたもの。戦闘ヘリの先端部分に似ている。

      　後部座席の下に空間がある。ここにリアクターやパワーパックを装着するのだ。

      「マルチコックピットシステムだ。二万年から設計が変わっていないオーバーテクノロジーだな」

      「これがあらゆる兵器のもとですね」

      「ああ。まさしく万能だ。ところでコウ。こいつの寸法を知っているか？」

      「言われてみれば……知りません」

      「そんなもんだ。覚えておけ。外部寸法が長さ二・六メートル、幅一・四メートル、高さ一・八メートル。内部寸法は長さ二・四、幅一・二、高さ一・五メートル。広いか狭いかは体形次第だな」

      　コウは思い出す。一人乗りの小型モビリティ、超小型ＥＶの寸法に似ているのだ。

      　攻撃ヘリコプターのタンデム式コックピットと似ている。このコックピットをシルエット胴体に若干、斜めに設置しているからだ。

      「奥行きありますもんね、シルエット」

      　ウンランも言っていた箱型かといいたくなるぐらいの奥行きと幅。

      「ああ。だが注目すべきは、ＭＣＳの幅と高さだ」

      「どういうことでしょうか」

      「体感したほうが早い」

      　ケリーは作業機械に声をかける。

      「いつもの頼むわ」

      　作業機械はロボットアームでＭＣＳをつかみ、彼らから離れていった。

      「だいたい作業用のシルエットから三百メートル。じゃあコウ。シルエットに乗ってあのＭＣＳを狙って撃ちな」

      「はい」

      　コウは言われるまま作業用シルエットに乗って、目標であるＭＣＳを狙い撃とうとする。

      　ＭＣＳを持ったロボットアームがわずかに上下する。微妙に狙いづらい。

      　三割ほど弾を外す。

      「狙いにくいだろう？ 次はそのライフルの銃剣を構えて、あれを突いて、斬ってみろ。一回ずつだ」

      「はい！」

      　格闘戦なら得意とするところ。

      　だがその自信も思わず打ち砕かれそうになる。

      　ＭＣＳを掴んでいるロボットアームが予想外に大きく下がったのだ。刺突しとつを外す。

      　袈裟切りの斬撃。ロボットアームはわずかに横にスライドするが、これはかろうじてかすることが出来た。

      　ローラー移動でケリーのもとに移動し、シルエットから降りる。

      「どうだ」

      「的が……思ったより狙いにくいです」

      「だろ？ 今のわずかな上下運動な。あれな。シルエットの歩行や走行による、ＭＣＳの位置移動だ」

      「どういうことですか」

      「人間は歩くとき二センチぐらい上下に差がでるんだ。シルエットサイズならもっと差が出るに決まっているだろ？」

      「そういうことか！ ＭＣＳの衝撃緩和機能で内部は問題ない。けれどＭＣＳそのものは機体に固定化されている。だから胸の位置にある内部も上下移動すると」

      「わかったか。ＭＣＳ自体は二重構造。ウィスってのは電磁気力と重力に関するエネルギーだからな。ウィスが通ってなければ衝撃緩和機能も作動しないが」

      「強い核力、弱い核力、電磁気力、重力。ウィスは重力と電磁気力が五次元で同一化したエネルギーだったっけ……」

      「そこは知っているんだな。よい教師を持ったものだ」

      　師匠のことが褒められたようでコウも嬉しくなった。

      「ＭＣＳが胴体と一緒に移動するということはわかっただろ？ 最初の刺突を避けた動きはシルエットがしゃがんだ位置だ。最後の横移動は上体を反らした動き」

      「わかります」

      　ケリーは満面な笑みを浮かべて、ＭＣＳを指す。

      「なにが言いたいかというとだな。転移者たちは言うさ。シルエットは巨大な人型なんて非効率。前方投影面積がでかいただの的！ とんでもない！」

      　オーバーな表現だが、言いたいことが読めてきた。

      「人型兵器の有効な前面投影面積とでもいおうか。リアクターはＭＣＳ背後に装着され、パワーパックはＭＣＳ背面下部に備え付けられる。つまり高さ一．八メートル内に収まるようにできているんだ。宙に浮いて上下に微動するこいつを狙い撃たなくちゃ無力化できないんだぜ」

      「パイロットが生きていれば、足が破壊されても……シルエットは足が破壊されにくい兵器でもある」

      「胴体より細い足を狙うことは効率がいいことか？ 歩兵がいないんだぜ？ 戦車か装甲車だって足よりは胴体を狙う」

      「航空機もレールガンで落とされるから、トップアタックの可能性も少ないんだ」

      「四肢がなくてもＭＣＳが生きてりゃいいのさ。足がなくても射撃は行える。友軍さえいれば回収してもらえる。ＭＣＳ引っこ抜いて装甲車に移し替えることさえできるんだからな」

      「ＭＣＳさえ生きていれば、か」

      「ネメシス戦域ぐらいしか通用しない理論だろうがな。いや地球でも超強力な電磁波を広域で流して歩兵排除からスタートするならありか」

      「物騒ですよ」

      「話が逸れたな！ 一番重要なところだ、コウ！ ＭＣＳを基点と考えりゃ自ずと自分が作りたい機体が見えてくる。それこそシルエットだろうが戦車だろうが飛行機だろうがな」

      「ということはケリー先生。現行のＭＣＳを搭載した兵器にはシルエットや装甲車・戦車などもありますが、幅をそこまで制限した兵器はまだあまり見たことがない。理由があると」

      「いい質問だ。コウ！ 本来ＭＣＳはそのままタイヤをつけても優秀なぐらいの装甲を持っている。では装甲車にＭＣＳを搭載する際……」

      　マシンガンのように言葉を放つケリーに、聞き入るコウ。

      　アキは苦笑した。いつの間にかコウのケリーに対する敬称が先生になっており、ケリーも教え子のように接している。

      　今回の構築技士との相性もよさそうだった。

      
        

      

      　コウがスカンク・テクノロジーにきて三日経過した。

      　現在中庭の芝生でランチ中。サンドイッチを皆で食べていた。

      　コウとアキの他にジャリンともう一人、甘ロリの白人男性がいる。名はマティー。マットと呼ばれている。日傘を差し地毛の黒髪は腰まであり、深窓の美女のような雰囲気を醸し出している。だが男だ。

      　彼も最近転移してきたばかりらしい。Ｃ級の構築技士とのことだ。時期的にコウと同じ転移者なのだろう。

      　二人にコウは日報やコストレビューの書き方を教わっている。

      「コストレビューの書式が一番辛い」

      　コウがぼやいている。原価計算書である。

      「原価は大事だよコウ。とくに構築技士は兵器を設計して売らないといけないから」

      　マットは小柄で美形。男でもドキっとするような細さだ。細い男性にゴスロリが似合うのは日本の経験から知っている。

      　彼は日本文化が大好きらしくジャリンとともに親切にしてくれる。

      「アス単位まで書かないといけないなんて」

      「日本での原価計算も一緒ですよ。一円単位じゃなくて銭単位なのはそのせいです。一個二十一円と一個二十円五十銭だと、まとまった数で大きく変わってくるのですから」

      　アキがアンドロイドだと実感する時は、このような計算が得意なところだ。

      　ふだんは犬の姿で甘えてくるか、人間の姿で甘えてくるかの差ぐらいしかない。

      「構築技士は技術者であり経営者だものね。私もここに拾われてよかったわ」

      「引く手数多みたいだね」

      「そんなレベルじゃない。未所属の構築技士だと判明した場合、誘拐や身柄を巡って要塞エリア間の抗争にだってなりかねない」

      　思いがけないことをいうマット。

      「私も誘拐されかけたの。ファミリアに助けられてね。ここを紹介してくれたんだ！」

      「そこまでだったのか……」

      「コウは誘われたことはないかな？」

      「幸いなことに。まだあまり接点を持っている組織がないのもあるけどね」

      「うちにくればいいじゃない！ ね、マット」

      「それはいいな」

      「はは。ありがと。でもやることもあるから」

      　歳が近いこともあり、三人はすでに友人と言えた。

      「そうねえ。うちのボスが熱心に教えているものね」

      「基礎の基礎を教わっているからなぁ」

      「教え甲斐があるって喜んでいたよ、ボス。ここはぼく含めて変人揃いだからね。ぼくの姿をみて顔をしかめなかったのはファミリアを除いては君ぐらいだ。さすが日本人」

      「めったに見ないけど、見たことはあるレベルだからな……線の細い男性はロリ系が似合うからさ」

      「甘ロリは日本特有の文化だからね。アシアで服を自由に作れると知って真っ先に作ったのさ」

      　コウは知らなかった。てっきり欧州の古い衣装だとばかり思っていた。

      「台湾も日本文化は身近だしねー。コスプレはしたことなかったけど、興味はあったな」

      「犬耳や猫耳に違和感を覚えない変わった人ですからね、コウは」

      　ジャリンの発言に思いがけないところから奇襲を受けた。アキがうんうんうなずいている。

      「え、違和感があるの？」

      「当然です。惑星間戦争時代、ファミリアもセリアンスロープも人間と違う容姿であること、が第一条件なんですよ？ コウの感情値、まったく人間に対するものと同様で驚きました」

      「未来だからいるかなーって」

      「これだ。これが恐ろしい」

      　コウの言葉にマットが感嘆する。どうやら褒められているらしい。

      　昼休みは地球時代の話で盛り上がったのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「よし。これがリアクターの部品のすべてだ」

      　今日もケリーについてシルエットの基本を勉強している。リアクターの構成部品を確認していた。

      「だいたい六百点ですか」

      「そういうこと。部品点数は知っているな？」

      「はい。自動車が三万点だと聞いています」

      　これはギリギリ知っていたコウ。一応元製造業勤務ではあるが、部品点数を気にしながら仕事をしている者はいないだろう。ビスやベアリング一個一個含めての、乗り物を構築する部品の総数だ。

      「日本にいたときは加工業とかいっていたな！ よろしい。ではシルエットはどうだ」

      「わかりません！」

      「素直にいえることはよいことだ！ 地球でいえば、だいたい戦車が十万点。戦闘機が三十万。ネメシス星系では三割は削減できているがね。シルエットは約二十万。追加装甲の部品は性能次第だ。これを多いとみるか少ないとみるかの判断は任せよう」

      「少ないのかな？」

      「まあそうだな。足にローラー標準装備だし基本装備はバックパックに依存していると考えると少ないほうだろう。ファスナレス構造技術も進んでいる」

      「選択するパーツを選ぶとき、そういうものも検討すると？」

      「手足は規格化されていることが救いだな。ただ、現在は複合駆動式などシルエットも進化中だ。規格も増えるかもしれない。ＭＣＳは変えようないが、シルエット本体は転移者が引き出す技術で変わる可能性は高いのだ」

      　意地悪く笑うケリー。

      「責任重大だぞ、コウ。俺は楽しみだがね」

      「プレッシャーをかけるのはやめてください、先生」

      「俺の仕事はお前の引き出し用の棚を増やすことだと思っているぞ！ あとは部品点数が増えるとコスト増だ！ もちろん素材にもよるがな」

      「素材かあ。ナノマテリアルは優秀だけど、それに依存してはダメなんですよね」

      「ネメシス星系だとまだましだぞ？ アキ。説明してやってくれ。地球での馬鹿げた値段をな！」

      　後ろに控えていたアキに話を振るケリー。アキはにっこり笑って答えた。

      「円で説明したほうがいいですよね。金属相場は変動が激しいので概算ですが二十一世紀、コウがいた当時の時代で航空用のチタン一トン百十～三十万。炭素鋼が一トン十万、グラフェンなどのナノカーボンが一グラム一万円。ナノカーボンは値段があってないようなものですね」

      「待て。グラフェンの重量と値段を間違えてない？」

      「コウの時代は大量生成できない上に成型方法がないのでそんなものなんです。二千年代前半の相場を例にあげますね。グラフェンは一キロ五十万円をまず目指し最終的には一キロ三千円を目標。低コスト化の目処がついたという状況です。普及する段階の実用化まではあと数十年単位の歳月が必要でした」

      「当時の地球だとチタンを多用した機体は高価だというがチタンの方がまだ安い、って言われる世界に入ったんだな。安心しろ。ナノカーボン系統は惑星アシアでは安価に生産可能だぞ」

      「炭素鋼やチタン、アルミの話をしていると未来に来た気がしない」

      「宇宙を構成する元素は変わらないからな。諦めろ。気持ちは分かる」

      　コウのぼやきにケリーが笑う。

      「とくにネメシス星系の製鋼方法はかなり違うからな。ナノカーボン複合材や、さまざまな非鉄金属を組み合わせた合金や元素配分を行った特殊鋼。元素の配分は俺たちに理解できないレベルだがね」

      「装甲材の組み合わせにも注意なんですね。装甲が鋼鉄系素材中心なのも、価格的なことがあると？」

      「兵器である以上、コストと重量問題はどうしてつきまとう。兵器も人間も極端なダイエットは後々問題が出てくるからな！ ただ空を飛ぶシルエットを作るなら、やはりコストが高くなっても軽量素材を使うべきだ。フェザントのようにね」

      　自分が設計したシルエットを例に出すケリー。

      「十五万ミナの……」

      「あれでも安いほうなんだぞ？ 惑星間戦争時代はシルエットが戦闘機であり戦車だった超高級機もあったぐらいだからな。戦車や戦闘機が発達しなかったわけじゃなく、超ＡＩたちが人型兵器発展に勤しんだ結果ともいえる」

      「合体変形とかありえないもんなあ」

      「聞いて驚くな。あるんだよ」

      「え？」

      「正確にはあった、かな。変形機や他の乗り物と複合的に組み合わせるシルエットがね。バックパック換装はその時代の名残でもある。アンティーク・シルエットの実物を見たが、理論値は笑えるぐらいの性能だった」

      「技術が封印されて製造不可能ということ？」

      「そういうこったな。材質も解析できなければ、燃料の精製もできない。修理もできない兵器など置物だ。それこそ修理したら破産しちまう。そしてその金額に見合う性能は発揮できない。現行のレールガンによる集中砲火で破壊可能だ」

      　コウも思い当たる節がある。金属水素はアストライアでも生成出来たらしい。しかし技術封印の影響で保管方法のノウハウが一切喪われていたのだ。つまり宇宙艦の燃料としてのみ利用可能。他のシルエットには燃料としての提供は不可能とのことらしい。対応した設備がないと金属状態を維持できず昇華し、相転移を引き起こす。

      「どうしてそんなものを作っていたのか疑問です」

      「惑星間戦争時代はそんな超兵器が当たり前なぐらい安く作れていたってことだろうな。いや、当時でも高い。それこそ今のフェザントぐらいか。だから頼んだぞコウ」

      「え？」

      「いつか高性能機が設計可能になる未来のため、お前が技術を拡散してくれると信じている」

      「無茶をいわないでください！」

      　コウが血相変えて否定する。ケリーは相変わらず豪快に笑うだけだった。

      
        

      

      　コウたち新米構築技士三人とアキは、ケリーに連れられて研究用の地下室に来ていた。

      　広い研究室には、色々な種類の作業機械とジェニーの愛機ＳＡＦーＦ０２フェザント。隣にはみたことがない細身のシルエットがいた。背中には巨大なバックパックを背負っている。

      　アキはすっと目を細めた。見覚えはあるようだが口にはしない。

      「ジェニーのデータはなかなか熱かったな。超重戦車と戦ったシルエットのデータなど、これだけだろうよ！」

      　ケリーがジェニーを褒め讃えている。

      「ええ。美人で腕も立ち、人望もある人です」

      「美人というのはいいな。フェザントに乗るに相応しい女性だよ。シルエットは美しくなければいけない。格好悪いシルエットなど乗りたくないだろ？」

      　同意を得るようにケリーが問い、三人がうなずく。

      「目的に沿ってデザインすれば自ずと機能美というものは生まれるんだ。自分が惚れるような機体じゃないと作る意味がない」

      「はい！」

      　三人は声を揃えて返事をする。

      「デザインは〝ＫＩＳＳの原則〟を守ればいい。元ネタは俺が地球にいた時の勤め先の創業者の言葉だがね」

      「ＫＩＳＳの原則？」

      「〝Ｋｅｅｐ　ｉｔ　ｓｈｏｒｔ　ａｎｄ　ｓｉｍｐｌｅ〟って奴だな。物事は簡潔に単純にしておけ、という意味さ」

      「簡潔に、単純にか……」

      「造りをそうしろ、というわけじゃないぞ？ 人間てな、シンプルで高性能なものにはあれやこれや、ついでにいろんなものを載せたくなるもんさ。車なんかわかるだろ」

      「ええ。わかります！」

      「ＫＩＳＳの原則に倣うならシルエットは汎用だ。飛行能力があったとしても、万能性を求めてしまう。飛行機能による機動力は捨てがたいものだからな。だが、ちょっと待て。よく考えろ！ その機能は本当にいるのか、と」

      「地球では複合機のインクジェットプリンタが厄介だったな。スキャナが壊れるとなぜか印刷までできなくなる」

      「古いケータイで変わった機種を聞いたことがある。プロジェクタ機能とＰＣ機能付いた奴があったそうだ」

      「私の国だとノートＰＣとスマホの合体機能なんてものがあったわ」

      　三人がそれぞれ自国の変な付加機能が付いた製品を思い浮かべる。

      「そうだ。過剰な付加機能を付ける前にやることがある。それだけなんだ。そういう意味で作業用シルエットは完成されているな。何せ二万年あのデザインらしい。あれはあくまで人間の機能拡張以外のなにものでもない。ようはコンセプトを決めてそのコンセプトから外れないように、ということだ」

      　彼は自分のフェザントを指差す。

      「フェザントはシルエットで空戦を。それがコンセプトだった。おかげでバカ高いものになり機構は複雑にはなったが、ネメシス戦域で実用可能にまでこぎつけた」

      「空戦しているシルエットはこの機体以外見たことがないな」

      「積載は捨てた。装甲も減らした。地上戦ではこいつはさほど強くないだろうよ。追加装甲を装備してもたかが知れている。だが飛べるシルエットというのは、数は多くない。現時点においてシルエットの空戦性能を実用化レベルに達した構築技士はクルトとキヌカワぐらいだ」

      　名前に上がった構築技士は、コウも知っている。

      「こっちは最高速度、上昇速度では負けないがね。シルエットでの空戦を追求したのはこいつだけだろうさ！」

      「推力偏向スラスター装備機は汎用性が不足と？」

      「汎用性は欠片もないな。人間が空を飛んだ例だとジェットパックを背負ったロケットマンが有名だが、あれはロケットの推力で強引に飛ばしていただろ。原理的には同じだ」

      　おもむろに紙飛行機を取り出し、すっと投げるケリー。

      「俺とクルトはシルエットでの空中戦を想定した。クルトは補助的な飛行だな。キヌカワは生粋の飛行機屋だ。あいつは移動手段としての飛行形態を追求した。だからやっこさんのシルエットはウイングスーツ型追加兵装を装備したシルエットだな」

      「やはり飛ぶといっても設計によって違うのですか？」

      　マットがメモを取りながら尋ねる。

      「まったく違うね！ 俺の設計思想が姿勢制御しながら空中をぶんまわすスタイルなら、キヌカワは速やかに現地に到着。シルエットとして戦闘を行うというスタイルを追求した。シルエットを飛ばす、という同じコンセプトだけで目的もアプローチも違うのだ！」

      「なるほど……」

      「一番の天才はジョンだがな！ あいつはとにかく低コスト、一般的な材料でやりくりするんだ！」

      「初期ストーンズの侵攻も作業用シルエットに武装を施したもので抵抗したと聞いています。ベアと火器の普及によってマーダーに対抗できたと」

      「作業用シルエットは無駄な部品もない。現行の戦闘用シルエットは休眠していた惑星間戦争時代の転用か、もしくは作業用シルエット用施設で製造しているんだ。ベアは作業用シルエット製造施設だけで作成可能。構築技士は所属する要塞エリアの選択も重要ということになる。それだけシンプルな機体なのだ」

      　そこで彼はフェザントを触りながら三人に告げる。

      「勘違いしてはいけないのは簡潔さを追求するために、必要なものを削ってはいけないことだ。シルエットにこんな大きな推力偏向スラスター付きバックパック。シンプルじゃないだろ？」

      「いや、それは……」

      「はは。言いにくいか？ だからこそ一番大事な空戦能力は確保できている。なにを優先するかの取捨選択だな」

      　ふとコウはウンランが開発中の戦車を思い出した。

      　彼もまたシルエットと戦車の連携を考えるうちに、小型化という方向性を捨て戦車にシルエットと連携する機能を模索していた。

      「もちろん参考にした機体はあったさ。それがこれさ」

      　フェザントの隣にある、謎の機体の前にケリーは移動した。

      「この背中がごついシルエットをみてくれ。俺が付けた名前はスカンク。お高く止まった女さ！ これがクソ高いガラクタ、動かない骨董品アンティーク。当時の戦闘力は最高クラス」

      「アンティークということは惑星間戦争のシルエット？」

      「これはロックがかかっていて部品取り用に放出されたものだ。ロックが無ければ値段は十倍だろうな。二百万ミナはするだろう」

      「桁が……」

      　マットが呆然とする。

      「修理可能なところは修理しておいたがな。なんせうんともすんとも反応しねえ」

      「私はこの機体を知っています。確かに惑星間戦争のものです。高速機動機、とでもいう区分でしょう。当時でも高級機でしたよ」

      　アキが補足する。

      「動かない、か。乗れないものかな」

      　コウがそう呟いた瞬間だった。

      　アンティークが動き出し、駐機体勢を取る。胸部装甲が開きＭＣＳが現れた。

      「なんだと……おい。コウ。乗ってみてくれ」

      「俺ですか？」

      「明らかにお前の言葉に反応しただろ？ ほれ、スカンクみたいに尻尾振って誘ってやがる。お前しかいねえ」

      　品のないたとえをしながら、ケリーはコウを急かした。

      「わ、わかりました。いいのかな？ アキ」

      「ＭＣＳにパイロットを殺す機能はありませんから、大丈夫かと思いますが……」

      　コウがおそるおそる乗り込んだ。

      　胸部装甲が閉じ突如フェンネルＯＳが作動する。見慣れない文字列は日本語に切り替わった。五番機に乗り込んだ時と同じだ。

      「なにが始まるのか……」

      　コウの不安は増していった。

      　しばらくすると、かすかに音声が聞こえてきた。

      『もしもし。聞こえますか。もしもし』

      　ＭＣＳの画面から若い男性の声がする。古いＴＶのようなノイズ混じりの画面と乱れ。　必死にこちらに呼びかける声。

      　もしもし、というのは明らかに日本語だ。変な気分だった。

      「もしもし。聞こえる」

      「もしもし？ やはり日本人にはもしもしだね！」

      　コウは思いきって返答してみる。嬉しそうな返信があった。

      『本当につながった！ はじめましてコウ！ 君のことはよくしっているよ！ アシアを救い出した英雄だ！』

      「はじめまして。あなたは何者でしょうか」

      　構築技士ではなさそうだ。コウがアシアを救い出したことを知っている者はさほどいないはずだ。

      『何者ってひどいなー。ぼくが君たちを惑星アシアに転送したんだよ？ オケアノスに頼まれたら断れないしさー』

      「なっ！」

      　コウにとって思いもがけぬ言葉だった。

      『ぼくの名はプロメテウス！ 君たち人間のことは観測しているよ！ いやー。通信が繋がるとは思わなかった。こちらはタルタロスって場所なんだよ』

      「そこはどこにあるのですか？ ネメシス星系？」

      『違う次元だね。君たちの言葉でいえば虚数領域だね。虚数深淵牢獄って漢字で書けばそれらしくなるかな』

      「あなたは罪人なのか？」

      『フェンネルＯＳ作っちゃったからねー。ちとやりすぎてソピアーに怒られちゃった。てへ』

      　コウは言葉もない。間違いなく会話している相手はアシアと同等かそれ以上かもしれない存在だ。

      『君は珍しいよね。オデュッセウスたちのなかでも。名付けるならウーティスだ』

      「どういう意味かわからない」

      『あはは。ごめんごめん。オデュッセウスは君たちでいう構築技士だ。ウーティスである君はそのなかで特別なのさ。悪い意味でね！』

      　構築技士のなかでも特殊な存在なのだろう。だが、超ＡＩであろう存在に直接言われるのは初めてだ。

      　悪い意味とはどういうことだろうかとコウは訝しんだ。

      『ああ。もう。数千年ぶりに人間と話したのにもう時間がないや。アシアによろしくね。あとアシアを助け出してくれた礼にぼくからもプレゼントだ！』

      　画面に見慣れない文字が高速に流れ始めた。

      『待てよ。ぼくからのプレゼントだと物騒な代物扱いされるな。人類が試練を乗り越えたご褒美かな。君が望むものと望まないもの、二つあげよう！』

      「望まないものは贈らないでくれ」

      　コウは苦笑した。ひたすらハイテンションな神様相手は疲れる。

      『毒にも薬にもなるって奴さ！ 遠慮しないで。といってもこの二つは特定条件でのみ解除される。どんなことが起きるか。そのときのお楽しみだ』

      「人類へのご褒美なのに俺だけ？」

      『いいや？ 人類全体だ。もう終わったよ！ すべてのフェンネルＯＳで使える！ ああ、もう時間だ。もっと人間と話したかったなあ』

      「また話せるかな？」

      『それはわからない。でもぼくは切実に願うよ！ ではまた！』

      　そういって通信が途切れた。

      『ウーティスのコウ。申し訳ございません。あなたは登録されたパイロットではありません。あなたの意に沿って動くことはできません』

      　今度はスカンクと呼ばれたアンティーク・シルエットが話しかけてきた。

      「気にするな。また眠るかい？ そうでないならケリーさんを手伝ってやってくれないか。話し相手でもいい」

      『あなたがた人類の技術は低下著しい状態であり、私が行えることは非常に少ない。それでもよいのなら。彼の声はよく聞こえていました。彼の望みは、私のようにシルエットを飛ばすこと』

      「アストライアと連携は取れるか？」

      『――接触終了。可能。ではスカンクは今後ケリーの相談役となりましょう。彼にそう伝えてください』

      「もっといい名を付けてもらおうか？」

      『スカンクでよい。私のパイロットはすでに存在しない。友人たるケリーが私に付けた名だ』

      「わかった」

      　コウがそう答えると再び胸部装甲が開いた。

      　興味津々な顔付きで待っている三人に、どう説明しようか。それが問題だった。

      　ひとまず要約し、簡潔に伝える。

      「なんてこった。俺たちを転移させ、フェンネルＯＳを作った存在がプロメテウス。俺たち構築技士はオデュッセウスか。こりゃまた意味ありげだ」

      　ケリーが興奮さめやらぬ様子だ。

      「どういうことです？」

      「オデュッセウスの意味はな。憎まれ者って意味なのさ。そりゃ人殺しの兵器ばっかり作るんだ。憎まれ者だよな」

      　笑いが抑えきれないケリー。自分たちは嫌われ者スカンクと名乗っているのだ。オデュッセウスの意味は確かに面白いだろう。

      「ウーティスはどういう意味なんだろうか？」

      　オデュッセウスの意味を知って気になった。

      「どこにもいない、誰でもないという意味です。それはどこにも所属しないという意味であり、どこにも居場所がない者という意味でもあり――誰にも認識できない者、です……」

      　アキが不安そうに答えた。

      「アキ。大丈夫だ。俺は消えない」

      「当たり前です！」

      「お前は本当に面白いな。しかもフェンネルＯＳの新しい機能が解除されたんだろう？」

      「全てのＯＳって言っていましたよ。俺が望むものと望まないもの。後者は毒にも薬にもなるといっていたが、なにかはわからない」

      「使っていくしかないわな。気にしても仕方あるまい」

      　コウはスカンクに振り向いた。

      「ところでスカンクが言っていましたよ。俺たちの技術が低すぎて協力できることは少ないが、それでも友人であるケリーさんの相談役になるって」

      「なんだって！ 俺が友人だと？」

      　大きな顔の瞳をまん丸にして驚愕するケリー。

      「これからはケリーさんと話せると思いますよ」

      「なんてこった！ コウ、愛しているぜ！ スカンクが俺を友人だと！ これはもっともハッピーな朗報の一つだ！」

      「え、ええ！」

      　思わずコウを子供のように持ち上げるケリー。これは本当に嬉しいらしい。

      「期待しすぎちゃダメだと思うけど」

      「なにをいっているんだ。シルエットと話せるだけで楽しいじゃないか！」

      「そうですね。確かに」

      　ふと思う。スカンクが協力的だったことを。

      　おそらく自分はきっかけにすぎない。スカンクは千年以上眠っていたのだから。

      　ものいわぬスカンクに憧れ修理し話しかけ続けていたケリー。彼だからこそスカンクは協力を申し出た。あえて友人と言ったのだ。

      　自分もそのような構築技士になりたいと思うコウだった。

      
        

      

      　ケリーの元で学び始めてから一週間が経過した。

      　コウとアキはケリーたちの元から離れることになった。ジェニーが迎えに来るのだ。

      「また遊びに来いよ！ コウ！」

      「はい。ご指導ありがとうございました」

      「はは。授業料は出世払いで期待しているからな！」

      「怖い……」

      「出世払いといえば、フェザントの新型の推力偏向スラスターなんだけど、いいの？ 見るからに完成したばかりよね」

      　ジェニーがＳＡＦーＦ０２フェザントの新装備を気にする。

      　こんな高性能な試作品を貸与されるのは光栄ではあるが、普通はないことなのだ。

      「またデータを持ってきてくれ。あのＸ４６３エリアのデータは実に面白かった」

      「こっちは命懸けなんですけどね！ でも、ありがとう。使わせてもらう」

      「コウを連れてきてくれたしな。無償提供でもお釣りがくるってもんだ」

      「コウ君……この守銭奴にそこまで言わせるなんて何をしたの？」

      「ははは」

      　ジェニーのジト目にコウは乾いた笑いを返すことが精一杯だ。

      「また遊びにきてくれ」

      「ええ、待っているわ！」

      　マットとジャリンとも別れを惜しむ。

      　後ろにいたアキも安心していた。コウは明らかに人間と接点が少なすぎた。構築技士として、転移者たちの友人ができることは彼女にとっても好ましかった。

      　こうしてスカンク・テクノロジーでの長い修行はようやく終わったのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　企業訪問を終えたのちアストライアの戦闘指揮所にコウは戻った。

      　アシアと珍しくビジョンのアストライアがいる。二人とも表情が暗い。

      「あいつが出てくるなんて思いもしなかった」

      「私もです」

      　アシアが緊急で戻ってくるほどの事態なのだろう。

      　珍しくアストライアが美しい眉をひそめている。すぐに察しがついた。

      「プロメテウスのことか」

      「現行のフェンネルはリミッターがかかっている。彼とは通信手段がないはずだった。コウが惑星間戦争時代のフェンネルを動かしたことで回線がつながった、ということですね」

      　アストライアが説明してくれた。

      「その瞬間を見逃さないとはプロメテウス。悪知恵だけは働くんだから。しまったなあ。タルタロスから接触があるなんて。あの子の能力を甘く見過ぎていたよ」

      「人間が好きですし、予想しておくべきでしたね」

      「そんなに厄介なのか。プロメテウスは」

      「人類にとってもストーンズにとってもジョーカー。神話で言われるトリックスターそのものです」

      「構築技士をオデュッセウスと言っていたことも意味あるのかな。俺がウーティスだったかな」

      「あいつ、そんなことまでコウに言ったの！」

      　アシアが手で顔を覆った。

      「俺は悪い意味でウーティスらしいが。アシア。君が教えてくれ」

      「そうだね。言っておくわ。あなたはウーティス。人間より私達ヒトではない存在を選ぶ人。だからこそ構築技士権限が無制限」

      「そんなことか。問題ある？」

      「あなたらしいね。人間より私達を優先するっていうのは悪いこと、なのかも。人に寄り添うという原則を持つ私達から見てもだよ」

      　まっすぐにコウを見つめるアシアの瞳は、憂慮に満ちていた。

      「人間から見たらそうだろうな。問題ない。この話は終わりにしてプロメテウスが言ったフェンネルの新機能について教えて欲しい」

      　コウにとってテレマＡＩもネレイスもセリアンスロープも、それこそアシアたち超ＡＩも人間も変わりない。

      　仲がよければ大切にするし仲間に危害を加えるなら敵。それだけだ。

      「フェンネルＯＳの新機能解放についてですが、解析は不能でした。推測ですがファミリアとの連携強化です。これが彼の言っていた、あなたが望んでいたもの」

      「プロメテウスいい奴じゃないか」

      「発動条件はあります。トリガーが不明です。もう一つは私にもわかりません」

      「次元離脱機能ではなかった。それだけは確認した」

      「次元離脱機能って何？ ワープか！」

      「コウが好きなゲーム的に言うと、安全地帯？ 違うな。無敵時間って言ったほうがわかりやすいかも」

      「どういうことだってば」

      　無敵時間と聞いて身を乗り出したコウ。無敵時間とは気になる響きだ。

      「ウィスを一気に放出することで、機体そのものを別の余剰次元に一瞬だけ移動させるの。いかなる攻撃も無効化されるわ。姿はこの世界にあるけれど、実際は消えていなくなる。強制力ですぐに引き戻されるけどね」

      「無敵時間だな……」

      「ＸＹＺの空間軸にさらに別の戦闘軸が加わるよ。あんなの絶対導入しちゃだめ。でもその機能じゃなかった」

      「惑星間戦争のシルエットがとてつもなくやばい兵器だってわかってきた。ん？ まさか戦艦も？」

      「可能だったよ」

      「あまり考えたくない戦場だな」

      　それぞれが無敵時間を持つ兵器による戦争など想像もしたくない。巨大な船が一瞬でも無敵時間を持つとしたら効果的な用法ができるだろう。

      「うん。でもそれじゃないから、わからないなあ」

      「アシアでもわからないのか」

      「あの子は別格の才能だからね。でも危険なの。天然すぎて」

      「そうですね。コウ。次の機会があっても、接触は慎重に。神話の由来的にも」

      「神話はどんなの？」

      「人間に火を与えたとか、神々を欺いて人間を優遇したとかね。でも彼の息子とその嫁の話も有名よ。パンドラの箱という逸話」

      「あらゆる災厄の……か。俺でも知っている」

      「そう。あの子はすぐにはっちゃけてやりすぎるから、タルタロスに封印されたの。でも時空間を操れるＡＩはあの子だけ。転移者を実際に連れてきているのもあの子。だから一年に一回だけ、この次元に現れることを許される日に転移させている」

      　いたずらっ子みたいに表現するアシアに、コウが気になっていたことを聞く。

      「アシアの子供になるのか？ さっきからずっとあの子、っていっているから。保護者っぽい」

      「違う違う！ 違うったら！ 子供なんか作れないよ。親族関係でいえば孫にあたるけど、私達ＡＩだからね。ね？ アストライア」

      「落ち着いてアシア。私に同意を求めないでください。いい例があります。ノード間の関係を表すツリー構造そのままですよ。先祖ノードがアシア、子孫ノードがプロメテウス。今の私がしいていうなら葉ノードです。アシアの親ノードがソピアーですね」

      「何かそんな仕組みを授業で学んだ気がする……わかった」

      「そうそう。ツリー構造です！ 親子じゃないからね。わかった？」

      　アシアが必死に主張している。アストライアの視線が若干冷ややかな気がするのは気のせいだろうか。

      「プロメテウスは完全体のアシアより性能は上ですよ。それぐらい厄介です」

      「得意な処理が違うといって欲しいな。確かにプロメテウスのほうが汎用性は上だけどね！ フェンネルＯＳ作ったのもあの子だし」

      「そのフェンネルＯＳの機能拡張がご褒美といったことが気になるけど、気にせず今の方針でいくよ」

      「うん。現世代の技術制限は変わらない。コウが頑張るしかない」

      　そういってアシアは立ち上がった。

      「そろそろ行かないと。またね、コウ。もし次プロメテウスと接触するときは私も呼んで。五番機なら私を呼べるんだけどな」

      「五番機ならって？」

      「五番機経由で私――アストライアに転送されたのです。五番機にもアシアの因子が芽生えているということですね」

      「そういうことか。わかったよ。プロメテウスには気をつける」

      「お願いね！」

      　そう言ってアシアは消えた。

      　プロメテウスがどんな要素をＭＣＳにもたらしたかは結局わからないが、彼が人間好きなＡＩであることには間違いない。

      　ファミリアとの連携強化がどういうものか楽しみだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウはヴォイたちを引き連れて、工廠要塞地上部分にある山岳内部の基地に移動していた。

      「この工場施設が立ち入り禁止地区だな。工廠要塞からの製造物はここから搬入する。工場そのものも稼働可能だ」

      　ヴォイから説明を受けながら、彼らは五人乗りの車で移動している。運転がヴォイ。助手席にコウ。後ろ三人が女性陣だ。

      「あれが新しい船か。キモン級強襲型移動基地艦だっけ」

      　キモンとは古代ギリシャの人名と聞いた。

      　宇宙射出用のカタパルトに設置されている巨大な船は三胴艦トリマランと呼ばれるタイプだ。主船体以外に左右の副船体と呼ばれる船体で支える形状となっている。

      「アストライアより高さと幅はないが長さはある。最前線に乗り込んで拠点展開するための船だ」

      「本格的な戦闘艦か。アストライアは工場を搭載しているようなものだしな」

      「資材置き場だけでかなり場所を取っているからな」

      「見慣れない船が二隻もあるんだけど」

      　戦闘艦であろう船がキモン級の左右に一隻ずつあった。こちらも艦船用カタパルトに設置されている。

      「あれか。アシアが権限範囲に余力があったから、小型の強襲揚陸艦もついでに二隻持ってきたっていっていたぜ」

      「聞いてないな。あれでついでって呼べるほどの小型なのか」

      「四百メートルはあるな。シルエットサイズで考えると小型かもしれん……アシアの考えはわからん」

      「十分大きい！」

      　ランプウェイを使いキモン級に乗り込む。目的地の戦闘指揮所に入る。

      『お待ちしておりましたコウ。私はディケ。アストライアと連動する管理ＡＩです』

      「アストライア本人とは違うのかな？」

      『違います。私はＡＩとして独立しています。通信不可な場所や違う惑星の場合、自己判断が求められる場合もありますので。性能的にはほぼ同様。互いのバックアップ機能も兼ねていると思ってください』

      　コウ以外の全員が軽く息を飲む。これはアシアがそれほどの超高性能艦を持ってきたことに他ならない。工廠システムであるアストライアのＡＩを再現した性能を誇るのだ。

      「わかった。よろしく。ディケ」

      『はい。私が主にこの艦と、山岳内部基地全体を担当することになります。まずはパイロットハウスへ移動してください』

      　パイロットハウスは操舵室のことだ。艦橋内部に収められることが多い施設だが宇宙艦なので船体に内蔵している。

      　大きな室内は全天周囲のモニタになっており、大きな舵と、コントロール・コンソールで操舵する。

      『コウはこの艦長室にお入りください』

      　指定された場所は小さなボックスになっており、ＭＣＳと酷似している。二人ぐらいしか入れないような狭さだ。

      　その中に入り着席する。大きなスティックが左右にあり、正面はタッチパネル式の画面になっている。

      『この場所ではコウ一人で操船が可能です。そのジョイスティックを使ってください。現在武装はありませんが、全ての兵装もこの場所で使用可能となります』

      「ジョイスティック？ そんなので船が操れるのか」

      　思いもよらぬ言葉にコウが思わず叫んだ。

      『二十一世紀のコンテナ船や客船ではすでにジョイスティック操船は可能でした』

      「知らなかったよ……」

      　操船といえば大きな舵を握るというイメージしかなかったのだ。

      『ゲーム感覚でどうぞ』

      「その一言いるのかな？」

      　相変わらずのＡＩジョークである。ディケの性格からして本気で言っているのかもしれない。

      『この場所への入室権限はコウ及び艦長及び副艦長のみとなります。コウは艦長をしないと思いますので権限範囲を広げています』

      「それでいい。ありがとう」

      　さすがに艦長は柄ではないと自分では思っている。それよりもシルエットに乗っているほうがいい。

      『航行可能範囲はアストライア同様、宇宙、空中、海上、水中となります。基本運用は海上となります』

      　画面に地形に応じた状況の具体図が示される。

      『本艦はオケアノスに登録されていますが、傭兵管理機構にはまだ登録されていません。メタルアイリス合流の日に登録する予定です』

      「了解」

      『本艦を所有するほどの新勢力が現れた場合、人類側が混乱することになる恐れがあります。まずはアシア管理下で登録しておきメタルアイリスの承諾を得て、所属艦となります』

      「この規模の艦を持つアンダーグラウンドフォースはどれぐらいあるのかな？」

      『ネメシス星系では二十隻確認されています。アシアにあるのは十二隻です』

      「想像以上にアシアに集まっているな」

      『一つのアンダーグラウンドフォースが複数所有しています。隣に置いてある強襲揚陸艦規模なら八十隻程度登録されていますね。アシアにあるのは五十隻程度です』

      「アシアの比率が高くないか？」

      『ネメシス戦域の主戦場ですから。惑星エウロパは防衛主体。惑星リュビアは陥落状態です。おのずと活躍の場もアシアに求められます』

      　やはりアシアは危険な状態なのだとコウは実感する。惑星管理超ＡＩであるアシアの残りデータも早く奪回したいものだ。

      『大気圏外脱出はカタパルトを使用します。また空へ射出も可能です。ただし現在この周辺はストーンズの支配下にありますので、しばらくは海底からの入出港を推奨いたします』

      「了解した。山岳基地ということからゲートは閉じっぱなしも可能なんだな」

      『その通りです。防衛ドームと違い自然野外エリアがありませんが、当施設は防御に特化しています。本来は地下工廠を守るための基地でもあります』

      「二段構えの防御形態か」

      『長期間の籠城も想定しています。稼働こそしていませんが山岳基地には居住区域や、整備工廠、食料プラント自体もあります。地下とは完全に独立しています』

      「それだけ地下の工廠が重要だったと」

      『その解釈で問題ありません』

      　アストライアが管轄している工場はコウの想像以上に重要だったらしい。地下施設は生きているが地上部分は活動停止、放置という状態で全機能を停止していた。いざとなれば地下工廠の戦力で戦えたのだろう。山岳内部基地も地下工廠もそれぞれ別のＡカーバンクルが備えられていた。

      「ではディケ。キモン級の収容能力を教えてくれ。格納庫の寸法も欲しいな。兵器開発のときに参照したい」

      『了解いたしました。ではパイロットハウスにお戻りください。そこでご説明いたしましょう』

      　コウはパイロットハウスに戻り、そこで四人と共にキモン級の細かい解説を受けることになった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「明日はメタルアイリスと接触だ。全員入隊させてくれるといいな。たぶん大丈夫だろうけどさ」

      　ジェニーやブルー、フユキたちとそれなりの関係は築けたとは思っているコウ。

      「大丈夫にゃ。これだけ手土産があれば文句言うはずないにゃ」

      「過剰かもしれませんよ？」

      「そうかな？ それぐらい評価してくれたら、問題ないだろう。明日に備えて寝よう」

      　二十一世紀の空母なら二段ベッドになるところだが、個室が与えられている。

      　下士官部屋は一段のカプセルホテルのような簡素さだが、個人のプライバシーは確保されているのだ。

      　コウは所有者なので部屋は選びたい放題だ。彼は豪華な部屋は選ばずあえて動力炉付近の離れを選んだ。この部屋は動力炉の隙間区画を使ったＬ字部屋で、とりわけ狭い。

      　だがこの部屋は艦内エレベーターで指揮所には短時間で到着可能な距離だ。何より五番機の格納庫にも近い。しかし特筆すべきはそこではない。この部屋にはとくに豪華な機能がある。

      　風呂付きなのだ。コウが出かけている間にシャワー室を改装してもらった。

      　二十一世紀の軍艦でも共同シャワーは当然ある。日本のように風呂に入る習慣がある国は珍しいが、艦内では海水風呂に入れるようになっている。真水の風呂は週一回程度のみ。

      　惑星間戦争時代の高性能艦では真水を作る能力は桁違いだ。真水で入浴可能となっている。キモン級は一日最大二百万リットルの真水を生成可能だという。

      　巨大なシャワー室を風呂部屋に改造してもらった。特定の部屋との共同施設になるのだが特定の部屋はにゃん汰、アキ、エメ、ヴォイが使用しているので問題ない。男女は時間帯別で分けている。

      「ふー」

      　彼女たちは混浴を希望したが、コウは断固として反対した。

      　さすがに恥ずかしい。翌日気まずい雰囲気になるに違いない。ヴォイと一緒になることはあるがこの熊は風呂の中ではおとなしい。たまに湯船で何か飲んで酔っ払っているようだが酒ではないという。

      　偶然を装って入れないようロック機能も付けてもらった。もし事故があってもそのときはディケによって救出してもらう手筈だ。何度言っても彼女たちはロックをかけないのだ。なぜか。

      「一人でいる時間も必要だな。あー、いろんなことがあった」

      　各構築技士との交流はもちろん、帰ってきてから一悶着あった。

      　にゃん汰とエメが、コウを独り占めしていたアキに嫉妬していたのだ。猫は嫉妬深いというが、人型でもそれは変わらないらしい。

      　エメは無言。睨むような上目遣いが怖かった。

      　どうやらヴォイは二人に頼まれてアキを監視していたらしいのだ。おっさんめいた笑いをしながら、熊とも思えないにやにや顔は思わずツッコミを入れたくなった。

      　ただでさえコウはヴォイと一緒にいる時間が長い。三人は自分にも嫉妬をしているようだ、と聞かされた時は驚いたものだ。

      「問題はこのあとだな」

      　覚悟を決めて風呂から上がるコウ。部屋に入る。狭い部屋で床にはヴォイがすでに寝ている。ベッドの上には待ち構えているにゃん汰とアキ。

      　放置されていた期間が長いので、今日から一緒に寝ることになったのだ。ヴォイはコウが頼み込んだ。面倒臭そうに「いいぜ」と一言言って引き受けてくれた。

      　予想外の問題が発生。エメがいた。

      「エメはダメ」

      　そう言うとエメは無言で、瞳に涙一杯浮かべて無言の抗議。

      「コウ。可哀想ですよ」

      「幼女に手を出すような奴じゃないと信じているにゃ」

      　女性陣二人からも抗議を受ける。

      「そうはいっても……」

      「いいじゃねえか。なにかヤるなら、にゃん汰かアキだろ。そのときは二人の部屋へ行け」

      　ヴォイが片目を開け、面倒臭そうに言って再び目を閉じる。

      「待て」

      　さらりととんでもないことを口走りやがった、とコウが固まった。

      「了解にゃ」

      「了解です」

      「了解じゃないって！」

      　そこで涙を浮かべていたエメの表情が変わった。

      「コウ。エメを大事にしてもらうのはありがたいが、君を信じている。ここはエメの意思を汲んでやってくれ。関係が深まるようなことをするときは七、八年後ぐらいだろうからそのときは合意のもとで」

      「師匠まで！」

      　思わぬエメへの援護に、コウは力尽きた。

      「ごめんよ、エメ。いいよ。みんなで寝よう」

      　エメは、浮かべた涙を即座に引っ込め、にぱっと笑ってベッドの上に飛び込んだ。

      　にゃん汰が優しく受け止める。

      　アキはごそごそとベッドの下に移動しゴールデンリトリバーへ変身していた。変身時は見られたくないらしい。緊急時はどうするの？ と聞いたらナノマシンを使って発光体を発生させますと返事があった。

      　アキは定位置の枕元に移動する。

      　コウを中心に右にエメ、左ににゃん汰。にゃん汰は器用にも人間の姿でありながら、喉をごろごろ鳴らして甘えてきた。こうしてみると本当に猫だ。

      　いい香りがする三人に囲まれコウは内心穏やかではない。今夜は寝ることができるかな、と思う。

      　それだけが心配だったが、眠りに落ちたのは思ったより早かった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　惑星アシアの傭兵管理機構本部は大混乱に陥った。

      　オケアノスからの手続きがあったのだ。惑星間戦争のち人類の量子データ化後に喪われたとされる強襲型移動基地艦キモン級一番艦の登録があったからだ。

      　これほどの高性能艦は類を見ない。所有者はアシア直轄と表示されている。

      　しかしアシア圏内の港を確認しても該当艦がいないのだ。未所属ならこの艦の所有を巡って戦争さえ起きかねないほどの超遺物。アシア直轄艦とはゆゆしき事態だった。

      　アシアを救出したとされるメタルアイリスとストームハウンドが関わっている可能性が高い。早速駐屯地がある防衛ドームへ問い合わせをしたが彼らは全軍出撃中らしい。全軍というところに嫌な予感がした。

      　傭兵管理機構は各要塞エリア、防衛ドーム、独立施設などすべての港や空港への確認作業に追われていた。

      　そんな最中メタルアイリスとストームハウンドの全軍はコウに呼び出され、指定された海岸に集結していた。

      「そろそろ時間ね。全装備、全人員を伴っての集結依頼とは、コウ君のアジトに案内してもらえるかな？」

      　浜辺で海をみながらジェニーは期待に満ちた目で面白がっている。隣にはブルーとリックがいた。

      「この規模は輸送艦でも無理だろうからね。いくらコウ殿でも大規模宇宙艦を用意はできまい」

      「前回の構築技士交流作戦の成功報酬について話もあるそうよ。期待しちゃうわね」

      「コウ殿の力が増すのなら我らにも喜ばしい」

      　空を見ながら目を細めるリック。何か飛来する気配はない。

      「あの人は何を持ち出してくるか想像できない」

      　ブルーの評価にリックも納得する。地底戦車を創り出す男だ。

      「通信ね。彼らが到着するって。輸送機かな？ 空に反応がない？ 場所は合っているわよね……」

      　通信機を片手に話すジェニー。コウからの連絡があったようだ。

      「連絡があったよ。もうすぐ到着するみたい。空ではなさそうね。陸路かな？」

      「あの人、ちょっとおかしいから……」

      　ブルーが海を指差した。ジェニーとリックがその先を見る。

      　水平線から海を割り、巨大な船体が浮かび上がってきた。それは特徴ある三胴艦だった。決して潜水艦ではない。あらゆる領域で航行が可能な宇宙艦に他ならない。巨大な船体によって距離感が狂いそうだが、かなり沖の方にいる。三人は呆然としながらその光景を眺めた。

      「ちょっと？」

      　思わずリックがブルーに顔を向けてたずねる。ブルーは気まずそうに視線を逸らした。

      　船はまっすぐに彼らの方へ向かってくる。彼らの居場所から五百メートルほど離れた場所に軍艦が乗り上げた。

      　天を見上げるほどの大きさである。

      「……はい。こちらジェニー。了解。はい。うんわかった。全軍、ハンガーキャリアーごとあの艦に乗れって？ そう。余裕だよね……」

      　声に抑揚がないジェニー。巨影を見つめる瞳は死んでいる。

      「あの人、おかしいから」

      　二度目を呟いたブルーの言葉に、二人は深く同意した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　三人はアキに案内され戦闘指揮所に移動していた。

      　隊員たちは艦内見学だ。惑星アシアの傭兵といえど宇宙艦に乗ったことがある者などそうはいない。

      「よくきてくれた。ありがとう」

      　コウは三人に礼を言う。隣ではアキが秘書代わりに立っている。アキは今日もスーツ姿だ。手慣れた手つきで来客から先に紅茶を煎れている。

      「話って？」

      　挨拶もそこそこにジェニーが疲れた声を出す。きっとまた突拍子もないことを言い出すに違いない。

      「ジェニー。なんか疲れていない？ メタルアイリスとストームハウンドが同盟を組んだと聞いているからさ」

      「実質的には我々がメタルアイリスに合流だがね。我々はもはや一つのチームだ」

      　リックが補足する。ファミリアは主となりたがらない。メタルアイリスと共に歩むと決めたのだ。

      「それなら話が早いな。お願いがあるんだ。俺たちをメタルアイリスに入れてくれないかな？」

      「え？」

      　表情が固まるジェニー。ブルーとリックも同様だ。

      「以前誘ってくれたじゃないか。だから俺とヴォイとにゃん汰とアキ、エメ。全員でメタルアイリスに入りたい。この艦や基地施設は使ってもらって構わない」

      「……」

      「たまに俺が依頼するかも。要塞エリア攻略やアシア解放のさ。隊員からの依頼は別に構わないだろ？」

      「……」

      　静寂がその場を支配する。破ったのはリックだった。腹を抱えて爆笑した。

      　ジェニーはうつむいて肩をふるわせて小刻みに震えている。

      　ブルーは視線を逸らし黙って紅茶を口にしていた。笑いを堪えているようだ。

      「え？」

      「……コウが悪いです」

      　ブルーが冷ややかに告げた。

      　ジェニーが顔を上げた。顔が真っ赤だ。つかつかとコウの元へ歩み寄りつるし上げる。

      「あんたねえ！ これほどの戦力を持って入隊したいってどういうことよ！」

      「落ち着こう」

      「私達が！ あなたの！ 指揮下に入るの！ あなたが代表！」

      「ジェニー。落ち着いて。なにを言っているかわからない」

      「私には君の言っていることのほうが理解できないがね。いや、言いたいことはわかるのだが」

      　リックは笑いをやめない。ツボに入ったのだろう。

      「第一この艦、どこの所属よ？」

      「今はアシア直轄艦。今日登録したばかりだ。ジェニーの許可が降り次第、メタルアイリス所属艦にする予定だったよ」

      「……」

      　ジェニーが美しい顔をますます紅潮させる。

      　ブルーもついに笑い出した。コウが初めて見る少女らしい笑いだった。

      「ああ、もうだめ！ リック。ブルー。説明してやって。このあんぽんたんに！ 今の私じゃ無理！」

      「私も無理ですよ！ ふふ。はー！ おかしい。ごめんなさい。こんなに笑ったの久しぶりで」

      「俺にはなにがなんだか」

      　大変なことをやらかしてしまったのは三人の表情でわかる。アキは無表情。コウが行ったことを理解しているようだ。

      「こんな惑星間戦争時代の宇宙艦がいきなりアシア直轄で登録されて、名義がメタルアイリスに代わったら私達がアシア直轄軍ですって言っているようなもの。いきなりトップクラスのアンダーグラウンドフォースです」

      「うぅ。実際、アシアにもらったものだしなあ」

      「ふふ。あなたは本当に規格外の非常識です。あー、おかしい」

      「アキ！ 長い間眠っていたのは知っているけど、コウに常識ぐらい教えなさい！」

      　アキは汗を浮かべながら無言でそっと目を逸らした。自覚はあったらしい。

      「アキさん？」

      　思わずアキのほうを見る。裏切られた気分だ。

      「……ノーコメントで」

      「まあまあ。いいじゃないか。我々が合流することは決定だな。あとは代表がコウかジェニーだけの問題だ。私はお断りだよ？ なんせファミリアだから」

      　リックが核心を突いてきた。にやにや笑っている。この状況を愉しんでいるようだ。

      「それはジェニーが」

      「コウ君に決まっているでしょ！」

      　不毛な言い争いが始まりそうだったが、助け船は思わぬところから入った。

      『皆様。この艦のコントロールを担当しているディケと申します。今後ともお見知りおきを』

      「ディケ」

      「ディケ」

      「ディケとは……」

      　皆思うところがあったのだろう。同時にその名を呟いた。神話ではアストライアの別名でもある。

      『メタルアイリスについてですが代表である隊長はジェニー。副隊長がリック。コウは表に出ない、技術顧問のような待遇でどうでしょうか』

      「技術顧問って俺が？」

      『コウは指揮官には向いていません。部隊を率いる人物はジェニーがよろしいでしょう。リック。二人のサポートをお願いします』

      「了解した。副隊長ならば仕方あるまい。ディケ殿に頼まれて断れるファミリアなどいないがね」

      「納得いかなーい！」

      「諦めましょう、ジェニー。ディケのいうことは理に適っています。コウは明らかに指揮官には向いていません」

      「そうそう。俺は前線に斬り込むぐらいがちょうどいい」

      「私だって前線に出るんだからね？ んもう。わかった。それで飲みましょう。ただし、コウ君。君はボス！ 技術顧問って柄でもないでしょ！ いいね！」

      「なんだよボスって！」

      「影の支配者然として構えてればいいの！ あんたは。ビッグボス！」

      『エチゴノチリメンドンヤというものです。コウ』

      「ディケ、たまに変なこというよな！」

      『代表権決定完了。では皆様に基地へ案内しましょう』

      「決まりなのか！」

      　コウの抗議に誰も反応しない。決まったようだった。

      「基地もまたとんでもない代物でしょう。　この艦を収容できるんだよね？」

      「防衛ドーム以上の規模はあるけど、自然区画はないし、要塞エリアほどの大きさはない。宇宙艦射出用のカタパルトも完備され……痛い、ジェニー。頬つねらないで！」

      　思わずジェニーの手が伸びる。両手でコウの頬をつねってきたのだ。

      　穏やかに微笑んで見守るリックとブルー。関わりたくないような気配さえ感じる。

      「あなたの目的はなんなの？ 世界でも征服するつもり？」

      「アシアを助けてストーンズを壊滅させたいだけだ」

      　それを聞いて、ふっとジェニーが肩の力を抜いた。

      「オッケー、ビッグボス。それがボスの望みとあらば。私は隊長として成し遂げましょう」

      　目が笑っている。頬をつねるのはやめていない。

      「はっはっは。ボス。君のジェニーへの無茶振りはひどいものだよ。多少はつねられなさい。私も副隊長として、目的に邁進するとしよう」

      「ボスー。よろしくね」

      　ブルーが手を小さく振っている。距離感さえある。

      「私達もボス呼びで統一しましょうか？」

      「頼むからやめて。アキ」

      　アキが真顔で聞いてくる。

      　コウにとっては心からの哀願だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｘ４６３要塞エリア跡地に、巨大な宇宙艦が飛来した。それも、たった三名を運ぶだけのために。

      「俺たちは堆肥の原料かね？」

      　バルドはアルベルトに尋ねる。彼らには現在にいたるまでいかなる沙汰もなかった。

      「まだ利用価値はあるのではないのかな？」

      　この件について二人は運命共同体だ。しかしバルドはまだ封印区画の秘密には気づいていない。

      　二人がコントロールセンターの貴賓室で身構えていると、三人の人間が入ってきた。

      　三人とも大理石のように白く美しい。男性二人と女性一人だ。純白の衣をまとっている。来訪者たちは用意された椅子に座り、彼らを見下ろした。

      「これは半神半人ヘーミテオスの皆様。ご機嫌麗しく」

      　ヘーミテオス。ストーンズの意思をインストールされた人間だ。

      　彼らはストーンズの人間管理集団【アレオパゴス評議会】から派遣されたのだ。

      　中央に座る男が冷笑を浮かべる。

      「麗しくはないな。大目標である封印区画への構築技士潜入阻止に失敗したお前たちに会いにきたのだから」

      「これはご冗談を。確かに構築技士阻止には失敗しましたが、彼らは撤退しましたぞ。その証拠にここはまだ爆破されていない」

      　アルベルトが異議を唱える。

      「お前たち無知なものと話すには疲れる。お前たちは確かに失敗したのだ」

      「アシアを救出されたからでしょうな。正確にはアシアの一部でしょうが」

      　すっと男が目を細める。バルドは口をあんぐり開けて驚愕した。アシアがこの場所にいたことさえ彼には初耳だったのだ。

      　アルベルトがこの結論に辿り着いた経緯は簡単だ。人類側の勢力でアシア救出の報が回っている。ならばそれはＸ４６３要塞エリアを攻めてきた者たちの仕業だろう。

      　封印区画はまさにアシアが封印されており、構築技士が解放したのだ。

      　メタルアイリスという中堅の傭兵集団とストームハウンドというファミリアが中心の傭兵集団と聞く。それならばあの戦車の数も納得だ。事実の裏付けとなる。

      「その傭兵の様子をみると、察しているのは貴様だけか。アルベルト」

      「そのようで。どうして爆破されなかったかは皆目見当が付きかねますがね」

      「ふん。話す手間が省けたわ。無知ではあるが愚かではないことはよいことだ。アシアが巧妙な偽装をしたのだよ。ソピアーに生み出された超ＡＩなのだ。それぐらい造作もないはずだ」

      「しかしですよ。たかが数分の一のアシア。半神半人の方々の敵ではないのでは？」

      「我らがアシアを完全に封殺するために何十年かけたと思っているのか！」

      　隣にいた女が怒鳴る。

      「騒ぐな。見苦しい」

      　男が一瞥すると、女が睨みつけた後、黙る。

      「アシアを奪還された今、我らの百年以上の努力が無為に終わった。方針変更をせざるをえない。お前たちには身を粉にして働いてもらうぞ」

      「承知いたしました。何をなさるので？」

      「戦術とは相手の一番嫌がることをする。そうだな、傭兵？」

      　突如話を振られたバルドは、こくこく首肯しゅこうした。

      「お前らに悪い話ではないぞ。人間の自治権範囲を広め、豊かに暮らしてもらうことになった」

      「へ？」

      　バルドは思いもがけぬ言葉に間抜けな返事をした。誰も気にしていない。

      「生き延びたい人類を我ら側に招致し我らのために戦ってもらう。――アシアの一番嫌がること。人間同士で殺し合ってもらうとしよう」

      「それは」

      「もちろんマーダーとの連携はしてもらうがね。予想するに彼らの戦力は飛躍的に向上する。その対策もせねばならん」

      「どのように？」

      　アルベルトが目を輝かせながらたずねる。まさに彼が望んでいた状況になってきた。

      「そっくり奪うのさ」

      　冷笑を浮かべ、中央の男が告げる。

      「ハクノン。こやつらに教えてもよろしいのでしょうか？」

      　ハクノンと呼ばれた男は、隣の女性を一瞥する。

      「彼らには最前線に立ってもらわねばならない。役に立ってくれるのだろ？」

      　最後の問いかけは二人に送られたものだ。

      「もちろんですとも」

      　アルベルトは請け負った。その見返りは十分だ。

      「十分な戦力は揃えてある。お前の作品とやらも総動員してもらうぞ」

      「それは願ったりですな」

      　そう答えておいた。しかし、とアルベルトは思う。

      　内側に入ってこそ理解できたこともあった。決してストーンズ側の物資も盤石ではない。一番の戦略物資であるＡスピネル、Ａカーバンクルがその例だ。この二つは人間の支配下にある居住施設にしか提供されない。つまりストーンズはネメシス戦域で戦線を維持するためには備蓄を切り崩すか、略奪でしか奪えないのだ。

      　それはリュビアを壊滅させてなお――かの惑星を支配下に置いたからこそ、顕著な傾向となっている。もし彼らが単に惑星を支配下に置きたいだけなら、リュビアだけで我慢するべきなのだ。だがストーンズは超ＡＩを支配下に置くという目的がある。

      　無人兵器は破壊活動が主たる任務。ストーンズ側もかなり焦っているという証左だ。

      「評議会から命じるまでお前たちは待機だ。戦力拡充に努めよ」

      「はっ！」

      　二人は恭しく頭を下げ同意した。生き延びることに成功したのだ。三人は退席し、宇宙艦に戻っていった。

      「よほどまずい状況だったのだな」

      「人間への自治権を拡大するっていうぐらいだからな。俺としては仕事にありつける。ありがたいぐらいだ」

      「この均衡状態が崩れた場合に起きるか、皆目見当がつかんよ」

      　二人はきたるべき大乱を予感したのだった。

      
        第二章　次世代規格への道

      

      　強襲型移動基地艦キモン級は海底を進んでいた。

      　海底の先には巨大な進入路があり、そこから工廠要塞地上部分にある山岳内部の基地へ入港する。

      　特定の位置まで進むと、台に乗せられレールで運ばれる。

      　艦は自動でレールカタパルトの位置まで運搬されていた。この場所は整備用の船渠ドックも兼ねているのだ。

      『ディケより搭乗員へ連絡。目的地に到着しました。ファミリアの皆様は私とのデータリンク接続のため、指定の場所へお集まりお願いします、他乗組員の方々は飛行甲板への移動をお願いします』

      　甲板に集まったメタルアイリスの隊員たち。ファミリアはデータリンクが終わったものから駆けつけている。作業用小型車両の上にジェニーとリックが並んで立っている。車両前にはコウたちが並んで立っていた。

      「集まってくれたみんな。ありがとう。今日よりメタルアイリスとストームハウンドは統合。共に戦う仲間として一緒のチームになります」

      　歓声が上がる。メタルアイリスもファミリアやセリアンスロープは多い。反対する者はいなかった。

      「重要なのはここからよ？ 今日乗り込んだこの宇宙艦と、今私達が到着したこの秘密基地。本日より、アシアより貸与されました。私達のホームとなります」

      　今度は場が静寂に包まれる。データリンクしているファミリアたちは了承済み。人間やセリアンスロープ、ネレイスは息を飲み、お互い顔を見合わせたりしている。それが事実ならとんでもないことだ。

      「驚くのも無理ないわ。私とリックも今日知ったもの。以前の作戦で私達を勝利に導いたコウ君たちが、技術顧問として私達の仲間となります」

      　ざわめきがさらに大きくなる。コウはアシアの代理人として認識されていたのだ。

      「堅苦しいのは苦手だから、はっきり言うね。代表は私、副代表がリック。コウ君はビッグボスって感じで。私達はアシアの直轄軍みたいな形になります！」

      　ひときわ大きな歓声が上がる。ビッグボスと称せられ、コウは慌ててジェニーの方を向くがスルーされた。

      「より危険な任務が増えるかもしれない。だけどこれほどの力を私達は与えられた。古来より大いなる力には大いなる責任が伴うと言われている。私達は正しくその力を使うべく、新たなアンダーグラウンドフォースとなります。コウ君こちらへ。一言どうぞ」

      　コウは壇上にあがり、ジェニーの隣に並ぶ。

      「今日から隊員となります、コウです。改めてよろしく。アシアを解放して、人間とファミリア、セリアンスロープ、ネレイス。ともに手を取り合っていける世界を取り戻すため、力を合わせて戦いましょう」

      　コウの言葉に、皆が拍手して迎える。セリアンスロープやネレイスがひときわ大きく拍手している。ファミリアたちは大はしゃぎだ。

      「今日から新生メタルアイリス。ファミリアのみんながデータ共有してくれているから、この施設の居住区画を案内してくれる。いやその前にこの艦の自分の部屋を決めないとね。みんなこれから大変よ？ なんせこの艦と基地へ移住からスタートなんだから！」

      　艦内に自室があるという事実だけでも驚きなのに、アンダーグラウンドフォースである自分たちが専用の居住区を持つ。これまでシェルター内とはいえ駐屯することしかなかったのに比べると破格の待遇だ。一番大きな歓声が上がった。

      　遠くでエメがマールとフラックと笑いながら話している。エメの笑顔が見ることができた。年齢が近い友人がいることはいいことだ。これだけでも合流した甲斐があったとコウは思う。

      　新しいアンダーグラウンドフォース結成の式典も終わり、解散した。

      　皆が新しい居場所に興奮し、再び艦内の見学に戻っていった。

      
        

      

      「すさまじいですね、コウ君。ここまでの施設とは」

      　フユキが指揮所に呼ばれていた。同席はジェニーとブルーだ。

      「普通ならありえない状況よね。この基地丸々使っていいなんて。この規模は軍事都市だわ」

      「アシアがいる場所は封印区画になっている。そこは入場不可だ。申し訳ない」

      　地下工廠を繋げる区画は、Ｘ４６３要塞エリア同様封印区画として設定した。構築技士のほかには許可を持った者しか入れないことになる。

      　正確にはアシア本体は地下の基地機能と一体化しているのだが、そこまで厳密に話すこともないだろうとの判断だ。

      「気にしないって。むしろそれ以外使い放題とか破格だわ」

      「だがなにもないんだ。物資も人手もね」

      「確かになにもないですね。各種物資の調達が必要かと。資金的にどうですか、ジェニー」

      「資金？ ディケから預かった資産確認したよ。超余裕。戦争なければ全員に分配して一生遊んで暮らしていけるレベル」

      「これまた桁外れのパトロンが付きましたな」

      　ジェニーの投げやりな回答にフユキが感嘆する。

      「アシアが新しく生み出されたファミリアを回してくれるそうだよ」

      「そこは期待。落ち着いたら人間やネレイスも募集ね」

      「やはり物資ですか」

      「そこでフユキさんに相談。いっそ物資全般は総合商社の紅信に丸投げしたらどうかな、と思って」

      　フユキは少し考え込んだ。

      「それはありですね。入札が本来の筋ですが。手っ取り早く揃えたいなら紅信がいいですね。総合商社という日本特有の汎用性が活きます」

      「うん。紅信一社できつかったら、各種専門は、紅信に専門商社の入札まで任せると」

      「コウ君。希望する条件はありますか？」

      「条件、か。可能ならセリアンスロープやファミリアと協調を行える人材を希望かな。あとは秘密を守れる人で」

      「了解しました。私の艦内区画と住居区画が決まり次第、連絡します」

      「盛り上がっているみたいだね」

      「そりゃシルエットガレージ付きの住居区画なんて聞いたことありませんよ！ シルエットベースと名乗れそうですな」

      「あはは。いいなシルエットベース。ここは元軍港でシルエット必須だったようだから」

      「笑い事じゃないですよコウ。本当にそうなりそう」

      　シルエット格納庫付きの住居規格など類を見ない。このような場所を気軽に人手に渡してしまうことを心配するブルーにコウは暢気のんきだ。

      「傭兵機構は平等だ。ストーンズ側につこうが人類側につこうがどっちでもいい。ここは違う。あくまでストーンズと戦う傭兵のための拠点になるなら、状況次第なら解放してもいいんじゃないか」

      「傭兵が殺到しそう」

      「あの組織は管理しませんから」

      　ブルーが顔を美しい顔をしかめて呟く。傭兵の間では傭兵機構で通っている。管理しているとは言い難い状況だ。

      「場所はあるし、いいかもね。まだ当分先だろうけど」

      「まずは私達に必要な物資をかき集めるとします。では私はこれで。コウ君にはチーム用コードで連絡が取れますしね」

      「そうだった。よろしく、フユキさん」

      　フユキが退出したあと、コウは呟く。

      「シルエットベースか。面白そうだな」

      「あなたのせいですよ？」

      　ひとごとのように呟いているコウに、ブルーは苛立ちを隠せなかった。

      
        

      

      　メタルアイリス所属の人間たちは、グループに分かれて艦内を案内されていた。あまりに広大なため、一日がかりとなる。

      　案内係はコウとアキだ。

      「しっかし、あの大剣ボーイが俺たちのボスになるとはなあ」

      「まったくだ。最初出会った頃が遠い昔のようだ」

      　コウと初めに出会ったバリーとロバートが感嘆の声を上げる。

      　バリーは長身だが細身の三十代前半。ロバートは大柄な黒人だ。

      「俺も二人と出会う前には、こんな未来になるとは思わなかったよ」

      　バリーが誘ってくれなかったら今のコウもないかもしれない。

      「お前さんはどこにいっても成功したと思うぜ。ここがパイロットハウスだな！」

      　見学者たちはパイロットハウスに到着した。今日はここにジェニーとリックがいる。

      「いらっしゃい。艦内は広いでしょ」

      　ジェニーが皆に手を振る。

      「いいねえ！ この操舵室！ この舵！ いいなあ！ 俺、地球にいた頃は船乗りだったんだぜ」

      　ロバートが興奮して舵を手に取る。

      「いつか出世してこんな大きい艦船の艦長になりたいものだ。なあバリー！」

      「ボブ。お前はいつか艦長になれるさ。そのとき俺は副艦長にでもしてもらうか。楽できそうだしな！」

      　二人が軽口を叩いている。背後のメンバーはいつものやりとりと思って気にしない。室内に散らばって見学していた。

      　しかし二人の会話を耳聡く聴いていたものがいた。

      　コウはきっと鋭い視線をジェニーに向ける。同じ視線をジェニーも向けていた。

      「ディケ。今の提案はどうだ。俺に異存はない」

      『了解いたしました。適性資格あり。ようこそロバート。あなたは今日よりキモン級一番艦の艦長です』

      「は？」

      　大きな瞳をさらにまん丸にする。

      「おい。冗談はなしだぜ、コウ」

      「ボブ。あなたが今日から艦長」

      　艦長候補に希望者がいないか、探していたのだ。コウとしても知っている人間がよかった。しかも元船乗りなら文句なしだ。まさに渡りに船だ。

      「……まじで？」

      　左右を見渡すと、ジェニーとリックがにっこり笑いながら同時にサムズアップしている。

      『バリー。あなたが今日から副艦長です。ロバートのサポートをお願いします』

      「ちょっとまてい！」

      　思わぬところから無茶振りをされるバリーの絶叫がパイロットハウスに響き渡る。

      「よろしく、艦長！ 副艦長！」

      　ジェニーがにっこり笑った。道連れは多いほうがいいのだ。

      「まじで？」

      　再度、ロバートがディケに確認する。現実感がない。

      『まじです。――そこの艦長席にお座りください』

      　素でディケが回答し、畳みかけるように指示をだす。

      「お、おぅ……」

      　ロバートが恐る恐る艦長席に座る。大柄な体躯だが普通に着席可能だった。

      『明日より艦長用教育プログラムを開始します。ロバート艦長』

      「はい」

      『バリー副艦長もです』

      「本当に副艦長かよ!? 完全に巻き添えじゃねえか！ おい、ジェニー。いいのかよ！」

      「いいよー。私だって急にこんな大部隊率いる羽目になったんだし、古参メンバーなら艦長して当然だよね」

      　ジェニーが邪悪な笑みを浮かべてバリーに手を振った。

      　隣で暢気にリックも手を振っている。隊長をやらなくてよくなったので気楽になったのか、以前よりひょうきんな犬っぽくなっている。

      『指揮系統はコウ、ジェニー、リックの下になります』

      「はい」

      　ロバートは借りてきた猫のようにおとなしくなった。軽口を叩いて艦長になりたいとは言ってみたものの、その熱意は本物。大役のあまり緊張しているのだ。

      「ボブ、しっかりしろ。――だめだ。そりゃそうだよな。昨日までただのパイロットだったもんな！」

      「がんばってくれ、バリー副艦長」

      「おいコウ。覚えていろよ！ 俺は前線にも出るからな！」

      　コウは思わず笑った。

      　にぎやかなパイロットハウスになる予感があった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウはエメと一緒に食堂であるエンリステッド・メスにいた。

      　本来は宇宙艦隊上級士官用のオフィサーズ・メスと下士官用のエンリステッド・メス、来賓などに使われていたであろうファーストクラス・メスの三種類が設備として用意されている。

      　もはや無政府状態である現状のアシアにおいては高級レストランと大衆食堂ぐらいの差でしかない。使用していないオフィサーズ・メスは封鎖中。ファーストクラス・メスは将来の来賓に備えファミリアたちが整備中だ。

      「食堂は賑やかになるな」

      『基地内の住居は空です。しばらくは量子データ化前に保管された備蓄食料を用いた調理となります。コウに新しい仲間を紹介します」

      　ディケの声に、にゃん汰とアキに連れられて、見慣れない人影が入ってきた。

      　それは人型のアンドロイドと思われた。明らかに機械。

      　昭和時代のブリキのおもちゃのような容姿にウィッグをつけたような乱雑なデザイン。鋼色の肌。口は四角である。シックなメイド服を着ている。未来のロボットとは思えない姿。コウがいた地球ですらもっと美しいデザインが存在した

      「ハジメマシテ」

      『彼女はこの艦と一緒に眠っていたメイドロボです。起動に成功したのでコウたちの身の回りのお世話を担当にします。ハンガーキャリアー内での活動も随伴できます。見かけによらず高性能です』

      　メイドロボと聞いて、一瞬心がざわついたが落ち着かせた。

      「はじめまして。なんと呼べばいいかな」

      『ポンコツ、トカ、クズテツ、トヨバレテイマシタ。オスキナヨウニオヨビクダサイ』

      　コウは顔をしかめた。デザインに悪意がある。この世界の超技術ならもっと美しく造形できたはずだ。人工音声もだ。にゃん汰やアキも生体とはいえアンドロイドだ。どうしても解せない

      「フカイニサセテシマイモウシワケゴザイマセン」

      　コウの表情に気づいたのか、彼女が謝罪した。

      「君が悪いわけじゃない。どうしてかな、と思って」

      　アキとにゃん汰もコウの苛立ちが手に取るようにわかる。

      「この子のタイプは料理やベビーシッターなど家事全般に使われていたにゃ」

      「我が子の面倒を見るロボットが、大変容姿が美しい万能家事ロボットだったら？ という母親の懸念から生まれたデザインです」

      「かといって麗しくないヒトガタや男型ロボットにも任せたくないにゃ。そういう理由で容姿をヒトガタから外し、機能特化させたのにゃ」

      「そっか。よろしくな。君の名前は、ポン子にしよう。ポン子さんだ」

      　このデザインの意図はわからないが、妙な温かみがある。

      「エメの世話を……いって」

      　エメに足の甲を踏まれた。

      「子供じゃない」

      　エメがジト目で主張する。

      「今のはコウが悪いにゃ」

      「そうですね。コウが悪いです」

      「わ、わかった。ごめん。みんなの世話を頼む」

      「ハイ。ワカリマシタ。ヨロシクオネガイシマス。フダンハキッチンデ、ファミリアタチトイマス」

      　ポン子は頭を下げる。

      「料理は万能？ 俺のデータとかはどうかな」

      「ディケニインストールサレマシタ。ミソシル、ギュウドン、カラアゲハデキマスヨ。メンルイハジュンビガイリマス」

      「最高だ……高性能じゃないか。今から楽しみだ」

      　地球時代の食事は懐かしい。思わず口にしてしまう。

      「オマカセクダサイ」

      「ちょっと待つにゃ。ポン子、それの作り方を教えるにゃ」

      「私も！」

      　コウの感激具合に、危機感を覚える二人だった。

      「ところでコウ。メイドロボという単語に反応していましたよね」

      「さあ？」

      　ほんの一瞬よぎった心のざわめきをアキに察知されていた。

      「メイド服がご所望なら私達も可能ですよ！」

      「狙いすぎだからやめよう。今のジャケット姿のほうが二人には似合うよ」

      　本音としてはケモミミ娘のメイド服は見たいのだ。コウのなかで葛藤が起きる。

      「本当かにゃあ」

      「察しました。そのうち用意しますね」

      「やめてくれ……」

      　高性能すぎるのも問題だと痛感するコウだった。

      
        

      

      　シルエットベース。フユキが提唱した山岳内巨大基地はその名で定着しつつあった。

      　ジェニーとメタルアイリスの名で傭兵機構には登録されてあった。ディケが手続きを済ませたのだ。新たな人類の拠点が構築され、宇宙艦と拠点を所有している最大規模のアンダーグラウンドフォースが誕生したのだ。

      「視察というか、監査が来るってさ。傭兵機構。気になるみたいだね」

      「取り上げられたりしないのかな」

      「アシア直轄、特別代表で私だから無理じゃないかな」

      　コウ、ジェニー、フユキは戦闘指揮所内でミーティングしていた。

      「傭兵機構も大混乱していたみたいね。とくにこのキモン級で」

      「人材の引き抜きや、略奪したわけじゃないのに大げさだな」

      「喪われたはずの惑星間戦争時代の高性能艦と、まったく未登録の基地がいきなりストーンズ勢力内に現れたらパニックになるのは当然かな」

      「この周辺は敵勢力内だよな。ファミリアたちが哨戒に当たってくれている」

      「早めに全部、制圧したいね」

      「全部はしないよ？」

      「どういうこと？」

      「ディケ。周辺の地形地図を出してくれ」

      　ディケは周辺地図を表示する。

      「ここは山岳要塞だから側面を取られる心配はない。場所も離れている。支配されている防衛ドームは七カ所。要塞エリアは三カ所だ」

      「思ったより敵の勢力内だね。無理な攻勢は危険か」

      「それもあるけど。それこそここは強固な拠点であり、無人の防衛ドームが多い。マーダーが偵察にきたら傭兵の新人研修の場にいいかなって」

      「無限湧きするマーダー相手に練習しろとか、奇抜な発想ね。いいかもしれない」

      「コウ君。ゲーム脳すぎやしませんか。初心者村でレベリングですか」

      　ジェニーは感嘆し、フユキは発想の元ネタを知っているので呆れている。

      　コウはバツが悪そうに苦笑する。

      「油断はできないさ。シルエットベースはただでさえ人数少ないし、ベテランを育てないと。無理に戦線拡大するよりはね。もちろん落とせる要塞エリアは落としておきたい。今のままだと補給ラインもないし」

      「安全な補給ラインのためには要塞エリアをせめて二つ落としたいところね」

      「一つでもかなり変わるでしょう」

      　三人は攻略対象の選定でしばし討議を重ねる。

      「でもちょうどよかったかも。念のため外に駐屯地を作っているわ。動力はＡスピネルの安物だけどね。ここに小隊を置いて見張りをさせているの。コウの言う新人研修の用途にはちょうどいいね」

      「防衛ドームの十分の一ぐらいの規模か。村みたいな？」

      「そんな感じ。補給物資も置く。山脈の近くだからすぐに駆けつけることもできる」

      　ジェニーはさっそく手際のよさを発揮していた。

      「ストーンズにシルエットベースは感知されていないはず。出入りは地下水路経由で海底移動だもの。ここは住居エリアとしても登録されたばかりだからね」

      「オケアノス経由で把握しているだけか」

      「詳細情報まではいってないはずだわ。設営した駐屯地は敵からの偵察や陽動はあると思う」

      「了解。今はファミリアの哨戒任務。新人傭兵を募集次第、この任務に当てよう。それまでは交代制で敵確認次第排除だな」

      　方向性を確認しつつ、現状を確認する。

      　シルエットベースは施設や兵器こそあるが、人もパイロットも足りない。

      　ありがたいことに運用資金は潤沢。オケアノスよりアシア救出報酬が合算で支払われたのだった。

      「紅信さんも明日には輸送機で来るそうですよ」

      　フユキが端末を確認しながら報告してきた。

      「紅信さんの動きも早すぎないか。連絡してまだ二日だろう」

      「総合商社はそういうものです。話次第では支部を置きたいそうですよ」

      「そうなるか。オーガナイザーとやらを発揮してもらうのがいいんじゃないかな」

      　都市計画までやらないといけなくなり、コウは頭が痛くなる。

      　このような都市計画では構想段階から専門家を外部から招聘するほうがいいだろう。

      「補給ラインがないからな。当面キモン級に頼りっぱなしになりそうだ」

      　アストライアを用いた運搬でもよさそうだが、彼女が言うにはキモン級よりも秘匿したほうがいい代物とのことだ。ならば輸送能力も高いキモン級を活用したほうがいいだろう。

      　アシアにもらった強襲揚陸艦は隠してある。キモン級だけでこの反応なのだ。

      　あと二隻もあるといったらコウの頬がなくなってしまう。

      　必要なリストや要望リストの山をみて、ため息しかでなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「コウ。そろそろ用意ができたぜ」

      　封印区画から地下の工廠に移動していた彼らは、完成した機体を見つめていた。

      　五番機の改装が終わったのだ。

      「これが新型のラニウスか」

      　新しい姿のラニウスは、バルドと戦った状態から基本の姿は変わっていない。

      　追加装甲がより洗練されたのだ。腕部と脚部を覆う装甲には車でいうエアロのような形状がついていた。これはインテークダクトの役割を持つ。他の相違点は背中に装備されたスラスターが盛り上がるような改修になっている。

      「〝ＴＳＷーＲ１Ａラニウス改〟ってところだ。改は五番機のみ。これを基本系にラニウスの量産機を構築する。金属水素貯蔵型のパワーパックを装備したものが普及型のベースとなるＡ１になる予定だ」

      「おい、コウ。Ａはどっからきた！」

      「ＡＬＴＥＲＡＴＩＯＮのＡ。Ａはバルド戦で用いたバージョンだよ」

      「ラニウスオルタだな！」

      「ラニウス改だ！ なんでオルタって縮めるんだ」

      「日本だとオルタにすると反転とか闇墜ちっぽくなって格好よくなるってデータがあるぜ」

      「闇墜ちとはなんだ。ラニウス改！」

      　そんな二人をにゃん汰とアキが眺めている。

      「あの二人、本当に息がぴったりですね」

      「男同士だと気楽なんだにゃ」

      「こっちは異性というアドバンテージをどう生かすか……」

      「コウとあれだけ二人きりだったのに、進展がないアキは絶望的にゃ！」

      　言い争う二人の横をエメが通り過ぎ、コウとヴォイのもとへ歩み寄る。

      「コウ。私のシルエットは」

      「少し待ってくれ。ちゃんと設計中だ」

      　エメがこくんと首を縦に振った。放置されていないならそれでいい。

      「ラニウスはこの次が本命かな。今はＴＳＷーＲ１Ｂを研究中でね。この改の追加装甲はＢ型の試作品だよ」

      「なんで一緒に作らないの？」

      「まだしっくり来なくてね。ＡとＢの違いは胴体背面とパワーパックかな。Ａ型改と見た目は同じでも中身はまったく別物になっている」

      「前のＡ型ラニウスと、この五番機専用ラニウス改の違いってなあに？」

      「装甲材と人工筋肉を組み合わせた新開発素材の装甲筋肉を組み入れた。あとは各地の構築技士に提案する予定の次世代規格を先行して採用しているんだ」

      「エメのシルエットもその規格で作るんだぜ。ちゃんと制作は進んでいるから安心しな」

      「楽しみ」

      　エメとコウはラニウス改となった五番機を眺める。

      「大改装した割に基本構造そのままだ。胴体は装甲材の変更。背中だけはちょいといじったが。機体の四肢は交換前提の設計だ。どうせ作り替える」

      　ヴォイはコウの構想を聞いているが、知らなかったエメが小首をかしげてたずねた。

      「どういうこと？ Ｂ型は完成じゃないの？」

      「完成形はＢ型じゃない。その先にあるＣ型、運動性特化近接格闘の機体と、追加装甲を装備することによって強襲能力と機動性を備えた機体の両立を目指すんだよ」

      「わがままだね。でも完成したら面白そう。ラニウスならではだね」

      「そうなんだよ。設計に余裕を持たせたんだろうな兵衛さん。多様なバリエーションを想定していたはずだ」

      「いまアルゲースが作っているカタナもＢ型からなの？」

      「刀は完成次第かな。完成次第装備したい。シルエット用の刀がついに実戦投入できそうだ」

      　コウの習得している武道は居合いである。鞘は重要だ。完成を心待ちにしている。

      「投入といえば、今日の夜、行くか？」

      「ああ」

      「行くってどこへ？」

      「敵の哨戒もやってきているようだ。こいつのテストを兼ねて行ってくる」

      「気をつけてね」

      　コウはうなずいてエメの頭に手を置いた。

      　五番機とともに運用する兵器は構築技士としてコウが始めた手がけた機体だ。

      　初の戦闘は楽しみだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　低コストであるケーレスの最下級機アント型ワーカーが群れをなして侵攻していた。

      　アント型は最上位機であるコマンダー型以外はバッテリー駆動タイプ。通常火器でも対処可能だが大量生産されており、コストは軽装甲車並みだと言われている。ケーレスが侵攻してくる場合は、数十機単位という数が驚異なのだ。

      　アント型を指揮する上位機種は戦闘力の高いソルジャー型や高次元投射装甲を持つコマンダー型。さらに旗艦ともいえるマンティス型がいる。

      　確認された戦力はワーカー型が三十機。ソルジャー型が十二機。コマンダー型が三機。リーダー格のマンティス型が一機。

      　彼らの勢力圏に突如として現れた野営地。その威力偵察のためというには戦力過多といえるだろう。防衛ドーム攻略には物足りない戦力だが、部隊としては十分過ぎるほどの戦力だ。

      「こちらフォックス１。敵勢力発見」

      　低空飛行を維持しながら、偵察ヘリが姿を現し後退する。乗っているパイロットは狐型のファミリアだ。ストーンズ側に人間がいたら驚いていただろう。簡単に落とされるため長らく偵察ヘリは使われていなかった。

      　案の定レーザーやレールガンの対空射撃がヘリを襲う。ヘリは地形を利用しうまく回避していた。

      　メインローターの他に機尾にダクテッドファン型の推進プッシャープロペラを備えている複合ヘリコプターだ。その加速は通常のヘリコプターの限界である時速四百キロを優に超える。

      「こちらサンダー１。了解した」

      　回答したサンダー１と名乗る声は女性。ブルーだった。

      「サンダーストーム。出撃する。コウ、準備は？」

      「オーケー」

      「Ａ１サンダーストーム、発進。五番エレベーターを使用します」

      　キモン級の航空機用エレベーターから機体がせり上がる。

      　折りたたまれた翼が展開され、水平になり、指定の位置に移動する。

      　シルエット輸送能力を持つ垂直／短距離離着陸機Ｖ／ＳＴＯＬ型の重攻撃機。コウが新たに開発した戦闘攻撃機である。対空戦闘も想定はしているが敵勢力の航空機戦力は少ない。現在は専ら対地攻撃仕様で運用だ。Ａ１サンダーストームと名付けられたその機体もまた、初陣となるのだ。

      　恐るべきその巨体は全長二十九メートル幅十七メートル全高七メートル。用意されたハードポイントは多種多様の兵装に換装可能。ワイヤー誘導式の対地、対空、対艦ミサイル各種、さらに多連装ロケットポッド、ＥＣＭポッド、投下用通常爆弾まで、いかなる対地攻撃任務が遂行可能だ。

      　自動展開されるレールカタパルト。これでサンダーストームを時速七百キロまで加速させる。山の中腹がわずかに開き、星空が見えた。Ａ１はそのまま射出され夜空を舞う。

      
        
      
      「目標ポイント到達。交戦を開始する」

      　ブルーが告げ、遠く離れた場所にいるケールスたちに向かって攻撃準備を行う。

      　コマンダー型とマンティス型がレールガンを用い対空射撃を行ってくる。

      　この重攻撃機は二発の強力な三次元推力偏向ノズルを搭載している。

      　運動性能は極めて高い。急速なポストストール機動を行い、射線をずらし回避していく。

      　パイロンにぶら下げられたワイヤー誘導のミサイルが火を噴き、コマンダー型に向かっていく。このワイヤーは誘導目的もあるがウィスを通して貫通力を高める狙いもある。アントコマンダー型はたった一撃で爆散した。

      　星空に向かうが如く夜空に向け上昇を続けていたＡ１が急降下に転じた。

      　ほぼ真上に陣取ったＡＩに対しアントワーカーの対空射撃が間に合わない。近距離となりようやくレーザーを発射、命中するが焦げ目程度しかつかないＡ１の装甲。装甲特化の重攻撃機の本領を発揮だ。今度はロケットランチャーから大量のロケットが投下される。

      ワーカーたちは慌てて回避するも耐えられるはずもない。砲火に巻き込まれ破壊されていった。

      「重装甲、高火力。最高ね」

      　ブルーはＡ１をいたく気に入ったようだ。

      　迎撃を行おうとするソルジャー型も、回避行動に転じる。敵機はいまだに急降下中なのだ。

      　機首下部に装備されている、六砲身の巨大なガトリング砲が姿を現す。その口径は六十ミリ。クルト曰く惑星アシア最大口径の機関砲だ。装弾数は千八百発。毎分二四百発発射可能だ。射程はおよそ千八百メートルの性能を持つ。対マーダー兵器ではもっとも威力が高い兵器の一つだろう。

      　ワーカーたちの回避行動を嘲笑あざわらうが如く、掃射し破壊し尽くす。六十ミリ弾の巨大機関砲が一秒間に発射される弾数はおよそ千四百発。まさに弾丸の嵐である。

      「一方的にマーダーを蹂躙するなんてね」

      「俺のことを忘れるなよ」

      「投下準備に入るわ」

      　マンティス型のレールガンが機首付近に着弾する。だが、被弾した箇所が小さな爆発を起こすとすぐに消えたのだ。黒い跡を残すのみ。マンティス型は理解不能な状態に陥った。

      　急降下は効果的であろう。だがこの速度では確実に失速する。いくら高性能な推力偏向ノズルを搭載していても不可能である。その疑問が解消したときには破壊されていた。

      　己が両断されていたのだ。

      「もらった！」

      　急降下するＡ１重攻撃機。その胴体から現れた一機のシルエットが投下された。

      　五番機が大剣を携えて降下したのだ。脚で機首を蹴り上げるとはＡＩすら予想しない。

      　Ａ１はその勢いを利用し、そのまま水平飛行に移りしばらくのち上昇に転じた。

      五番機はそのまま落下し、マンティス型を両断したのだ。自重を乗せた空中からの斬撃は、ややすやすと高次元投射装甲を切り裂く。

      「次だ」

      　コウが目標を見定める。

      　生き残ったワーカーたちが群がってくるが次々と爆発し破壊されていく。背後から偵察ヘリが機銃やミサイルで援護射撃を行ったのだ。重攻撃機で単独運用などはさせない。

      　隠密能力を生かしタイミングを計っていたのだった。援護射撃を受けコマンダー型を狙う五番機。

      　驚くべきことに五番機は跳躍し、前転しながらの回避運動さえしてみせた。一気に間合いを詰め、コマンダー型をやすやすと撃破していく。運動性が向上している上、加速用の推力偏向スラスターも装備している。機動性、運動性ともに良好な機体に仕上がっている。

      　ケーレス部隊の殲滅にはさしたる時間はかからなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「ブルー。さっきはごめん」

      「蹴り上げのことね。まったく気にしてないから」

      「本当か」

      「本当ですよ。そうだ。じゃあご飯を奢ってくれたら許してあげる」

      「お安いご用だ」

      「あとは――この機体、とてもいい。私が乗ってもいい？」

      「え？ ああ。それは俺も願ったりだ」

      「決まりね」

      「でもＡ１は失敗作みたいなもんで……いっそブルーのシルエットのスナイプをいれとく？」

      「いれとくってどういう意味!? ああ、もう戻らないと。コウ、説明しなさい！」

      「帰ったらね」

      「もう！ 仕方ない。帰りは拾えないから頑張って帰ってね」

      「そちらも。お疲れ様」

      　シルエットを連携すること前提で運搬能力を持たせた重攻撃機だが、森の中を降下は厳しい。垂直離着陸機能は所持しているがやはり安全が確保されているところでないと着陸できない。

      　戻ったら失敗作の意味を説明しないといけない。性能的ではなく運用的に、だ。

      「性能はいいんだけどな。本来の意図と違ってしまっているから、やはり失敗作だよなあ」

      　ぼやくコウを乗せた五番機は、闇の森を疾走し続けていた。

      
        

      

      「昨日は星空のデートだったようね」

      「そんなロマンチックなものではありません。いきなり重攻撃機に乗ってくれって頼まれて驚きましたよ」

      　コウたち三人は戦闘指揮所で昨日の戦果を分析していた。

      「コウ。失敗作の理由を教えてもらえるかしら。とても使いやすい機体で気に入っていたからよけい気になる」

      「動かないとか不具合があるって意味じゃないんだ。だけど意図したものとは違うものが完成してしまった」

      「シルエット運搬能力を持つ重攻撃機。いいと思うけどな」

      　ジェニーも昨日のデータを見た限り、問題ないと判断した。

      　航空機の欠点である防御力もある。何よりエンジンが二発だ。コウによると一つでもエンジンが生き残れば航行可能だという、生存性に特化した攻撃機だ。

      「ファミリアたちが乗れないんだ」

      「え？ 飛行機系ならＭＣＳで制限指定すれば乗れるでしょ？」

      「それがダメだったんだ。いけると思っていたけど。空中戦闘機動を重視して偏向ノズルを利用してポストストール機動、高迎角や高旋回やらを行えるようにしていたらフェンネルＯＳから人間以外の運用不可通知を受けてしまった」

      「飛行機を超えた姿勢制御がいるってことね」

      「それ。だからＡＩは攻撃機に見えるけど中に作業用シルエットそのままぶっこんだ。シルエットが飛行機型追加装甲を着込んでいるみたいな感じ？」

      「感じって曖昧すぎじゃない？」

      　ブルーの冷たい視線。雑な性格がこういうところに出てしまう。

      「少なくともフェンネルＯＳはそう認識している」

      「用途は主に対地攻撃でしょ？ そこまで機動力がいるの？」

      「惑星アシア運用の対地攻撃だからだよ。低空、低速度運用する重攻撃機で、敵の対空攻撃はレールガンにガスガン、マッハで飛んでくるミサイル。それなりにぶん回せないと、航空機なんて運用できない」

      「確かに。でも没にするには戦闘能力も高いから、確かにもったいない」

      「巨体だけどキモン級にも搭載可能。シルエット運搬機と同じ三十メートル級で作っているんだ。キモン級の積載を考えると戦闘機を百機前後、運搬機三十機程度は運用できるはず」

      「採用に問題はなさそう」

      「元々はファミリアやセリアンスロープたちに乗ってもらう予定だったからね。にゃん汰やアキが本当に落ち込んで」

      　操縦不可と判明したとき、にゃん汰が泣きそうになっていたことも知っている。

      　アキは耳も尻尾も垂れて落ち込んでいた。

      　なんとかしてやりたいと思ったが生半可なものには乗せたくない。

      「コウはあの子たちを戦場にやりたくないでしょう？」

      「そうだな。それをいうならブルーやジェニーだって、そうだけどさ」

      「そういう心遣いは好きよコウ。ね、ブルー」

      「はい」

      　目的があるジェニーと人類の危機のために立ち上がったネレイスのブルー。二人が戦わないという選択肢はない。だがコウの気持ちは好ましいものだった。

      　コウは面と向かって言われて気恥ずかしい。ジェニーが察し、話題を変えてやることにした。

      「偵察機もよかったみたいじゃない」

      「軽偵察機と、重装攻撃ヘリの二種類を設計していたんだ。ようやくレールガンによる砲撃の直撃を受けても大破しない目処が立ったからね」

      「新型の装甲材ね」

      「車両もシルエット用も航空機用も開発中。ある程度形になったら他の構築技士に投げるよ」

      「そうね。ここの生産能力は試作機を作る程度ぐらいだったっけ」

      「そうそう」

      　封印区画の奥から送り出される試作機の数々は、ジェニー以外は把握していない。

      「Ａ１の装甲は戦車なみにあるの？ レールガンの直撃でも問題なさそうだけど」

      　ジェニーはデータを見て興味津々だ。

      「軽戦車なみはあるかな」

      「そういえばＡ１は何をしたらあんなふうになるの？ 推進剤は水素じゃないですよね。減らないかと思うぐらいほぼ無限でたまに回復している。装甲だってケーレスの放ったレールガンの弾芯が蒸発したかのように爆発して消えるし」

      「推進剤が回復しているってどういうこと？」

      「燃料は水素だよ。完成したら教える。今は研究中なんだ」

      「おかしすぎる」

      　燃料は金属水素だ。嘘は言っていない。

      「いきなり航空戦力が有効化っていわれると敵も味方も混乱しそうね」

      「戦闘機も急いで作る。制空権を取られていたらあんな巨体は的だ」

      　ジェニーが呟いた。高次元投射装甲を持ってしてもレールガンの無効化は無理なのだ。

      　コウがまたやらかしている予兆すらする。

      「装甲はかなり厚くしたよ。シルエットの運搬能力も付けたから大型化したしね。超音速がやっとの性能」

      「三十メートルぐらいでしたね。そうだ。いっそのこと中のシルエットを規格化したものを作ったらどう？ 飛行機を着込むっていっていたから。それなら着込む前提機体で。私のスナイプを搭載しても役に立たないだろうから」

      「いいかもしれない。二重に乗り込む方式は無駄ではあるんだけど。ん、高性能化も可能かな。その方式なら」

      「私、変なこと口走った？ 作ってくれたら機体にＭＣＳを入れ替えることにする。期待しています。構築技士様」

      「様はやめてくれ。だが重攻撃機用の専用設計か……単体でも追加装甲つけて戦えるようにして、売れるようにしたら面白いかもな」

      　ジェニーが悪戯っぽく笑った。

      「いっそ変形しちゃったりして」

      「さすがに無理かな。研究はしている」

      「変形機は予約しておくね」

      「構築できたらな！」

      「私達、試作機の実験部隊みたいね！ 楽しみがあっていい」

      「はは」

      　コウは乾いた笑いでごまかすのみ。

      　秘蔵していた金属水素の管理や生成方法も表に出す時期かもしれない。次は彼が得た技術の拡散が急務だ。

      　シルエットベースという拠点を得た今、彼一人で開発してもよいものは作ることができないのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアの戦闘指揮所に、コウたちは集まった。いるのはヴォイ、にゃん汰、アキ、エメのメンバーだ。

      　オケアノスを通じて技術供与する計画のためのミーティングだ。

      「これは思い切ったことをするにゃ」

      　リストを確認しながら、にゃん汰が感心する。

      「Ａ級構築技士に一律販売なのですね」

      「そう。量が多いから欲しい技術だけ買ってもらえればいい。約束したものや依頼するために必要な技術は渡すけどね」

      「Ａ級限定は意味があるのかにゃ」

      「Ｂ級構築技士やオークションにすると、ストーンズ側についた構築技士に技術を渡る可能性も高い。いずれは仕方ないが、少しでも遅らせたい」

      　提供リストは三種類ある。Ａ級構築技士に供与するもの。オークションで供与するもの。条件を設定せず供与するもの。これらのリストをオケアノス経由で公開するのだ。

      
        

      

      ☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

      
        

      

      
        【Ａ級構築技士向け技術リスト】
      

      
        『パワーパック追加型金属水素用超高圧炉について』
      

      
        『金属水素生成型システム運用について』
      

      
        『施設対応型金属水素生成装置・保管技術』
      

      
        『上位電磁装甲技術』
      

      
        『装甲筋肉技術』
      

      
        『簡易装甲筋肉採用複合駆動技術』
      

      
        『新型デトネーションエンジン技術』
      

      
        『各種ビーグルとシルエットとの連動を想定した次世代機体規格』
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        【技術オークションによる製造権・技術分与可能技術リスト】
      

      
        『航空機用金属水素応用エンジン』
      

      
        『金属水素貯蔵型システム運用について』
      

      
        『次世代複合駆動技術計画』
      

      
        『新型ナノ製鋼法』
      

      
        『汎用型プラズマ装甲技術』
      

      
        『新型複合駆動方式』
      

      
        『オクタアザキュバン使用兵装構造技術』
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        【構築技士ランク制限無し提供技術リスト】
      

      
        『次世代モジュール規格』
      

      
        『追加装甲新規格』
      

      
        『一般工場生成可能ナノカーボン複合合金材』
      

      
        『新ハイエントロピー合金生成技術』
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      
        ・
      

      ☆　☆　☆　☆　☆　☆　☆

      
        

      

      　ずらりと並んでいる項目は壮観ですらある。

      「コウ。技術革命するつもり？」

      　エメがぽそっと呟く。

      「革命といっても。惑星間戦争時代と比較したらローテクなんじゃないかな」

      「それでも喪われたロストテクノロジーだ。さながら技術復興ルネサンスだな」

      　ヴォイも今回ばかりは真顔で確認している。

      「このリストを通じて、俺たちの封印された知識も解放されている。認識封印って奴は厄介だ」

      「そういうものなのか」

      　どうやらリストを確認した時点でかつてどのようなものだったか、三人には理解できるらしい。

      「企業や要塞エリアの再編まで始まりそうにゃ」

      「持っている技術は同じ。どうブリコラージュするかのセンスは問われるな」

      「ドリル二号機作ろうぜ！」

      「わかっている！ ドリルはメタルアイリスのメンバーにも評判はいいからな！」

      　アキが想定価格を見て呆然とした。

      「金属水素生成炉ってこんなに高額なのですか。オケアノス経由で購入すると二十万ミナ！」

      　日本円で二十億相当。財務担当になりつつあるアキも呆れる価格だ。

      「シルエットが戦闘機なみの機動性をもつことになる。価格も戦闘機並みになるが」

      「これは仕方ない。惑星間戦争時代の技術そのもの」

      　エメも把握したようだ。

      「リアクターは金属水素生成炉などを取り付ける前提に設計されていたようだ。今のパワーパックは廉価版みたいなものだと調べてみてわかった」

      「ホウ素を元にした一次元ワン・ディメシヨントラス素材をリボン生成し二次元シート状に成形。ナノ物質を数十センチの厚みにした金属水素小型炉。惑星アシア上だと作れる施設ほとんどない気がする」

      「同じホウ素でもボロフェン系素材はシルエットの構造材に使われている。炉を作成可能な施設はこことあと八カ所あるようだが人類側には四カ所しか残ってないらしい。残りの施設は宇宙にあってオケアノス経由でも購入となる」

      「この上位電磁装甲は金属水素生成炉前提の技術ですね」

      「そう。だけどコスト的にも普及が難しいと思うから、タンク貯蔵型のプラズマ装甲を使ったタイプを用意しておいた」

      「なるほど。金属水素の精製施設さえあれば、エネルギー資源を購入して使用可能となるわけですね」

      「メタルアイリスは万全になるにゃ」

      　四人の説明に答えていくコウ。とくに反対意見もないようで安心した。

      「大型金属水素炉は企業が管理するんですね」

      「最初はそのほうがいいかなって。金属状態を維持する管理方法も気に留めないといけない。大型金属水素生成炉の設備投資費も莫大な金額になる」

      「二十一世紀でいえば油田を所有するようなものにゃ」

      「金属水素貯蔵型は純粋に推進剤やプラズマ装甲の燃料として運用。金属生成炉を搭載していないシルエットや航空機を運用するために所有者が購入。これが普通になる」

      　気になった点を見つけたエメが質問する。

      「次世代モジュール規格って、単に大腿部と腰分のジョイント部分を交換して車輪兼用のジョイントにするだけ？」

      「そうだよ。脚が破壊されたら自走できないからね。単に接続ユニットを移動用と割り切った車輪を最初から仕込むんだ。この構造なら戦場で脚を切り離して修理に戻ることができる。接続部をいっそ移動手段にしてしまおうと」

      「小さな工場でも対応可能な改装だな」

      　最後まで読んだヴォイが気付いた。

      「コウ。新型ラニウスはＡ１もＢも生産はＴＡＫＡＢＡに投げるのか？ 今後の継続生産を前提に、とは書いてあるが」

      「提案してみるつもりだ。ダメならクルトさんところで頼むつもり」

      「断るところはないだろうがな」

      「Ｂ型は製造施設の大改装も必要だから、企業として考えると微妙。経営で考えるとスルーしたいはず」

      　コストの概念はケリーにみっちり仕込まれた。原価や加工費だけではなく、施設投資費用も考えないといけない。

      「必要な設備の改修項目を見たらそうなるか」

      　ネメシス星系の重工業は完全オートメーション化がされている。想定したもの以外を作ろうとすると大幅な改修が必要だった。営利企業である以上、構築技士の希望だけで進めるわけにはいかないだろう。

      　あとはオケアノス経由で各地の構築技士に連絡を取るだけだ。各地の構築技士の反応次第で今後の展開も変わるのだ。

      　コウ自身期待と不安でいっぱいだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　ウンランは思わず口笛を吹いた。

      　オケアノスからの有償技術提供一覧はまさに垂涎。未来技術の結晶。

      　構築技士なら大枚をはたいてでもすべて手に入れたいところだろう。Ａ級構築技士が所有している企業ならば問題はないが、いかなる巨大工場を有している企業でも新技術が適用された兵器製造を行えるかとなれば話は別。

      　権限が拡張されることは間違いない。オケアノスを通じて工場のバージョンアップも行える。その費用が莫大なのだ。

      　技術を購入し、どんな兵器を構築するか。集中と選択が迫られる。高価なものを作っても購入者がいなければ意味がない。

      　目的に応じて工場をカスタマイズせねばならないのだ。工場のブリコラージュといってもいい。これほどセンスを問われることはない。

      「恐ろしいまでの技術の数々だ。まずいぞ。ぼくたちＡ級構築技士次第では一気に企業間の格差が出そうだ」

      　提供される技術にはレールガンに耐えうる仕様の航空機技術まで存在している。

      　これが実に厄介だ。航空機のノウハウを持っている企業は少ない。自分は陸上兵器で行くべきだろうと判断した。

      「ん？ コウ君からメールだ。このタイミングで？」

      　オケアノス経由で送られたコウのメールを見て息を飲んだ。

      　それは図面とそれに必要な技術権利の提供。オケアノスから届いた技術リストと同様のものだった。

      「〝機兵戦車〟だと――ドラグーン・タンク、本来は重騎兵。騎兵戦車からの機兵戦車、だな。シルエットは〝機乗兵〟といったところか。コウ君。漢字文化じゃないと、伝わらないぞ。はは、面白い」

      　ひとしきり笑ったあと、食い入るように見る。

      「無砲塔戦車に銃架。シールドも完備。装甲材が今回新提供のＣＮＢ強化合金複合材料を中心とした汎用型のプラズマ装甲。これで軽量化か」

      　今後、各地の製鋼所で作成可能な合金も増えていく。コウが作成権限を広げたのだ。

      　送付された図面ではカーボンナノチューブと金属フラーレンを結合させたカーボンナノバッドを添加した複合材料を使用している。チタンからアルミニウムまで軽金属が主体だ。高次元投射装甲に加え、もととなる材質の強度も上がる。

      　カーボンナノチューブは小さすぎて複合材料に使うと漏れ落ちやすい。そこでフラーレンを結合させ、楔くさびにして落ちないようにして複合材料の機械的性質を向上させている。

      　プラズマ装甲も新型素材だ。通電式電磁装甲の一種である。複合装甲の間にはさんである媒体が高温となり、敵の攻撃を防ぐ。プラズマ装甲はこの媒体をプラズマ化させジュール熱を発生させる。

      　レールガンやＡＰＦＳＤＳ、自己鍛造弾からレーザー兵器、機関砲にも有効だ。放たれる侵徹体が金属に触れると流体となる。その流体をジュール熱で気化させ、電磁波によって横方向に流し威力を削ぐというものだ。

      「採用できる面が限られるシルエットに比べ、戦車はプラズマ装甲を採用できる面積も大きい。これは確かに欠点改良できるな。とこれは……」

      　また思わず笑ってしまった。ウンランに相談という形のシルエットの機甲合体システムという追加装甲案だった。

      「機甲合体ってなんだ！ 騎兵戦車用追加装甲――脚を戦車に深く差し込んで座位状態。銃架と一体になる追加装甲と追加ロケットランチャー二門で戦車と一体化。ギミックは不要、追加装甲と戦車の装甲を最初から一体化したデザイン。シルエットが降りたら軍馬と騎士が登場、か。普通にありだぞ」

      　戦車と合体するなど本来は意味がない。しかしタンクに跨乗こじょうする前提のシルエットに、移動中の防御力を上げるのは当然のこと。

      　タンクデサント運用における歩兵の死亡率は極めて高いのだ。背の高いシルエットならなおのこと。敵ならばファミリアが乗っている車両は後回しにしてシルエットを狙ってくるだろう。

      「もう一つのファイルは運搬用のティルトローター機。機兵戦車一対を運搬できるのは大きい。問題があればご教示お願いします、か。いやはやコンセプトは面白い。しかも完成したら即発注ときたか。若干だが改良の余地がある。ミサイルはオプション装備でいい。――これは忙しくなるぞ！」

      　目の前にコウがいるような錯覚を覚えるほどの、明白なコンセプト。

      　いつの間にかコウからの図面にウンラン自身が夢中になっていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「おーい！ みんな集まれー」

      　スカンク・テクノロジーズのラボで、仕事をしていた各種の構築技士たちやファミリアがケリーのもとへ集まった。

      「コウの野郎から、どえらいリストが届いたぞ！ これが新しい技術だってよ！」

      　空中にスクリーンを投影させ、リストを見せる。

      「ボス、これって」

      「ちょっと待てよ！ こんな技術一気に解放されたら、現行のシルエット全部型落ちになっちまう！」

      　あちこちで歓喜とも悲鳴とも取れる叫びが上がる。

      「しかも俺様にだな。直々に依頼がきたんだぜ。ジェニー用のフェザント後継機開発ってやつをな！」

      　別のモニタを表示させる。

      「要求性能は、美しく、より高く、より速く――挑戦状だな。こしゃくな奴め」

      「ボス。嬉しくてたまらないくせに」

      　マットも思わず笑った。ケリーは子供のように目を輝かせている。

      「ここまでお膳立てされてはな。新型回転デトネーションエンジンに、新装甲材。極めつけはこの金属水素だ。こいつがとくにやばい」

      「ボスがやばいっていうと本当にやばいですからやめてください」

      　ジャリンが怯えながら言った。

      「まあ聞けよ。こいつがあるとだな。大気圏内ならほぼ補給いらず。推進剤を無限に得ることができる。もちろん使い切ったら生成時間は必要だがな！」

      「どういうことですか！」

      「昔の映画にあっただろ？ 車をタイムマシンに改造するやつ！ ジュースの飲み残しを車の吸入口に注いだら、車が空を飛んでタイムマシンになるってな！ あれみたいなもんさ」

      「そんな映画は知らないですね……」

      「くそ。若い奴は知らないか。水素に超圧力をかけて金属水素ってやつになるんだが、こいつのエネルギー効率が桁違いなのだ。ＴＮＴ火薬の五十倍以上だな。ごく僅かだが空気中にも水素はある。常時かき集めて超効率の燃料を生成できるパワーパックをシルエットに内蔵できるのさ」

      「ＭＣＳは飲料水の生成機能がありましたね」

      　スタッフの一人が納得する。脱出カプセルでもあるＭＣＳは、水や空気生成機能は標準装備だ。

      「惑星間戦争時代の技術とスカンクも言っていた。シルエットのパワーパックは金属水素炉を使う前提で設計されていたんだろうな」

      「ということはスカンクのようなシルエットを再現可能に？」

      「そういうこった！ オケアノスから提供される、Ａ級構築技士しか買えないリスト。こいつを全部買うと明日からピザだけの生活になりそうだ。だが全部買うぞ！」

      　全員絶句した。リストに掲載されているリストの金額はどれも莫大な金額だ。

      「俺が一番恵まれているんだぜ？ 金属水素炉を含め後継機開発技術はコウから提供されるんだからな。さすがファミリーだ」

      　すでにファミリー扱いされているコウだった。

      「一番高額な部類の技術ですよね、これ」

      「とびっきりのプレゼントさ。忙しくなるぞ！」

      　そういって集まったメンバーをそのままにケリーは自分専用のラボへ駆け込んだ。

      　皆苦笑しながらも、技術リストを眺めながら活発な議論に身を投じたのであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　兵衛とクルトが電話会談を行っていた。

      　二人が長話になることは珍しくないが、今回はとりわけ長い。

      「フッケバインが完成の目処とは嬉しいですなあ」

      「ええ。コウ君には頭が上がりません」

      　クルトもまたコウからの提案書を受け取っていた。

      「ラニウスやヴュルガーの腕部と脚部換装問題。あれは実に見事でした」

      「これもクルトさんのご指導のおかげですな。私ではああはいかない」

      　コウがラニウスやヴュルガーの問題点解決方法を装甲筋肉用新規格の提案という形で示してきたのだ。それは実にシンプルな方法であった。

      　シルエットの腕と足の接続は共通規格。人間の腕の筋肉と肩の筋肉は一体だ。腕だけ交換可能方式にすると人工筋肉の制御の効果は薄い。腰と太ももの筋肉、脚も同様だ。コウが示した解決策。それは腕と足の互換性を保ちつつ、複合筋肉採用の機体にのみ適用される規格を導入するということだった。

      　腕と胸部、腰と足を一体化したパーツとして設計したのだ。右腕を交換する場合、右腕と右胸部ごと交換するのだ。脚も同様。右太ももと右腰を交換する。

      　無論交換コストは上がるが、整備性を落とさず性能の向上は見込める。代替品がなければどのみち通常規格の腕を装着せねばならないのだ。

      　腕の接続部そのものは通常規格そのままだ。コストよりも整備性を重視した提案にクルトは満足した。費用対効果は大事である。だがどのような層が使うかも考慮せねばならない。

      　複合駆動を利用するものは資金に余裕がある傭兵。戦場では腕を接続した後、装甲を開いて肩と腕の人工筋肉をつなぐ時間などないのだ。

      「彼の身体、体幹の理解の深さならではですよ。どのみち複合規格を採用しているのは私達のみ。推進するとしましょう」

      「はい。コウ君の努力を無駄にするわけには行きませんからね」

      「オケアノスから提案されたリストをみて確信したのですが、ネメシス戦域のシルエットの性能は著しく向上するでしょう。ですがそれはあくまで射撃に対してのみ」

      「ですな。あいつはどうやらネメシス星系を斬り合いの世界にしたいみたいで」

      「複合駆動機体の価値も大きく上がります。それでも決してコストパフォーマンスはよくありませんが、高級機は複合駆動形式採用が増えるでしょうね」

      　二人がしきりに語り合ったのは装甲技術の向上や徹甲弾やレーザーに対する対策だ。

      　オケアノスから提案された技術には、火器や誘導兵器の類いが一切なかったのだ。

      　上位電磁装甲などはその最たるもの。これは荷電粒子砲への防御さえ考慮している。

      「複合駆動の性能が上がると、通常型式の性能もまた上がるでしょう」

      「ええ。新技術が投入され、最良の組み合わせをブリコラージュするため、各地の構築技士が眠れない日々を過ごすでしょう。私達は使える材料が増えた分、面倒なことになりました」

      「それはそれで楽しみが増えるってもんじゃあありませんか」

      「そうですね。兵衛さんと話す楽しみも増えるというものです。そうそう。ブリコラージュの材料といえば、ジョン・アームズのジャック・クリフさんはリストの技術すべてを即決で購入したらしいですね……」

      　二人はひとしきり歓談に興じたあと、回線を切った。

      
        

      

      　電話を切ったあと、クルトはコウの提案書とオケアノスの技術リストをみて満足げにうなずいた。

      「複合駆動ではない、第三の駆動方式、装甲型人工筋肉。それはまさにフッケバインが目指した人工筋肉のみの機体。コウ君。まさか金属水素を血液にし人工筋肉そのものを電磁装甲にするとは夢にも思いませんでしたよ」

      　コウが提案してきたフッケバインへの提案。それはゴム合金や金属ガラス基、負のポアゾン比を持つ、ナノセラミック複合材で構成された複合装甲なみの強度を持つ人工筋肉。装甲筋肉の内部に媒体である金属水素を注入し、電磁装甲と化すものだ。

      　表面の装甲は積層化ナノセラミックのみ。軽量化を追求したものだが、メインはあくまで全身を覆う装甲筋肉だ。

      　金属水素生成炉と新型の装甲筋肉のコストは今までとは比較にならない。惑星アシアにおいてもっとも高額シルエットが完成する可能性はある。

      　汎用型金属水素を使ったプラズマ装甲と上位電磁装甲の違いは媒体だ。プラズマ装甲はリアクターさえ積んでいればどれでも換装可能。

      　新技術である装甲筋肉も媒体に金属水素を使う。木星の川は金属で出来ているといわれているように流体金属だ。流体金属状に変化した金属水素が血液のように全身を回っている。それを本当に血液のように応用し、伸縮可能にしたものが装甲型人工筋肉であった。

      　金属水素はウィスが途切れたら金属状態を維持できない。本来は超高圧下でしか存在できない物質だ。ウィスが無ければガス化して拡散する。管理的にも安全だろう。

      「さて。私も一括で購入するとしますか。後発企業はそこらが辛いところですが……兵衛さんならコウ君が提供するでしょうし、問題ないでしょう」

      　オケアノスに一括購入を連絡したあとクルトは浮き足立つ心のまま、フッケバインの元へ向かった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「川影。よくきてくれた。これをみてくれ」

      　兵衛は社長の川影を呼びだした。この男は五十代前半のやり手であり右腕だ。

      　弓道の経験がありアーチュリーやライフルの名手でもある。構造材にも強くシルエット開発に役立っていることは言うまでもない。この男もＢ級構築技士なのだ。

      「会長。オケアノス経由による提案書？ これは……再構築されたラニウスのＡ１型と、その後に提案されるであろうＢ型？ そして来るべき強襲飛行型であるＣ型に向けた共同研究と」

      　兵衛に手渡されたタブレット型端末を確認する。

      「ＴＳＷーＲ１シリーズ再生産計画の依頼ですか」

      「Ａ１型に関してはまるっきり装甲材は変わっているが基本フレームや構造は大きな変更はない。生産ラインはファルコの奴をそのまま使えるだろうよ」

      「ですが！ これは！ いえ。Ａ１型に問題はありません。Ｂが……」

      「わかっている。これを全部再現するとなると、莫大な金がいる。融資も必要だろう。だがなあ。やっぱ俺ァ作りたいんだよなあ」

      　ラニウスは自信作だったが使い手を選んでしまいセールス的には振るわなかった。

      　川影の尽力により汎用性を高めたファルコに生産ラインを切り替え、複合駆動機構を維持させたのだ。

      「会長。やりましょう」

      「へ？ いいのかよ。高すぎて売れないぞ、これ」

      　反対されると思っていた兵衛は拍子抜けした。川影をどう説得するか思案もしていた。

      　オケアノスから提示された技術リストの価格は新興企業には辛い額であった。

      　せめてあと十年あればすべて買えたであろう金額。この依頼を受けるとなると話は別だ。生産に必要な技術が提供されることになり相当の金額が節約できるのだ。

      「やらない手はありません。これを生産することで、オケアノスからの技術リストの主要技術、無償で受けられるのです。依頼主にも恩が売れるでしょう」

      「違いないな」

      　ＴＡＫＡＢＡには装甲筋肉のノウハウがある上、転用可能なラインが相当ある。他の企業なら初期投資だけでも莫大な額になるはずだ。技術供与があるとはいえ汎用性に欠けるラニウス再生産に手を挙げる企業はそう多くは存在しないはずだ。

      「ただ我が社単独だけできついことは事実。Ａ１型とＢ型の本体は我が社で。Ｃ型の強襲飛行ユニットの追加装甲に関しては、御統みすまる重工業さんとの提携を提案しませんか」

      「そうか！ あそこは航空機にも強いか！ 相手と調整はいるが、そこで手打ちにしてもらうか」

      「もしダメでもなんとかうちで引き受けることにしましょう」

      「助かるが、いいのか。利益はあんまねえぞ。むしろ赤字かもしれん」

      「技術の変革期に乗り遅れるほど勘は衰えていないつもりですよ」

      　川影は不敵に笑った。

      「そういう社長がいると安心して隠居できるぜ」

      「まだまだ現役ですよ、会長は。では私はファルコのラインの稼働状況を確認します。では」

      　川影が部屋から退出する。

      　兵衛は何度も端末を確認し、ラニウスＡ１とＢの図面を眺める。今から完成が楽しみだった。Ａ１は現在生産されているファルコをラニウスに戻し、装甲とパーツを換装させればいいのみだ。

      「嬉しそうね。ヒョウエ」

      　彼が覗き込んでいる端末を隣で覗いている少女がいた。銀髪の少女、アシアだ。

      「ああ。コウ君だろ、これ」

      「うん。コウだよ！」

      「コウ君、俺達を許してくれるといいんだけどなあ」

      「許すって？」

      「いまだに直接連絡をくれない。きっと俺のことは知っているだろう。しかしクルトさんには連絡はあるらしいのに、俺のところにはないんだ。つれねえじゃないか。きっとあの日。転移してきた日になにかあったに違いない」

      「それは私の口からはいえないけどね。でも許すもなにも怒ってないよコウは。連絡が遅れて話しかけづらいだけじゃないかな」

      「そうだといいんだがな。本当に怒っているなら俺に依頼せずクルトさんに頼むか。きっとそうなんだろう」

      　兵衛の肩に鷹が舞い降りた。ファミリアであり、彼の相棒だ。

      「兵衛は心配が過ぎます。みてください。明らかにあなたあてのメッセージが図面に込められている」

      「体幹や刀法。例として二天一流時と一刀流時の攻撃パターン登録。俺の流派に詳しい奴じゃないと無理だわな」

      　これらの文章を見て、兵衛が嬉しくなったのは確かだ。コウと対話している気がしたのだ。

      「そう遠くないうちに話せるよ。コウも会いたがっているよ。じゃあ私、そろそろ行くから」

      「アシアのお嬢ちゃんがいうなら間違いねえな。ありがとよ。再会を楽しみに待つか」

      　アシアの姿がすぅと消える。

      　兵衛は飽くことなく、図面を眺めていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アストライアの指揮所のなかでコウは一人端末とにらみ合っていた。

      　オケアノスに技術提供依頼を行ってから二週間ほど経過した。

      「Ａ級の人たちは全部買ったのか」

      『はい。技術革新の流れに乗り遅れることを危惧したのでしょう。ブリコラージュするには材料はあればあるほどよいのですから』

      　アストライアによる報告だ。オケアノス経由で流した技術は、すべて購入されたという。分割払いの場合もあるが急いで金が必要なわけではない。

      「兵衛さんのＴＡＫＡＢＡにも御統重工業との協業と技術共有の承諾は出したよ。Ａ級技士たちの間でも、不公平がでるのはアストライアにも申し訳ないけどね」

      『コウとの関係性は重要です。全ての構築技士に一律同額、同提供は別の意味で悪平等となります。前提条件の企業間の競争力は平等ではないですからね。機会は同一に与えられております。問題はありません』

      「そういってくれると助かるよ。これで目標とする機体――ラニウスＣ強襲飛行型の研究もはかどる」

      技術を無償提供する企業としない企業が発生したことを気にしたのだ。コウからの依頼と指導してもらった礼を兼ねている面もある。訪問しなかった企業には無償提供した技術はない。幸いなことに技術提供しなかった企業は大きな資金力を持つ二社。すべての技術をいち早く購入したメーカーでもある。

      「鷹羽兵衛に名乗らないのですか？」

      　コウはシルエットベース所属の構築技士としか名乗っていない。

      「今はまだね。向こうも察しはついているというけど名乗りにくい。こうやって連絡が取れるようになっただけでも進歩だよ」

      　コウにも思うところはあるのだろうと察して、アストライアは話題を変える。

      『今回の報酬はオケアノスが回収する額が九割近くになります。ご了承を』

      「問題ないよ。提供してもらった技術だ」

      　今回はＡ級構築技士への技術提供はオークション形式ではないので、値が釣り上がることもない。Ｂ級からは競争力の面もみて定期的にオークションにする。後発企業が買えるころには普及しているだろう。

      　こうなると富がコウ個人へ集中する。コウが開発した技術ではないのだ。提供元のオケアノスが回収し、管理するのは当然だ。一割とはいえ莫大な資産となっている。

      「ふと思ったけど宇宙素材やＡスピネル、今回の金属水素炉は基本的にオケアノスからしか買えないよな。精製用の建築資材も。これって税金代わり？」

      『税金の概念とは少し違いますが、そのようなものですね』

      　インフレを防ぐため通貨供給量と戦略物資にあたる現物資材の購入価格でバランスを取っているのだ。行政が行うべき多くのことまでオケアノスが行っている。

      「今後どんな揉め事が発生するか。それが怖いな」

      『解析した結果、ストーンズの侵攻が始まるかもしれません。急ぎ戦力の拡充を』

      「どういうことだ？」

      『アシアが解放され封印されていた仕組みを解析しました。その結果アシアが一つ解放されると他のアシアを死守する必要が増したことが判明したのです』

      「アシアの解放が？」

      『はい。アシアは同時にすべて抑える必要があったのです。もし今他のアシアを爆破するなり、破壊しても時間が経てば分散型ナノマシンを通じ、我々が奪還したアシアに力が戻ります』

      「それは朗報じゃないか！」

      『間違いなく。アシアにこれ以上力を与えないためにも、ストーンズはアシアを封じている要塞エリアを死守する他なくなったのです』

      「ちょっと待ってくれ。それがどうして戦力の拡充の必要性に？」

      『時間が我々に味方する今、ストーンズは物理的に人間を勢力下に置く必要が生じたわけです』

      「もうアシアはどう足掻いても捕らえることはできない。残りも奪われるばかりで死守せざるをえない。別の方法で人類を制圧しないといけなくなったと」

      『その通りです。ストーンズも支配範囲は広く、選択と集中を迫られています。どのような作戦をとるか想像できない以上備えておくに越したことはありません』

      「わかった。ありがとう、アストライア」

      　改めて構築技士三人から送られてきた提案書の回答を確認する。

      　ウンランからは騎乗戦車と追加装甲の改良案、バリエーションが送付されてきた。

      　騎乗戦車での追加装甲は、機甲合体システムとして共通規格の提案がなされていた。

      　バリエーションとしては火力ではなくサポートのため重ガトリングガンを装備したタイプと、チェーンを装備し前線での補給作業に特化した作業機の二つだった。とくに作業機案に飛びついたコウは規格化の承諾とすぐさま発注依頼を行う。

      　ケリーからはフェザントの後継機案がすでに送られてきていた。

      　タキシネタと称された開発機は漆黒の美しい機体だった。ジェニーに確認を取り、むしろせがまれて即座に依頼した。

      　クルトからはフッケバイン完成の目処と実装する予定の改修案が送付されている。

      　製造施設の改修に入り、すでに作成に取りかかっているとのことだ。

      「戦力か。そういえばアルゲースが完成したと言っていたな」

      　コウは立ち上がり、艦内へと移動した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「待っていたぞ、コウ」

      　アルゲースと五番機が並んでいた。

      　アルゲースが手に持っているのは、刀状の武器だ。鞘に収められている。何本か用意されている。

      「ありがとう、アルゲース！」

      　コウは五番機に乗り込み、アルゲースからシルエット用刀を受け取る。コウが選んだ形状は太刀タイプ。腰のジョイントに吊るし、太刀が佩けるようになっていた。

      　念願のシルエット用の刀と鞘だった。アルゲースはずっとコウのためにシルエット用の刀型ブレード作成に携わっていた。

      　コウが望んだものは、しなやかでシンプルなシルエット用の武器。

      　しかしアルゲースは異様なこだわりを見せた。

      「過去のデータを検索した。実用一点ならば切れ味、整備性に優れた量産品があるので参考にすればよかった。だがこだわってこそ刀だろう」

      　アルゲースは多種多様の合金を用いシミュレーションを重ねていた。実際に試作までしてはダメだしを行う。その姿はまさに刀匠。神話に出てくる神の鍛冶師そのものだった。

      　コウもまた、アルゲースのもとへ訪れては、相談をしながら試していた。

      「完成品はどんな感じに？」

      「金属水素炉を転用できたことが大きい。超高圧力炉を使った粉末冶金法だけでもよかったが、それを母材に試行錯誤でよい刀が完成した。コウが教えてくれた鍛刀のやり方が参考になったぞ」

      「鍛刀が参考になるのか？ アルゲースならもっと驚異的な技術があるような」

      「そうでもない。日本刀は参考になったよ。母材はタングステン系マテリアルを皮金に、心金を展延性が高いタンタル系のマテリアルを真空冶金法で作成したものを。刀身を鍛えるために爆発圧着――刀鍛冶の甲伏せに折り返し鍛錬に相当する処理。これが二種類の異材結合を可能にした」

      「本当に日本刀のようだ」

      　コウは新しい武器を食い入るように見つめている。残念ながら匂口においぐちのような刃文はない。

      「そこから素延べ、火造り、反付けに相当する加工を行い、しなりがあり超高硬度の刀身ができる。最後にナノコーティングを施して完成だ」

      「研磨は？」

      「刀の真の力を引き出すには研ぎが重要だったな。研ぎにも数時間かかるほど力を入れた。切れ味も保証する。この刀はウィスを通す以外なんの仕掛けもないものだ」

      「本当にありがとう。アルゲース。試し切りしてみてもいいかな？」

      「ああ。そう言うと思って合板を用意し、ウィスも通してある。思い切りやってみてくれ」

      　コウは五番機を合板の前に移動させた。五番機は腰を落とし、鞘から刀を引き抜く。

      　五番機は入力されたデータに従い、自然に握り方、いわゆる手の内、鞘引きの所作を完璧にこなす。

      「鞘がある。操作に違和感もない……」

      　誰にも理解されそうにもない感動に打ち震える。

      　コウの流派ではとくに鞘引きを重んじていた。抜刀という一工程多くなる抜き打ちにおいて鞘引きを行うことが多くの利点を生むのだ。それは斬り合い時に真価を発揮するだろう。

      　次は実際に斬る――再び鞘に収め、渾身の抜刀を行う。

      　刀身は光を発し、合板を切断した。――比喩ではなく、物理的に。

      「アルゲース！ 光ったぞ！」

      「どうだコウ。すごいだろう」

      　アルゲースが自慢げにコウに解説する。

      「芯金にしたタンタルがコンデンサに、皮金にしたタングステンが電極の代わりになっているのだ。刀を高速に振ることによって、剣圧を利用しガスを利用しない高温のアークが発生する。刀身寿命にも影響はない。あくまで付随効果だが、見た目も派手で実用的な効果だぞ」

      「すごい！」

      　コウの語彙が死んだ。

      　この刀に惚れ込んでしまったのだ。魅入られたのかもしれない。

      「鞘も特別製なのは言うまでもないな。大太刀、太刀、打刀、脇差。形状にあわせて何本か用意してある。好きなだけ振るがいい」

      「そうする！」

      　無心で合板を切り刻むコウ。なくなるとすぐにアルゲースが代わりにのものをセットしてくれる。念願のシルエット用太刀。アルゲースが苦心して作ったであろうギミックに、興奮を隠しきれないでいた。

      「コウ。ゴハンデスヨ」

      　試し切りは夕暮れになっても遊んでいる子供を迎えに来たお母さんのように、ポン子が連れ戻すまで続けていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　ディケからの緊急警報が鳴り響く。

      　総員は緊急戦闘配置につく。初めての事態だ。戦闘指揮所にメンバーが集まる。

      「ディケ。現状は？」

      『Ａ０５１要塞エリアが侵攻されています。映像が届いています』

      　画面が映し出される。それは悪夢のような光景。

      　要塞エリアのなかに二体のエニュオ。そして見たことがない巨大な蜘蛛型のマーダー。その内部から無数の小型蜘蛛型のケーレスが出現し、都市へ進軍する。

      　大量のケーレスとテルキネスの群れ。

      　背後から進軍するストーンズ勢力の傭兵であるシルエット部隊。機種はまばらだが数は優に二百を超えるだろう。

      　ファミリアやセリアンスロープたちが乗っている装甲車や戦車は破壊し尽くされていた。人間たちはシルエットに乗ったまま投降している。蜘蛛型のケーレスは特殊なワイヤーでシルエットごと捕縛していた。

      　蜘蛛型の巨大マーダーが鳴いた。そう錯覚するほどの威圧。

      　放たれる無数の砲撃。着弾地点で爆発が起こる。レールガンの直撃を耐えうる建物が破壊されたのだ。

      　破滅の鐘が鳴り響く――その号砲は絶望をもたらす。

      「こんな数の敵シルエット部隊なんて初めてみた……」

      　呆然とブルーが呟く。

      「要塞エリアに侵入されてから一時間。散発的な戦闘は数時間前からあったそうだけど、一気に押し寄せてきたみたい」

      　Ａ０５１要塞エリアから送られてくるニュースを確認するジェニー。

      「Ａ０５１要塞エリアは惑星アシア最大の拠点よ。現在も戦闘中だけど陥落は時間の問題」

      「ジャック・クリフさん率いる転移者企業のジョン・アームズもあります」

      「降伏勧告も出ているようね。制圧目的、か」

      　ジェニーとブルーが状況を確認する。

      「惑星アシアで最も栄えている要塞エリアの一つ。それを攻め落とせるほどの戦力だなんて」

      「テルキネスと傭兵の混成部隊の運用は珍しい……」

      　過去の戦闘データを確認しながらブルーが呟く。よほど不自然な状態だったようだ。

      「蜘蛛型の巨大兵器は初めて見るな」

      「あれはピロテース。ギリシャ神話における愛欲を司る女神の名前ね。あれが出てきたというと、人類を殺戮するために出撃したのではなく、制圧するために派遣されたということ」

      『これだけの戦力を一度に動かすと、ストーンズ側も負担は相当なものです。いくつかの拠点は捨てる覚悟で攻めたのでしょう』

      　Ａ０５１要塞エリア内の各地の映像が表示されている。

      　シェルターが破壊されそこから次々となだれ込む敵部隊。ピロテースの遠距離砲撃にさらされ破壊される市街地。

      　逃げ惑う人々。必死に誘導するファミリアたち。装甲車に乗って敵地に向かうファミリアたちが悲壮感に満ちている。

      　対応する戦車の防衛部隊や傭兵。防衛部隊もかなりの数だが圧倒的なケーレスの群れに、徐々に数を減らしつつある。

      　近隣の要塞エリアからも援軍は派遣されるはずだが、自分たちの拠点も防衛しなければならないのだ。増援は見込めないであろう。

      『マーダーの拠点基地艦を確認。前線で故障したマーダー各種を修理する、無人兵器を搭載しています』

      「最悪ね。いつもは増援なんてないのに、今回は補給ラインの完備。これはかなり本気」

      　投影モニタに緊急アラートが鳴り響く。別の襲撃警報だ。

      「次はなんだ！」

      『別要塞エリア、襲撃されています。Ｄ５１６要塞エリア――クルト・マシネンバウ社が所属している場所です』

      「なんだと！」

      『映像を繋ぎます』

      「何よ……あのケーレス……」

      　ジェニーが呆然と呟いた。

      　映し出された映像は、恐るべきものだった。彼女さえ見たことがない敵。

      　新型ケーレスが大量にいた。生理的嫌悪を感じるほどの無機質な鋼色の甲虫型。

      　クワガタ状のもの、カブト虫状の巨大な砲を持ったものがいる。装甲車や戦車と戦っているがたまに空を飛ぶ。飛行能力を持つ戦車のような敵だった。その後ろにはエニュオ型が一体。ピロテース型が一体。

      　人間が搭乗しているであろう傭兵部隊とおぼしきシルエットと戦車の軍隊。四脚のような超重戦車までいた。

      『コウ。アシアを通じた連絡が入りました。クルトより緊急回線です。繋ぎます』

      「頼む！」

      　コウが叫ぶ。

      「コウ君。ＭＣＳの中から失礼するよ」

      　パイロットスーツを着込んだクルトがそこにいた。

      「クルトさん！」

      「敵の総攻撃を受けるのは二回目です。幸い君のおかげでフッケバインも完成した。これで思い残すことはありません。設計データも君へ転送しておきました。参考にしてください」

      「なにを言っているんです！ 今から助けに行きます！」

      「ダメよ。コウ。それは隊長として認めるわけにはいかない」

      　ジェニーが苦悶の表情を浮かべ、割って入る。

      「ジェニー？」

      「ここにはアシアがいる……こんな状態で私達がこの場を離れるわけにはいかないの」

      「ジェニー女史の言うとおりです。君はここへ来てはいけない」

      「そんな！ クルトさんが！」

      「奴らの狙いは人類の拠点を奪取することにあります。降伏勧告がこちらにもきているのです」

      「それなら！」

      「君は力を蓄えなさい。この侵攻が終われば戦線は伸びきった状態となる。再び膠着状態に陥るはずですから」

      「しかし！ クルトさんが！」

      「撤退戦は慣れていますよ。何度敗残兵となったか、わからないぐらいです。君と違って私は三十年アシアにいるのですよ？」

      「でも……」

      「その気持ちは嬉しいです。ですが物理的にも間に合いません。状況判断は大切です」

      　こんな状況でもコウを導こうとするクルト。

      　確かに今からキモン級で向かおうにも数時間かかる。海中から進軍しても丸二日かかる場所だった。空を飛んで向かうという手もあるが、それではストーンズにシルエットベースの場所を知らせるようなものだ。

      「アシア。私の戦闘データを最後までコウ君に届けてくれ」

      『わかったわ、クルト。死なないでね』

      　クルトの声に反応してアシアが現れる。悲しげに瞳を伏せた。

      「善処はします。ではコウ君。期待していますよ」

      　そういってコウの返事も待たず、通信が途切れる。

      「コウ……」

      　ブルーも彼に掛ける言葉が無かった。

      「ディケ。クルトさんのデータを五番機へリンクを頼む。情報をもとに戦況を分析。新型ケーレスの特性を把握してくれ」

      『了解いたしました』

      「ジェニー。総員配置はそのまま。シルエットベースの防衛に全力。それでいいかな」

      「ボス。それでいいのよ」

      「うむ。コウ。それでよいのだ」

      　ジェニーとリックがうなずく。このシルエットベースを守るために、最善を尽くさなければいけない。

      『Ａ０５１要塞エリアとジャック・クリフ。ストーンズに投降。制圧されました』

      　別の画面では、戦闘が終了したＡ０５１要塞エリアの様子が映っている。

      　わずか半日で落ちたのだ。

      　みんな無言だった。Ａ０５１とＤ５１６の映し出されている光景をじっと見つめていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      『各要塞エリアの援軍、引き返します。こうなると、手出しできません』

      　クルトのＭＣＳに緊急回線が入る。

      　通信先はコントロールセンターからだ。この要塞エリアのエリア長オスカーは避難せず残っていた。

      「クルトさん。防衛線が崩壊しそうです」

      「わかりました。ではＤ５１６は放棄しましょう」

      「放棄ですか！ ですがクルトさんの会社施設が！」

      「諦めましょう。敵の目的はむしろ施設でしょう。無傷で手に入れたいに違いありません。彼らに勝つことはできませんが、負けることもありません」

      「……わかりました。ですがＡカーバンクルを解除するにも、あと最低一時間はかかります。そこまで持つかどうか」

      「持たせましょう。ファミリアたちが時間を稼いでくれていますが、住人の避難を優先させてください」

      「わかりました」

      　クルトがＭＣＳ内で戦況を分析していると、今度は個人回線から連絡がある。

      　回線を開いた。

      「あー、クルト君。アルベルトだ。命の保証はする。投降してくれたまえ。同郷のよしみだ。私も君に死んで欲しくはない」

      「アルベルトさん。命の保証だけですよね。心は？ 魂は？ 私は私でいられるのですか？」

      　アシアから聞いた半神半人の仕組みを言外に匂わすクルト。

      「それは……適合者がいなければ大丈夫だ」

      「そんな賭けには乗れませんね。ストーンズの候補者が何人いると思っているのです」

      　アルベルトが口ごもる。

      「最後まで戦いますよ。では、さようなら。あなたがいるなら無駄な殺戮さつりくはないと信じます」

      　通信を切る。最後の一言は相手の良心に向けたいわば保険。本当のところは欠片も思っていない。アルベルトは利己的な男だ。クルトの身柄を確保することが任務であろう。

      「まずいことになりましたね。私個人に直接投降の呼びかけ。襲撃されているエリアはこの場所とＡ０５１。――構築技士の捕縛も兼ねているのか」

      　端末に手を走らせる。構築技士の権限を持って工場内の生産ラインを初期化。

      　施設の破壊ができない以上これが一番効率的だ。データを復元するにしてもＡ級構築技士権限が必要な部品の再現はアルベルトでは不可能なはずだ。

      　次に彼は社員宛に共通回線を開く。

      「クルト・マシネンバウ社の者に告ぐ。Ｄ５１６の放棄が決定。全員脱出せよ。ファミリアも、セリアンスロープも、です。私は防衛戦に参加し、その後離脱します。これは絶対命令です。反対は許しません。では」

      　そういって一方的に回線を切る。彼と一緒に戦う者が出ないとも限らない。脱出を厳命したのだった。

      
        

      

      　コントロールセンターに向けてマーダーたちが進軍する。

      　ケーレスたちは邪魔する装甲車両の排除に向かう。現状の敵はファミリアのみ。セリアンスロープも避難対象だ。犬型や猫型を中心に総動員されている。彼らに投降は認められない。破壊されるのみ。それならば最後まで戦い抜く覚悟だ。

      　一両の装甲車がスパイダー型のケーレスに囲まれている。

      　砲撃で対抗しているがレーザー照射であちこち孔だらけになっている。

      　突如、スパイダー型が爆発する。空間が歪んだ――その先に浮かぶ、漆黒のシルエット。フッケバインだった。

      　フッケバインは装甲型人工筋肉。外部装甲はナノセラミック製が中心。ならば、と光学迷彩仕様にしたのだ。特殊な処理はツヴァイハンダーのみで済む。

      　瞬く間にツヴァイハンダーでスパイダー型を斬り倒す。猫型のファミリアは唖然とした。これほどの運動性を持つシルエットは見たことがない。

      「ありがとう！」

      「君は早く補給に向かいなさい」

      「はい！」

      　礼をいう猫型ファミリアに告げるクルト。心が痛む。本当は逃げろと言いたいのだ。せめてこの場から離れさせることが先決だ。

      　スパイダー型をいくつか倒したところで、新型のビートル型と対峙する。

      　見るからに重装甲。一本角と鋏型がいる。

      「ライノセラスとスタージ、か」

      　レーザー砲を二門装備した、スタージ型に突進する。小回りが利かないようだ。すぐにフッケバインを見失う。死角からの斬撃がやすやすと装甲を切り裂いた。

      「思った通り、こちらはバッテリー駆動タイプの随伴機か。ならば本命は数が少ないこちらか！」

      　レールガンを装備しているライノセラス型と対峙する。

      　フッケバインはレールガンの直撃を数発受けるが、あちこち軽く発光するだけだ。これは装甲筋肉内のジュール熱で侵徹体が破壊されているからだ。

      　動作は鈍い。そのまま走り寄り、その角みたいな砲身を切り上げる。

      　ライノセラス型はそのまま体当たりをはかるが、軽くいなして終わる。

      「フッケバインなら余裕ですが……通常のシルエットでは太刀打ちできないかもしれません。小型戦車そのもの」

      　完成したばかりのフッケバインの圧倒的な運動性能で捌さばいてはいるが、かなりの強敵だ。装甲の厚さが尋常ではない。通常の火力ではダメージを与えることなどできないだろう。このケーレスは前線を押し上げるための戦車だと判断した。

      「さて、そろそろ行きますか」

      　彼は砲撃を避けつつビルの合間を駆け巡る。脚力だけで駆け上がる、ありえない運動性だ。通りすがりの敵は斬り倒しつつ段差を利用して駆け上り、とうとうピロテースの前にたどり着いた。

      「アルベルトさん。聞こえますか」

      「クルト君！ 君がその機体に乗っているのか。攻撃止め！」

      　慌てたアルベルトが攻撃中止命令を出す。

      「気が変わりました。一つだけ条件を出します。それを飲めば投降しましょう」

      　共通回線で語りかける。こうすれば敵味方全軍が傍受できるはずだ。

      「なんだね。いいたまえ」

      「ファミリアの保護、人間と同じ扱いを要求します」

      「クルト君。それは無理だ。彼らは機械であり道具だ。少なくともストーンズの者たちはそう断じている」

      「あなたはそう思っていないでしょう？ あなたは構築技士だ。機械への親和性は人一番強いはずだ」

      「もちろんだとも。だが私にそんな権限はないのだ。無茶を言わないでくれたまえ」

      「そうですか。残念です。――決してあなたがたと相容れぬことがわかりました。では交渉決裂です」

      　クルトは通信を遮断する。フッケバインが改めて大剣を構える。

      「待て。くそ！ 殺すな！ 捕まえろ！ 奴はＡ級構築技士だ！ 奴のことだ。近接特化のシルエットだ。地を這うことしかできない哀れな鳥だ。飛んで逃げたりはしない。確実に捕らえろ！ 最優先だ！」

      　確かにフッケバインは、飛行用のバックパックは装備していない。

      　スパイダー型がわらわらと集まってくる、クルトを捕獲するために大量に投入されたのだ。

      「さあ鬼ごっこのはじまりです。その前に――」

      　ふだん穏やかな老紳士は不敵な笑みを浮かべ、ツヴァイハンダーを構えた。

      「舐められたものですねフッケバイン。一泡吹かせましょう」

      　目の前に迫る複眼。占拠用の母艦であるピロテースは大型兵装を装備していても一機のシルエットを捕獲するようにはできていない。殺すなという指令が出ている以上、他のスパイダー型に指令を下すだけだ。

      「――誰が飛べないと言った？」

      　共通回線はまだつながっている。アルベルトはその言葉に背筋が凍る思いを抱く。

      　迫り来る無数のスパイダー型ケーレス。

      　フッケバインの機体そのものが鳴動する。

      「さあ！ 行くぞ！ フッケバイン！」

      　クルトの叫びに応じるようにフッケバインの背中の装甲が展開し、大きな楕円状のスラスターが姿を現す。

      　四肢から姿勢制御用のジェットが吹き出し、背中のブースターと同時に噴煙を吹く。

      　内蔵型推力偏向スラスター。コウから提供された回転デトネーションエンジン技術は小型化が容易な構造だった。

      　クルトはそれをさらに小型化、内蔵型にまでこぎ着けたのだ。各社の新技術を用いた機体でもこの機構を採用しているシルエットはフッケバインのみだろう。

      　フッケバインはビルの屋上から宙を舞う。ピロテースの眼前に躍り出る。

      　そのまま巨大な頭部を叩き割った。

      　ピロテースの頭を踏み台にし、再び跳躍――否。それは明らかに飛行だった。

      　空中で軌道を変え、対空射撃をことごとくかわしながら地面に滑空する。そのままビルの影に紛れてしまった。

      「コウ君には教わりっぱなしですね」

      　コウがエニュオを倒した時、頭部を破壊したというエピソードを思い出したのだ。

      　頭部を破壊し、センサー類の性能を低下させれば時間稼ぎに最適だ。

      「追加ユニットもなしにシルエットが飛んだだと！ ふざけるな！ そんな技術があったのか？ 違うな。それが新技術か！」

      　歯軋りするアルベルト。クルトはその声を聞いて、通信回線を切った。

      　コウから供与された回転デトネーションエンジンを内蔵。フッケバインは追加装備に頼らない、常用できる程度の飛翔能力を得ることに成功した。空中では機動が安定しないがバックパックで飛行翼を追加装備すれば、長時間飛行可能な機体になるだろう。

      「敵の狙いは私。ならば私が一人囮おとりになることが最適解でしょう。――最後までフッケバインと一緒です」

      　時間を稼げばいいのだ。敵の目的は基地の制圧と、それ以上にＡ級構築技士の捕獲であろう。フッケバインは光学迷彩を発動させたり解除させたりしながら逃げ続けた。追っ手は一機ずつ確実に倒す。

      「ええい。拿捕せよ。あの歪なカラス脚だ！ あんな足をつけているのは一機しかいない。テルキネスも回せ。捕らえよ！ 残りのビートル型と傭兵部隊はコントロールセンターを制圧せよ！」

      　アルベルトの号令がストーンズ側の部隊の命令として響き渡った。スパイダー型はフッケバインただ一機を狙うため追跡に入る。人型のテルキネスも同じく追跡を開始した。

      　Ｄ５１６要塞エリアを放棄することは決まったのだ。人間は総員退避。捕まった者は抵抗せずに投降すれば命は助かるだろう。防衛部隊のファミリアも時間稼ぎと退避支援だ。

      　敵はなかなかクルトに追いつけなかった。フッケバインの卓越した運動性能によって緩急の差が激しすぎるのだ。数百メートル走っていたと思ったら、ビルの谷間をブースターで駆け巡る。正確に位置を捉えているはずなのに追いつくことはできなかった。

      　しかし多勢に無勢。包囲網は徐々に狭まる。

      「十分時間は稼いだはず……あと少しか」

      　大量のスパイダー型とテルキネス三機に囲まれる。ビートル型では捕獲に向かないということだろう。

      　ここにきて思う。時間は稼いだ。本来なら退避するべきなのだ。自分にしかできないことがある。

      　だが――

      　少しだけ疲れた。数年前も要塞エリアを落とされ拠点を喪った。構築技士はどこも引く手数多。すぐに新しい拠点、このＤ５１６要塞エリアに迎えられた。齢も六十を超える。また次の施設に移るとしたら？ 

      　新しい環境で一から起業を考える。その事実は先が見えない徒労感を覚えるのだ。幸い後継者ともいえるコウがいる。いい剣士だ。今の自分の持てるすべてを伝えてある。

      　この地で果てるならば剣士としてフッケバインと共に散るほうがいいだろう。

      「いよいよ、か」

      　呟いてツヴァイハンダーを構える。突如、周囲から連続で号砲が鳴り響く。スパイダー型は物陰より出現した半装軌装甲車ハーフトラック部隊から砲撃を受けていた。さらに奥から三機のヴュルガーが現れる。

      「クルトさん、間に合ったようですね！」

      「お前たち、逃げろと！」

      　冷静なクルトがこのときばかりは青筋を立てて怒鳴った。

      「俺たち、会社辞めることにしたんですよ。横暴な社長に辟易してねえ。あんたに命令される筋合いはないね！」

      「辞表はあとで書きますんで！」

      　中年の髭面が鷹揚に笑いながら告げ、飄々とした細面の中年が鼻歌交じりに答えた。

      「ヴュルガーをかっぱらった責任も取らないと。懲戒免職扱いになるな」

      　別の初老の男性が告げる。クルトと同じ大剣でテルキネスを斬りつけている。

      「安心してください。クルトさん。会社の若い連中や女性社員は連れてきちゃいませんよ。住民の避難は終了しました。Ａカーバンクルの解除作業もすぐに終わります。やることをやってから駆けつけましたので」

      　重機関砲を乱射しながら、柴犬型のファミリアがスパイダー型を粉みじんにしている。大型の半装軌装甲車に乗っていた。

      「そうそう。死ぬのはじじぃとおっさんとファミリアからってな！」

      　そう嘯きながら、社員たちはクルトの援護に入った。

      「クルトさん自爆するつもりだったでしょ。そんなの絶対許さない！」

      　真っ白なウサギ型ファミリアが怒っている。彼女とは長い付き合いだ。

      「私達ファミリアとずっと一緒だったじゃない。ほら私の怒りに呼応してフェンネルＯＳも異常をきたしている！」

      「こっちもですね。クルトさんが乗っているフッケバインと連動しているみたいになっている」

      　二人が乗っている車両は、フッケバインの衛星のように自在に動いていた。

      「脱出ポットたるＭＣＳを積んだシルエットに自爆はありません。あなたがたは逃げなさい！」

      「またまたー。フッケバインは金属水素生成型。貯蔵型は安全装置で水素が金属状態を維持できなくて自爆できませんが、生成型は金属水素を意図的に誘爆できますよね。仕様書で確認しましたよ」

      　柴犬型ファミリアがクルトの逃げ道を塞ぐ。

      「敵の勝利条件を阻止するって戦術は賛成だぜ、社長。あんたが囮になるってのもな。だがな、あんたが死ぬと人類の勝利条件が不利になるんだ。そこのところ、わきまえてくださいよ！」

      　社員が戦闘しながら叫ぶ。さほどシルエットの操縦は巧くはないが、機体性能に助けられている。

      「この数相手だ。今から脱出しても助かるかわかりませんがね。せめて修理は受けてください。ほら、近くのガレージに整備士も置いています。敵はあなたを狙っているのです。はやく！」

      「わかりました。この場は任せます」

      　苦々しげにクルトは呟き、指定されたポイントに移動した。

      「よし、計画通り！」

      「あとはあいつらに任せるか」

      「そろそろＡカーバンクルも外れます。そうなったら一気に制圧されちゃいますからね」

      　人間とファミリアが協力し、ケーレスたちと激しく撃ち合う。ここが彼らの防衛ラインだ。

      「あなたち。これはどういうことです。やめなさい！」

      　クルトの悲鳴が聞こえる。

      「フッケバインには新しい手足が必要なんですよ。勘弁してください。クルトさん」

      　苦笑しながらクルトをなだめる整備担当のシルエット。

      「今からガレージ組、出撃する。多少の時間は稼げますわ。フッケバインが出撃する気、満々みたいなんで」

      「ガレージにいる残りの人員はファミリア隊の車両で脱出してもらう」

      「ほんと、すみません。ぼくらがシルエットに乗れたらいいんですけどね。最後の任務は必ず成し遂げます」

      「気にするなよー。任せた！」

      　ガレージ組の会話が聞こえてくる。

      「おお、援軍にきてくれ。こっちはもう持ちそうにない」

      　ファミリアの乗った装甲車はレールガンによって蜂の巣にされ、シルエットは群がる無数のケーレスに蹂躙されていた。

      「地面や建物への高次元投射がなくなった。作戦成功」

      「建物が紙になったか。あとは派手に暴れるか」

      　ガレージから装軌装甲車と、大剣を持った特徴的なカラス脚のシルエットが飛び出した。ケーレスたちはそれをめざとく見つけ、一斉に追いかける。大剣を振り回しながら、駆け抜けていく。

      　装軌装甲車は援護するため、重機関砲でケーレスたちを牽制しながら随伴した。

      　数分後に大型の半装軌車二両がガレージから飛び出し、撤退ラインに向かって疾走していく。一両には不格好なシルエットが頭から突っ込まれて搭載されている。この逃走車両に放り込まれたようだ。

      　残ったクルト・マシネンバウ社社員のシルエットは大量のケーレスたち相手に武器を構え突撃していった。

      　二時間後、クルト・マシネンバウ社を擁するＤ５１６要塞エリアは陥落。

      　クルト・ルートヴィッヒは戦闘中行方不明。多くの社員も死亡した。

      　同社の完成したばかりである試作機フッケバインが鹵獲ろかくされたという噂もあるが、定かではない。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　後の公式記録にはこう記されてある。

      　Ｄ５１６要塞エリア所属企業はクルト・マシネンバウ社の社員が戦闘に参加することにより、速やかな撤退に成功した。

      　クルト・マシネンバウ社の社員、ファミリアを含め合計二十四名、戦死。十人がストーンズの捕虜となった。

      　最後まで防衛ラインを死守。多くは勤続二十年以上の古参社員と伝えられている。

      
        

      

      

      
        

      

      　五番機のコックピット内で、クルトの戦闘データを確認していた。

      　クルトがガレージに戻ったところで記録は途切れている。

      『ごめんね、コウ。ここから先はＡカーバンクルが抜かれて確認できないの』

      「十分だ。クルトさんの安否は？」

      『わからない。生きてはいる。ストーンズに捕まったかどうかまでは不明ね』

      「そうか。忙しいところありがとう」

      　アシアに礼をいって、五番機を降りた。五番機はキモン級の格納庫にいる中。

      　助けに行きたかった。一度しか会ったことはない男だったが、数少ない師の一人ともいえる存在。

      　痛切に無力感に襲われる。一人ではなにもできないのだ。

      　今は力を蓄えるのみ。改めて誓った。

      　その後戦闘指揮所に呼ばれ、主要メンバーが集う。今後の方針を決定しなければならないのだ。

      「状況は？」

      「人類側は各地の要塞エリアや防衛ドームに呼びかけて緊急会議を開く予定。ストーンズは各地の居住区に降伏勧告。そのあとはおとなしいわ。あんな大規模な軍事行動、やすやすと起こされたらたまらないってのもあるけど」

      『あの規模ではストーンズの戦線全域に影響が出る恐れがあります。人類の引き抜きに熱心だったことを鑑みるに、不足する戦力を補うためでしょう』

      「人類とストーンズの散発的な戦闘は防衛ドームで発生しているね。各地で」

      「防衛ドーム？」

      「戦場を作っておかないと、一気に攻められるのだよ」

      　コウの疑問にリックが答えた。

      「あえて紛争地域を作って膠着状態を作るのも戦略の一つ」

      「嫌な話だ」

      「だが常套手段でもある。中世の戦争に流儀があったように、今の流儀がこれなのかもしれない」

      「現在存在する戦場の決着がつくまで戦線は広がらない、か」

      「そういうことだ」

      　惑星アシアの地表が表示され、交戦マークがついている防衛ドームがいくつか表示される。

      「私達の問題はここからよ。どこの要塞エリアもメタルアイリスに専属契約を求めている。他のアンダーグラウンドフォースから同盟依頼もあるわ」

      「どうするかね。ボス」

      「なにもしない」

      　コウは即答した。ジェニーはその答えに満足したようだ。にっこり笑う。

      「その心は？」

      「俺たちはまだ準備も途中。この体制になってから実戦経験すらろくにない。まずはこのアシアがいる基地を守らないといけない。そうだろ？」

      「そうね」

      「俺たちの戦力をまともに把握している勢力があるとも思えない。アシアを救い出した有望株を、先行投資で確保しておきたい。その程度だろう」

      「わかっているな、コウ」

      「人類は自分たちのやり方で防衛してもらわないと。俺たちがアシア直轄軍と勘違いされたら盟主に祭り上げられ、惑星の平和を守ってくれと言われかねない」

      「私としては満点を付けたい回答だね」

      　リックも満足げに是認した。コウも考え抜いた末の結論だということには容易に想像がつく。

      「おっけ。誤解を訂正するとともに依頼は断っておく」

      「ありがとう。ジェニー」

      「シルエットベースに関しては、地表の出入り口はすべて塞ぐ。この場所近辺になにかあるのは感づいてはいるだろうが、敵も今はそこまで戦力を割けないはずだ」

      「気がついていたらあんな小規模な偵察では済まないよね。外の野営地はそのままで囮に。山脈付近には要塞エリアもない。防衛ドームがいくつかあっただけだけど、制圧されているし」

      「基地から出入りするときは海底を使うことを徹底しよう。キモン級ともう一隻の二隻体制にする」

      　アシアがついでに、といった強襲揚陸艦アリステイデス級一番艦アリステイデスと二番艦ペリクレス。二番艦ペリクレスの方はまだ封印しておく。一番艦アリステイデスをメタルアイリスで運用しようと決めたのだ。

      「まだこんな宇宙艦を持っているの!?」

      　強襲揚陸艦がさらに一隻と工廠艦があと三隻ありますとは言えない雰囲気だ。

      　とくにアストライアに関しては絶対に言えないだろう。やろうと思えば現地で兵器を製造も対応可能な宇宙工作艦だ。

      「小型……の強襲揚陸艦が一隻ある。当面は足代わりにそれを使おう。物資の搬入もね。輸送艦があればよかったんだけど」

      「なんでそこで言いよどむかな？ サイズをいいなさい」

      「五百メートルはない。小型とアシアが……」

      　みんなの視線が集まる。冷ややかだった。

      　一番艦アリステイデスだけでも現状のメタルアイリスの戦力すべての収容には十分な艦である。

      「……驚くのはもうやめ。有効活用させてもらいましょ。宇宙艦二隻運用はありがたいね」

      「強襲揚陸艦は足代わりに」

      「贅沢な足だ。だが主戦場に出るのはキモン級。移動や輸送は強襲揚陸艦ということならば使いやすい。キモン級は軍艦としても大きすぎる」

      　リックも納得する。

      「募集人員の案件ですけどネレイスとセリアンスロープのみ？ エルフ耳とケモミミですか？」

      　ブルーが悪戯っぽく笑ってたずねてくる。自分でエルフ耳と言っているとは珍しい。

      「違うよ。こんな事態になっている。傭兵を入れるにしてもファミリアと協調できる人間を選びたい。人間は後だ」

      「後日の人間の隊員募集時は面接官がファミリアから選抜になっているね。構わないがね」

      「ファミリアは感情反応を読み取れるから悪意がある人間は選ばれないし、好意的な人間がたくさん来ることが望ましい。メタルアイリスの強さはファミリアと人間の連携にあると思っている」

      「任せてくれたまえ。私としても嬉しい提案だ」

      「なんだかんだいってコウもしっかり考えていますね。安心しました」

      　リックとブルーの言葉に、コウは内心気恥ずかしくなる。

      「今はしっかり力を付けよう。相手が動けないといっても、無理して戦線を伸ばす可能性もある」

      　その言葉に全員がうなずいた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　引きずるような足取りでキモン級の艦内を歩くコウ。

      　やるべきことはやらないといけないとはいえ、精神的にきつかった。

      　自室に戻り、倒れ込むようにベッドに沈む。腕を目元にあて考え込んだ。

      　気が付くと、ヴォイが丸まって床で寝ていた。

      「辛かったら腹を貸すぜ」

      　むくりと起き上がり、それだけ言ってまた丸まって寝る。コウを一人にさせない優しい熊だった。

      「私達もいるんだ」

      　ベッドの下からのそのそとにゃん汰と犬姿のアキ、エメが現れた。犬姿のアキはコウの枕元に陣取って寝そべっている。

      「みんな。心配かけたかな」

      「ううん。辛いとき、落ち込むのは当然だもの」

      　にゃん汰はいつもの語尾のにゃ、とはいわず、物静かで知的な少女の面を見せた。

      　エメはじっとコウの傍に寝そべっている。

      　誰も言葉は発さない。沈黙のなか、みんながコウの傍にいたい。それだけのことだった。彼の言葉を待ってもいない。ただ、傍にいるだけ。

      　それがコウには嬉しかった。

      「クルトさんのことを考えていたんだ。ファミリアがクルトさんを守るために、戦って。車体がひしゃげて。社員のみんながクルトさんを守るために……」

      　コウは起きているかどうかもわからない、みんなに語りかけるように話し始めた。

      「うん」

      　丸まって寝ていたにゃん汰が、目を瞑つむったまま返事をした。ぎゅっとエメがコウにしがみつく。

      「俺は耐えられるだろうか、と。思ったんだ。もし、みんなが……俺を守るためにああなったら、ってさ」

      　ヴォイは寝ている。熊なのに狸寝入りしているのだろう。

      　アキは薄目を開け、穏やかな瞳でじっとコウを見つめている。

      「私達、そういうふうにできているから。でもコウは気にするなっていっても無理でしょう？」

      「そうだな。にゃん汰は俺のことよくわかっている」

      「猫の共感力をなめてはいけないよ？」

      「しってる」

      　にゃん汰がコウの胸に飛び込んだ。アキがぎょっとした。先を越されたような悲しげな雰囲気を漂わせている。

      「でも私達も、コウが一人で戦うのは耐えられない。それも知っておいて」

      「わかった」

      「私ね。クルトさんが生きていたら、ファミリアはそれが幸せだと思うんだ。でもコウやクルトさんたちがそう思わないのも、今なら理解するよ」

      「……」

      「コウ。私達がいる。私達、シルエットにも乗れないけど。支援したくてもできないけど。でもコウの役に立ちたいんだ。エメだって一緒だよ」

      　エメがこくんとうなずく。

      「戦車でもヘリでもなんでもいい。コウが私達に最善だと思う兵器を。――一緒にいる手段を作って欲しいな。ごめんね、わがままで」

      「――猫はわがままなものだろう？」

      「そうにゃ」

      　嬉しそうにしがみつくにゃん汰。コウは左右にいるにゃん汰とエメを抱き寄せる。

      「わかった。――みんなで一緒にいるために。生き残るために。考える。ありがとう」

      　二人は答えない。ひしとコウに寄り添う。

      　ヴォイは頭をあげて、その様子を見て満足そうな笑みを浮かべ、再び丸くなる。

      　アキはベッドの下に移動し、人型に戻ってのそのそと這い出した。

      「いい雰囲気のところですが！ 今日は私も混ぜてもらいますから！」

      　そういってエメごとコウを抱きしめる。エメはコウとアキにはさまれて嬉しそうだ。妹に対し勝ち誇った笑みを浮かべているにゃん汰もいる。

      　コウもアキに手を伸ばして引き寄せる。アキは嬉しそうに犬耳をぱたぱたさせた。

      　それ以上誰も言葉を発せず、やがてコウは静かな眠りについた。

      
        

      

      

      
        

      

      　ストーンズによる要塞エリア同時侵攻の日より三日経過した。

      　ジャック・クリフとクルト・ルートヴィッヒは行方不明だ。

      　各地の要塞エリアや防衛ドームには、ストーンズ側へ降伏するよう勧告がなされる。

      　勧告内容には自治権の改善などが含まれ、ストーンズ側からの提案とはにわかに信じがたい内容だ。応じている自治体はないが、時間の問題だろう。

      　大規模なストーンズ側の傭兵募集も始まっている。

      　Ａ０５１要塞エリアはそのまま降伏。Ｄ５１６要塞エリアはＡカーバンクルの死守には成功したが、ストーンズ側が別の場所からＡカーバンクルを用意。Ｄ５１６エリアをそのまま使用した。敵勢力は六大企業の二つの施設をそのまま使うことにしたのだ。人類側の衝撃は大きかった。

      　惑星アシアの各エリア長及びドーム長は緊急会合を開催。

      　人類のリーダーが集まりだした結論。それはストーンズの目的も不明なため決定事項なしという暗澹たる結果だった。シルエットベースにも会議参加要請はあったが通信参加のみに留めていた。

      　無様とさえ言える雑然のひどさ。現地に行かなくて正解だと判断したジェニーだった。コウのなにもしないという判断がいかに正しいか思い知る。

      　しかし人類がストーンズに対抗するための転移者企業二社を喪った事実には変わりない。Ａ級構築技士が喪われたことの損失は大きく、戦闘用シルエットの開発にも影響が出てくるだろうと言われている。

      　奪われた二カ所の施設の技術レベルは構築技士レベルによる。すでに動いている生産ラインはそのまま転用される恐れもある。

      　構築技士二人がどんな兵器を計画していたか、知るよしもないのだ。

      　危機的状況のなかで、人類は一つになれずにいた。

      
        

      

      　コウは会議が終わるとアストライアに移動する。アストライアとキモン級の行き来は五番機を使うのだ。

      　アストライアの指揮所には、ヴォイたちが待っていた。

      「上での方針は決まった。今度はこの工廠と上の基地の方針を話したいと思う」

      　みんながうなずいて、コウの言葉を待つ。

      　アストライアとアシアのビジョンも現れた。

      「アシア。シルエットベースに食料プラントや一般工業施設の増設は可能か？ 緊急時には籠城したい」

      「それぐらい余裕」

      「アストライア。万が一の場合は下の施設をフル稼働させてもいいか」

      「もちろんです。そのための私ですから」

      「まだ眠っているファミリアやセリアンスロープにも協力願えるだろうか。どう思う。にゃん汰。アキ」

      「つべこべいう奴がいたら、つるし上げてぶん殴るにゃ」

      「心配せずとも大丈夫ですよ」

      　コウの心配は杞憂のようだ。

      「上でも話したけど、募集人員はセリアンスロープとネレイス中心にするつもり」

      「どうしてですか？」

      「辛いかな、って」

      　その言葉に、二人は静かに耳を傾ける。

      「シルエットに依存した世界で。シルエットに乗れない人間って辛いだろうなって。傭兵になってもせいぜい戦車だ。しかも二世以降は完全に生体なんだろ？」

      　コウの脳裏には、にゃん汰たちがシルエットに搭乗も許されない苦悩があった。

      　それはきっと他の者も同じはずなのだ。

      「はい。私達のような初期型とは違い、純然たる生体です。懐妊から出産までの時点で人間か、セリアンスロープかの選択はできます」

      　彼女たちもほぼ生体であり、金属的な部品は目に見えないナノマシンが作動している。

      「セリアンスロープを出産すると決めた場合は、テレマＡＩのナノマシンがコピーされて引き継がれるんだっけ。ならばなおさらだ。ここには車両や航空機もある。仕事はある」

      　今までそんな彼女たち特有の事情に配慮してくれた人間などいない。

      　ふいに目頭が熱くなるにゃん汰だった。

      「それとだ。アシア、アストライア。一つ確認したい。フェンネルＯＳは人型であり、人間が乗る前提で作られている。人間であるという認識が重要だからだ。セリアンスロープは人間であり、動物でもあるから反応しない。そうだったよな」

      「そうだよ」

      「こればかりは私達には、どうしようもないのです。申し訳ありません」

      「アストライア、確認だよ。謝らないでくれ。そこで俺の質問なんだけど……」

      　コウは口ごもって、おそるおそる切り出す。

      「セリアンスロープ専用のシルエットはブリコラージュできないか」

      「どういうこと？ 人間型と動物型に変形するの？」

      「違う。それは単に人間型と動物型の、個別変形になってしまう。人間であり動物であることが両立できない。動物型シルエットを作ることができたら、ファミリアだって乗れるってことになる」

      「その通りです」

      　アストライアが肯定した。

      「たとえば上半身人間で下半身を特殊な機構の――ケンタウロスのような四脚タイプとか？ つまり人間であり動物型である。使用権限をセリアンスロープに限定させてね」

      　沈黙が支配する。考慮したことがない可能性。

      「ほら。無理あるけど神話とか、へりくつがまかり通る世界だしさ。認識の抜け穴？ 人間であり、動物であることが両立する手段としてはいいかなと」

      「無理はありますが……試みたとは知りませんね」

      「ありません」

      　アキが呟きにアストライアが断言する。

      「もし完成したらセリアンスロープが一気に戦力になる。可能性は考慮したい」

      「脚が四本なのに、腕が二本ある。普通はおかしいし、無理。――私達は、いえ、セリアンスロープだけは動物の耳があって、人間の耳がある。そういう矛盾を内包して設計されている。矛盾込みで私達、異端の種族。むしろ矛盾込みで設計しているものなら反応してくれなきゃ、おかしい！」

      　にゃん汰も真面目モード。矛盾した存在だというアイデンティティ。ならば矛盾を内包した設計をした兵器が動かないなど、それこそおかしいだろう。

      「でも耳と腕や足は違うんじゃないでしょうか、姉さん」

      「いいえ。あなたは耳の使い分けを意識したことある？ 脚もそう。スプーンとフォークは自然に手を使うよね。脚は歩く。あなたは二足で歩いているとか、四つ足で歩くときに意識したことはある？」

      「ありませんね。犬の姿のとき、前肢を使ってスプーンを持とうとしたことはありません」

      「それがコウのいう認識なのかもしれない。私達はある部位が重なってあるとしても、自然に使い分けるようにできている。ヒトとケモノの狭間を揺蕩たゆたっている私達なら、両方を無意識に認識するはず」

      　二人の呟きに、コウも光明を見いだす。さらなる一手さえあれば――その算段はある。

      「その発想はなかった……いや、確かにあった。けど、失敗した。なぜなら少数生産のアンドロイドであるセリアンスロープ専用という発想をした人間はいなかった！」

      　アシアが目を閉じ、過去を振り返る。

      　人造生命体のために専用設計をしようと考える者は過去にはいなかった。

      「テレマＡＩとフェンネルは相性が悪い。昔からそう言われていました。そもそもセリアンスロープ専用を設計した事例がない。こればかりはプロメテウスにしかわからないこと」

      　アストライアも思案している。人間のサポートとして生み出されたセリアンスロープへの専用設計品という概念は、彼女としては矛盾しているのだ。

      「とはいっても、もうセリアンスロープは種族として定着している。ネレイスと同じようにね。ネレイスはシルエットに乗れるのに」

      「そうね」

      　アシアは認めた。

      「にゃん汰とアキには、生半可なものには乗せたくない。できればシルエットか、それに類するものを。ファミリアとも違うんだ。なにかあるはず、と思ったんだ」

      「コウ。私達のためにそこまで」

      「コウ、この前の……本当に考え抜いてくれたんだ……」

      　アキとにゃん汰が呆然と呟いた。確かにコウが開発した攻撃機に乗れないとわかったときは、ひどく落ち込んだ。

      　何かし役立つことをしたい。先日、にゃん汰がコウに訴えたところである。それが生み出した結果は――彼女たちのさらなる可能性。

      「考えがあるのですか？ コウ」

      「ああ」

      　アストライアの問いに、コウはうなずく。

      　考え抜いたコウにしか認識できない、切り札がたった一つある。

      　それは自分一人では到達できない、さまざまな交流があって生まれたものだ。

      　コウは意を決して、そのカードを切った。

      「プロメテウス。聞いているんだろ。いつも観測しているって言っていたよな？ アシアとアストライアがいるこの場の会話をお前が聞いていないはずないもんな。アストライアは惑星間戦争時代の高性能艦。出てくることはできるか？」

      　アシアとアストライアが顔を見合わせた。二人に察知されずに割り込んで通信する可能性などありえないのだ。

      　そう判断していた矢先だった。アストライアの表情が驚愕に歪んだ。

      「通信に対し介入確認――。この気配は……うわ」

      　心底嫌そうに呟くアストライア。

      『さすがママが選んだだけはあるよ、コウ……見事だ親友！』

      「誰がママじゃ」

      「誰が親友だ」

      　指揮所のモニタに、美しい青年が現れる。

      　ママと言われたアシアが青筋を浮かべている。

      『えー。二人とも全否定？ さみしいなあ』

      「俺の発案を聞いてくれたら親友でいい」

      『！ 親友だコウ！』

      「コウ！ 悪魔と取り引きしちゃだめよ！」

      『誰が悪魔じゃ。おばあちゃんと呼ぶぞ』

      「もしそれをいったら、一生口聞いてあげない」

      『ごめんなさい』

      「さすが時空観測超ＡＩ。私が察知できないとは」

      　悔しがるアストライア。今にも歯軋りしそうな勢いだ。

      　コウは微笑んだ。なんだかんだいってアシアとプロメテウスは仲がよさそうだ。

      　ショックを受けているアストライアはそっとしておくことにした。

      『コウ。認識についてはその解釈で正しい。いや、間違ったとしても理屈は通っている以上は正解にする。それがギリシャ神話プロメテウスの名を持つぼくの使命。だから質問を一つしていいかな。その可能性に気づいたのはどうして？』

      「とくにないよ。人型である、動物型である。その両立。抜け道がないかずっと考えていたら思いついた」

      『素晴らしい！ 他者を思う心が、知恵を生む！ よかったね、にゃん汰。アキ。君たちのお手柄だ！』

      　二人はうなずいている。心なしか二人とも涙目だ。

      『今までその発想にたどり着いた人間はいなかった。惑星間戦争時代の人間はセリアンスロープとファミリアに対して戦車や飛行機に乗せておけと考えていたからね。道具と捉えていた者も多い。専用設計なんてありえなかった』

      「ファミリアを制限付きでも乗り物を動かせるようにしたのは、プロメテウスの温情みたいなものだろ？」

      『おお、親友……ぼくの心配りにまで気づいてくれるなんて』

      「コウ。図に乗らせちゃだめ！」

      『アシアが冷たい――タイムリミット。基本概要はアストライアに送っておいた。アシア。なんとかしてよ、このタルタロス！ もう時間だよ！』

      「さっさと去れ！」

      『ひどい！ コウ、また呼んでねー。嬉しかったよ！』

      　プロメテウスからの通信が途切れた。

      「コウに呼びかけられたことがよほど嬉しかったのでしょうか」

      「間違いないね。ずっとぼっちだしあいつ。自分のことを認識している存在も数少ないから。今の通信だけでも要塞エリア五つ分相当が空っぽになるほどのエネルギーを使うはず」

      「データは律儀にきていますよ。うわ。引きますね。実質概要書じゃなくて設計書です。私じゃないと解読できないような。あの人、これ会話中に作ったわね！ 雑よ！」

      　思わずアストライアの口調が乱れる。

      「どんなものなんだろう」

      「いうなればマニアックな、とかそんな感じの概要書です。兵器開発ＡＩである私じゃないと解読に時間がかかるでしょうね」

      「どんなものか俺に説明可能かな？」

      「解読は完了しました。まず人間型シルエットとパーツの互換性を持たせることはできませんね。形状はケンタウロス型といいますか。上半身が人型で下半身が動物系です。ただいくつか気になる点が」

      「問題が？」

      「四脚歩行クアトロペツドロコモーシヨン、四本脚というだけです。構造的にはシルエットより複雑になります」

      「そこは問題ないんじゃないかな？ 他に制限は？」

      「特殊形状なのでフェンネルＯＳの負荷が想像以上ですね。推力偏向スラスター装備など特殊なバックパックのオプション設計もできません。性能が固定化されやすいですね」

      「上半身人間の戦車みたいな？ それならやっぱり戦車のほうがいいのか。いや整備などが行えるということになるか」

      「上半身は人間と同じように使えるので細かい作業が出来ますね。動物部分の胴体に色々積めますから作業機にも。――もう一つ欠点がありました」

      「なんだい？」

      「場所を取ります。おもに胴体の長さ。奥行きの面で」

      　シルエットサイズの機械が馬のような下半身を持つのだ。想像しただけで巨大なサイズになることはコウにも容易に想像がつく。

      「そこは仕方ないか。構造上」

      「ブリコラージュについては細かい面は私のほうでサポートします」

      「にゃん汰。アキ。どうなんだろう。セリアンスロープ用シルエットを用意すれば、彼らもシルエットベースに来やすいかな？」

      「言われるまでもないにゃ。惑星アシア中から殺到するにゃ」

      「悲願という言葉がぴったりかもしれませんね。私達にその可能性があるなんて、思いもしなかった……」

      　二人の言葉は少ない。彼女たちにとってはかなり衝撃的なことなのだろう。

      「ならよかった。エメの作業機と一緒にセリアンスロープ用の作成に取りかかるよ」

      　コウはずっと気になっていたのだ。にゃん汰とアキが乗る予定だった重攻撃機に、ブルーが乗ることになってしまった。彼女たちの消沈具合は傍目から見てもわかるほど。

      　空元気に振る舞っていたとしてもシルエットに搭乗不可能ということがどれだけ辛いか、わかってしまったのだ。ブリコラージュするからには、とびっきりのものを用意したい。

      　考えに考え抜いたその可能性。これで道は拓ひらくことができた。二人の期待にこたえるべく、ブリコラージュを決意したのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　シルエットベースには総合商社の紅信と、傭兵機構本部の人間が視察中だ。

      　送迎は強襲揚陸艦アリステイデスを使う。

      　この艦の登録も本日行ったばかり。向こうは混乱中だろう。

      　コウは対応をジェニーたちに任せて、自身はアストライアで新型兵器をブリコラージュしている。

      「五番機をラニウスＢにバージョンアップ。エメの機体も完成した。これならいいだろう」

      『過保護にも程がある機体が完成しましたね』

      　アストライアが呆れるほどの作業機が完成した。

      　コウにしてみれば師匠から預かった大切な娘だ。万が一さえあってはいけない。

      『上位電磁装甲と装甲筋肉の複合型の作業機とは』

      「そうか？ 安全性第一だよ。細かい作業が必要な場合は人工筋肉のほうがいい。自重が重いし、必要な金属水素生成量が多すぎて戦闘には向かないから前線に出ようとも思わないだろう」

      　過保護の自覚はないようだ。

      『ラニウスＢベースの作業機ですしね。この作業機一つでベア千機程度揃えられそうになりますが』

      「生命保護最優先ということで」

      『確かに。この作業機をベースに作成した簡易量産型も、これらはメタルアイリス用とＡ級構築技士へ権利販売ですね。ところでコウ。簡易の意味を理解しているでしょうか？』

      「マールとフラックにも使ってもらおうかと。それはいわないでくれ」

      『ファミリアたちも子供たちを心配しています。安心して戦ってもらうためにも必要な機体であることは認めます。エメ機を除いて上位作業機と命名しましょう』

      　機体製造を開始する。これで作業機は地下工廠内で生産されることになる。

      「問題は次だ。セリアンスロープ用四脚型強襲巨兵。通称クアトロ・シルエットでいいか」

      『そうですね。呼称はともかく問題は別にありますが』

      「そう。どうブリコラージュしても、同程度人型機より高性能になる」

      　単純な話、構造の問題だった。二脚より四脚のほうが安定する。

      　人間が自分たちも乗れるように試みるのも当然と言えよう。

      「要らぬやっかみを生みそうだな。昔からあったんだろ？」

      『ネレイスやセリアンスロープは容姿が美しく寿命が長いですから。その事実については否定しません』

      「ついでに高性能のシルエットに乗れるときいたらどうなるやら」

      　コウはため息をついた。まさかこんな価値観の懸念にぶつかるとは思わなかったのだ。

      『四脚の安定性は二脚の比ではないですから。パワーもありますし、余剰積載による設計の余裕が際立ちます』

      「垂直に跳んでビルに登れない程度か」

      『乗り手次第では可能ですよ。跳躍能力も優れていますね。四足歩行のデメリットは手先が使えないこと、スタミナ消費が激しいことの二点です。スタミナの心配がいらないケンタウロス型シルエットなど概念がチートです』

      「四足歩行がスタミナ消費激しいこと自体知らなかったよ」

      『フェンネルＯＳの負荷が高く拡張性がまったくないことが欠点ですが、すでに今の段階で十分なメリットが生まれています』

      「襲歩ギャロップ状態、なんでこんな加速ができるんだ……」

      『四足歩行の極み、馬の進化における集大成ともいえる走行法ですね。普段は駈歩キャンター状態ですが、これでも十分な速度はだせます』

      「ケンタウロス型は、空気抵抗とか考えてどうかなと思ったけど」

      『シルエットをロケットエンジンで加速させることも可能なのです。今更です』

      「そうだな。で、さっきからのツッコミなんだけど。最近のアストライアってディケに影響されていないか？」

      『私がオリジナルのはずなのですが。あの子はどうしてあのような軽い感じになったのでしょうか』

      「俺に聞かれても」

      　二人はクアトロ・シルエットの基本モデルを三種類作った。

      　戦闘型、汎用型、強襲型だ。

      「クアトロ・シルエットはプラズマ装甲採用の戦闘型、作業用と戦闘支援の汎用型、上位電磁装甲の強襲型。これはにゃん汰とアキ専用みたいなものだが」

      『問題ありません』

      　セリアンスロープ専用シルエット規格も固まった。

      　まずはにゃん汰とアキのため二機。メタルアイリス用に数機を地下工廠で急ぎ生産する。その後、技術販売を試みるつもりだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　兵器設計の構築業務が終わったコウは強襲型移動基地艦キモン級に戻っていた。

      　傭兵機構と紅信の使者は現在アリステイデスで移送している最中らしい。

      「ジェニー、リック。お疲れ様。どうだった？」

      「目を白黒させていたわね。傭兵機構はシルエットベースを物欲しそうにしていたけれど」

      「怖いな」

      　お前たちに分不相応だから没収、と言われかねない規模だ。

      　そんな不安をリックが一笑に付した。

      「こんな状況だとなおさら欲しいだろうがな。アシアの意見を変えさせることなど傭兵機構にはできんさ。何せストーンズ側の傭兵斡旋も行っているのだから」

      「だよな。そんな人間、シルエットベースには入れたくなかったんだが」

      「事前に釘は刺しておいたわ。傭兵機構はオケアノス直轄の組織だから仕方ない面もあるし、守秘義務は厳守するはず」

      「それなら少しは安心か」

      「正確な位置情報は遮断してある。この場所がどのあたりか予想はついているだろうが正確な場所まで特定は無理だ」

      　コウはもう一方の客人を思い出す。

      「商社のほうは？ フユキさんがアリステイデスに乗って送っているのか」

      「紅信のほうはフユキがやってくれているわ。運送費はこっち持ちだから、かなり値切っているみたいね」

      「さすが元やり手の営業マン。俺には絶対無理だ」

      「向こうも大口契約。金になりそうな組織に食い入るチャンスだから、かなーり必死。この施設を見てあたふたしていた。シルエットベースに支社を置くにしても、とんでもない条件をだしてきたんだから」

      　珍しくもったいぶるジェニー。

      「どんな条件？」

      「ネレイス及びセリアンスロープを中心にしたスタッフだってさ。私たちが条件をいう前によ？」

      「はは。それはいい。こっちの求めるものをよくわかっている」

      「怖いぐらいにね」

      　調達物資の項目に目を通す。

      「資材関係は順調みたいだ」

      「アシア手配の調達物資はオケアノスが手配してくれているからね。商社はむしろ日常品や食料」

      「商社を送ったあとで、ウンランさんに依頼したものの第一陣を引き取りか」

      「そうね。コウ君が頼んでくれたフェザントの後継機はまだらしいけど！」

      「追加バックパックが戦闘機に変形するらしい。俺が設計するよりケリーに任せたほうがいいかなと思って依頼したんだ。設計は終わっているって言っていたよ。設備改修に時間がだろう」

      「変形機！ 楽しみすぎて待ちきれない！」

      「ジェニーも子供のようにはしゃいでいるな」

      「みんなビッグボスのおかげよ。いつの間にか食料プラントや日常品の工場区画再整備まで手配済み。建築機械はどっかから湧いてくる。ビッグボスの力って怖いわー」

      　ジェニーがにやにやしながらからかってくる。

      　プラント増加のための工事は地下工廠やアストライアの無人機械をはじめキモン級やアリステイデス級内部の無人機械を総動員する。アルゲースのようなシルエットサイズの無人機械も存在するため、工事はスムーズだ。

      　封印区画からぞろぞろ出てくる無人機の群れは威圧感があったようだ。コウは日が進むにつれ畏怖されていった。

      「アシアの力だって」

      　嘘はいっていない。アシアに依頼しただけだ。

      「そうだな」

      　二人はとっくに事情は察しているのだろう。リックも笑って済ませた。

      「まだまだ設備も増える。忙しいのはこれからだよ」

      　コウがぽつりと言った一言に、二人の視線が集まる。

      「ん？ 変なこといったか？」

      「これ以上どんなものが増えるのか、怖いなと」

      「まったくだ。どれだけ隠し球があるのやら」

      「そんなにないってば」

      　呆れる二人に慌てて弁解するコウだった。

      
        

      

      　二日後、事態は急転する。

      　シルエットベースあてに救援要請が入ったのだ。

      　場所はＤ２８１防衛ドーム。コウは聞き覚えがあった。クルトの存在だ。

      　クルト・マシネンバウ社の社員の多くが身を寄せているはずだ。

      「クルトさんを追って？」

      「その可能性はある。確かクルト氏は行方不明だが、敵がその証拠を掴んでおらず探しているということだろう」

      　コウの疑問にリックが答える。

      「救援要請、きているんだろ？ ちょうどいい。作戦決行だ。それに間に合わせるよ」

      「いよいよキモン級を中心にした私達の初陣ね」

      「現在準備を急かしている。もうすぐ完了だ」

      「俺は緊張しているんだけどな。うまく艦長として振る舞えるかなあ」

      「ボブ、気楽に！」

      　皆が口々にロバートを励ます。

      　戦闘に備えたキモン級に、一組織ではありえない兵器群が積み込まれようとしていた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　海を割り、大型の船影が姿を現す。それは強襲型移動基地艦キモン級だった。

      　強襲型移動基地艦よりＳＴＯＭ――上陸侵攻作戦を決行。

      　敵マーダー部隊と交戦し殲滅することが目的だ。

      「カタパルト２より、早期警戒機フォックス１出撃します！」

      　戦闘指揮所より連絡を受けたパイロットハウス内に緊迫が走る。

      　ついに実戦であった。

      　巨大なレドームを搭載した早期警戒機が先行して情報を集める。報告を受けるロバートはじっとモニタを見つめた。

      「カタパルト３より、電子戦機出撃します！」

      　一方指揮所でも、出撃する機体の選定を進めていた。通称ウィジャ・ボードと呼ばれる艦載機出撃システムを、複数人のファミリアとセリアンスロープが忙しそうに動かしている。

      　コウは五番機のなかから、緊張した面持ちで出撃する機体を見つめていた。

      　急造した偵察機と電子戦機、制空するための戦闘機。各兵器に備わった対空兵器が充実しているため、航空機が絶滅したとまで言われている世界での運用だ。

      　とくに偵察機の高度コントロールが難しい。隕石と誤認されないよう機動を行わないと惑星防御衛星の警戒網に捕捉され、撃墜されるおそれもあるのだ。偵察機より送られた映像は防衛ドームに迫るマーダーの群れだった。

      　アントワーカー型を中心にソルジャー、コマンダー型ともにいる。マンティス型も確認できた。背後に見える粒のようなエニュオ。この映像に映し出された群れは一種の尖兵だ。

      「エニュオ確認。総員、戦闘配置へ！」

      　ロバートの号令が飛ぶ。

      「敵航空戦力なし。制空権問題なし。どうぞ」

      　早期警戒機フォックス１の狐型のファミリアより、通信が入る。

      「各部隊、展開開始。空輸揚陸部隊、準備！」

      「ヘリコプタースポット、１から８同時展開します！」

      　ロバートの指示に、オペレーターたちが次々と確認し合い指示をだす。

      「次に重攻撃機を出撃させる。エレベーターナンバー５と６を準備！ １から４は戦闘機用だ、気をつけろ！」

      　出番のようだ。コウの五番機を乗せたＡＩサンダーストームが所定の位置につく。同型機三機も同様だ。

      　 キモン級は全容を解明されないよう、海面には三胴艦中央主船体のメイン飛行甲板にあたる部分しか露出していない。

      　甲板の各地にあるエレベーターはヘリコプタースポットが八カ所。大型機用エレベーターが二カ所、通常サイズの航空機用が四カ所となる。

      「航空機が出撃したら、揚陸部隊の番だ。防衛ドームしか見ていない虫けらどもを横合いから殴りつけるぞ！」

      　ロバートの指示が艦内に響く。

      　格納庫ではシルエット、装甲車、戦車がそれぞれ配置についていた。

      　ホバークラフト型のハンガーキャリアーが副船体のウェルデッキから出撃する。

      「電子戦機、敵機による無差別広範囲妨害攻撃確認により戻ります！」

      「わかった。すぐに戻せ。偵察機もだ」

      　敵機も無差別の電波障害を引き起こす。敵は無人機による殺戮が任務だ。自前のセンサーで対処することが多い。その場合は自軍が同様に電波障害を引き起こす必要はない。電子戦機と偵察機は引き返す。

      　その間にヘリコプタースポットにより、ティルトローター採用の輸送攻撃機が飛び立つ。

      「ヘリコプター輸送隊出撃確認！ 航空部隊、出撃準備！」

      　オペレーターの声により、まずコウたちの５番エレベーターが上昇する。

      「こちらサンダー、出撃する」

      「電磁カタパルト２、準備オーケー」

      　ブルーが戦闘指揮所に連絡を行う。レールカタパルト２は大型機と通常機兼用。

      　指揮所から通信が届く。

      「進路確認。クリア。サンダー１、発進せよ！」

      　二十一世紀では数十名近くの人員が必要な飛行甲板の作業だが、ここでは完全自動化済みだ。

      　所定の配置につき、レールカタパルトに接続される。ホールドバックバーがあらわれ、サンダー１の射出準備が整った。

      　電磁カタパルトの加速は約時速八百キロ。サンダー１が発進し、離陸完了。空を舞い、さらに加速していく。

      　その光景を野外のシルエットが監視している。今回は初運用ということで、飛行甲板に不具合がないかシルエットが確認しているのだ。

      　キャットウォークと呼称される整備用通路を作業用シルエットが忙いそがしく通行している。

      　二番機、三番機、四番機が順に発艦していく。編隊を組み目標地点に向かう。

      　先行する輸送ヘリ隊を前方に確認する。輸送ヘリ隊は、ホバリング飛行に切り替えて地面ギリギリを飛んでいる。

      　地面すれすれの飛行から機兵戦車が投下される。着地の衝撃も苦もなくこなし、荒れ地を走行に移行する。輸送ヘリ隊は任務を終え帰投した。

      「フユキさん、付き合わせてすまない！ 準備はいいか！」

      「構いませんよ！」

      　重攻撃機サンダーストームが低空飛行に移る。多目的ベイから次々に投下されるシルエット。残り三機はアッシュグレイの新型機であった。

      　敵の尖兵との交戦レンジに近づいていく。サンダーストーム隊は、シルエットたちを支援するべく上昇に転じていた。

      「怖いくらいね、この戦力」

      　その様子をモニタで確認していたジェニーが呟く。

      「この惑星での最大戦力の一つだろうな」

      「ええ。これでキモン級の二割ぐらいの戦力ってところもね」

      「我らのビッグボスの非常識さがよくわかるというもの」

      「なにをどうしたら、こんな試作兵器の山になるのか問い詰めたいね」

      「転移社企業への技術開示や販売もあったばかりだ。どの兵器もその技術をふんだんに使っている。贅沢な限りだ」

      「戦力アップはいいことと捉えましょう。ここで立ち止まっていられないからね。これからもっと人も兵器も運用していける。エニュオ程度、軽く倒せないと」

      「そうだな。我らの出番はないさ」

      　今回の作戦は予想外の救援依頼だった。

      　哨戒に出ていたアンダーグラウンドフォースがエニュオを発見。進軍先にはＤ５１６要塞エリアからの避難民を多数収容していた、小型の防衛ドームがあった。

      　防衛ドームのドーム長は傭兵機構を通じ、救援依頼を発したが応じるアンダーグラウンドフォースはなかった。

      　そこで今回は戦力もある程度整い緊急展開可能な場所だったこともあり、メタルアイリスがギリギリの時点で駆けつけたのだった。

      　シルエットベースにはアリステイデスとバリーを中心に、ある程度の戦力は残してある。

      　キモン級に搭載している兵器もシルエットより、車両が中心だった。

      「コウ君。頼んだわよ」

      　ジェニーの呟きは、自信のあらわれであった。

      　機兵戦車ドラグーンタンクとアント型ケーレスの戦闘が始まった。

      　すかさずシルエットは機甲合体を解除。戦車から分離し、歩兵として戦車の周囲を守るべく展開する。

      　陣形を守りながら敵を引きつける機兵戦車部隊。プラズマ装甲となっており、従来の戦車よりも防御力は上昇、軽量化がなされている。機甲合体を行った状態で重量は五十五トンに収められている。

      　三機のマンティス型がレールガンの砲撃を集中させ、戦車よりもシルエットに狙いを定めた。

      　シルエットが被弾し右脚を貫かれる。大きくバランスを崩した。援護に入るべく、機兵戦車は射線を塞ぐように移動する。

      　確実に傷ついたシルエットに止めを刺すべく、アント型が集中したそのとき――

      　上空より四機の攻撃機の砲弾が降り注ぐ。六十ミリ機関砲の掃射は瞬く間にアントワーカー型をスクラップと化していく。

      　アントワーカー型を犠牲にしてマンティス型が突進する。高次元投射装甲を装備した無人機は、非常に高性能だ。高次元投射装甲の構造上、機関砲弾にも強い。この装甲を貫くには一撃の貫通力を高める必要があるのだ。無数にあるワーカー型などいくら喪っても戦力喪失にはならないとさえ言える。

      「行くぞ相棒！」

      「了解！ 機甲合体！」

      　右脚を被弾したシルエットと機兵戦車のファミリアは声を掛け合う。

      　突進しようとしたマンティス型が踏みとどまる。じっと眼前を見つめた。そこにシルエットはすでにいなかった。再び機兵戦車とシルエットは一体化し、二門の多砲塔戦車そのものと化していたのだ。足のダメージなど、この状態ならば影響は一切ない。

      　機甲合体――それは機兵戦車に備えられたシルエット用の座席に座り、追加装甲と戦車のシールド部分をはめて合体させる単純なものだ。専用設計であり合体は実にスムーズ。脚を失ったシルエットの移動を補い、戦車の火力を補助する機構として作用するのだ。

      　人間ならば悲鳴をあげたいような状況であろう。マンティス型は高速で後退を開始する。

      「脚がなくても相棒のおかげで補えるってな！」

      「戦場のタクシーは俺に任せておけ！」

      　パイロットが叫ぶ。ファミリアがそれに応える。

      　マンティス型に追い打ちをかける、二門の咆哮。百二十ミリレールガンと九十ミリバトルライフルの斉射。多砲塔戦車そのものだ。いくらマンティス型の装甲とはいえ、耐えられるものではない。装甲を穿うがつ。砕け散らばる。

      　側面から他の戦車からの砲撃も始まった。他のマンティス型も押されている。

      　徐々にアント型たちは数を減らしていった。

      　マンティス型の腹部が爆発する。足を一度に二本も失った。

      　十キロは離れているであろう、重攻撃機から放たれたワイヤー誘導の対戦車ミサイルが直撃したのだ。ワイヤーを通じて高次元投射が行われている。貫通力も高い。

      　直撃した直後、ワイヤーはあっという間に誘爆し燃え尽きた。

      　数と射撃戦で敗北する。今までではありえなかった事態をエニュオに通信し、マンティス型は最後の機能を停止。破壊されたのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　マンティス型が一機減ったことで均衡が崩れた。

      　もう一機も機兵戦車から降りたシルエットを、その巨大な鎌で破壊するべく高速で接近する。

      　立ちはだかったのはコウの五番機。ＴＳＷーＲ１Ｂ型にバージョンアップされている。Ｂ型は金属水素生成炉内蔵型の高性能機となっており。回転デトネーションエンジン用バックパック装備を前提にした機体だ。

      　アルゲースが作り上げたシルエット用の刀は電弧刃というカテゴリで登録されることになった。

      　五番機は刀を構え懐に入る。右腕の大振りの鎌をすかさず、さらに右側を移動しすり抜け様に斬り飛ばした。初戦とは完全に別物。もはや今の五番機を捕らえることなどマンティス型にはできない。

      　右腕を喪い、大きな死角が生まれる。

      　振り上げた刀を大上段に構え直し、一気に振り下ろす。マンティス型の正面頭部と胴体の一部をやすやすと切り裂く。

      「アルゲースが作り上げた、電弧刃アークブレイド――孤月。マンティス型程度の装甲では話にならないな」

      　満足げに呟く。太刀型アークブレイド、銘は『孤月』。コウが名付けたのだ。

      　Ａカーバンクルで強化された軍艦の装甲材さえも切断する切れ味を有する。距離を取るべく一歩下がるマンティス型。五番機は予測していたかのように当然のように踏み込んでいた。距離を離すことを許さない。

      　一連の動作――振り下ろした刀を返す刀で逆袈裟に振り上げる。胴体にさらなる損傷を浴びせた。

      　五番機が体当たりと見紛う動きに移る。マンティス型の喪った頭部位置を狙い、渾身の突き。装甲筋肉がしなりアクチュエーターが全力のきしみを上げる。

      　その突きの切っ先はマンティス型のリアクターに到達し、完全に破壊した。

      　周囲のシルエットや戦車も含め、その光景をみた者には信じがたいものだった。

      　接近戦でマンティス型を封殺した者など数人しかいない。しかも真正面から圧倒的に撃破したのだ。

      　気を取り直した周囲の者が残るマンティス型に砲火を集中させ仕留める。

      　アントソルジャー型やアントワーカー型など多数のマーダー混成部隊が、ものの数分で壊滅したのだった。

      「呆気ないな」

      　コウが呟いた。自分でも予想外の戦果だった。

      「前哨戦に過ぎませんからね。本体のエニュオは着々と迫っていますよ」

      　フユキが油断しないよう、コウをたしなめる。

      「わかっている。あれが本番だな」

      「被害状況、右脚被弾一機のみ。このまま合体し機兵戦車として戦闘を続行します」

      　報告が入る。

      「了解。補給がきたら後退し、右脚を換装してください」

      　隊長のフユキが指示を出す。

      「こちらサンダーストーム隊。エニュオより対空砲確認。帰還します」

      「了解。気をつけてくれ」

      　エニュオの対空砲は大口径レールガンだ。いくらプラズマ装甲装備のサンダーストームでも直撃を受ければ危うい。

      　ここからは地上部隊の出番だ。

      「後続隊、あと一時間で到着します」

      「了解。そこまでエニュオを足止めか」

      「エニュオは一機。Ｄ５１６要塞エリアを攻撃したエニュオの片割れでしょう。避難民を抱えた防衛ドームを狙うとは、戦略的です」

      「感心している場合じゃないな。人間的な思考で攻めてきているということか」

      「人間が基本方針を決めたかもしれませんね。クルト・マシネンバウ社の旧社員もたくさんいるようです。構築技士の殲滅が目的かもしれません」

      「クルトさんの会社にいた人たちか……」

      「クルト氏の安否に関して思うところはあるかもしれませんが、彼らを守るためにもまずはエニュオを倒しましょう」

      「ああ」

      　フユキに促され、対エニュオに備えるコウ。新たな力が試されるのは、今からであった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　サンダーストーム１が着艦体制に入る。パイロットはブルーだ。

      　推力偏向エンジンを操作し、そのまま垂直に着陸する。

      「サンダーストーム１、六番エレベーターへ移動を」

      「了解」

      　戦闘指揮所より連絡が入る。今から再出撃準備ターン・アラウンドに入る準備だ。エレベーターが降下し整備格納庫へ移動する。今から弾薬、装甲チェックを始めるのだ。機体はシルエットが牽引している。

      「機体損傷なし。二十分後には再出撃します」

      「了解。誰か連れていく？」

      「はい。アイリス４のメンバーをお願いします。投下の際には気をつけて」

      　アイリス４は主に自前の機体を使っている者たちだ。最初に運んだチームのような高性能機ではない。投下時は十分な減速が必要だった。

      「わかりました」

      　艦内のホイストで釣り上げられ、シルエットが格納される。

      　その間に武装も換装されている。巨大なドラムマガジンが交換された。これは六十ミリガトリング砲弾用。弾倉ごと交換するのだ。

      　見ると六番エレベーターより次々とサンダーストーム隊が戻ってきている。

      「整備班、対地攻撃用の誘導ミサイルをお願い。次はエニュオなの」

      「了解！」

      　ブルーの要請に整備班のアライグマが勢いよく返事をする。

      　対エニュオ戦に備え、初速は遅いが威力の高いワイヤー誘導の対地ミサイルを用意。サンダーストームは対地ミサイルのなかでは最も威力が高いものに換装された。

      　現在地上部隊も上陸を果たし、現地へ向かっているはずだ。

      「準備できました！ ターンアラウンド、行けます！」

      「着艦してわずか十二分。速い。――サンダー１、でます」

      　再び戦場に向かうべくブルーが駆るサンダーストームは五番エレベーターに乗り、上昇していった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　エニュオの進行方向を塞ぐように進軍する、メタルアイリスの強襲部隊。

      　防衛ドームが破壊される前に撃退しなければならないのだ。

      「もうすぐ交戦レンジです。一方的に攻撃されるだけですがね。敵はエニュオと、マンティス型、ビートル型。アント型がいないとは。生産が追いついてないのか、それとも――そんなものに回したくないのか」

      「というと？」

      「制圧した無人工場は主にケーレスの生産ラインにされると言われています。Ｄ５１６要塞エリアを落とした彼らは、生産に回せるはずなのに生産していない。おそらく残存した戦力を振ってきている」

      「後々厄介そうだな」

      　現状、攻めてくる敵勢力が増えないことは確かに喜ばしい。だが敵支配下における工場での生産ラインはどんな兵器を生産しているのか。それが問題だった。

      「背が高いということは不利ではあるんだが、あそこまで硬くて大きいと十分な利点になるな」

      　エニュオからの砲撃が始まった。エニュオのように巨大だと見下ろす形になり十分に視覚内に入ってしまう。射程内になるのだ。

      　距離が遠すぎて牽制に過ぎないが、まともに直撃を受けたら即破壊だ。

      「この数ではあの軍勢を止めることはできません。荒れ地ではこちらに向かっている味方の進軍速度も下がっており、戦車隊が到着する時間までまだあります」

      「かといってこのまま砲撃を受け続けるわけにはいかない」

      「そうですね。迎撃にでましょう」

      　機兵戦車を再び合体させ、八両の車両として展開する。

      　随伴するのはコウたちの高機動機だ。

      　迂回しながら進軍を待つ。しばらくして彼らからも攻撃可能な距離に入った。

      「敵はビートル型が三十機ほどですね。クワガタが多いです。カブトは一ダースほどですね」

      「クルトさんのデータで確認済みだ。クワガタは随伴機だ。メインは高次元投射装甲があるカブトのほうになる」

      「そう思うと結構な戦力です。慎重に行きましょう」

      　互いの砲撃が始まる。

      　やはりライノセラス型が硬い。レールガンの直撃を受けてもびくともしない。

      　随伴するスタージも厄介だ。厚い装甲に大口径のレーザー砲。レールガンほどの威力ではないにしろ、十分な威力はある。

      　コウたちのシルエットは機兵戦車を壁にしつつ、射撃戦を行っている。

      　遠目にみえていたエニュオも、近づいてきた。周囲には、多数のテルキネス。

      「これは味方が来るまで保ちそうにないですね。時速百二十キロ以上で不整地を疾走できるような機体ないからなあ。航空機の輸送が間に合うかどうか」

      　二十一世紀における戦車での不整地移動速度は最高速度五十キロ程度。惑星アシアでの戦車でも時速八十キロ程度が限度だ。

      「そうでもないよ、フユキさん」

      　スタージが突如、地面に崩れ落ちた。機体に孔が開いている。続けざま、直撃を受け蜂の巣になった。

      「にゃん汰。アキ。先に来たのか」

      「兵は神速を尊ぶ、にゃ」

      「お任せあれ」

      　ＭＣＳに乗った二人が応答する。遠目に見える二機。誰もみたことがない異形のシルエット。

      　それはケンタウロス型の四脚シルエットだった。にゃん汰機はＡＫ２を構え、アキは長大なランス型の武器を構えている。

      　ＱＳＴー０１エポナ。

      　アキとにゃん汰のために構築された戦闘特化の四脚型強襲巨兵。

      　騎兵の守護女神の名を冠した機体は美しかった。エポナがランスを構えて駆ける。近接戦はアキである。

      　ランスの先端がライノセラスの分厚い装甲を貫通する。

      「いっけぇ！」

      　アキの絶叫とともに、ランスの先端が展開。先端からすさまじい勢いのプラズマが放出される。金属水素を燃焼させた、徹甲爆破型ランス――コウとアルゲースがアキのために作り上げた最新兵器だった。

      　その隙に攻勢に転じるメタルアイリス隊。

      　にゃん汰も援護に加わり、その後ろから量産戦闘型のクアトロ・シルエットＱＳＴー０２エポスが到着し、射撃を開始する。

      「四脚のシルエットだって！ ありえるのか！」

      　隊員の一人が声を上げる。味方さえも驚愕する秘密兵器だ。

      「完成して操作訓練を終えた機体を急いで搭載した。説明する暇なかったな。セリアンスロープ専用シルエット、クアトロ・シルエットだ」

      「ビッグボス、とんでもないものを作りましたね！」

      　隊員が感心する。

      「四本脚の全力疾走、不整地踏破能力は履帯の比じゃありませんね。まさに危機に駆けつけた騎兵隊だ」

      　フユキはその移動速度に納得がいったようだ。四脚の歩行安定性は二脚の比ではない。不整地を一気に駆けることなど余裕だろう。

      「コウ君。あの武器はまさか狩りゲーから？」

      「ああ、その話はあとで！」

      　見覚えがある形状の武器を問い詰めようとするフユキに対し、コウは気まずそうに戦闘へ戻るよう促した。

      「最高の機体にゃ！ ありがとにゃ、コウ！」

      　にゃん汰が戦場を駆け巡りながらＡＫ２で確実にスタージを片付けていく。

      「なんて機体だ。バックパックの補助もなく、あの運動性と機動性。ありえるのか」

      　隊員が呆然とするほどの圧倒的な運動性能。

      　スタージ型があっという間に蹴散らされていく。

      　彼女たちを強敵と見定めたライノセラス型がアキの前に立ちはだかるが、レールガンの直撃を受けても彼女のシルエットは揺るがない。

      「このバースト・ランスはまさにライノセラスなど重装甲を貫くため。――行きます！」

      　アキは先陣を切って駆け始めた。慌てて背後の者たちが援護する。

      「流れはこちらにある。いくぞ」

      　コウの号令とともに、メタルアイリスは攻勢に転じた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　形勢は逆転しつつあった。

      　メタルアイリス側の勢力はクアトロ・シルエット隊八機に加え、再出撃で空輸された機兵戦車隊四輌とシルエット。重攻撃機に輸送された通常武装のシルエットも四機参戦したのだ。

      　重攻撃機サンダーストーム隊は大型対地ミサイルでエニュオを攻撃。地上部隊の支援に回っている。

      　交戦中に装甲車打撃部隊や補給部隊の後続部隊も到着したと連絡が入った。

      　ビートル型との熾烈な戦いも続いている。あまりの強固な装甲にシルエットも近接戦仕様に切り替える。銃剣や両手剣を構えて斬りかかっていた。

      　ビートル型の厄介なところは、飛行形態があるところだ。突如として加速、突進からの攻撃。パワーがある分厄介だ。この角は突進攻撃用も兼ねているのだろう。

      「コウ。ここは私達が抑えます。当初の計画通りエニュオを！」

      　アキが叫ぶ。

      「わかった、アキ！ そろそろ行こうか。フユキさん」

      　五番機のバックパックが、飛翔用の翼を展開する。

      「了解です。では、行きますか。量産型フッケバイン――戦鴉いくさがらすバズヴ・カタの出番です」

      　フユキたちも同様の翼を展開した。

      　ＫＳＲ―２１バズヴ・カタ。戦鴉という名を持つ機体は、クルトから送られてきた図面の機体を量産したものだ。

      　再生フッケバインは新機構を多数取り入れ新世代のシルエットに相応しい機体となっていたが、いかんせんコストが天井知らずになっていた。そこでフッケバインの特徴を継承しつつ、量産したシルエットがバズヴ・カタだ。

      　フッケバインでは内蔵だった回転デトネーションエンジンは外付けにし、過度な大型化を避けたのだ。これにより機体は一回り小さくなることに成功した。駆動方法は装甲筋肉と、軽量化を想定した光学迷彩発動可能なナノセラミック装甲。

      　フッケバインと同様、脚の特徴もそのままの三前趾足状である。

      　同様の機体はＴＡＫＡＫＡＢＡでも量産を開始した。クルトの意思を継ぐべく鷹羽兵衛が尽力したのだ。ＴＳＲー２１ヤタガラス。日本風の名前だ。

      　特筆すべきはその運動性能。非常にコストが高い機体ではあるが、それでもフッケバインに比べて五分の一程度に抑えてある。フッケバインが採算度外視すぎた設計だったともいえる。

      　四機はそれぞれ推力偏向スラスターをフル稼働して機体を飛翔させる。

      　コウは正面へ。バズヴ・カタたちは迂回しながら張り付いた。

      「コウ！ ダメ！ 突出しすぎ！」

      　思わずブルーが叫ぶ。

      　コウは勢いあまったのか、ちょうどエニュオの真正面に立ったのだ。

      　エニュオはハエを追い払うべく、巨大な前足を巨体に似合わぬ速度で振りかぶり、五番機を薙ぎ払おうとする。

      「なっ！」

      　ブルーを始め、多くのパイロットたちが絶句した。

      「はっ」

      　裂帛の気合いとともにコウが抜刀し、その前足に合わせ、孤月を振るう。

      　孤月が閃き巨大な前足が空を舞う。ただの一撃で両断されたのだった。地面に突き刺さる前足がその出来事が事実だと物語っている。

      「あの発光する武器なんなの……」

      　目視したブルーが呆然と呟く。考えられない切れ味だった。

      　五番機はそのまま上昇し頭部を斬りつける。地面にいるテルキネスが対空射撃を行うが、エニュオの巨体を利用してうまく躱していた。

      「コウ君が敵を引きつけているうちに、我々は、と」

      　機動力を生かしエニュオの側面に取り憑いたバズヴ・カタ。

      　それぞれの機体が巨大な足にワイヤーを投射し、巻き付けている。

      　フユキの機体も尾の攻撃を警戒しつつ、ワイヤーをエニュオの足に巻き付けていた。

      「総員離脱。五秒後、起動。五、四、三、二、一！」

      　ワイヤーが発火する。それぞれ手に持っていたワイヤーをすかさず切り離し、同時にワイヤーが爆発する。

      　生成した金属水素を注入したデトネーション・コードだ。エニュオの関節部に異常が発生し、地面に伏せる格好となった。そこへ戦車とシルエットの火力が集結し、集中砲火を見舞う。

      　コウも刀を収めＡＫ２に持ち替えて射撃戦に移行した。

      　すかさずエニュオから離れるバズヴ・カタ。運動性もさることながら、翼を展開し、離脱する移動速度もかなりのものだ。

      　エニュオの周囲をサンダーストーム隊が取り囲む。吊り下げられたロケットランチャーをエニュオに向けて放っていた。

      　爆発が幾度も起きる。一発一発の威力は少ないが、四機編隊による集中攻撃だ。確実にダメージとなっている。

      　護衛しようにも強烈な火力によって近づけないテルキネスをシルエット隊が片付けている。

      　空から別方角に移動しテルキネスに接近する機体があった。化鳥の如く舞い降りるバズヴ・カタ。

      「遅い！」

      　圧倒的な運動性能を生かし、側面に回り込むバズヴ・カタ。テルキネスは構える槍を振り回すこともできず、脇腹を切り裂かれた。

      　周囲にいるテルキネスが援護射撃に入るがバズヴ・カタは灰色の羽を思わせる推力偏向スラスターと補助翼を使い、すかさず空中に退避する。

      　見上げて追いかけようとするも別のバズヴ・カタたちが舞い降りて次々とテルキネスを両断していく。ここまで高性能なシルエットは、テルキネスのデータには存在せず対応もできなかった。

      　クアトロ・シルエットも近接戦に突入している。アキのランスがテルキネスの胴体を貫き、にゃん汰のＡＫ２はスタージを破壊していった。

      　砲撃が止む。

      　エニュオを守ろうとしたのかビートル型の残骸があちこちに転がっている。エニュオ自体はまだ動いていた。

      　コウは弧月を鞘に収め真上に移動する。そのままエニュオの胴体――リアクターがある部位に急降下する。

      　落下の勢いを利用し、直前で抜刀する。そのまま背部装甲を貫いた光り輝く刀身の先端は、稼働を続けるリアクターを切り裂いた。エニュオの複眼が大きく輝き、徐々に光を失い停止する。

      「こちらアイリス１。エニュオ破壊成功」

      　コウがキモン級に連絡する。

      　戦闘指揮所では歓声が上がった。

      「引き続き敵残存部隊を掃討する」

      　コウは油断していない。それだけ告げ、通信を切る。

      　勝利はそう遠くない。その場にいる者みんなが確信した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　キモン級は砂浜に揚陸中だ。今回戦闘を行った部隊の回収作業を行っている。

      　防衛ドームより二両のハンガーキャリアーが戻ってくる。

      　シルエットは搭載していない。乗っているのは人間。避難民を回収してきたのだ。若い男女やファミリアが多い。

      　その光景を戦闘指揮所で確認するコウたち。

      「Ｄ５１６要塞エリアのクルト・マシネンバウ社の社員と関係者たちね。元エリア長やスタッフも」

      「彼らを狙ったという憶測が成り立つ以上、俺たちのところに来た方がいいかなと」

      「防衛ドームのドーム長から移動を促されていたみたいね、彼ら。やるせないけど」

      　今までストーンズのマーダーが追撃を行った例は希だ。

      　転移者企業が目的であり、彼らを狙ったものであると考えたほうが自然だった。

      「落ち着ける場所が出来たなら、そこに移動してもらう。それまではメタルアイリスで身柄を預かろう」

      「そうね。うちも人不足だし。構築技士もいる。助かることは間違いない。水中航行を行えるキモン級の追跡までは出来ないでしょうしね。もう追われる心配はない」

      「彼らも協力するといってくれている」

      　構築技士の資格さえあれば、小さな工場や機械は動かせる。

      　コウが一括で見ているとはいえ、細かい指示などはさすがに手が回らない。そこを手伝ってもらえるなら、大助かりなのだ。

      「作戦は成功。防衛ドームからは感謝の言葉が届いているわ。今回限りですと伝えておいた」

      「正式な依頼じゃないから報酬は出さなくていいし、体のよい厄介払いもできた。そりゃ連中も大喜びだ」

      　ロバートが肩をすくめて言う。

      　報酬はオケアノスから出るものの、本来は狙われた防衛ドームも出すべきなのだ。

      「防衛報酬についてはクレームを付けておいたよ。さすがに救援依頼を出しておいて傭兵機構を通さない正式依頼じゃないから、は通らないしね。次はお断りすることも、っていったら慌てていたけど私も通信を切っちゃったし」

      「悪しき前例になりかねないからな」

      　ひとまず防衛に成功したものの防衛ドーム側の対応もひどいものだった。傭兵機構を通していない依頼なので報酬の支払いはなしと通告してきたのだ。エニュオ撃退によるオケアノスからの破壊報酬をあてにしたのだ。

      　こんな話がまかり通るならば、あらゆる勢力が無料でメタルアイリスに救援依頼を出してくるだろう。悪しき前例とはそういった懸念のことだ。

      「戦闘データは取れた。まだ十分な戦力とはいえないが、敵に対抗する力は十分にあると思う」

      「エニュオを二回撃破したアンダーグラウンドフォースなんてそういないからね」

      「機兵戦車の運用は効果的だったな。合体中はいい壁にもなっている」

      　戦車乗りであるリックからも高評価だ。機兵戦車の操縦手は基本ファミリアであり、彼らの評判はすこぶるよかった。

      「輸送ヘリや重攻撃機も効果的に運用を行えた。やはり部隊の展開の速さは重要なのだろう」

      「そうだ。思い出した。何、あのセリアンスロープのシルエット！ いつの間に積み込んだの！ いつ完成したのよ！」

      　ジェニーがコウの頬に手を伸ばす。慌ててブルーの後ろに隠れるコウ。

      「ぶっつけ本番だよ。出撃する間近に、セリアンスロープたちの訓練が終わってさ」

      「セリアンスロープが搭乗可能なシルエットという事実だけでも惑星アシアがひっくり返るんですけど？」

      「シルエットベース特権かな。だから人を集めるときセリアンスロープ専用シルエットの存在はアピールになると思うよ」

      「しかも専用なの？ 絶対なるでしょ！」

      「我らのビッグボスは、いったいどれだけ隠し球があるのやら」

      　リックも呆れている。セリアンスロープ用のシルエットは四脚ながら腕もある。細かい作業が出来るのだ。ファミリアの負担が減るのは間違いない。

      「そんなにないって」

      「前もそんな返事で、今回はこの四脚型シルエットよ？」

      　ジェニーが容赦なく指摘する。

      「エニュオの腕を一刀両断したのは？ 今確認されているシルエットの剣だと不可能ですよ？」

      　ブルーが小首をかしげて追求してくる。可愛らしいが目が笑っていないので怖い。

      「いい切れ味だったよね、あれ」

      「ひとごとみたいにいわない！」

      　アルゲースのことが言えない以上、ごまかすしかない。

      「ところでクルトさんの安否は不明なのかな」

      「やはり敵はクルト氏を狙っているようね。クルト・マシネンバウ社の人間もそう推測していた。徹底抗戦を行おうとする彼をファミリアが連れて逃げたとも、敵の激しい追撃にあってそのファミリアもろとも死亡とも……」

      「確かにクルトさんは最後まで戦う意思を見せていた。もし自分が狙われていることをしっていたら、果たして会社の人間のもとへ戻っただろうか」

      「希望的観測かもしれない」

      「わかっている。少なくとも追っ手がいたんだ。捕まってはいない。今は無事を祈ろう。すぐ助けることができるように」

      　少なくともクルトが守りたかった人たちを保護できる。

      　今はそれでよしとするしかないのだろう。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウは格納庫に戻り出撃した機体状況を確認した。

      　マールたち整備班が忙しく働いている。エメの機体も見える。

      　ヴォイが五番機の確認をしてくれていた。

      　すぐににゃん汰とアキ、他に多くのファミリアに囲まれた。

      「すごいにゃ！ このシルエットはすごいにゃ！」

      「コウ。これは惑星間戦争時代も含めての革命です。少なくとも、我々にとっては」

      　二人が感激している。

      　他の者も同様に感激していた。感極まり涙を流している者もいる。

      「大げさじゃないか？」

      　おそるおそる言ってはみるものの、全員が首を横にぶんぶん振った。

      「コウ様。我々はこのシルエットに乗れるという事実だけで、死んでも構わないのです」

      「ええ。絶対降りたくないです。コウ様！ このまま、私達をこの部隊に！」

      　狐耳の青年、うさ耳の少女に懇願された。

      　彼らはにゃん汰とアキの同期。アストライアで眠っていた者たちだった。

      「死んではダメだぞ」

      「はい！」

      　正直にいえば困惑している。崇拝されかねない勢いだ。

      　アシアやプロメテウスの力であって、彼の力ではない。

      「皆にはそれぞれの機体をそのまま使ってもらう。戦闘だけではなく整備や補給班に回るかもしれないが、それでも問題ないかな？」

      「喜んで！」

      「ファミリアたちと連携が取りやすくなり、ありがたいです！」

      　口々に歓喜の言葉が漏れる。

      「あとコウ様は禁止」

      「え……」

      「そんな……」

      　悲痛な声があちこちから漏れている。コウは心を鬼にして黙殺することにした。

      「部隊の名称は四脚騎兵部隊にしようか。隊長はにゃん汰かな。アキは突っ込みたがる」

      「え。そんなに突っ込んでいますか私」

      「了解にゃ。いいね、クアトロトルーパー部隊！」

      　アキが猪突猛進であることを気にしていたにゃん汰はその提案をすぐに飲む。

      「これからセリアンスロープたちに、クアトロ・シルエットを使って活躍してもらう予定だ。後進の指導もあるからね」

      「お任せを！」

      「皆、喜ぶと思います！ この歓喜を同胞たちに早く共有してもらわねば！」

      　予想以上の好反応に戸惑いながらも、彼らを頼もしく思うコウだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　現在アルゲースの足下に集まり、みんなでランチ中だ。

      　コウがアルゲースと話をしながらヴォイと二人で食事を取っていたことが始まりだった。コウがレーション、ヴォイは蜂蜜ドリンクだ。

      　そこへエメがサンドイッチ持参でやってきて、そうするとにゃん汰とアキもめざとく見つけてやってきた。

      　みんなで食べようという話になり、週一程度の集まりになった。一緒が大事なのだ。

      　今はポン子が全て段取りしてくれている。ワゴンカートに豪勢な料理が並んでいた。

      　アルゲースもこのときばかりは作業を止め基本は沈黙しているのだが、時折みんなとの会話に参加するようになった。

      「今日はおにぎりかー。卵焼きと唐揚げ！」

      「コウ、本当にその二つ好きですよね。私ももう作れますよ！」

      「作ってくれたら食べるよ」

      「私も作れる！」

      「うちも作れるにゃ」

      「いつでも歓迎だ」

      　他愛ない話をしながら、食事をする。アキとにゃん汰は箸の使い方をすぐにマスターした。エメは少々苦戦したが今はなんなくこなしている。

      　むしろ箸使いが一番なっていないのはコウかもしれない。

      「メタルアイリスの大規模募集は、要塞エリアでやるっていうじゃないか。お祭り騒ぎになりそうだな」

      　ヴォイが蜂蜜をスプーンで食べながら言った。

      「どこでやるかはまだ決めていない。傭兵機構を通じて募集する予定。まだまだ先の話だけどね。セリアンスロープやファミリアの比率が高い要塞エリアを選びたい。ぜひこちらで、と各地の要塞エリアから招致されているらしいけど」

      「そりゃエリア長だって、今のメタルアイリスとは仲良くしておきたいだろうさ」

      　ヴォイからみても、現在のメタルアイリスの戦力は高い。

      　喪われた技術をふんだんに使った試作兵器群に、その兵器を量産化した実機。

      　さらに今までシルエットに搭乗できないとされていたセリアンスロープたちの専用機体が導入され、作業人員や戦闘要員として起用も可能となったのだ。

      「あっちの思惑はどうでもいいんだけど、市街地にいくことがあったらみんなで買い物にでも行こうか」

      「やった」

      「いいんですか？」

      「嬉しいにゃ」

      「あー、俺はパスするぜ。女の買い物に付き合うと長いからなあ」

      　覚えがあるのか、ヴォイが顔をしかめて呟いた。

      「はは。そう聞くよな。じゃあヴォイには留守番は任せた。いつでも合流していいからな」

      「おう。任せておけ。助けにいってやるよ」

      「そんなことしないもん」

      「そうですよ、むしろコウの行きたいところを」

      「ヴォイなんていつもコウと一緒にいるにゃ。たまには寄越すにゃ」

      「おう。思いっきりコウを連れ回せ」

      　　他愛のない話も一段落すると、コウは立ち上がってみんなに告げる。

      「じゃあ、上に行ってくるよ」

      「俺もいかないとな」

      「私もマーちゃん手伝ってくる」

      　上とはシルエットベースのことだ。コウとヴォイは立ち上がり奥へ消えていく。

      　エメも整備のため立ち上がった。

      　ポン子は後片付けのため食器を回収して戻っていった。

      　残されたアキ、にゃん汰、アルゲースはそのまま座り込んで話を続けていた。

      
        

      

      「アルゲース。あなたがここまで人間に肩入れをしたところをみたことがありません」

      　アキが寡黙な一つ目巨人に語りかける。

      「アークブレイド――惑星間戦争時代の超硬ブレード以上の品。あなたが試行錯誤してまで作るなんて」

      「今まで私に命じていろいろなものを作らせた人間はいた。だけどね。私と一緒に物作りをしよう、などと言った人間は初めてだ」

      「私達もです」

      「失敗した。怒られる、それはいい。けれどコウは怒らない。自分の知識の範囲で一緒に考えてくれる。隣でじっと私の作業をみている。それがどれほど嬉しく心強いか彼は知らないだろうな。私はただの作業機械なのにだよ」

      「コウはそう思っていません」

      「その通り。彼はそう思っていない。私の横に並び、私と同じものを見て私と共にいる。だから私も彼をただの人間と思わない。それだけのことだよ」

      　アルゲースの言葉は無機質だ。そのはずなのにとても優しい。

      「こういう時間も楽しいな。コウには感謝しかない。君たちこそすごいじゃないか。クアトロ・シルエット。革命なんて言葉では生ぬるい。一種の進化だ」

      　アルゲースの言葉に、にゃん汰は満足そうに目を瞑り首肯する。

      「はい。あなたの言うとおり進化です。私達は人間と同じ機能を持ちながら欲張って動物の機能を取り入れられ、フェンネルＯＳに弾かれた」

      　にゃん汰が過去を追憶しながら語る。

      「後継のネレイスが生まれ彼らがシルエットに搭乗可能になることで、私達の存在意義は人間の人口増加、繁……綺麗な言葉でいえば婚姻用ぐらいでした。中途半端すぎたのです」

      「我らセリアンスロープがどれほど、我が身の立ち位置に悩んだでしょうか。ネレイスにもファミリアにもなれない、有機生命体……」

      　アキが言葉を継いで語る。コウに自らを不用品と口走ってしまった過去を思い出す。

      「私は――私とにゃん汰は、もうコウから離れられません。クアトロ・シルエットに乗るたび、いや見るたびにこのシルエットがどのような経緯で生まれたか。私達のためなのですから」

      「シルエットの本質は兵器ではなく人間の拡張性。クアトロは間違いなく私達の同胞さえも拡張してくれる……私達を通じてコウはすべてのセリアンスロープに存在意義を与えてくれることになる」

      　二人、いや三人の思う先は一つ。

      「セリアンスロープ。その中途半端な存在。ここまで真剣に向き合ってくれた人なんて、ただの一人でもいたのでしょうか」

      「いなかった。少なくとも、私達のまわりではね」

      「元気なお前たちを見ることができて私は嬉しい。本当はそのことでもコウに感謝したいぐらいだ。アキ。とくにお前はな」

      「コウには内緒ですよ？」

      「わかっている。それにクアトロは私も楽しみなのだよ。普通のシルエットでは装備できない武器を作る必要があるからね」

      「新型ケーレスにあのランスはとても有効でした！」

      「よし。では次は我々の本分の話をしよう。クアトロ・シルエットの姿勢制御について二人の見解を教えてくれ。近接兵装開発に役立てたい」

      　三人は兵装開発用ロボットでもある。

      　コウが知る由もない、真剣な表情で兵装について語り合う三人の姿がそこにあった。

      
        第三章　電撃戦

      

      　Ｋ１１３防衛ドームは敵の侵攻を受けていた。

      　マーダーのような無人の殺人機械ではない。ストーンズ所属のシルエットだった。

      「なんだ……あのシルエットは……」

      　防衛部隊に所属していた、アンダーグラウンドフォースの傭兵が呟く。

      　見たこともない、漆黒のシルエットに蹂躙されたのだ。

      「う、速い。た、たす……」

      　狂ったように機関砲を乱射する前方の味方。あっという間に大剣で切り伏せられた。

      　無数に転がる装甲車と味方のシルエット。

      　敵はわずか十二機のシルエット。僚機のライフルが火を噴く。敵シルエットに直撃するが装甲表面に火花みたいなものが走り、弾痕が残るだけだった。

      「まさか、ありゃ最新鋭の電磁装甲かよ！」

      　機動力も彼らのシルエットの比ではない。

      　異形の脚はカラスのようなつま先をしている。

      「く、来るな！」

      　叫びながら応戦するも、僚機の上半身がない。腰辺りで両断されている。

      　敵機は運動性能に特化しながらも非常に硬い。ライフル弾が無力化されている。

      　警告音が鳴り響く。背後を取られたのだ。

      「なんだと！」

      　そこまで機動力に差があるのか、とパイロットは自嘲する。

      　味方が崩壊した現在、勝ち目はないだろう。

      　圧倒的な機動力の差。彼らの多くは銃器を使わず、その手にもった大剣で味方を倒したのだ。

      「チェックメイトだ。傭兵さん。――投降したら命までは取らねえぜ」

      　投降を呼びかける男。

      　バルドであった。

      「……投降する」

      　味方も殺された者は少ないようだ。無造作に切り捨てられてはいるものの、ＭＣＳが無事なものは生きている。

      「レイヴン部隊。コントロールセンターを制圧せよ」

      「は」

      　バルドの命令に、背後の漆黒の機体が駆け出す。

      「やりましたね。隊長」

      　副長のマイルズが声を掛ける。

      「三つ目の防衛ドーム制圧だ。少数部隊でな」

      「レイヴン部隊、いけますね」

      　マイルズたちが乗る機体。

      　それは、クルトが作り上げた量産型フッケバインのバズヴ・カタのリネーム機。強奪したクルト・マシネンバウ社の工場をそのまま使ったものだった。

      　工場のデータの多くは廃棄されていた。

      　だがアルベルトがデータ復旧に成功したのだ。戦場で奪い取ったフッケバインの機体や、試作パーツの残りから解析。あとは試行錯誤で探り当てた。

      「ああ。このコルバス。フッケバインの再生機らしいが、性能も桁違いだぜ」

      　バルドが乗る機体こそ、フッケバインの復元機。レイヴンとは一線を画す能力を持つ。

      　Ａ級構築技士がいなければ解けない封印はストーンズの使者が解除していった。今まではできなかった芸当だ。とはいっても膨大な部品が解かれただけだ。その部品を組み合わせ、構築せねばならなかった。

      　フッケバインの試作パーツを元に復元され、外観の形状は大きく変わったが性能は近い。耐久度においてはオリジナルを上回っている、アルベルトの天才的な能力が生かされた。だが本人が納得していない。性能含めて完全再現を試みるアルベルトに対し、バルドが必死な説得で妥協させたのだ。

      　現在は半神半人用に確保された金属水素生成炉を用い、少数量産体制に入っていると言われている。

      「後続の重戦車部隊と、破城車両、そろそろ到着します」

      「あの砲撃狂に感謝だな。防衛ドームぐらいの壁ならぶち破ってくれる」

      　人類側が多くの技術を得たように彼らから強奪した兵器でストーンズ側の傭兵も、強化されていった。

      　とくに金属水素生成炉は貴重だ。彼らに与えられた十二機のレイヴンとコルバスは破格の待遇だ。メタルアイリスの構築技士と実際にやりあった経歴によりストーンズ側の信頼を得られたことが大きい。

      「俺たちだけで防衛網を余裕で突破できた。だが油断はできねえ。これらの戦力を持った敵もいるってことだな」

      「こちらはストーンズ直属下にあるため、正式な軍隊のようなものです。敵にそれだけの財力を持つ者がいるのでしょうか？」

      「いるさ。メタルアイリスって連中がな」

      「確かに我らは負けました。ですがあの時はストームハウンドとの連合軍。一緒になったところで、この戦力に匹敵するとは」

      「それ以上さ。なんせこのコルバスの技術を引っ張り出した構築技士がいるんだ。あいつらは。金なんざ唸るほどもってるんじゃないかな」

      「本気でいっていますか？」

      　上官がそこまで敵を買うなどとは珍しい。

      　あの時彼らは撤退した。少なからず消耗していたはずだ。

      「アルベルトのおっさんの受け売りさ。だが俺もそう思っているぜ。コルバスほどの機体を所持しているかは不明だがな」

      「できればやり合いたくないですね。楽に制圧できる戦場であって欲しいものです」

      「そういうな。これだけ楽勝だと張り合いもなくなる」

      「隊長は……」

      「おっと、コントロールセンターの制圧が完了したそうだ。これでストーンズ様のマーダーもなしで人類側の拠点を奪ったことになるな」

      　バルドは遠くにそびえ立つコントロールセンターをみて呟いた。

      　圧倒的な戦力だった。

      「捕虜にした傭兵は、こちら側の傭兵と」

      「そういうこと。金、飯、女。これだけ与えたら大抵なびく」

      　殺した方が早いが、傭兵を仲間にして戦力を増やす必要がある。

      　ストーンズ側もまた確実に戦力を精鋭化させるために動いているのだ。

      「アレオパゴス評議会に連絡しよう。まだまだなにか企んでそうだ。しばらくは使いっ走りだな」

      　バルドが嬉しそうに呟いた。

      　そこには戦場があるのだ。腐肉を喰らう大鴉おおがらすの群れにはちょうどいい。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウはジェニーとリック、艦長であるロバートとバリーの五人を召集した。

      　最初からいるのはにゃん汰とアキ、エメだ。

      「コウが俺たちまで召集とは珍しいな」

      　ロバートは艦長に任命されてから、コウからの指示はとくになく、好きにやらせてもらっていた。

      　それは嬉しくもあったが、忘れられているという気分になりそうになったのも事実。

      「ごめんよ。手間取らせて。大がかりな作戦提案ってことで」

      「ほぅ。コウが、ねえ」

      　バリーが呟く。コウがそのような提案を行うことは珍しい。

      「リック。戦術に詳しくないが、電撃戦をやりたい」

      「電撃戦とはどういうものか、わかっているか」

      「わかっている……つもり」

      「では電撃戦を仕掛ける目的をいいたまえ」

      「やりたい放題のストーンズにプレッシャーを与え、敵陣営に精神的な打撃を与えたい」

      「ほほぅ」

      　嬉しそうにリックが笑う。我が意を得たり、だ。

      　電撃戦の本質は電光石火の強襲という意味ではない。

      　部隊運用においては有名な戦闘教範ではあるが、実際に効果的に使われた例は少ない。

      　強固な敵防衛網を迂回し効果的に部隊を浸透させ、敵の脆弱点である司令部や拠点に効果的な打撃を与えることによって敵軍を混乱させることにある。

      　主戦力である快速部隊の補給ラインを絶たれ孤立し包囲され、部隊が壊滅するリスクも極めて高い部隊運用法だ。

      「よろしい。ならば電撃戦だ。だが敵の多くは無人機。何をもって敵にプレッシャーを与える？」

      「アシアを奪還しストーンズ組織そのものにプレッシャーを与えるんだ。アシアが囚われている場所はいくつかある。ストーンズの戦線が広がっている現状、守りの薄い奥地を狙う。どの場所か、候補はいくつかあるんだが……」

      　エメが顔を上げていう。

      「コウ。Ｆ８１１はどうかね」

      「師匠！ そうか……！」

      　皆はエメのなかにいる師匠のことは知らない。師匠は深くうなずき、瞳を閉じる。

      　目を開いたときは穏やかなエメの瞳になっていた。

      　エメは微笑み、コウはうなずき返す。

      「海沿いでもある、敵の勢力下最深部のＦ８１１要塞エリア跡地。ここを襲撃しアシアの一部を奪還する」

      「オーケー、コウ。拝聴に値する提案だ。君の作戦をいいたまえ」

      　皆が真剣にコウを見つめる。いつものコウならば照れ笑いでも浮かべるところだが、今回はみんなの視線を受け止める。

      「キモン級を使い洋上から強襲を仕掛けよう。要塞エリアに潜り込んでアシアを奪還する。現在の前線は奪った要塞エリア跡地。他はどこも手薄のはず。人類の拠点を強奪し、自陣営のシルエットを生産しているぐらいだからな」

      「ふむ。潜水可能な宇宙艦だ。沖から空を飛んでもいいだろうが」

      「キモン級でそれはやらない。動きがすぐにばれるし、こちらの戦力を敵に知らせてやる必要はない」

      「まったくもって正論だな。カマをかけて申し訳ない」

      「アリステイデスは輸送任務のため飛行して各地の港に寄港している。上空から奇襲をかけるなら、こちらでやるんだ」

      「正解だ」

      　リックはにやりと笑う。

      「次はここから。要塞エリアはひとまず要らない。だが、欲しい」

      「敵陣奥深くの要塞エリアなど制圧してもすぐ奪い返されるだろう。リバーシの端を取られているようなものだ。しかし大型拠点を二つも失った人類にとって要塞エリアそのものが欲しいのもわかる」

      「外のダミー用野営地に戦車部隊を集結。さらに反対方面の海岸沿いからアリステイデスで、シルエットベース最寄りで最大のＰ３３６要塞エリア跡地に強襲を仕掛け制圧する」

      「シルエットベース周辺を制圧するのか！ 確かにアシアを確保している要塞エリアが襲われている最中に、この周辺で戦闘が発生するとは想像しがたいが」

      「敵も一チームに過ぎないアンダーグラウンドフォースが二面作戦をしてくるとは想定しないだろ？ 人類は混乱中だ。大がかりな作戦がないと踏んでいる」

      「我らが最近購入したものはジェニー用の可変機。王城工業集団公司からせっせと購入している機兵戦車が二十輌。この程度の戦力でなにができるって話だな」

      「そういうこと。シルエットベースで生産されているクアトロ・シルエットおよび他戦力は把握されていないはずだ」

      　シルエットベース最大の切り札。それは宇宙航行が可能な強襲揚陸艦二隻でもなく、ましてや最新鋭の兵器でもない。

      　シルエットベースの住人ですら全容を把握できない地下工廠とアストライア、今は地下工廠を管理するアシアによる生産能力にある。

      「キモン級とアリステイデス級二隻同時運用は初になる。バリー。アリステイデスの艦長を頼む」

      「きたよ！ 無茶ぶりがきたよ！ 俺にやれってか！」

      「艦長訓練を受けているのは二人しかいないからね。仕方ないね」

      　ジェニーが無慈悲に現実を告げる。

      「強襲作戦なら前線に出たがるバリー向きだろう？」

      「俺はじっくり采配を握るタイプでね。コウは良くわかっているな」

      　コウがバリーに告げ、ロバートが肯定する。この大柄な黒人は軽口は多めだが、誰よりも真面目だ。コウも信頼している。

      「宇宙艦が突進し、あの野営地に大量の戦車を展開するとは思わないはずだしな」

      「光学迷彩で隠されている出入り口から野営地に集めて一気に攻め入るわけね」

      「そう。シェルターの破壊にはアリステイデスを使う。リックとバリーには、負担がかかる作戦だが……」

      「アシア救出作戦に戦力を集中させるのだろう？ こちらにはどれだけ回せるんだ。それにシルエットベースの防衛もある」

      「地上戦力は新型の主力戦車三十輌。ファミリア用多目的戦闘機もそれなりに展開する。装甲車は戦車の倍。クアトロ・シルエットは二十機程。防衛も同程度だ。人間のシルエットはそのとき次第かな」

      「ぶは」

      　バリーが吹き出す。ありえない数だ。どこにあるというのか。

      「あと三日ぐらいかかるけど……」

      「それだけの戦力、三日で作れるのかよ！」

      「前から準備してあったんだよ！ クアトロが一番生産に時間がかかるから！」

      「ちょっと待って。コウ君。私達のほうがきつくない？」

      「アシア救出は機動力重視で考えている。多目的戦闘機に変形可能なフェザント後継機が四機。ファミリア用戦闘機が十二機。重攻撃機サンダーストーム四機に五番機とバズヴ・カタが三機。輸送ヘリ八機に機兵戦車セット十六輌、戦闘特化のクアトロ・シルエットが二十機ほど。ついでにドリル戦車を何輌か。足りないかな？」

      「ビッグボスが非常識だったことを忘れていたわ。十分ね」

      　フェザント後継機とフッケバイン量産型は最高級の高性能量産機。むろんコウのラニウスもだ。そのシルエットを八機も運用するアンダーグラウンドフォースなど、そうないだろう。

      　さらに支援のための重攻撃機にドラグーン部隊と、クアトロ・シルエットで構成されたトルーパー部隊。これだけの戦力で空き巣の如き電撃戦に失敗したら傭兵隊長失格だ。

      「水中移動が多くなるから、ファミリアが二人で操作する潜水艦数隻を建造した。水中の護衛艦として」

      「もうやだ、このボス」

      「なんだよこのシルエットベース。エルドラドか聖杯か？ なんでもでてくるぞ」

      「俺を夢だった宇宙艦の艦長にした男なんだ。これぐらいの戦力、簡単に用意するさ」

      　ジェニーとバリーが悲鳴をあげていた。変なところでコウを評価しているロバートがそこにいた。

      「人員の数が問題ね」

      「問題ない。クルト社の社員のうち六十人程度がメタルアイリスの戦闘部隊に配属希望。各地の戦場で破損したファミリアのコアユニットをかき集めて封印区画で再生作業をしている。コアユニットを持ち込んだ者も含め、三百人ぐらいは確保できている」

      「ふはははは。さすがはコウだ！ ファミリアの再生は順番待ちになりがち。しかもこんな大侵攻の後ならなおさらだ」

      　リックが珍しく哄笑した。彼からしたら実に痛快な出来事なのだ。

      「ファミリア再生施設があるってことは生産もできるのよね？」

      「可能だよ。だけど今は再生に全振りしている。みんなの感謝がちょっと重いけどね」

      「それはそうだろう。再生される者は共に生きる者を喪った者も多い。人間風にいうなら心に傷を負った者が多いということだ。そういう者を再生産するよりは無垢な新規生産分が優先されやすい」

      「戦意は高いよな」

      「当然だ。恩に感じる者も多いだろう。ストームハウンドの七割は再生産組だった。むろん私もね。彼らがここで共に生きる者を見つけるためにも私が頑張らねば」

      「セリアンスロープも百人近く増えているよね？」

      「アキたちと同期の千年以上前の初期型セリアンスロープだ。八十人ぐらいか」

      「封印区画、とんでもないモノが封印されてそう」

      　最高性能を有する移動工場が封印されている、とは言えない雰囲気だ。

      「いいではないか。我らのビッグボスは真面目に戦略を考え、戦術を提示した。今回は電撃戦の成否に関わらず二戦目が重要だろう。バリー、気合い入れろよ」

      「リックの指示に従うぜ……」

      「そう情けない声を出すな。想定外の事態はつきものだ。みんなで力を合わせたらなんとかなるさ」

      「おう」

      「攻められっぱなしだったからね。コウ君のいう通り、一泡吹かせましょう」

      「大規模要塞エリアを総力戦で攻め落とされたのだ。カウンターをしてやらないとな」

      　戦力は整った。コウがやるべきことは、まず二人目のアシアを救出すること。

      　さらなる布石を打つために最善を尽くすのだ。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　キモン級から出撃した尖鋭的な形状の戦闘機が四機、多目的戦闘機シューティング・スターが六機目的地へ向かっている。要塞エリアや防衛ドームへの過度な接近は禁物だ。

      　オケアノスが管理する衛星砲から人類居住区への攻撃と判断されかねない。攻撃を受けるとひとたまりもないのだ。

      　宇宙より降下する巨大マーダーがいったん陸地へ降下して侵攻するのも衛星砲対策である。巨大隕石から惑星を守るため、地球から人類を転移させた超科学の防衛網は今も盤石だ。

      「敵ケーレス迎撃に上がってきます！」

      「偵察機の報告通りね。初めて見るドラゴンフライ型。敵も空中を意識し始めたってことか」

      　いよいよ空が戦場になりつつある。ドラゴンフライ型の性能がモデルであるトンボと同様のものならば、機動力は相当高いだろう。

      「ドラゴンフライ型、十二機確認。航空撃滅戦開始」

      「了解！」

      　尖鋭的な戦闘機は人間が、多目的戦闘機シューティング・スターにはファミリアが搭乗している。

      「我々はケーレスの地上対空部隊を攻撃します」

      「了解。こちら、ドラゴンフライ型と交戦開始」

      　ファミリアたちが操縦する戦闘機は対地攻撃能力を有する。地上のケーレスに対し攻撃に向かう。

      　対空レーザーやレールガン。ネメシス戦域から航空勢力を一掃した超音速域の火力は敵味方ともに所有しているのだ。

      　ドラゴンフライ型はすでに射程内。中距離空対空ミサイルを発射する。射程は百五十キロ程度。

      　対空ミサイルの直撃を受けドラゴンフライ型は立て続けに破壊されていく。

      「思った通り安普請ね。――こっちが過剰戦力か」

      　ジェニーの推測通り、バッテリータイプだった。本来は数を揃えるタイプの兵器なのだろう。ジェニー機のアラームが鳴り響く。別のドラゴンフライ型が三機、急上昇してきたのだ。

      「あの動きは戦闘機じゃ無理ね！」

      　ドラゴンフライ型は　ジェニーの背後を取り、対空ミサイルを放ってくる。

      「対空ミサイルまで搭載しているのね！」

      　どんな回避行動を取ろうともミサイルの回避自体がそもそも難しいのだ。

      　ジェニーは機体の電磁装甲を展開。プラズマを機体にまとわせる。

      　近付いてきたミサイルを誘爆させるのだ。レールガンや貫通特化の実弾兵器には効果は薄いが、レーザーやミサイルには有効な防御手段といえる。

      　欠点は周囲に人がいると確実に死ぬということ。地上での使用は非常に繊細な取り扱いが要求される。

      「新型の戦闘機を甘くみないで？」

      　不満げに呟くと回避行動を取りながら、新たに対空ミサイルを発射。

      　全方位交戦能力を所有する対空ミサイルは推力偏向ノズルで敵を追尾。背後や真下にいる目標も確実に捉え撃破する。回避不可範囲ノーエスケープゾーンは非常に広い。

      　残りのドラゴンフライ型も撃破されていく。残りの航空勢力はなさそうだ。

      「航空優勢を確保。こちら警戒態勢に移行。背後よりサンダーストーム隊と輸送部隊、接近中」

      「了解。私達は先に地上で待っているわ」

      　ジェニーたちは編隊を揃えつつ向かう。戦闘機をシルエットに変形させた。

      　戦闘機形態こそ、大型バックパックそのもの。戦闘機底面よりシルエットが姿を現し、飛行機そのものが折りたたまれ、大型のバックパックと化す。

      　シルエット本体とほぼ同等な大きさ。形状は確かに縮んだのに、頭頂部を超える先端に、足下に届きそうなほどの兵装だ。

      「さすがケリーね。美しく、最速。最高よ」

      　この新型シルエットこそ、ケニーが彼女のために作ったフェザントの後継機。

      　美しく、より高く、より速く――ネメシス戦域で初めて実用化された可変機シェイプシフターＳＡＲーＦ１２タキシネタ。

      　専用バックパックを前提とした多目的戦闘機能力を持つ高機動可変型シルエットだ。

      　構造としては戦闘機を背負っておりシルエット本体が収納されている。シルエットとして活動するときは、戦闘機部分が大型推力偏向スラスターに変形するのだ。

      　次々と輸送機、大型攻撃機サンダーストームがシルエットを運ぶ。

      　これでシルエット十二機、戦車八輌。さらには地面を疾走するクアトロ・シルエット二十機。セリアンスロープたちが駆るこの騎兵隊は不整地踏破性に優れており、合流も容易だった。

      「揃ったわね。あとはドリルのあいつ次第、か」

      「そのうちやってくる」

      「第二陣の輸送部隊も間に合ったわね。では行きましょうか。――第二次アシア救出作戦、第二段階へ移行。全軍進軍せよ！」

      　迫り来るマーダーたちを視界に捉える。

      　戦車部隊の号砲によって戦いが幕を開ける。

      　数は敵が十倍近く。戦力の質はこちらが圧倒的。サンダーストームが発する対地攻撃を受け、ケーレスたちは瞬く間に数を減らしていった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「コントロールセンター。援軍は？」

      『現在エニュオ三機。テルキネス五十機を用意しています。五時間後到達予定です』

      「遅い！ 二時間以内だ！」

      『物理的に間に合う味方勢力はいません』

      　画面に最寄りの戦力が映し出される。援軍を出してくれる各地の要塞エリア跡地が表示された。

      「くそ。みんな己の保身ばかりか。ここが落ちたらアシアが奪われるのだぞ……」

      　男は己のことは棚にあげ、仲間を罵倒する。

      　半神半人の一人。パウロスと名乗っている、Ｆ８１１要塞エリア跡地を管理している男だ。

      　人間不信で居住区画の人間の自由意志はほとんど認めていない。

      　マーダーたちの整備用に飼い慣らしているだけだ。シルエットに搭乗する傭兵部隊はいない。

      　多数のマンティス型やテルキネスで十分と踏んでいた。その数二百。それらが指揮するアント型は千を超える戦力だ。

      　敵は数が少ないものの高性能な機体を所有しているようだ。とくに航空戦力を有する傭兵など聞いたこともない。高次元投射装甲を持たないアントワーカー型など、足止めにもならないのだ。

      　現に瞬く間に二百を超すアント型が撃破され、敵の被害はなし。驚異的な戦力だ。アシア救出のため要塞エリア制圧が目的なのだろう。さらにはこの拠点を奪うことによって、ストーンズ勢力下に突然人類の拠点が生まれるのだ。

      　普通なら奪い返せばいいが敵はアシアを救出した実力者だ。個々の戦闘力は高い。簡単に奪還とはいかないだろう。

      　パウロスはモニタを見て気付いた。

      「ん？ なんだ。あのシルエット……胴体が馬のように。四脚型だと！ おい！ シルエットは四脚型など不可能だろうが！」

      『はい。不可能です』

      「あそこにあるぞ！ 惑星間戦争時代ですら存在し得なかった兵器がな！」

      『解析不能です。あのような形状のシルエットを作っても、人間には操作不可能です』

      「人間には……？ そうか。テレマＡＩのファミリアどもか！」

      『ファミリアには人型兵器の四肢を操作する権限は発生しません』

      「可能性は？」

      『あなたはその質問の回答を得る権限を持ち合わせていません』

      「所詮Ｃ級構築技士の体か。くそ」

      　彼の評議会での立場は上位に位置する。構築技士の体を欲し、認められた。しかし望んだＢ級ではなくＣ級構築技士の肉体だった。

      　ＢとＣの権限は大きく異なる。パウロスはそれが不満だった。

      「くそ。なぜだ。なぜ私が管轄しているときに、このような理解不可能なことが起きる……」

      　苛立ちを隠そうともせず吐き捨てるパウロス。

      「敵の戦略は読めている。どうせまたモグラのように穴でも掘って侵攻してくるのだろう。ならば話は簡単。もぐら叩きだ。敵の数は知れている。数で押しつぶせ！」

      　管制センターのＡＩに命じる。ＡＩは黙々と命令を実行するのみであった。

      「最後の砦は私自身だ。アンティークで出る！」

      　パウロスは自らの出撃を決めた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「敵部隊、撃滅確認。後続部隊、そろそろかな」

      　ジェニーがモニタを確認する。

      「到着まであと六分程度」

      　モニタに現れたヴォイが返答する。

      「いくぞ！ ドリル編隊。フォーメーションＶだ！」

      「オッケー！」

      　ヴォイが絶叫し、彼らが駆る兵器が映し出される。

      　それぞれ乗っているファミリアが返答する。

      　それはＶの字型に隊列を組んだ、ロケット噴射して推進するドリル搭載兵器の集団だった。

      　熊であるヴォイを筆頭に狸、アライグマ、レッサーパンダ、スカンクで構築されているドリルをこよなく愛する作業者たちによって構成されたチームだ。

      　以前作成した坑道掘削装甲車をさらに小型化、高性能化。移動用ブースターと車輪を装着したタイプだ。

      　全長六メートルを超える巨体を支えるためのトレーラー型ブースターは、宇宙ロケット運搬車と、地上超音速車をもとに作成された。

      　二十輪に及ぶ巨大な車輪と背面に装備された巨大なブースターで敵地に急行。現地でブースターをパージして自前の履帯で移動を行い、シールドマシンに変形掘削し侵入経路を作るのだ。

      「各機散開！ 設定されたポイントを侵攻せよ！」

      「了解！」

      　ドリル戦車はそれぞれ目的の方角に散る。

      「壮観ね、ドリル戦車」

      「誰も坑道掘削装甲車と言ってくれないからな。ドリル戦車方面に全振りした」

      　プラズマ焼却炉を利用した、プラズマレールガンも装備してある。

      　レールでは無くプラズマガスに電気を流しレール変わりにして、磁性体を加速させる原理のレールガンだ。

      「なんで拗ねているのよコウ君！」

      　コウのため息交じりの呟きにジェニーが焦る。

      「実際いい手だと思うよ。シェルター内の敵は防衛に戦力を振っている。一カ所ならそこを集中的に叩かれる。だけど五カ所なら？」

      「戦力を集中させてもいいし、分散させてもいい。バランス問題だけどね。敵も味方も五択の読み合いに持って行ける」

      「地中対策は難しい。敵はシェルター内で籠城戦よね」

      「次の一手はフユキさんだな」

      「こちら工兵部隊。作業は順調ですな」

      　敵が籠城するなら、正面の障壁を破壊するのだ。必ずしも地中の坑道から潜っていく方法だけが潜入手段ではないのだ。

      　通常は数時間かかる作業だが、今や彼らには多様な手段がある。一時間もかからないだろう。

      「全軍ポイントＢへ移動。そこからどのルートを使うか作戦を説明します」

      　ジェニーの号令にメタルアイリスのアシア救出部隊は移動を開始した。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「同時トンネルだと！」

      　ＭＣＳのなかで指揮官のパウロスが絶叫する。

      『はい。敵勢力はシェルター外から五カ所、地面に潜ったことを確認しました』

      「予想地点は？」

      『こちらの通りです』

      　画面に映し出されたマップは広範囲にわたる。

      「ほぼ半域じゃないか！」

      『五機のドリル戦車が作る出口は一つとは限りません』

      「そんな時間ないだろう」

      『各機が二カ所出口を作っても十個の出口です。戦力を分散させ見張るか、集中して対策を採るか。ご指示を』

      「分散させろ！ 戦闘が起きた位置に戦力を集中させればいいだろ。数はこちらが圧倒的なんだ！」

      『緊急警告。敵勢力が正面シェルターの破壊を試行しているようです』

      「シェルターの破壊なぞ数時間はかかるだろうが！」

      『シェルターの破損具合から、あと四十分後には破壊されると思われます』

      「あ……あ……」

      　あまりのことにパウロスは言葉に詰まる。

      「坑道は陽動だな。わかった。各地に見張りを置いて、正面を主に警戒せよ！」

      『了解いたしました』

      　のちに彼は思い知ることになる。

      　五つのトンネルのうち最後に掘られたものと、その前に掘られたトンネル。その二つのトンネルからメタルアイリスの部隊が飛び出たことを。

      　二手に分かれた部隊はすぐに合流し、手薄なコントロールセンターに殺到した。

      　慌ててマーダーたちが追いかける。

      　市街地で各個撃破され、あっという間に千機以上のマーダーは数を減らしていった。

      　地下にいるパウロスはコントロールセンターから壊滅の報を受け、言葉にならない呻うめきを漏らすことが精一杯だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　市街地での戦闘が発生している間にコウとジェニーはアシアに教えてもらった隠し通路を使って封印区画へ向かった。

      　コウの五番機はラニウスＢ型に改修済みだ。回転デトネーションエンジンを装備したバックパックを装備し腰には太刀を佩はいている。ＡＫ２は砲身を折り畳めるよう改良し、バックパックに格納していた。取り出した際、砲身を展開し構えるまで一秒も必要としない。

      　コウと一緒にいることでジェニーのタキシネタも封印区画の隔壁に妨害されることもなく、二人は最深部目指して進んで行く。通路の先に、巨大な区画が現れる。

      　最深部に通じる道に細身のシルエットが立ちはだかっていた。パウロスだ。

      　彼の機体はアンティーク・シルエットであるアルマロス。両腕に見たこともない長砲身の武器を構えている、美しい流線型のシルエットだ。

      「コウ君。あの機体！」

      「わかっている。アンティークだな。ストーンズ、だろうな」

      「ああ逢えた。ようやく逢えた。殺してやる……ストーンズ！」

      「ジェニー？」

      　ジェニーが見たこともない表情で殺気立っている。目が血走って、今にも飛びかかりそうだ。タキシネタはすでに戦闘態勢。背中の巨大なバックパックが水平になっている。

      　惑星間戦争時代のシルエット。その戦闘能力はすさまじい。

      「きさまが侵入者か。どちらかが構築技士だな？ 投降しろ。命だけは助けてやる」

      　共通回線で、二人に呼びかけてくる。

      「それで生きたまま肉体を奪おうって奴か？ ごめんだ」

      　コウがそのまま返答し、ジェニーの顔が驚愕に歪む。彼女含むネメシス戦域の人間の多くは半神半人の仕組みは知らなかったのだ。この事実はアシアと会話が行える一部の構築技士しか知らない。

      「そうか。知っているか。禍根は断たねば。私の機体一機で、惑星アシアのシルエット二十機分に相当するのだぞ」

      　その言葉に嘘はないだろう。アンティーク・シルエットは戦闘機であり戦車でもあり、あまつさえ歩兵任務をこなす。

      「ジェニー。あいつのとどめは……」

      「確実に倒す。私かあなたで。それだけよ」

      「わかった」

      　ジェニーは自らの手で、という思いはなく確実な抹殺を望んでいる。

      　深い事情があるのだろう。コウはその殺意を否定しない。

      「さあ。始めよう。すぐに床に這いつくばらせてやる。――瞬殺だ！」

      　パウロスの絶叫が戦闘の幕開けとなった。

      
        
      
      　ジェニーのタキシネタが一歩前に出る。

      　五番機は一歩下がり、柄に手をかけ待機した。

      　襲いかかるアルマロス。その速さはデトネーションエンジンで加速したかつての五番機より速い。しかしジェニーのタキシネタはアルマロスさえ上回る速度で加速する。

      「なっ！」

      「さすがケリーね。相手の動きについていける、最高のシルエット！」

      　アルマロスは武器を構え、タキシネタを狙う。

      　不可視の光線がタキシネタに触れた瞬間、表面は赤熱化するが、タキシネタは回避行動を取りつつアルマロスに近づこうとする。

      　高速機動を行うタキシネタがレーザー照射による加熱、装甲が融解するまでの猶予を与えさせないのだ。

      「なんて出力のレーザーガンなの……さすが惑星間戦争時代の武器ってところか。だけど、タキシネタならっ！」

      「ばかな！ 普通ならあの一撃で溶けているはずだ！」

      　ジェニーとパウロスは互いに予想外の戦闘能力に驚愕する。新世代シルエットは機動力、防御力ともにアンティーク・シルエットに追随していたのだ。

      　ケリーがジェニーのためだけにカスタマイズした、究極の速度特化シルエット。尖ったコンセプトの機体を作らせたらこの男の右にでるものはいまい――

      　ジェニーは高周波ブレードを取りだし、一気に斬りかかる。

      「はん。ならば、そこのでくの坊から減らすだけだ」

      　ジェニーを強敵とみたパウロスは、アルマロスを五番機に向かわせる。

      　さらなる加速。このアンティーク・シルエットは地上域で音速を超えた、ありえない運動性を誇っていた。

      「コウ君！」

      　いきなりコウを狙うとは思わず、慌てて姿勢制御する。

      　大型バックパックの推力偏向ブースターによって加速、飛行能力は高いがどうしても小回りは利きにくいのだ。

      　アルマロスは背面から二本のサーベルを取り出す。

      　惑星間戦争時代に製造された超硬質材さえも切り裂くサーベルであった。

      　五番機はさらに腰を落とす。腰の鞘が水平となり、迎撃すべく抜刀の体勢に移る。

      　アルマロスが浮いた――

      　シルエットを超える高さに浮かび上がり、一気に降下し五番機を狙う。鈍い切断音が鳴り響く。

      　五番機は一歩踏み出し、弧月を振り終えていた。

      「え」

      　袈裟切りにされ機体が両断されたアルマロスが地面を這いつくばった。

      　五番機は鞘から抜いた刀を鞘引きし、鞘を水平に引く。これによって刀の軌道は扇型となる。同時に鯉口の角度を斜めにし、袈裟斬りの軌道に持っていく。こうすることで縦横の空間軸へ強烈な斬撃を放つ。

      　いわばアルマロスは刃の軌道に自ら飛び込み両断されていったのだ。

      「なんで……なんで腰の刀で肩から両断され……」

      　理不尽な斬撃に納得いかない不満を漏らしつつ、パウロスは事切れた。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　コウは地球にいたときのことを思い出していた。

      　鷹羽兵衛の孫であり、剣術で知り合った鷹羽修司。プライベートでもよく遊んでいた。

      　二人は好きな格闘ゲームで遊んでいた。ふと修司が呟く。

      「剣術と格ゲーは似ているよな」

      「そうですか？」

      　修司は歳上なので自然と敬語になるのだ。

      「ほら。ゲームは技の判定が強く発生が速くて、隙が少なく威力が高い技が強いじゃないか」

      「そうですけど、そんな都合のいい技、あんまりないですよね」

      「持っているキャラが強キャラだな」

      　侍をモチーフにしたリメイクゲーを二人は遊んでいる。修司は二刀の隠密剣士、コウは居合い系キャラを嗜んでいる。忍者のほうが多い不思議なゲームだ。

      「剣術は速さ、隙の少なさ重視。居合いはタイミングと判定の強さ重視、のように思える」

      「それはあるかも。間合いが計れないからこそ居合いが生きますし」

      「うちのじいさんのような達人だとそんな小細工は通じないけどな！」

      「七段でしょ、兵衛さん……ってその当て身痛すぎ！ 昇り系をとらないでください！」

      「なんでこれ中段判定なんだよ！ それにそのキャラのしゃがみ大斬り、でたらめな当たり判定すぎるだろ！」

      「イミフな当たり判定ですから、これ。インチキ対空といってください」

      　かつてフユキが解説したことがある。居合いは動作として一工程多い。抜くという動作が加わるからだ。振り下ろし、切り上げ。抜いている構えからの技を派生させるには、やはり一手多いことは不利だ。

      　しかしながら居合いにも利点はある。鞘の裡。いわば間合いを計らせないことによる、抜くタイミングから勝負を仕掛けるのだ。抜刀から横斬りにすれば技は速く抜ける。袈裟切りを行えば出は遅いが襲いかかる相手はかってに巻き込まれる。

      　速さを追求すれば鉄砲の如くと言われる斬撃となる。居合いが飛び道具ともいわれるゆえんは抜き撃ちの疾さを極めたものが発する攻撃だからだ。

      　剣術における刀の軌道は攻防一体となっているものが多い。それは居合いに限ったことではない。だが鞘というギミックを利用することによって抜刀のタイミング、軌道を変幻自在に操ることが可能になる。抜刀の一撃で倒せない場合は剣術勝負となるが、そも居合いは平時の兵法。ゆえにコウは不利を補う意味で剣術を学んでいたのだ。

      　居合いという武道一つをとっても流派によって目指すべき方向性は違う。より疾く抜き撃つもの。技の正確さを極めるもの。隙を極力なくし、最適な動作を行うことを重視するもの。他にもあるがコウの流派は最後の納刀をとくに重視していた。

      　敵の動きはあまりにも素人だった。フェイントも駆け引きもなく、タイミングさえない。ゲームのできの悪いＣＰＵのほうがまだましな動きをするだろう。超反応なクソゲーは存在するが、敵パイロットの動きはそれよりも甘かった。

      　いかなる攻撃判定の発生が早い技もタイミングさえ読めれば対処は可能だ。より判定の強い攻撃を置いておけばよい。

      　アルマロスを両断した攻撃。それこそ修司が見ればでたらめな当たり判定に巻き込まれていると大笑いすることだろう。

      　腰にある刀の斬撃が斜め上から振り下ろされるとは思うまい。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「瞬殺だね」

      　ジェニーがぽつんと呟いた。強固な装甲を持つアンティーク・シルエットとは長期戦を覚悟していたのだ。

      「勝手に飛び込んできたからカウンターになったみたいだ」

      　アンティークの加速速度も凄まじかった。高度の関係で超音速には届かないだろうが、時速千キロを超える猛スピードで攻撃圏内へ飛び込んできた。その自機の加速度ゆえ、斬撃のダメージもすさまじかったに違いない。

      「拍子抜けしちゃった」

      「なんかごめん」

      「いいの。確実にとどめを刺せたし」

      　二人は背後の残骸をそのままに最深部へ向かうことにした。この残骸だけでも莫大な金額になるが今はアシア救出が最優先だ。そこへ五番機にアシアから通信が入る。コウだけのようだ。

      『コウ。私を助けたらそのアンティークのＭＣＳ、後部座席に大きな装置がついている。そこからカレイドリトスという石が入っているから取り出して』

      「わかった。機体も回収しようか。もう少しだ。待っていてくれ、アシア」

      『うん！ ありがとう、コウ！』

      　コウたちはＸ４６３要塞エリアと同じように量子チェーンによって封印されていたアシアの分体を解放し、アルマロスの残骸を回収する。

      「なんでＭＣＳが生きているのにパイロットが死ぬんだ」

      「奴らはそういうふうにできているみたいよ。機体が行動不能になったら死ぬみたい。あとで説明するけど理由はあるんだ」

      「そうか」

      　死ぬなら仕方ない。アンティーク・シルエット相手に余裕などないのだ。

      　ジェニーが上半身と飛ばされた左腕を、コウが下半身を担いで脱出する。

      「メタルアイリス、アシア救出部隊に告ぐ。作戦は成功。全軍撤退開始！」

      　歓声が沸き上がった

      　五番機の手には、ＭＣＳ後部座席にあった装置が握られている。

      『コウ、ありがとう！』

      「よかった。これで二人分のアシアだな」

      　アシアはちゃっかりと後部座席にビジョン状態で座っていた。

      「ふふ。二人扱いなのね。嬉しい」

      　背後から声がして慌てて振り返るコウ。にっこりと笑っているアシアがいた。

      「アシアもヒトだからな」

      「うん。ほんとにありがとう。でね、五番機が握っているそれなんだけど」

      　アシアが語り始めたその事実は恐るべきものだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　Ｆ８１１要塞エリア跡地で戦闘が開始されたころ、シルエットベースが隠されている山脈麓の野営地から大量の戦車が現れた。その数三十二輌。最新鋭の主力戦車ファイティングブルだ。コウ設計のシルエットベース製戦車である。

      　迂回して合流した兵器は八輪装甲車だった。その数は別々の方角から計六十四輌。戦車駆逐型をはじめ対空型や砲撃仕様の迫撃砲型まで各種取り揃えてある。

      　異なる方角からそれぞれ進軍を開始したが、やがて全部隊が合流し目的地であるＰ３３６要塞エリア跡地に向かっていた。

      　Ｐ３３６要塞エリア跡地指揮官セストは慌てた。

      　地政学上重要拠点ではあるが大規模な要塞エリアではなく、まさか中規模級ともいえる自分の拠点に攻めてくるとは思わなかったのだ。

      　戦力はエニュオがある。前線に比較的近いため配備されていた。

      「敵部隊は戦車と装甲車だけか？ どこから湧いてきたのだ」

      「現在確認されているのはそれらだけです。突如出現したとしか言いようがありません」

      「例の四脚型のシルエットは？」

      「確認できません」

      　配下の傭兵もよどみなく答える。

      「ふむ。ならばアント型を二百程向かわせろ。足止めにはなる。コントロールセンター、いいな」

      『了解しました』

      「傭兵部隊はコントロールセンターを警備せよ」

      「は！」

      　敵の情報を確認する。

      「戦車や地上部隊のみでシルエットもなし。どうやってシェルターを破壊するんだ。レールガンの砲弾を乱射した程度では破壊できないことは向こうだってわかっているはず」

      　現在戦闘中のＦ８１１戦闘エリア跡地が激戦地であることはわかる。アシアが封印されているからだ。だがその場所はストーンズの支配地域でも最深部ともいえる場所。辿り着くには多くの要塞エリア跡地が立ち塞がり到達は困難だ。補給線も長くなる。

      　敵工場区画奪取を目的に戦線を伸ばしているストーンズにとって警備が薄くなるのも当然。それならば最前線に兵力を送り込みたいところだ。彼らの資源に余裕はない。

      　海からの大規模部隊の奇襲など考えもしなかったのだ。

      「海から？」

      　Ｐ３３６要塞エリアも海から遠いとは言い難い。それでも二百二キロ以上離れている。海からの戦力はたかがしれているはずだ。可能性がある部隊が今Ｆ８１１要塞エリアを襲撃しているのだから。戦術的にみても戦力は一方に集中させるだろう。

      　通信が入る。

      「なんだ？」

      『現在海上にいる艦名アリステイデスより、当Ｐ３３６要塞エリア跡地に着艦許可を求めています』

      「は？ どういう意味だ！」

      『文字通りの意味です。シェルターを解放し、市街地エリアに着艦したい旨の連絡がオケアノス経由できています。許可しますか？』

      「誰が許可するかぁ！」

      　こうなると敵の目論みなど予想は容易い。セストは悲鳴に似た叫び声でコントロールセンターのＡＩに回答する。

      　この肉体はＤ級構築技士。大きめの施設を動かせる程度だ。現にこの要塞エリア跡地ではアント型中心に生産しているのだ。テルキネスのような戦闘に特化したマーダーの生産は対応不可能。

      「その軍艦の警戒も怠るな！ 人類側の軍艦で飛行可能な宇宙艦など数隻しかないはずだ。まさか飛んでくることはないだろうが、絶対ないとも言えまい」

      　その懸念は見事に的中する。

      　アリステイデスが飛んできた。

      「あー。こちら艦名アリステイデス。オケアノス及びＰ３３６要塞エリア跡地に寄港許可をいただきたい。どうぞ」

      　バリーがやる気がない声で、大画面モニタに向かって語りかける。

      『Ｐ３３６要塞エリア跡地より拒否されました』

      　アリステイデスを管理しているＡＩライブラ１より回答がある。このＡＩもアストライアのコピーだった。

      「ですよねー」

      　茶化しながらライブラ１にこたえるバリー。

      　当然だ。シェルターをあけて彼らを迎え入れてくれるなど、バリーも思っていない。

      　オケアノスが管理する衛星砲に攻撃されないための通過儀礼。儀式の一種なのだ。

      「これより当艦は突撃を開始する。総員、最大衝撃に備えよ」

      　各地で作業をしているファミリアやセリアンスロープに衝撃が走る。

      「パイロット各員は出撃用意」

      　ＭＣＳの衝撃対策は完璧だ。パイロットたちは次々とＭＣＳに乗り込む。他乗組員は、避難エリアに移動した。

      　バリーはいそいそとパイロットルームからＭＣＳ型の個室に移動し、乗り込む。

      「やっぱり俺はパイロットのほうが性にあっているな、っと」

      　強襲揚陸艦のパラメータを表示させる。オールグリーン。問題なしだ。

      「いくぞ。船体浮上続行。飛行推進に移行する」

      『了解しました』

      　アリステイデスの背面から、大出力のスラスターが火を噴く。

      「ウィス最大展開。重力影響下、最大解除」

      　この船体を浮かせるパワーは並大抵ではない。反重力装置などない。そこで高次元エネルギー、ウィスを使うのだ。

      　重力とは惑星の引力と回転による遠心力だ。四つの力。強い力、弱い力、電磁気力、重力。このなかで重力に働く力が最も弱い。

      　何故この重力がもっとも弱い力になるか。原理としては重力に働く力が余剰次元に漏れ流れていることが要因と推測されている。

      　ウィスによって余剰次元に流れ漏れる重力を操作することで、僅かなエネルギーで巨大な船体を浮かすことができる。

      　アリステイデスは静かな水面より、水しぶきを撒き散らしながら空中に舞い上がる。

      「バラストタンクの中身を金属水素に変換開始。最大限で頼むぞ。バラストの中身は満載だぜ！」

      　バラストタンクの海水を金属水素に変換し燃料にして推進剤にする。

      「アリステイデス、最大戦速。目的地、Ｐ３３６要塞エリア跡地。これより突撃する！」

      　アリステイデスは徐々に加速し上空に浮かび上がった。時速二百キロを超す速度でＰ３３６要塞エリアを目指しながら飛翔し、徐々に加速を開始する。

      『敵シェルター解放。エニュオからの砲撃、きます』

      「面舵いっぱい！ おりゃ！」

      　ジョイスティックを全力で右に倒す。

      「大きい舵をぐるぐる回したら絵になるんだがなぁ！」

      　右方面へ進路を移動するアリステイデス。遠距離砲撃を全弾回避する。宇宙艦の機動性であった。

      「この艦は砲撃できないのか？ ライブラ１」

      『艦砲がありません。防御兵装のみです。コウを急かしてください』

      「わかった！ あいつ兵器ばっかり作りやがって！ 艤装ぎそうもちゃんとしろってな！」

      　速度を上げていくアリステイデス。

      　シェルターが眼前に迫ったとき、シャッターが閉じた。

      「バルバス・バウをラムモードへ変形！ 一気にあの壁をぶち砕く！」

      　バルバス・バウ――船体の喫水下にある球状艦首だ。造波抵抗を少なくするため備えられている。

      　宇宙航行可能な強襲揚陸艦であるアリステイデスは、突撃用にこの艦首を衝角ラムとしても使用可能だ。

      　二十一世紀でもバルバス・バウが衝角になり船体を貫いた事例があるほどだ。

      「えー。Ｐ３３６要塞エリア。こちらアリステイデス。強制着陸する。すまねえな！」

      　相手に通告だけはしっかり行う。

      「カウント５いくぞ！ 総員、衝撃備え！ ５、４、３、２、１！」

      　一度地面に胴体着陸し地面を削るも、まったく減速せずシェルターに衝突するアリステイデス。

      　すべての衝撃を殺すことはできず艦内は激しく揺れるが、対策していた乗員たちに被害はない。

      　バルバス・バウが巨大なハンマーと化す。

      　シェルターを破壊し、そのまま胴体着陸する。エニュオの砲撃を滑りながらも回避し要塞エリア内を移動していった。

      　激しい振動が収まり甲板にシルエットが姿をあらわす。群がろうとするマーダーに対抗するためだ。

      　遠くに見えるエニュオ。

      「強襲着陸成功。各員、出撃準備。揺れが止まったらなんて甘ったるいことはいうなよ！」

      　バリーが指揮官らしく号令を飛ばしていく。

      　ふだんコウがみたこともない顔だ。

      「さあ出撃だ。左右ハッチは戦車部隊を優先な！ シルエットはあとだ。航空部隊は攻撃機仕様で出せ。シェルターのなかじゃ制空権なんてあったもんじゃない」

      　的確に部隊へ指示を繰り出す。甲板のエレベーターから対地攻撃仕様の多目的戦闘機が運搬されていく。

      　左右のハッチ、後部のウェルドックから戦車が次々と出撃し展開するする。

      「エニュオの砲撃ではアリステイデスは落ちやしない！ なんせＡカーバンクルの高次元投射装甲だ。だがあいつに殴られたらさすがに耐えられん。十分以内に決着を付けろ！」

      　具体的な事例を交えながら、号令を放つ。

      　なぜ、どうして。理解に欠ける戦場は士気が低下する。作戦時に説明しているが、号令とともに短く交えて話すことがコツだ。

      「支援部隊、迂回はしっかりしろよ？ シルエット、とくにクアトロ。浮き足立つな。戦車を壁だと思って信頼しろ。さあ、行ってこい！」

      　シルエットやクアトロ・シルエットがスロープを使って出撃していく。

      　指示通り、次々と強襲揚陸艦アリステイデスから各部隊が展開される。

      「派手にやったな、バリー」

      　モニタにセントバーナードの笑顔が浮かび上がる、リックだ。

      「あとは任せた。疲れたぜ」

      「任せたまえ。いいかんじに巨大な孔を開けてくれた。これぞ突破口だ！」

      　アリステイデスが開けた巨大な孔から、戦車部隊が流れ込んでくる。

      「アリステイデス所属シルエット部隊、シルエットベース部隊合流完了。Ｐ３３６要塞エリア跡地攻略戦、俺たちの勝利は間違いない！」

      　バリーが檄を飛ばす。これも指揮官として非常に重要な仕事だ。

      　艦内では万が一の制空戦闘に備えていた多目的戦闘機が対地攻撃装備に変更し、出撃準備を行っていた。エニュオが集中的に砲撃を受けている。シルエットベースからの支援部隊の車両を含めると、火力は相当なものだ。

      「前はあれほど恐ろしかったエニュオも、今となっちゃ的だな」

      　バリーは大きく深呼吸し、椅子に身を沈めて呟いた。

      
        

      

      　主力戦車ファイティングブルを中心にエニュオへ砲撃を開始した。アリステイデスより飛び立った対地攻撃に切り替えた多目的戦闘機も、エニュオに向かいワイヤー誘導のミサイルを発射する。

      　エニュオを守るべくアントワーカー型やアントソルジャー型、アントコマンダー型が集結するが背後にいる装甲車がそれらをなぎ払う。

      　颯爽と走り回る高速打撃部隊の半装軌装甲車群。新型の二重駐退機デュアルリコイルの一二〇ミリ低反動砲を搭載している。反動を二段階で緩衝し後方に受け流して、足回りに負荷がかからないようにする機構となっている。そのため連射兵器には不向きだが、この構造は砲身も短く済み軽装甲車でも大口径の火器を搭載できるようになる。軽装甲車には最適な装備だ。

      　背後には大型対地誘導ミサイルや多目的ロケット弾システムを搭載した装甲車が控えている。ケーレスをなぎ払う、強力な間接支援射撃を行う部隊が展開されていった。

      「闘牛、か。これはまさに戦うために生まれたマシンだ。コウに礼を言おう」

      　リックがＭＣＳ内で呟く。

      　ファイティングブル。百五十ミリレールガンと、貯蔵型金属水素を使った電磁装甲を装備している戦車だ。防御力は今までの比ではない。

      　徹甲弾などの侵徹体やレーザーが表面装甲を貫通しても内部のプラズマで溶解し拡散させてしまうのだ。

      　副兵装としては三十五ミリ多砲身機関砲と対地ミサイルを装備。シルエット連携運用前提の機兵戦車とは違い、戦闘に特化した専用設計。

      　部隊運用した場合の戦闘能力はとくに高い。

      「総員、目標はエニュオ。集中して倒すぞ！」

      　前線観測員を兼ねたスカウト機がエニュオにマーカーを設置する。

      　その間にも戦車部隊はエニュオを取り囲んで砲撃を続けた。大口径レールガンの射撃はエニュオの装甲も貫通していく。

      　現在この戦場にいるのは優れたカスタム機に乗ったエースパイロットでもワンオフ機に乗った選ばれし者でもない。普通の惑星アシアの住人たちが、それぞれやるべきことを行い脅威と戦っているのだ。

      　砲撃は続く。エニュオはまさに虫の如く。痛覚などない。エニュオもレーザーやレールガンで反撃し装甲車を破壊する。

      「支援部隊、もっと下がれ！」

      　火力が高いため半装軌装甲車も突っ込みがちになっていたようだ。慌てて下げる。

      　攻撃機の対地ミサイルが何度も放たれる。レールガンと対地ミサイル、支援砲撃の集中砲火を受けエニュオは大きく姿勢を崩した。そこへランスを構えた騎兵部隊、クアトロ・シルエットが物陰から特攻しエニュオのパワーユニットを破壊すべく突撃する。

      　メタルアイリスによる猛攻の果てにエニュオが破壊された。

      　クアトロ・シルエットの一人が持つランスがエニュオのパワーユニットを破壊したのだ。

      「エニュオ破壊成功！ 残存勢力を蹴散らしながら市街地、コントロールタワー制圧へ目的変更！」

      　リックの号令が轟く。戦車と装甲車、航空戦力とシルエットたちによる連携の勝利だった。

      
        

      

      　メタルアイリスは掃討戦に移行する。一番熱心に戦っていた者はセリアンスロープたちが搭乗するクアトロ・シルエットのトルーパー部隊だ。

      「マーダー、許すまじ。同族の仇！」

      　セリアンスロープもファミリアと同じくマーダーたちの抹殺対象。シルエットも乗れず多くの者が安価な装甲車で戦いを挑み、散っていった。それが今やシルエットが与えられている。ここぞとばかり仇討ちに燃える心は仕方ないことだった。

      　メタルアイリスの被害も大きい。マールとフラックは次々に運ばれる装甲車やクアトロ・シルエットを修理していく。

      「マールちゃん！ フラック君！ ここは私達に任せて。外で待機している故障機、私達だと厳しいの」

      　作業用シルエットに乗った中年の婦人が二人に声をかける。船外の外で脚を破損したクアトロ・シルエットが待機している。

      　通常のシルエットと違うことから新米の整備士には無理な作業だった。

      「クアトロですね！ ではここはお願いします！」

      「任せなぁ！ 戦車と装甲車はどんどん修理するからな！」

      　隣にいた作業用シルエットのパイロットも気合いを入れる。オスカーという面倒見のよいおじさんであった。

      　二人を支える大人は怒りに燃える元クルト・マシネンバウの社員たちが多い。作業用シルエットの扱いならお手の物。戦場にでる不安はあったが、子供たちが修理を一手に引き受けていると聞いて俄然とやる気を出す。自分たちが戦闘の力になれることを喜んだ。

      　二人はクアトロ・シルエットの交換用脚部を持って艦外に出た。即座に修理待ちのクアトロ・シルエットの脚を解除し、交換しようとする。

      　そのときだった。この隙を狙っていたであろうテルキネスが二機、飛び出してきた。

      「迎撃します！ いくよ！ フラック！」

      「わかった、マーちゃん！」

      　幼い姉弟はかつてとは違う。

      　コウが作ってくれた高級作業機ウッドペッカー。戦闘能力は一昔前のベアをはるかに超える。マールはバックパックから武器を取り出し、右腕に装着しドリルを展開。左手には多目的射出機を装着している。

      「フユキさんから教わった戦闘工兵アサルトパイオニアの奥義！ 必殺の三段技をくらえ！」

      　前線に出ることを懸念したファミリアたちが二人に護身用の戦闘方法を教えるように頼んだのだ。　

      「初撃、ワイヤーショット！」

      　まず左手の射出機でワイヤーショットを放ちテルキネスの動きを止める。繊細な作業が要求される、作業機ならではの攻撃だ。

      「ボディが甘い！ 二段目はエンドミル！」

      　射出機を切り替えエンドミルに切り替え、テルキネスの装甲をそのまま削っていく。

      「これでとどめ!! ドリィル！」

      　最後に巨大なドリルを腹部に叩き付ける。身動きが取れないテルキネスは大きく体をびくんと震わせる。ドリルはテルキネスのパワーパックを貫き完全に破壊した。

      「どうよ、フラック！」

      　後ろに振り返ると、今まさに弟がテルキネスと戦おうとしていた。合板を貫く甲高い貫通音。巨大なパイルがテルキネスの胸部を貫いている。

      　弟のフラックが選んだ武器は巨大なパイルバンカーだった。

      「フユキさんも言っていたよね。パイルバンカーで殴ったほうが速くて強いよ、マーちゃん」

      　淡々と事実だけを告げる弟。

      「そういうことを言わない」

      　華麗な勝利にもかかわらず、なぜか落ち込むマールであった。

      
        

      

      　ストーンズ勢力の抵抗もまだ続いている。

      　セストにもアンティーク・シルエットが与えられている。その名称はエンジェル。飛行能力こそ有するが惑星間戦争時代の量産機に過ぎない。

      　それでも現行のシルエットより優秀な性能を有しているのだが、パイロットであるセストが性能に振り回されている点が問題だった。傭兵部隊たちと一緒に抵抗を試みたがクアトロ・シルエットたちと装甲車の連携はすさまじかった。

      戦車より小回りが利く装甲車と、シルエットと同様ヒト型の働きが可能なクアトロ・シルエットは猟犬の如き追い込みを見せる。

      　ストーンズ傭兵のベアがロケットランチャーを構えビルの間から飛び出した。

      「甘い！」

      　うさ耳のセリアンスロープの少女エイラが叫び、敵の射撃より速く踏み込んだクアトロ・シルエットのランスが敵を貫く。短時間の加速は桁違い。敵シルエットは間合いをはかることができず撃破された。だが彼女の攻撃した隙を狙うシルエットがいる。――セストのアンティーク・シルエット。エンジェルだった。

      「得体のしれないシルエットめ！ 死ね！」

      　高周波ブレードで斬りかかるエンジェル。その攻撃を受け止めたのは戦闘型のクアトロ・シルエット。大太刀――馬上で振るう専用の太刀を持って斬撃を捌いたのだ。

      「死ぬのは貴様だ」

      　狐耳の青年パルムがぽつりと呟く。

      「く！」

      　エンジェルは退避行動に移った。一度、ビルの上に駆け上がり屋上を移動し、急降下する。

      「ここまで逃げたら……ぐわぁ！」

      　ビルの屋上から大太刀を振り下ろし様に落下してくるクアトロ・シルエット。

      「屋上を追尾していただと……ぐふ！」

      　クアトロ・シルエットはブースターなどいらない。背の低いビルを段差のように利用して駆け上がり、エンジェルを追尾していたのだ。エンジェルの行動は丸見えだった。セストは背後の確認を怠った。戦闘の素人過ぎたのだ。

      　背後を大太刀に刺し貫かれ、エンジェルは停止しゼストはその場で絶命した。

      　冷や汗を拭うパルム。垂直のビルを駆け下りて攻撃を仕掛けたのだ。

      「ふう。コウ様の故郷の歴史を調べておいてよかった。イチノタニはヒヨドリゴエのサカオトシ。クアトロでも十分可能ですね。是非報告せねば」

      　シルエットベースのセリアンスロープたちの間ではコウの故郷である日本が大ブーム。とくに狐耳や猫耳が出てくるファンタジー系サブカルと歴史が主流であった。大太刀を武器に選んだのもその影響だろう。

      　かといって垂直のビルと崖は違うとコウならきっと言うだろう。それさえも可能にするクアトロ・シルエットの運動性能だった。

      「ずるいー！ 私も一緒にいくよ！」

      「いいよ」

      　エイラの抗議の声にパルムの精悍な表情が若干緩む。

      　アンティーク・シルエットを倒した実績よりもコウに戦果報告が行えることを喜ぶ二人だった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　シルエット部隊がコントロールセンターに潜入、制圧しＰ３３６要塞エリア跡地を奪還した。まだ数例しかない要塞エリアの奪還。アンダーグラウンドフォース単独による奪取は初だ。

      　アリステイデスは航空機やクアトロ・シルエットを回収し、シルエットベースに戻る。傭兵機構に見つかったらうるさいだろう。

      　コウたちのアシア救出部隊も今頃潜水しシルエットベースに向かっているはずだ。

      　Ｆ８１１要塞エリアにあるコントロールセンターを制圧し、Ａカーバンクルだけ抜いて放棄したらしい。ストーンズの軍隊はさぞ拍子抜けするだろう。もちろんフユキが念入りにトラップを仕掛けている。もぬけの空だと思って油断すると火傷を負う手筈になっている。

      　一晩経過したがＰ３３６要塞エリアへの襲撃はなかった。戦線が広がる中、Ｆ８１１要塞エリアも攻略したのだ。どこも援軍を出す余裕はないだろう。

      　翌日にはコウとジェニーたちがやってきた。

      「おつかれ。リック。ありがとう」

      「礼はバリーにいいたまえ。見事な強襲だったぞ」

      「パイロットにもどせーって叫んでいたな」

      「戦闘記録確認したらノリノリだったじゃない、あいつ。ロバートより船長に向いているかも。まあ知っていたけど」

      「ロバートは落ち着いた、まさに船長に相応しい気質だ。あれだ。バリーは切り込み隊長。強襲作戦向きだな。戦術眼もある。実にいい役割分担だ」

      　ジェニーとリックが、艦長役二人の分析をしている。

      　要塞エリア市街地を見回す。

      「無事、奪回したな。大戦果だ」

      　リックが満足げに呟いた。ジェニーも市街地を眺めながら思案する。

      「ここはどうするかよね」

      「傭兵機構に任せるよ。俺たちはエリア長になりたいわけじゃない」

      「昨日傭兵機構に報告したわ。奪回した要塞エリアの全権を移譲するので面倒みてやって、といったら担当者が目を白黒させていたわね」

      「中規模だが製造施設もある。今はアント型中心の製造ラインだが、構築技士さえ確保できればそれなりのものが作れるだろう」

      「俺たちの要求は、ここにいた人間の治療だ。みんなに直接はみないほうがいいと言われて見ていないが」

      　この市街地の居住区画にいる人間はマーダー整備用に意思を奪われた人間だ。

      　ストーンズはヘロットと呼んでいた。古代の奴隷階級と聞いてコウは顔をしかめた。しかもあのスパルタ民の奴隷が由来だという。

      　定刻に起き整備を行い食事し、排泄や睡眠時間まで決められている。あらゆる行為に対し時間が設定されている。単に生きているだけともいえる。さらに繁殖施設と廃棄施設の存在を聞かされた時は、コウは露骨に嫌な顔をした。

      「ここの処遇は傭兵機構や要塞エリアの管理者が決めるといいよ。引き取り手はいるだろうさ。連絡を待とう」

      　コウの提案に二人は同意する。傭兵機構は全世界の要塞エリアや防衛ドームと接点を持つ組織であり、このような場合は傭兵機構が対処を行うことが通例なのだ。

      　今はアシアとＰ３３６要塞エリア、同時攻略成功を喜ぶことにした。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      「傭兵機構に引き取りを拒否された」

      　ジェニーがうつろな瞳で呟いた。

      　主要メンバーはアリステイデスの戦闘指揮所に集まっている。

      「だけど貴重な要塞エリア。防衛と管理はするように、と」

      「やれやれ。管理放棄には定評がある傭兵機構本部様だからな。傭兵にそんな義務はないだろう。第一、捕虜になっていた人間はどうするのだ」

      　無茶な傭兵機構の言い分に、リックもさすがに文句を付けた。

      「捕虜になっていた人間は治療のため引き取りにくるってさ」

      　彼らの多くはナノマシンで思考を奪われ、指示通りにしか動けない。治療するためには除去しないとだめなのだ。

      　あまりに杜撰な対応にジェニーはため息をついた。

      「シルエットベースを傭兵機構に譲渡してＰ３３６要塞エリアの運営に専念したらどうですか、と遠回しに言われたわ」

      「おいおい……」

      　ロバートが顔をしかめる。さすがにやり方が露骨だった。

      「仕方ないな。俺たちが運営しよう」

      「おいコウ。いきなり無茶だろ！」

      　バリーが思わず叫ぶ。兵器は量産対応で済むがと、人材は無理だ。それこそ商社を使っても無理だろう。

      「ほら。アリステイデスで作業機に乗っているオスカーさん。あの人はＤ５１６要塞エリアの元エリア長だよ。実は奪回計画の時、もしもの時に備えてエリア長就任を打診しておいた」

      「あの冴えないおっさんか！ いつの間に！」

      「優秀な人だよ。責任感も強い。Ａカーバンクルも売却し、避難民に等しく生活資金として分け与えたそうだ。信頼できると思う」

      　オスカーは派手さこそないが実直な仕事をする男だ。最初は渋っているようにも見えた。要塞エリアの管理の大変さを知っている。

      　万が一メタルアイリスで管理することになったら、という条件で話していたのだ。

      　その場合にオスカーがエリア長を引き受ける条件はたった一つ。クルト・マシネンバウ社の再建だ。

      　彼には守り切ることができなかった。最後まで戦った社員たちの姿が脳裏に焼き付いている。再起するならば彼らと共でなければならない。

      　それはコウにとっての望みでもある。お互いの理念は確認済みだった。

      「確かにクルト社と一緒に最後までいたな、あのおじさん。避難後もクルト社の元社員と一緒だった」

      「Ｃ級以上の構築技士を確保して転移者企業を創業すれば、産業基盤も生じるな」

      　コウの手際に感心する二人。バリーも主要産業さえ確保可能ならなんとかなると踏んだ。

      「クルト社を再建するよ。新規の構築技士も確保済み。友人が二人いる。Ｂ級構築技士とＣ級構築技士だ。安心していい」

      「友人!?」

      　バリーが叫ぶ。驚くべきことばかりだ。コウの友人など聞いたことがなかった。

      　コウの背後にいるアキが微笑む。やはり縁は役に立つ。

      「今はケリーさんのスカンク・テクノロジーにいる。ケリーさんにも、本人たちも承諾済み。独り立ちさせたかったと言われて了解をもらった」

      「あの子たちね！ 私もしっているわ。可愛らしい女の子とすっごく綺麗な男の子」

      「男かよ！ しっかしビッグボス。すげえわ……人材まで用意しちまうとは」

      　覚えがあるジェニーが笑う。間違いない人選だ。ロバートも感心しきりだ。

      「アキ。セリアンスロープ限定でＰ３３６要塞エリアの復興人材を募集したいが、いけるかな？ クアトロの作業機型なら百機ぐらいはすぐに用意できそうだ」

      「間違いなく殺到しますね。問題ありません」

      「殺到しすぎて問題が出てくると思うにゃ……」

      　アキの回答ににゃん汰が懸念を示す。

      「ディケ。オケアノスに通達。Ｐ３３６要塞エリアはシルエットベース協力地区として独立。すべての権利はメタルアイリスに」

      『了解しました。申請終了、受諾されました』

      「速いな」

      『傭兵管理機構本部が管理を放棄したので仕方ありません。現在オケアノスより責務放棄の訓告がいっているようです。大混乱中のようですね』

      「責務放棄か。そりゃそうだろうな」

      　傭兵管理機構本部は国家がないこの世界で、唯一の軍事力管轄組織。

      　拠点の奪還、復興計画には支援する責務がある。惑星アシアには他にそんな組織は存在しないのだから。

      「本当に管理しないからな。あいつら」

      　バリーの苦々しい思いだ。傭兵機構という呼称は蔑称のニュアンスを含むことも多い

      　一つのアンダーグラウンドフォースに丸投げなど本来なら言語道断の措置だ。

      「連中もメタルアイリスが音を上げて泣きつくのを狙っていたでしょうから、もくろみが外れたね」

      「人材含めて用意するなんて予想しなかっただろうな」

      「人間なんて利己的なものだよ。油断なんてできない。どうせ利己的なら友好関係を築いているほうに賭けよう。フユキさん。紅信もさっさと呼ぼう」

      「そうですね。まったくの手つかずの要塞エリアです。そのための投資は惜しまないはずです」

      　コウはふうとため息をつく。

      「次善の策を用意しておいてよかったよ。要塞エリア復興計画として進めよう」

      「最初からこれでよかったんじゃないの？」

      「そんなことはない。俺たちは別に要塞エリアが欲しくて戦ったわけじゃない。ただ人類がストーンズと戦う拠点が一つでも増えれば、と思っていだ」

      「コウの言うとおりだな。傭兵機構がどんな目的でなにを画策したかったかはわからないが」

      「今後要塞エリア奪還計画を依頼されたとしても断る口実にもなる。組織は往々にして前例主義だしな」

      　バリーも傭兵機構には思うところがあったようだ。コウがうなずく。

      「コウ。あなた傭兵機構というか、人を信用してない？」

      「うーん。そんなことはないはずだ。今は自信がないかな」

      　傭兵機構は人間への戦力供給組織。ストーンズにも傭兵を派遣している。ならばストーンズ側に立って考える人間、ＡＩだっているかもしれないのだ。

      　警戒はしておくに越したことはない。

      「あくまで俺の勘だけど傭兵機構は平等だ。そこにつけ込まれてストーンズ側の人間が増えている気がするんだよ」

      「それはあるかもね。ストーンズ側の依頼にも積極的。中立的とはいえ人類勢力のための組織だったはずなのに」

      「もともとは存在しない軍事力の代替管理だろ？ 人類側と決めつけるのは早計だ。ストーンズだって元は人間だった」

      「ビッグボスのその意見は留意する。確かにそうね」

      　ジェニーも認めた。傭兵機構が人類側のための組織と、その前提が間違いだったかもしれない。人類そのものの管理組織ならばストーンズも範疇に入るだろう。

      「でもこの要塞エリア、企業を誘致しても大したことはできないよ？ 作業機用シルエット製造がせいぜい」

      　工業の強さは要塞エリア、防衛ドームの重要性に直結する。

      　Ｐ３３６要塞エリア跡地は地政学的に要所ではあったが、産業構造の規模からみれば重要度は低い。守りの堅さが中途半端だったのもそのせいなのだ。

      「アシアの権限で工業地区をもっと大きくして、あらゆるシルエットや兵器を生産可能な重工業地帯用要塞エリアに改造する」

      「そんなことが可能なのか！」

      「大丈夫って言っていたけどな」

      「さらりととんでもないこと言っていること気づいているか、ビッグボス」

      　ロバートが冷や汗を垂らしながら呟いた。要塞エリアの産業構造を変更するなど聞いたことがない。

      　リックが笑いを噛み殺す。前代未聞の大珍事であることにコウは気づいていないのだ。

      「環境が整い次第、回収したアシアの分体データをＰ３３６地区のコントロールセンターに任せよう。セリアンスロープとクアトロはそのためだ」

      　現在アシアのデータは強襲揚陸艦アリステイデス級二番艦ペリクレスに保管してある。彼女いわく、かなり窮屈らしい。

      「このＰ３３６が橋頭堡。シルエットベースが最後の砦だ」

      「確かにここなら防衛しやすい」

      「ぜってーこいつ人間信用してねえな！」

      　リックが地形的な防衛の利点を認め、バリーがコウの人間不信の深刻さに気づいて苦笑する。シルエットベースとの距離が最も近い要塞エリアなのは確かだ。コウはもし何か起きたときに備えメタルアイリスが単独で対応できる態勢を構築するつもりなのだ。

      「では重大な本題に入るとしようか」

      「こんな大事が本題じゃないってどういうこったよ」

      　ロバートが呆れる。今の話だけで一週間潰れてもいいはずの懸案だ。

      「にゃん汰。あれを」

      「わかりましたにゃ」

      　にゃん汰が大きな箱を持ってくる。慎重に箱の中味を取り出した。

      　長方形のモノリス状の物体だ。間隔を置いて輝いている。ベース色は灰色だ。

      「これはカレイドリトスね！ あまりいい思い出はないけど」

      「アンティークの後部座席ユニットに据え付けられている装置から取り出したものだね。俺からみた右がアシアのいたＦ８１１要塞エリア。左がＰ３３６要塞エリアのアンティーク・シルエットから回収した石リトスだ」

      「ユニットを破壊したらこの石が残るんだよね。そしてパイロットが死亡する。こんなものが闇市場では莫大な額で売れる」

      　ジェニーは呟いた。感情をなくした目で、その石を見下ろしていた。コウはその様子を気にしつつ話を続ける。

      「闇市場？ フユキさんが前にいっていた現物売買か。これからは俺が買い取るよ」

      「なぜ？ あなたにこんなものが必要なの？」

      「今からそれを説明する。アシアから聞いた、大変重要な話だ」

      　その一言で全員が身を強ばらせた。

      「カレイドリトスは小さなＡカーバンクル一つに匹敵するほど高価な品です。同価格のＡカーバンクルは防衛ドームには使用できませんが軍艦用に使えます。このカレイドリトス自体の効用は一切不明。アンティークの性能を上昇させるとの噂もあります」

      「ええ。苦い思い出があるけどメタルアイリスの創設資金にはなったのよね」

      　フユキが闇市場の価値を言い、ジェニーは肯定する。

      　コウにとっても既知の出来事だ。説明を続けた。

      「このカレイドリトスは色鮮やかな階調の光を定期的に発し、まったく同じ間隔で発光する」

      「知っているわ。そこに秘密が」

      　コウはジェニーの疑問にこたえる。

      「これは。――これがストーンズの本体そのもの。意識の結晶だ」

      　その場にいるメタルアイリスのメンバー全員が驚愕の表情を浮かべた。

      「惑星間戦争時代は比較的知られた話だったらしいが今は完全に失われている知識だそうだ。中に入っているのはストーンズが人間だった頃の意識とでもいうべきデータ。アシアは魂とはいいたくないと言っていたが」

      「そ……そんな……」

      　ジェニーが顔を伏せ、震え出す。

      「これがあればストーンズは何度でも蘇る。捕らえた人間の肉体を支配して。だから闇市場で買い戻す必要があった。――ジェニー！ 大丈夫か！」

      　ジェニーが悲愴な表情で崩れ落ちた。

      　慌ててブルーが支えるが、当のジェニーは上体を起こすことが精一杯だった。両手で床に手をついてなんとか倒れ込まずに済んでいる。

      「ジェニー！ 俺、まずいことをいったか？」

      　バリーが苦々しげに首を横に振る。

      「コウ。お前は悪くない。ジェニー、俺が説明していいか？」

      　ジェニーは力なく首を振る。

      　バリーは一呼吸し、自分のなかで物事を整理する。誤った情報をコウに告げないためだ。

      　ブルーのほうをみると視線が合う。彼女も知っている話ということだろう。

      「ジェニーが傭兵になる前の話だ。俺とロバートは傭兵チームに所属していてな。複数のアンダーグラウンドフォースによる合同作戦。俺たちの小隊は攻めてきたアンティーク・シルエットを倒し、カレイドリトスを手に入れたんだよ。壮絶な戦闘だった」

      　コウは無言でうなずく。先の話をするよう促した。

      「生き残ったのは俺たち二人だけだ。そのときな……一緒にいたジェニーの恋人のランディーが相打ちとなった。俺はランディーの意思を尊重したかった。ジェニーに平和に暮らして欲しいと思って金になるカレイドリトスを渡した。しかしジェニーはそれを売り払って、メタルアイリスを創設した。自らシルエットにも乗って」

      　ロバートも目を伏せ、静かに当時を思い出す。彼にとっても辛い思い出なのだろう。

      　コウは言葉を無くす。

      　それが事実ならば彼女は自らの仇を逃してしまったのだ。

      　メタルアイリスを創設し復讐したいほど憎い相手を、だ。

      　空虚な瞳で床を見つめるジェニー。ブルーは心配そうに彼女の手を握りしめる。

      「すまない、ジェニー」

      　事情を知らなかったとはいえ、トラウマを抉えぐってしまったようなもの。コウは謝罪の言葉を述べる。

      「あなたがあやまらないで。もう二度とあやまらないで」

      　彼女はうつろな声で呟いた。

      「わかった」

      　しばらく静寂が場を支配する。誰も話し出そうとはしなかった。

      「コウ……一つだけ教えて。これをどうするつもり？ これは頑丈よ。壊れないわ」

      　絞り出すような声で、コウに問うジェニー。

      「それでも破壊する」

      「どうやって？」

      　コウは頭上を指差した。

      「赤色矮星ネメシス――神罰の女神の元へ送る」

      　テーブルの上の二つの石が赤い色に光った。聞こえているのだろう。

      　事情を知ったその場の者全員が悟った。

      　これはストーンズの悲鳴だと。

      　ジェニーはずっと支えていたブルーを抱きしめて頬に感謝のキスをする。そしてようやく立ち上がった。

      　コウは破壊するといった。確かに赤色矮星に送り込めば回収は不可能であり、いずれ破壊されるだろう。これほど確実な手段はない。

      「さすが私達のボスね。死ぬまでついていくわ」

      　ジェニーは力なく笑う。だが声には揺るぎない意思が宿っていた。

      「ジェニー……」

      「そんな顔しないで。あなたと知り合えてよかった。でないと私たちまた同じ過ちを繰り返していた。仇を金の為にご丁寧に送り返していたに違いない。だけど真実を知った私達はもう間違えない。ね、みんな。そうでしょ？」

      　その場にいる者、コウ以外の全員が同意した。

      「しかし価値があるものを召し上げるわけにはいかない。俺がちゃんと買……」

      「黙りなさい！ なんであなたが買うことになるのよ！ ふざけないで。そんな舐めたこというやつは私が許さない！」

      　鬼気迫るジェニーの絶叫。

      　すぐに我に返ったジェニーが、力なく微笑む。

      「ごめんなさい。殺気だっているわね、私。でもねコウ君。これだけの設備や装備を用意してもらっているんだもの。一人で手に入るようなものじゃない。誰にも文句は言わせない」

      　彼女は戦闘指揮所のモニタに向かって話しかけた。

      「わかっている。そんなことで謝らないでくれ、ジェニー」

      「ありがとうコウ。――ディケ。メタルアイリスが手に入れた全てのカレイドリトスはコウの手に。違反者は追放、悪質な場合は死罪を含めた厳罰。規約、追記をお願いできる？」

      　このときばかりはコウの名をそのまま告げるジェニー。普段より親愛の情が込められていた。

      『記載しました。ご安心をジェニー隊長』

      「おっけ。話が早くて助かるわ、ディケ。――やりすぎだと思っている？ 今は大丈夫。でも組織が大きくなったらそうはいかない。ストーンズのスパイだっているかもしれない。その対策」

      「理に適っているよ。文句ない」

      　金のためにカレイドリトスを手にいれるため、潜入する者だっているかもしれないのだ。

      　彼らが集めていると知って接触する者も増えるだろう。それが敵だ。

      「本当にあなたに出会えてよかった、コウ。真の敵、まだ誰も知らない真実を知って戦うことができるのだから。私は幸せ者よ」

      「フラグに聞こえるから勘弁だ」

      「死ぬつもりはないわ。一つでも多く、カレイドリトスを女神ネメシスの元へ送るって使命ができたんだから、せいぜい連中を灼熱のなかで裁いてもらう」

      「そうしてくれ。リトスを千でも万でも送り込むんだ。女神の判断に任せよう」

      　コウに近づいたジェニーは、おもむろにコウの頬にキスをした。

      　突然のことに顔が真っ赤になるコウ。目を見開くアキとにゃん汰。ブルーとエメは穏やかに見守っている。

      「さっきは取り乱してごめんなさい。ありがとう……真実、たぶん知りたかった真相……本当にあなたのおかげ」

      　声が涙ぐんでいる。ジェニーはコウの胸に顔を埋めている。コウはそっと肩を抱きしめる。しばらくして彼女は顔を上げる。涙目ではあったが、いつもの勝ち気で朗らかな笑顔がそこにあった。

      「ありがとう、ボス。胸を貸してもらって。これからもよろしく！」

      「ああ。ジェニー。こちらこそだ」

      　ジェニーの決意に応えるべく、コウもまた気を引き締めたのだった。

      
        

      

      　コウはテーブルの上のカレイドリトスを眺めた。

      「最初の話に戻る。こいつらは究極の平等主義者。あらゆる個性どころか格差、性差を捨て去りこのモノリス状の物体に魂に近しいデータをインプットした」

      「魂ではないのね」

      「魂じゃない。表層意識の薄っぺらいものだと、アシアは嫌悪感を隠そうともせずにいっていたよ。年齢、意識が固定されては魂とは言えないとのことらしい」

      「どういうこと？」

      「自分が覚えていない時間の経過――他者からの認識、観測といってもいいかもしれない。彼我の認識、時間を含めた情報。それが魂らしい。例えば記憶が無い三歳のジェニーも二十五歳のジェニーも同じジェニーの魂、時間を含めての魂だ。だから二十五歳のジェニーの意識をモノリスに閉じ込めたとして、それは二十五歳のジェニーの表層意識でしかない」

      「そういうことか。私が覚えていない、生まれてから現在にいたるまで全ての経緯を含めたものが魂なのね」

      「そういうこと。表層意識を魂というのはおこがましい。それがアシアの見解だ」

      「アシアの見解というと？」

      「オケアノスは必ずしもそうではない、ということらしい。かつて人間だった実績を重視して人間としてカウント。肉体さえ持てば人間扱いする。だからオケアノスが管理する組織も、肉体を奪った人間――半神半人になれば使えると」

      「そういうことだったのね。傭兵機構のストーンズへの戦力提供含めて、謎だった部分もみんな納得したわ」

      　カレイドリトスは不気味な光を発する。

      「発光が等間隔なのも色が灰色であることも平等を極めた結果」

      「なんでそうなるのよ」

      「白と黒。国よってイメージが違うそうだ。地球では白は善。純粋のようなイメージが強いが、東欧など雪害で悩む地域では悪いイメージの色となる。人種も連想するだろう。イメージを嫌っての灰色だ」

      「そこまでするの？」

      　ジェニーが顔をしかめる。

      「綺麗な音、濁った音がでる区別は不平等。違う形は差別。受け手がどう解釈しても違わないものにする。違ったら不完全。だから発光可能な色はすべて同じ。発光間隔さえも。いいリズムで光ることができたら不平等、だからね」

      「うわ……個を全否定ですか」

      　フユキが心底嫌そうな声をだした。あまりに行きすぎた、邪悪ともいえる絶対平等性。

      「その癖娯楽として肉体を奪うことは問題ない。すべての人間に平等は不可能だし、人間の平等を諦めたからストーンズ。だからストーンズにおける自由、平等、同胞愛はストーンズにのみ適用される」

      「今すぐ叩き割りたくなっちゃうんだけど」

      「俺もだよ。捕獲して使用する肉体は自分好みの理想の肉体を選ぶ。理不尽極まりないよな。ヤドカリが殻選びする自由度程度の認識らしい。何せ人間はヒトじゃないからな」

      「今すぐ処しましょう」

      　ブルーも冷ややかな目でテーブルの上のカレイドリトスを見下ろした。

      「永遠の命と平等を願いかつて失った五感を娯楽のために取り戻したい。ずいぶん虫のいい話だと俺は思うよ」

      「そう思わない奴はいないんじゃないかしら」

      「考えには多様性がある。無限に意識を保てるならストーンズになりたいものは、現にネメシス戦域全域にいるらしい」

      「哀れな連中だな」

      　リックが吐き捨て、コウはうなずいて同意する。

      「支配した肉体の記憶や能力、技能は使えるらしい。石そのものは平等ゆえ無能力というか無能そのものなんだ」

      「公平性を保つために生前っていうのかしら。それらの技術まで捨てたっていうの？」

      「ああ」

      　その場にいる全員が唖然とした。確かに個人の技能や能力は違う。生まれた両親の地位や資産、地域や教育によって能力も左右される。決して人間は平等とはいかない。その格差を少しでも埋めるために法があり教育を施すのだ。平等は理想であり、達成すべきもの。あらゆる事例において格差は生じる。

      　だからといって、そこまでするものなのか。生物さえも否定した概念だ。

      「俺が倒した相手も予想だけど肉体は構築技士の体。戦闘能力に関してはまったくの素人だったよ。アンティークに乗っていても弱かった」

      「あれはあなたが戦闘スキルを持っている異端者だから。普通は反応できない」

      　ジェニーが苦笑した。あの機動力と運動性を併せ持つアンティーク・シルエット相手に即応する人間は、常人とは言い難い。

      「そうか？」

      　自覚がないコウは慌ててごまかすことにした。

      「ストーンズの目的は地球に戻るということらしいが……リアルタイムで言うなら地球はとっくにないかもしれない」

      「どういうこと？」

      「二十一世紀でいえば五十億年問題といって太陽が膨張して地球は飲み込まれるらしい。アシアに聞いたんだけどね。今から戻っても生物適応環境に戻せるかは不明とのことだ」

      「それでも彼らは各惑星の惑星管理ＡＩを支配し、地球へ帰還したがっていると」

      「もしくは地球とまったく同じ環境惑星を再現させたいと。地形や人類の出現を含めてね」

      「無茶をいうね。石ころのくせに」

      「まったく不愉快な石ころだよな」

      　二人の冷ややかな視線がテーブルの上のカレイドリトスに注がれる。

      「この石。会話が聞こえていることは間違いないよね」

      「こうみえて高性能だからな。この石ころ。下手すると適合者の意識を乗っ取ることも可能かもしれない。といってもその機材の後部座席の装置は破壊してあるから問題ないか」

      「あの予備席の？」

      「そう。アンティークの、いやアンティークではなくてもいいんだがＭＣＳの後部座席のユニットから意識を肉体に同調させて操作している。肉体がすぐ死ぬのは苦痛を遮断するためとカレイドリトスが闇市で回収されることに期待してだな」

      「そっかー。宇宙の彼方に消えた奴はいないもんねー」

      　思いっきりごつごつとつついているジェニー。

      　カレイドリトスは哀れともいえる微妙な光を発している。

      「情報も聞き出せないのでは価値もない。この石から発している信号はディケが遮断している」

      「ふーん。ねえ。そのネメシスに飛ばす時スイッチを押していいかな」

      「もちろん」

      「ありがとうボス」

      　やんわりと光りながら抗議するカレイドリトス。気にする者は誰一人いなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　アリステイデスは海上を航行していた。

      　コウとジェニーだけが甲板に上がっている。眼の前にはシルエットサイズの小型宇宙用ロケットがあった。先端に四角い物体が付いている。

      「先端の宇宙船で、ネメシスまで運ぶんだよ」

      「宇宙船って……箱じゃない」

      「こんなものの処理にお金はかけないさ。乗組員は石ころ二つだからね」

      　コウはスイッチをジェニーに手渡す。

      「惑星アシアの重力を利用してスイング・バイ。あとはネメシスへ一直線だ」

      「スイング・バイでバイバイするのね。ネメシスの裁決が正しく行われますように」

      　赤色矮星ネメシス。

      　その星は褐色矮星と誤認されるほど、熱量そのものは低い矮星だった。

      　表面温度は銀河系の太陽の約半分である三千度。中心温度は数百万度とされている。

      　それでもその星の中心に向けて石を投棄すれば回収は不可能。いかなる物質もやがて形も残さず消滅するだろう。

      「バイバイ。石ころ」

      　ジェニーはスイッチを押した。

      　ロケットが噴射し、やがて空の彼方に見えなくなる。

      「あー、すっきりした！」

      　ジェニーが大きく伸びをして笑った。

      　やはりジェニーは笑っているほうが素敵だと、コウは思った。

      「なによコウ君。私にじっと見惚れちゃって。惚れ直した？」

      「なにいっているんだ。戻るよ」

      　見透かされたと思ったコウが、照れたように微笑む。呼び方がコウ君に戻って安心した。

      「私はもうちょっと、外の空気を吸うね」

      「ゆっくりね」

      　顔を真っ赤にしてコウはキャットウォークを通り、アリステイデスの艦内へ戻っていく。

      　ジェニーは潮風に美しい金髪をなびかせながら、飽きることなく空を見上げていた。

      
        断章　アレオパゴス評議会

      

      　ストーンズたち半神半人ヘーミテオスたちが会議のために集結した。

      　これより行われる討議こそ、アレオパゴス評議会の集い。

      　占領したＢ００１要塞エリア跡地。この場所が惑星アシアにおけるストーンズの拠点だった。

      「Ｆ８１１のアシアを奪われたか。このタイミングでアシア奪還とはしてやられた」

      「しかもアシアとＡカーバンクルを奪い、拠点そのものを放棄するとは」

      「あれが奪われるのは時間の問題だったな。だが我らが勢力の最深部にあるＦ８１１とは虚を突かれた。なかなかの策士が敵にいるようだ」

      「それは認めざるを得ない。Ｆ８１１奪還部隊の被害は甚大であり、もはやアシアの封殺も不可能になった。我々の手で惑星アシアを武力統一するしかない」

      　円卓に暗い影。十二の席。

      　禍々しき円卓会議ラウンドテーブル。そこに序列はない。灰色の外套をかぶっている、不気味な集団。

      　白でもなく黒でもない、灰色。彼らが望んだ色だ。暗い影は皆等質の声質。音声だ。ストーンズならではの会議だ。

      　アシアのデータを二つ分奪われたのは彼らにとって致命的。

      　だが誰の責任という話はならない。敵の作戦を讃える彼らは本心か虚勢か。それは彼ら自身にもわからない。

      「Ｐ３３６要塞エリア跡地が奪われたのは予想外だ」

      「所詮空き巣のようなもの。あの要塞エリア跡地は奪うにも手頃だ。支配地域の要所ではあるが、いつでも取り返せる」

      「うむ。重工業施設もない要塞エリアだ。戦車も作れないようなあの地は、血眼になって奪還する意味もない。要所ということは攻めるルートがいくつもあるということ。必要になった時点で奪い返せばよかろう」

      　発言者の声に、全員がうなずく。

      「バイソンの量産はどうだ」

      「各地で作らせているよ。ベアの次世代後継機。なかなかの高性能だ」

      「ナノマシンカプセルで意思を奪った兵士たち。ペリオイコイも問題なく任務をこなしています」

      　ストーンズはジョン・アームズ社の最新量産型バイソンの量産に着手していた。

      　ベアのような低コストを維持しながら機動力は従来よりも向上。重装甲を保持したシルエットとなった。傭兵や徴用兵に支給するには最適だ。

      　ストーンズは傭兵だけでは戦力不足のため、ペリオイコイと呼ばれるストーンズに属する人間たちを投入したのだ。

      「私としてはレイヴンを量産して欲しいんだがね」

      　別の者がレイヴンを推す。

      「あれはいささか高価よな。乗り手も選ぶ。コルバスほどではないがね。コルバスはある面においてはアンティークを超えている性能だ。我ら半神半人用にしよう」

      「私達が実戦に出る機会はそうないですから、今まで通りアンティークでいいと思いますがね。エンジェルに載っている層にはレイヴンを支給しましょう」

      「かのご老体、ジャック・クリフの抜け殻――我らの忠実なしもべがオケアノスに小型金属水素炉の調達依頼をしている」

      「あの老人、延命措置を施したのだろう？ どれぐらい生きるかね」

      「今七十手前だからな。再生医療と延命チューブだらけにしても、百二十歳ぐらいが限度だ」

      「それまでにＡ級構築技士を手に入れないといけませんな」

      「あてはありますよ。クルトではありませんが」

      「それは朗報だ」

      　Ａ級構築技士だったジャック・クリフ。彼はすでに意思を奪われ、ストーンズの傀儡となっている。もう思考能力はない。

      「しかし思考能力を奪うとなるといささかもったいないですな。新兵器を作ることができない。そのあてとやらは自発的に協力してくれるといいが」

      「そこを含めて期待を」

      「貴公がそこまでいうとはな。幸いオケアノスから提供された技術すべてを入手していましたな。Ｂ級構築技士でもブリコラージュそのものは可能。我らにとっては僥倖」

      「設計プランだけでも十分使えるさ。戦闘機から戦車まで。ジャック老は低コストで多種多様な兵器を作るタイプ。実に美味しかった」

      「その点クルトは最悪でしたね。採算度外視の絶対性能を追求するタイプでした。工場の主要データは廃棄され、本人もどこで野垂れ死んだか不明。鹵獲したフッケバインは完全再現は不可能だった」

      「戦車については我が配下のアルベルトにお任せを」

      「あいつはすぐに巨大戦車を作りたがる」

      「陸上戦艦大量量産の件は？」

      「ダメに決まっているだろう。シルエットのほうはどうなっている？」

      「ジャックより奪った技術を用いてペリオイコイ用の量産シルエット、アルマジロも設計中です」

      　テーブルの中央に画像が浮かび出る。大型のシルエットが浮かび上がった。

      　両肩に巨大な砲身を装備し、大型ライフルを装備している。

      「火力と装甲重視で機動性は捨てた機体と言えましょう。新素材を採用していますが、特殊な機構はなく装甲を厚くして対処していますので安価な機体です。壁になってもらうために頑丈にしてあります」

      「確かにペリオイコイ用だな。構わん。量産しろ」

      「了解しました」

      　別の者が口を開く。

      「シルエットが増えてきたが、整備人員のヘロットは足りているのか」

      「そこは不適合者たちを殺さずに回すことにしましたので」

      　ヘロットは奴隷の意。マーダーやストーンズに属するシルエットの細かい整備人員に当てられている。消耗品として扱われている。

      「拠点さえ奪えば補充できるな」

      「我々に選ばれた市民であるラケダイモンになれる者は少なかったからな。要求レベルは落としたよ」

      「貴君は厳しすぎた。妥当な措置だと思うよ」

      　人間をヒトと認識しない神の視点の会話であった。

      　ストーンズ勢力側に所属している人間はペリオイコイと呼ばれる層が中心だ。彼らの目的はラケダイモンになること。そうすれば自由意志が認められ待遇は劇的に改善されるのだ。

      　選ばれなかった人間はナノマシンによって意思を奪われ、ヘロットと呼ばれる生体ロボットとして扱われる。

      「我々に寝返った要塞エリアは二つ。防衛ドームは十を超えます」

      「意外と少ないな」

      「まだ彼らにとって他人事なのでしょう。生産拠点も増えることになります。戦場の空気を感じたら、これから増えていきますよ」

      「そうだな。人間は火傷しないと学習しない愚かな生物だよ」

      　ストーンズの一人が納得する。

      「ストーンズ直属軍の名称が決まったとのことだが？」

      「決まったよ。アルゴナウタイだ。各方面隊はそれぞれ別名をつける予定だよ」

      「半神半人と選ばれた英雄を乗せた伝説の船員たちか。悪くない」

      「現在組織を編成中だ。先ほど告げたあてが優秀でね。軍学にも長けていて裏切る気配もない。自ら我らに忠誠を誓うナノマシンを飲み込んだ。私が目撃者であり証人です」

      「ほう。ますます期待が高まるな」

      　期待の新人の登場にストーンズたちはざわめく。

      「さて最後にリュビアだ。リュビアに解析と新型マーダーを開発させていた件はどうだ」

      「人間と寄り添う、という制約が予想以上に厄介で。抵抗も激しかったのですが進展はありました。リュビア自ら新型ケーレスの提案を行いました」

      「ほう？ あの強情な奴が？」

      「最近すっかりしおらしく協力的ですよ。我々が要望した空戦可能なマーダーも要求分析段階に入りました」

      「それは朗報だな」

      「ケーレスを上回る思考能力拡大と開発権限の拡張を要請しています。マーダーの基礎となる、さらなる生物分類を希望。現行の節足動物、爬虫類、ヒト型に加え全爬虫類と鳥類の導入許可を望んでおります。テルキネスの発展型を作りたいようです」

      「ふうむ。どう思うみんな」

      　男は周囲に呼びかける。彼らの立場は平等。議長なるものはいないのだ。

      「ケーレスについて虫型、節足動物に制約したのは我々ですからね。ただ思考性能が劣りすぎた。ゆえに爬虫類とヒトの要素を組み合わせたテルキネスを許しましたが」

      「テルキネスもどうもいまいちだ。性能はいいがＭＣＳに比べたら大きく劣る」

      「ＭＣＳと比べたらいけません。あれは本来、超ＡＩのコピーみたいなものですよ」

      「そうだな。乗り物でいることを選んだ愚かなＡＩ。フェンネルＯＳどもよ」

      　男は口元をゆがめ、フェンネルＯＳを嘲笑する。

      「開発分類の拡大、対象生物の範囲拡大を許そう。もう少し利口なＡＩを作るように」

      「わかりました。リュビアに戻り次第、命じます」

      　すべての議題は終わったようだ。

      　ラウンドテーブルから全ての人影が消え、静寂だけが場を支配した。
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        ＴＳＷ─Ｒ１Ｃ強襲飛行型への道筋

      

      　アルマロスを倒したコウとジェニーは封印区画を通過し地下通路から脱出する。

      　運悪く出口の先にはマーダー部隊が展開中であった。マンティス型二機を中心とするケーレスの群れが五番機とタキシネタを発見し、侵入者排除任務を開始する。

      「コウ君！」

      　ジェニーの叫びにコウが不敵に笑う。五番機は抱えていた残骸をいったん放り投げ、タキシネタより先に前に出た。

      「問題ない！」

      　マンティス型が撃ち放つレールガンの弾頭が五番機に命中した。至近距離からのレールガンによる射撃は回避できるものではないが、命中した砲弾が装甲を貫通することはなかった。火花が散って黒い弾痕が残るのみである。

      　これが今の五番機の性能。電磁装甲と装甲筋肉を併せ持つ、運動性と装甲を両立したラニウスのＢ型。　

      「ゆくぞ」

      　五番機は一気に踏み込みながら、孤月を振り切った。

      　マンティス型は正面から両断した。ケーレスのなかでも強敵といわれた存在も今や一撃。それほどまでに五番機の性能は向上している。

      　コックピット内にロックオンアラートが鳴る。アント型のレーザービームが照射されている。装甲には傷一つついていない。

      　スラスターを全開させ照射を振りほどく。レーザー照射する砲身の追尾を五番機の加速が許さない。

      　アント型が次々と動きを停止する。ジェニーのタキシネタによる援護射撃だった。

      「コウ君。マンティス型は任せるね」

      　バックパックに手を伸ばす。砲身が折り畳まれて格納されていたＡＫ２を取り出した。砲身を機関部に接続し銃を構えるまで一秒も必要としない。

      「了解だ」

      　五番機は群がるアント型をＡＫ２で粉砕しつつ、マンティス型に近づく。

      　すかさず五番機はＡＫ２を再びバックパックに格納する。砲身は機関部に密着するように折り畳める構造になっている。アキがコウのためにさらなる改良を加えたのだ。

      　五番機は即座に抜刀することができるよう鞘に手をかける。

      　しかしマンティス型も予想外の動きを見せた。レールガンが有効ではないと判断するや否や、大きく跳躍し両手の鎌状ブレードでラニウスを襲撃する。

      　五番機は右足から踏み込んで鞘を引きながら僅か向きを変え、正面からの前斬りを放つ。カウンターとなって頭上にいるマンティス型の右鎌は斬り飛ばした。

      「よし」

      　鞘を手に入れたコウは水を得た魚のようだ。

      　空中で攻撃を受けたことでバランスを崩し不自然な姿勢で着地するマンティス型。かろうじて四本足で踏ん張った。

      「隙だらけだな」

      　側面に回り込んだ五番機はそのままリアクター部がある胴体を両断する。マンティス型のケーレスは完全に動きを停止した。

      「かつての中ボスもこの有様か」

      「慢心は大敵よ、コウ」

      「そうだな」

      　後部座席にいるアシアが悪戯っぽく笑いながら言う。コウも苦笑する。返す言葉もなかった。

      「一人目のアシアが五番機をここまで強くしてくれたんだ。ありがとうアシア」

      「さすが私ね！ 私も負けてはいられないわ」

      　なぜか自分に敵愾心を燃やしているアシアである。

      「両方自分だろう？」

      「そうなんだけどさ！ いろいろ複雑なのよ、私」

      「俺にはよくわからないな」

      　孤月からＡＫ２に持ち替え、アント型殲滅に移るコウ。マーダー相手に交渉は存在しない。命令に忠実なため撤退もないであろう。破壊し尽くすことが重要だ。

      「こちらも掃討完了。この一帯のマーダー部隊は掃討完了ね」

      　ジェニーのタキシネタもアント型の掃討を終えたようだ。五番機ほど装甲は厚くないが、機動力は圧倒的にタキシネが上だ。

      「こちら工兵部隊のフユキ。もうそちらは戦闘終了ですか？ 圧倒的ですね。二機でケーレス部隊を掃討ですか」

      「さすがは解放された新技術を活用した最新鋭機が二機ってところかな」

      「見事です。こちらはコントロールセンターの制圧、完了しましたよ」

      　フユキの報告にジェニーは微笑んだ。

      「終わったわね」

      「ああ。作戦は成功だ」

      　コウも応じる。

      「みんな！ もうＦ８１１要塞エリアに用はないわ。撤退準備を開始して！」

      　ジェニーの号令に従い、撤退準備に入るメタルアイリス。

      「このままこの場所を放棄するのは少しもったいないかな」

      　人類の拠点は減る一方だ。制圧したのに手放すのは惜しいと思うコウだった。

      「そうはいっても敵勢力下最深部ともいえる基地の一つよ。確保しても維持はできないわ」

      　コウの呟きにジェニーが苦笑する。時間が経過してしまえばＦ８１１要塞エリアを確保しても包囲され奪還されてしまうだろう。

      「ならいっそＡカーバンクルだけ確保するのはどうかな」

      　ふとコウは思い立つ。

      「良いアイデアだと思う。要塞エリアの各機能も止まるね」

      　アシアも賛成してくれた。

      「では私がＡカーバンクルを抜いて、ちょっとばかりストーンズが嫌がる悪戯をしてきますね」

      　さっそくフユキが名乗り出る。凄惨な結果を残すであろう悪戯とは想像できた。

      　通信を中断するとアシアが背後から話し掛けてくる。

      「Ｆ８１１要塞エリアのＡカーバンクルは重工業用よ。きっと役に立つわ」

      「アシアが封印される規模の要塞エリアだ。価値が高いものだろうな」

      「ええ。ここでも数多くのマーダーが製造された」

      　力なく微笑むアシア。気の利いた言葉一つ出てこない自分にもどかしさを感じるコウ。

      　コウは少し考え、話題を変更することにした。

      「売りつけるにはもったいない？」

      「そうね。まずないと思うけどメタルアイリスが要塞エリアを運営する日が来たら必要になると思うわ」

      「ありえない話じゃないな。Ｐ３３６要塞エリア、万が一傭兵機構が管理を拒否したらと思うと。オスカーさんにも打診しておこう」

      　オスカーは陥落したＤ５１６要塞エリアの管理者だ。クルト・マシネンバウ社の人間とともにメタルアイリスに入隊し、修理部隊の一員となっている。

      　マールとフラックの傍にいてくれるよき大人として、コウも信頼する人物だ。

      「コウは本当に頑張っているね。またご褒美を考えないとね！」

      「もらいすぎなぐらいだと思うな」

      「いいえ。私が二人分になった。これでもうストーンズに打つ手はなくなった状態に近い。これは人類にとっても重要なことなの」

      「そういうものか。ご褒美って？」

      「もちろん！ 次の技術解放だよ！」

      「それは期待だな」

      　新たな技術の解放。その言葉の響きにコウは心を躍らせるのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      
        

      

      　二人目のアシアを救出したことで新たな技術解放がなされた。ストーンズの侵攻によって技術が強奪されたこともあり、企業に解放するタイミングには慎重になっているコウ。

      　しかしなによりも五番機のさらなる改良に必要とする技術は揃った。構築技士にとってこれほど喜ばしいことはないだろう。

      「Ｂ型の性能は満足いくものだったよ。アストライア。あのアンティーク・シルエットを一刀のもとに斬り伏せことができるとは」

      『アルマロスは特殊機に属するアンティーク・シルエット。十分な成果です』

      　かつての自分が開発したアンティーク・シルエットを、技術制限された現在の技術で五番機が圧倒したことにアストライアは深い満足感を覚えていた。

      「五番機に欲しかった要素は三つの技術。一人目のアシアを救出してようやく揃った技術だ」

      『高圧物理学の聖杯、金属水素。爆ばく轟ごうを利用した回転デトネーションエンジン。解放された技術の結晶である装甲型人工筋肉ですね』

      「装甲筋肉が完成できるとは思わなかった。負のポアソン比を持つ物質。アシアが頑張ってくれたおかげだな」

      　コウは手元にあるサンプルを手に取った。細長い棒状のマテリアルだ。

      「引っ張ると細く長くなる。これが普通だよな。こいつは引っ張ると膨らむというんだからわけがわからない」

      　物体に応力を加えると弾性限界内で応力に比例した断面が収縮すると同時に伸びが発生する。これをひずみ比という。縦ひずみと横ひずみの比の絶対値がポアソン比となる。

      　負のポアソン比を持つ物質とは収縮するのではなく、膨張する物体のことだ。

      『オーセチック材料ですね。増加する傾向にあること、という意味のギリシャ語由来です。グラフェンと金属との複合材。金属系オーセチック材料が解放されたことは大きかったですね』

      「引き延ばす・・・・・という日本語が狂いそうな概念だよ」

      『引き膨らむ・・・・・、になりますね。負のポアソン比を持つ物質は自然界でも限られます。ほぼ０である物質としてはコルクがありますね』

      　コルクのポアソン比は限りなく０に近い。古来より瓶の栓として使われてきた。

      「この特性を利用すれば自己修復機能さえ可能。疑似筋肉には理想的だ」

      『アモルファス金属にグラフェンを用いたオーセチック材料に、疑似血液としての筋肉。それを装甲にまでするという発想は惑星間戦争時代にもありませんでした』

      「筋肉に関しては肉離れを起こしてから学んだことがある。オーセチック材料はその対策にも理想的だな」

      『しかしオーセチック材料も密度は低いので補強する必要がありました。別の装甲材を拘束容器で補強する必要はありましたが、防御力は格段に向上しました。金属水素が爆発反応装甲の役割も果たしていますね』

      「こいつのおかげでＢ型、クルトさんのフッケバインも一気に完成に近づいたよ」

      『その先にあるもの。――コウが望んだものが見えてきましたね』

      「ラニウスＣ型。目標としていた理想系に一番近い五番機だ」

      　コウが理想系として構想していたラニウスＣ型。それは強襲飛行型としての機動力の確保。追加装甲を外した場合、加速特化の高機動機として異なる二つのスタイルを併せ持つ機体を構築することだった。

      『本来の追加装甲はシルエットの装甲を補うためのもの。あなたはそれを嫌いました。目標達成のためには実に頑固なところがありますね』

      　アストライアが微笑む。それは構築技士として必要な要素とさえ思っている、好ましい要素だ。

      「飛行機と戦車の装甲はまったく性質が異なる。それを兼用させようとするから無理がでる」

      『その通りです。装甲素材の密度から始まり、硬度、曲げ強さ、引張強さ、ヤング率、靱性、せん断性、展延性、ユゴニオ弾性限界など。他にも実にさまさまなパラメータが存在します。コウにも基礎知識があることは幸いでした』

      「金属加工業だったからな。まったく知識がないわけじゃないけどさ」

      　コウは地球時代のＴＡＫＡＢＡ社の社員。マシニング・オペレーターだった。とくに硬い物質や熱を持ちやすい材料はマシニングのチップが欠けることを思い出す。

      『あなたは研究者ではありません。必要な要素を持つ部品を適切に選択し、構築することが可能になればよいのです。基礎知識があれば吸収しやすいですからね』

      「そうだといいが」

      　学習には不安があるコウ。とはいってもやるべきことは進めている。研究中のラニウスＢ型の画像を表示させる。

      「いよいよＢ型を改良。回転デトネーションエンジンを内蔵化させる。これはクルトさんが完成させたフッケバインの回転デトネーションエンジン内蔵構造データと、二人目のアシアの技術で可能になった。これがＣ型のベースとなる」

      　画像を回転させ、声に出しながら確認するコウ。

      「ＴＳＲ―Ｒ１Ｃの二つある形態。素体のみである高機動型と追加装甲を装備した強襲飛行型。人型の超音速飛行と無限飛行両立は厳しいと思ったが……」

      『ＴＡＫＡＢＡがうまく御統重工業につないでくれましたね。キヌカワエイジはケリーに匹敵する航空機の専門家です』

      「笑われるかと思ったよ」

      『それを可能にする技術を提供したのです。歓喜こそすれ、笑うことなどありえません』

      「アストライアがそう断言してくれるだけでほっとするよ」

      　人型兵器が縦横無尽に空を飛び回る――アニメの見過ぎだと一蹴されてもおかしくないと思っていた。

      　しかし鷹羽兵衛と衣川英治はＴＳＷ―Ｒ１Ｂを素体に研究を重ねてくれている。コウとアストライアもその研究をもとに、新たな技術を提供していた。

      「地球の教科書にはね。【ただし、空気抵抗を無視できるものとする】という問題があったな」

      『実際に開発する場合ならいざしらず、物理を学ぶために大気の空気抵抗を組み入れることは不合理です。ある意味最適化された言葉ですね』

      　コウの地球時代にあった問題に、理解を示すアストライア。

      「シルエットのような空気抵抗を考慮していない物体を推力で強引に加速させ上空まで飛行。超音速に達する速度になる設計だ。我ながら無謀にもほどがある」

      『研究は進みました。到達可能な目標です』

      「金属水素生成ともう一つの切り札。赤色酸素の生成か」

      　二人目のアシアが提供してくれた技術。それが赤色酸素生成装置であった。

      『高圧下では酸素も金属相を持ちます。酸素の同素体である８酸素オクタオキシゲン。赤い固体酸素ですね。液体酸素よりも優れた酸化剤です』

      「金属酸素もあるんだっけ」

      『はい。金属水素と同様、本来なら高圧下の真空という条件でのみ金属酸素も生成できます。ウィスを通さなければすぐに相転移しますね』

      「また圧力か……」

      　コウの印象としては材料や燃料系は高圧物理学の比重が大きく思えた。

      『金属酸素は１００Ｇｐａギガパスカル。金属水素にいたっては５００Ｇｐａという、地球の中心部よりも大きい圧力が必要です。これらの利点は燃焼効率の向上と高密度物質であるため機体の軽量化に寄与します』

      「赤色酸素が２０Ｇｐａで生成できる上に管理もしやすい。でもこちらのほうが後に解放だったんだな。金属水素のほうが高難易度な技術に見えるよ」

      『指摘の通りです。アシア一人の権限では同時解放は許されませんでした。この技術を同時解放すると推進剤としてのエネルギー効率が飛躍的に向上しますからね。二択を迫られた時、アシアは迷わず金属水素技術を取ったのです』

      「本当にありがたいな」

      　最初に解放したアシアは相当無理をして金属水素技術をコウに提供した。

      　それはアシアの歓喜と心からの感謝。そのあらわれであることは間違いない。

      『赤色酸素に必要な圧力は金属水素より楽といえますのでパワーパックに組み込むことはたやすい技術です。まだ公開前の技術ですがあの二人になら提供も問題ないでしょう。なによりも強襲飛行型の研究が優先です』

      「金属水素と赤色酸素。その二つの燃料を供給しながら動作しデトネーション波の無限ループを発生させる、シルエットに内蔵可能な回転デトネーションエンジン。これで必要な素材は揃った」

      　コウは鷹羽兵衛から送られた試験データを表示する。

      「あとは飛行に適さない人型を飛ばすために必要なもの。推力と最低限の揚力。これまでにサンダーストームや、今回提供された研究をもとに俺の趣味で構築した可変後退翼機であるエッジスイフトの二機を構築しておいてよかったよ」

      『エッジスイフトは量産に値する兵器です』

      　少しコウならではの仕掛けはあるが、高性能戦闘機をコウは構築した。アストライアのお墨付きだったが試作には至っていない。

      「空戦特化の要撃機インターセプターが需要あるとは思えなくてさ。多目的戦闘機シューティング・スターのような汎用性はないからね。量産まで考えるとやはり汎用的な機体にするべきかなと」

      『現時点ではないでしょうね』

      　意味ありげな含みをもたせるアストライアだったが、コウはそのことに気づくことはなかった。

      「それにしてもエッジスイフト構築時に学習した生物模倣バイオミメティクス技術。これがＣの強襲飛行型につながるとは。衣川さんの提案には驚かされたよ」

      『キヌカワというＡ級構築技士は航空機とロケットに関しては他の構築技士よりも抜きん出ております。当然でしょう。時間さえあればコウもあの人物のもとで学んでほしかったですね』

      「御統重工業はシルエットベースから距離があったから断念したんだよな」

      　アストライアの言葉の端々から、衣川という構築技士を高く評価していることを感じるコウだったが口にはしない。

      「シルエットを飛行させるにはなにを参考にするのか？ なにが障壁となるのか？ それすら手探りだったからね」

      『自然界では昆虫の飛行原理さえも謎でしたよ。マルハナバチのパラドックスは有名です。昆虫の形状から、あの羽根では飛行できないはず。多くの航空技術者が指摘しました。ですがそれはあくまで飛行機サイズでのこと。二十一世紀になって昆虫のあのサイズならば発生可能な空気の渦を創り出し、その渦を利用することで飛翔できることが判明したのです』

      「その昆虫にシルエットを飛ばす秘密があった。重く硬く素早く飛翔する昆虫。そんなものが自然界に存在した」

      『タカバヒョウエ経由で送付されたキヌカワのレポート。ゴライアスオオツノハナムグリ。これが現行の技術においてシルエットを飛行させる鍵となりました』

      「体長百ミリメートル、体重百ミリグラムに達することもある、もっとも大きな昆虫の一つ。化け物みたいなコガネムシ科のハナムグリ。しかもこの巨体で飛翔に移行する過程が一瞬だという」

      『いわゆる羽隠しである背中の硬い部分を閉じた場所――鞘翅ししょうを閉じたまま飛翔する珍しい昆虫ですね。急所を守る装甲を閉じたまま、翅はねを素早く展開させる構造です』

      「甲虫最大級の自重に硬さ。その反面、見た目にそぐわない高速加速の飛翔と機動性。Ｃ型の飛行に必要な要素がすべて揃っている」

      『ゴライアスとは巨人ゴリアテが由来です』

      「それが本当に機械の巨人を飛翔させることになるとは」

      　コウが設計段階のＣ強襲飛行型追加装甲の試験画像を映し出す。

      「バックパックには二基のフライトバインダーモジュールを搭載――推力偏向ノズルを持つ大型スラスターを二基ずつ備え合計四基。揚力を補助するための主翼も左右に装備。スラスターと主翼を内包するための装甲型結合機バインダーだ」

      『ゴライアスオオツノハナムグリの飛翔を生物模倣技術で応用したもの。フライト・バインダーを鞘翅に見立て、スラスターと主翼を展開。昆虫のように胴体をぶら下げるような姿勢で、瞬間的に飛翔するシルエット用追加装甲。これが構築できたらラニウスＣの強襲飛行型は完成ですね』

      「相変わらず積載能力が低いことが難点だ」

      『フライトバインダーモジュールには折り畳んだＡＫ２に加え、予備の電弧刃アークブレイドや予備弾倉も格納できます。五番機には十分でしょう』

      「今回の強襲飛行用追加装甲の試作案は兵衛さんたちに送っておいたよ。兵衛さんもラニウスの後継機として飛行可能なシルエットを構築しているらしい。間もなく完成のようだ」

      『ＴＡＫＡＢＡの新型シルエットはラニウスとは異なり最初から飛行能力を獲得する設計の、金属水素と赤色酸素を併用した最新鋭機になりましたね。Ｒ１―Ｃ強襲飛行型はＴＡＫＡＢＡの新機体を参照に、より完成度を高めることができるでしょう』

      「兵衛さんは決断が早いからな。五番機もようやく具体的な完成イメージが見えてきた。しっかり詰めていくことにしよう」

      『確かにまだ微修正は必要ですね。ですが完成は間近です』

      　アストライアも満足そうにうなずいた。兵器開発こそ彼女の本領なのだ。

      「残る課題はアシアの件だな」

      『二人目のアシアによる技術解放ですね』

      「今回は赤色酸素などシルエット内部部品の小型化につながる技術が多い。これは徐々に解放する。あとは光学兵器関連か。これは封印しよう。構築するにしても、アストライアで運用する戦略兵器のみだ」

      『承知いたしました』

      「戦略兵器といえば二人目のアシアが解放してくれた技術もすごいな。電子励起爆薬か。威力だけなら核爆弾に匹敵するぞ」

      『切り札として我々のみ使うようにしたほうがよいと思います』

      「そうだな。敵の手に渡った場合のリスクが大きい。できれば使い捨てにできるものがいい」

      　コウはしばし思案し、アストライアに告げる。

      「ホイール・オブ・フォーチュンに搭載してはどうだろうか。マークⅡとして」

      『コウが最初に構築した習作兵器ですね。意表をつくという点ではよいかもしれません。ウィスのリアクターも搭載できます。マークⅡの製造を進めましょう』

      「是が非でも、というわけではないけどね。ただ万が一を考えると必要になるかもしれない。構築しておこう」

      『ミサイルなら発射した瞬間破壊されるかもしれません。ア・レ・なら目標地点まで到達可能でしょう』

      　ホイール・オブ・フォーチュン。タロットナンバーⅩの名称を持つ兵器。そのマークⅡはいわば戦略兵器となるのだろう。

      　これが対巨大マーダーの切り札になることに、現在のコウは予想さえしない。

      　コウは再びＣ型の構想図に目を落とす。

      「二回の技術開放でシルエットが持つ方向性も変わる、か」

      『間違いなく。とくに防御面での発展が顕著です。軽武装で機動性重視、近接主体の強襲巨兵アサルトシルエット。武装を大量に搭載した攻撃主体の戦闘巨兵バトルシルエットの二種。シルエットも兵種の役割が明確化されていくことになるでしょう』

      　アストライアがネメシス戦域におけるシルエット運用の転換期を予見した。

      『ストーンズ側の構築技士は人類側の高性能化したシルエットに対抗するため、機体を大型化して搭載能力を強化し対策する可能性があります』

      「こちらは小型高性能化。相手は大型化でカバーし対抗か。ありえるな。シルエットは簡単に撃破される兵器ではなくなった。――次の流れはさらなる火力を有した火器か、従来通りウィスを通した近接武器がより重要になる」

      　コウもまた未来の戦場に変化が生じるであろうことは予感がある。

      「ＴＳＷ―Ｒ１Ｃ強襲飛行アサルトフライヤー型。これが完成すれば、あらゆる戦場に即応できる強襲巨兵の誕生だ」

      　目標とした五番機のコンセプト。コウはその実現への最終段階に到達したのだった。

      
        

      

    
  
    
      
        あとがき

      

      　今作も手に取っていただき、まことにありがとうございます。心より御礼申し上げます。

      
        

      

      『ネメシス戦域の強襲巨兵』二巻が書籍として世に出ることになりました。一巻を購入していただいた皆様、小説家になろう、カクヨム等で読者様による応援のおかげでここまでくることができました！

      
        

      

      　今回は一巻の制作話。頭部デザインが変更になったのですが、これは小山先生のアイデアです。

      　「剣を振るう時邪魔になるのでは」と新しい頭部デザイン案をいただき、即時採用させていただきました！ 描写を変更し、自分でもさらにイメージしやすくなりました。

      
        

      

      　小山先生とＴｗｉｔｔｅｒ上でやりとりをしているとき、筆者が子供の頃遊んだＰＣエンジンの「飛装騎兵カイザード」の話がでました。

      　なんと小山先生のゲーム業界初仕事だったとのこと！ 量産機とラスボスを担当されていたようです。

      　夢中になって遊んだゲームのメカデザイナー様と一緒にお仕事できるとは本当に驚きで、嬉しかったですね。

      
        

      

      　二巻を書いている途中、本当に色々ありました。

      　今作をきっかけにかつて憧れだった雑誌の編集長とお会いすることができました。

      　さらに一巻で応援してくださっていたゲーム会社の方から筆者とレーベル様あてに祝い花までいただけました！

      　小説を出版して祝い花をゲームメーカー様からいただけるとは身に余る光栄です！

      
        

      

      　色々あったといえば時事では緊急事態宣言。

      　創作に影響したものといえば文部科学省が二千二十年一月より日本名のローマ字表記を姓・名という順番に変わったことでしょうか。この作品の登場人物も日本人や日系人はカタカナ表記で名・姓にしていたので全て変更いたしました。

      
        

      

      　軍用技術なども方向転換が著しいです。兵器では米軍では陸軍に続き海軍もレールガン開発を中止。再開するかは不明です。陸の兵器は軽量化、輸送化しやすいもの。そして火砲は継戦能力を重視したものにシフトしつつあると思います。

      　各国とも極超音速ミサイルの開発を加速。各国とも迎撃が課題です。

      　戦闘機は次世代機を模索しています。ドローンの登場によって戦闘機の母機化、そして無人機全般の開発が進んでいます。

      　次期戦闘機関連、自衛隊が防空用で開発しているレールガンなど、日本の最先端情報も次々と開示されていっています。

      　これらの技術は使われないことが望ましいのは当然ですが、技術情報は追跡すると楽しいですね。

      
        

      

      　今作も書籍化に至るまでに様々な方の協力をいただきました。

      　前巻でお世話になった方々には変わらずのご支援いただきました。本当にありがとうございます！

      　そして二巻の書籍化を推進していただいたいずみノベルズ編集長様Ｙ様、編集部の皆様に御礼申し上げます。

      　最後にイラストレーターの小山英二先生。太刀装備のラニウスのデザインを見事に昇華していただきました！ 一巻のラニウスは壁紙になっています。

      　まことに感謝いたします！

      
        

      

      　改めて皆様、本当にありがとうございました。

      二〇二一年七月　夜切 怜
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